


















































ぼくのゆうしゃ８




〈電子特別版〉








葵せきな





富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　父さんが好きだった。どんな時でも笑え顔がおを絶やさない父さんが、大好きだった。

　母さんが好きだった。いつだって温かくて明るい母さんが、大好きだった。

　リョウお父さん好きだった。小さな勇気に満ちたリョウお父さんが、大好きだった。

　ミユキお母さんが好きだった。強くて弱いミユキお母さんが、大好きだった。

　ヒロキ兄さんが好きだった。頭が良くて穏おだやかなヒロキ兄さんが、大好きだった。

　ルウが好きだった。いつだってぼくを笑顔にしてくれたルウが、大好きだった。

　サクヤが好きだった。頑がん張ばり屋のサクヤが、大好きだった。

　ファルディオが好きだった。本当は誰だれよりも優やさしいファルディオが、大好きだった。

　師し匠しようが好きだった。強くて厳しくてでもホントは可愛かわいらしい師匠が、大好きだった。

　レイアおねーさんが好きだった。誠実で聡そう明めいなレイアおねーさんが、大好きだった。




　そして。




　ミカミトオルが嫌きらいだった。

　こんなに優しさに満ちた世界に、不幸しかもたらさない、ぼくという子供が。




　ぼくは、ずっとずっと……たまらなく、大嫌いだったんだ。








第一章









　レイア・キサラギ




「《ディストーション・カーテン》！」

　黒白の森林地帯《彼ひ岸がん樹じゆ海かい》の一角に、少女の勇ましい声が響ひびき渡わたる。

　レイアは目前の空間に局所的なオーロラを発生させると、前方から飛来していた複数の禍まが々まがしいエネルギー体《呪じゆ針しんミストルティン》の軌き道どうを逸そらした。

　が、咄とつ嗟さの短縮詠えい唱しようで発生させられる防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの効果などたかが知れている。殆ほとんどそよ風の如ごとき魔法光の奔ほん流りゆうだ。

　目ざとくそれを察知した敵、魔人スーリムが即そく座ざに攻こう撃げき手段を近接戦せん闘とうに切り替かえ、突とつ進しんでカーテンを突つき破やぶりながら右手に呪じゆ鞭べんグレイプニルを顕けん現げんさせつつレイアに迫せまる。

「しっ！」

　スーリムの気合い一いつ閃せんと共に高速で迫り来る、物理防御不能な横よこ薙なぎの呪鞭。当然ながら悠ゆう長ちように魔法詠えい唱しようで対処する間もない。

　スーリムの顔に勝利を確信した邪じや悪あくな笑みが浮うかぶ。が、次の瞬しゆん間かん、レイアは杖つえを……冗じよう談だんみたいなマジカルステッキを構えると、目前に迫った実体なきはずの呪鞭を──。

〈バチィッ！〉

　──見事に打ち払はらった。

「なに？」

　スーリムは驚おどろくと同時に、追撃も入れずに一時退ひく。呪鞭を杖で凌しのがれたのは流石さすがに想定外であったため、更さらなる何かが飛び出すのを警けい戒かいしたのだ。

　が、正味のところ、レイアにそれ以上の何かは一いつ切さいなかった。

　彼女は表情には出さず、内心安あん堵どの息を漏もらす。

「（危なかった……。あのまま勢いで押し切られたら完全に終わってたわ……）」

　ステッキには事前に強い魔法エネルギーを纏まとわせておいたため今回呪鞭を弾はじくことが出来た。が、実際タネはそれだけだ。魔人の身体能力で連撃を叩たたき込まれれば、レイアなどはひとたまりもなかった。

　距きよ離りを取り直したところで一時休戦の構えを見せたスーリムが、青い髪かみをさっと搔かき上げて胡う散さん臭くさい笑みを漏らす。

「ははは、これは一本取られましたね。慎しん重ちようすぎるのは僕の悪いところだ」

「あら、どうかしら。貴方あなた今、命拾いしたのよ」

　不敵な笑みを浮かべてそう応じるレイアに、スーリムは一瞬きょとんとした後、更に大きな笑い声を上げる。

「あははははは！　いやはやキミ達魔法使いという生き物は、本当に面おも白しろいものですね！　いや、ファルディオ君とキミが特に面白いだけなのかな！」

「あんな劣れつ等とう生せいと一いつ緒しよにはしてほしくないですね。わたくしは彼より遥はるかに強いです」

「ホント恐おそれ入りますよ。その自分をとにかく大きく見せるやり口って、魔法学校で習うものなのですか？　興味深いなぁ」

　言いながら、手にした呪鞭に更に力を注ぐスーリム。レイアは額に汗あせを滲にじませた。

「……素す直なおに騙だまされてくれる相手じゃなければ、全く意味がないのですけどね」

「いやぁ、実際怖こわいですよ。貴女あなたみたいなタイプって。おかげで、ボクときたらどうにも時間をかけすぎてしまって、反省するばかりですよ」

「よく言いますね……」

　確かにレイアは魔人相手に、一人で想定以上の時間を稼かせげている。が、それはレイアが優ゆう秀しゆうだからということ以上に、明らかに、スーリムの攻撃ペースが遅おそいせいでもあった。あえてレイアに対応の間を与あたえているフシさえある。

「（……完全に嬲なぶられているわね……わたくし）」

　言い様のない不快感がレイアの胸を満たすも、それを表に出せば出すほどスーリムが悦よろこぶこともまた分かりきっているため、表面上の余よ裕ゆうの笑みだけは崩くずさない。

「（いえ……むしろこの強がりこそが、逆に彼の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおるのかしら……）」

　そういう意味ではレイアは対応に失敗しているし、しかし、だからこそまだ生かして貰もらえているという意味では、功を奏しているとも言えた。スーリムの歪ゆがんだ性せい癖へき様々だ。

　とはいえ、現在は世界の趨すう勢せいを決める最終決戦の真っ最中。

　魔王陣じん営えいが人類の破は滅めつを、勇者陣営が個人の願望成じよう就じゆを、レイア達人類はそれらの凶きよう行こうを止めることを、最優先の目的として動いている。

　このような状じよう況きようの中では流石のスーリムも、個人の嗜虐趣しゆ味みばかりにかまけてもいられないだろう。

　彼はなにやらおもむろに背後を振ふり返り、《彼岸樹海》の奥……恐らくは《聖域の扉ビフレスト》とやらが存在するであろう方角を見やると、少しだけ何かを待つような素そ振ぶりを見せた。

「…………ふーむ、そろそろだと思っていたのですが……仕方ありませんね」

「？」

　レイアはスーリムの様子に首を傾かしげる。

「（……全すべての決着がつくのを待っている？　なぜ？　トオル君と何か契けい約やくでも交かわしているのかしら）」

《聖域の扉ビフレスト》の奥にあるという《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触ふれた者は、一時的に魔法システムの稼か働どうに関かかわる全権と、それとは別に個人の願いを叶かなえられるという副賞めいたものが得られる。トオルの命を救うことだけを最重要目標に掲かかげるレイア達としては魔王や勇者の願いさえ阻そ止し出来ればそれでいいわけだから、ここに強いこだわりはない。

　が、レイアから見て、スーリムという魔人は何の打算もなくトオルに協力し続けるような輩やからではない。そこには必ず何らかの打算があると見て然しかるべきだが……。

「（トオル君が彼みたいなクズに易やす々やすと便べん宜ぎを図はかるとも思えないのよね……）」

　レイアが思わず考え込んでいると、スーリムはなにやら「やれやれ」と首を振った後……怖おぞ気けが走る程ほどの殺意を瞳ひとみに宿らせてレイアを睨にらみ付けてきた。

「では……トオル君に怒おこられない程度には、僕も働いておきませんとね」

「っ！」

　突とつ如じよ全身に力を漲みなぎらせ始める魔人。レイアはその身から放たれる凶きよう悪あくな威い圧あつ感に、思わずごくりと唾つばを飲み込んだ。

「（は、はは……わたくしは、なんて間ま抜ぬけなのかしら。手を抜ぬいているフシがあるとはいえ、ある程度は魔人と一人で渡り合えていたと自負していたなんて……思い上がりも甚はなはだしかった！）」

　実際よく考えてみれば、そんなはずはなかった。レイアは勇者でもなければシヴィルの一族でもなく、ましてや……掛かけ値ね無しに稀き代だいの天才魔導師たるあのバカでも、ない。

「（才能や生まれで全てを語る気は毛頭ないけれど……これは、わたくしが一人でまともに相手出来るレベルじゃ、ない）」

　本気になったスーリムを前に、がくがくと足が震ふるえる。

　が……レイアはそれでもしっかりと眼めを見開き、杖を構え……そして、微笑ほほえんだ。

「ようやくやる気になりましたか。仕方ありません。わたくしも……そろそろ力の三割程度をごらんにいれて差し上げましょう」

　余裕に満ちた優ゆう雅がな動きと表情でそう告げるレイアを、スーリムは心底面白そうに見つめる。

「ああ、ホントに惜おしい人物ですねぇ、キミは。出来ることなら、ゆっくりと、ジワジワと、その心を挫くじいてさしあげたかった……！」

「わたくしもですよ、魔人スーリム。もう少し貴方と遊んでさしあげたかったわ」

　最後までレイアは余裕の態度を崩さない。そこに一いち縷るの望みでもある限り……ファルディオのために一秒でも稼げる可能性がある限り、どんなに心が泣きたくなる程の絶望で満たされようとも、最後まで最善を尽つくす。

　二人の間に、一瞬の静せい寂じやくと緊きん張ちようが走る。そうして、いよいよ最後の交戦が──

〈バシュゥ！〉

　──始まろうとしたその刹せつ那な、突如、森の奥に巨きよ大だいな光柱がそそり立った。

『な──』

　驚いて二人、思わず相手への警戒も完全に解いて光柱を見つめる。

　天を貫つらぬくように聳そびえる光の柱。

　強大なエネルギーを放つ神こう々ごうしいそれは、何かの前まえ触ぶれを思わせ──否いな。

　明らかに、この戦いの完全決着を示していた。

「一体、誰だれが……」

　勝利を手にしたのか。そう呟つぶやくレイアに対して、スーリムはと言えば……。

「…………ふ」

「？」

　ニィッと、口の端はしに邪悪な笑みを浮かべていた。刹那、レイアの背筋を激しい悪お寒かんが駆かけ抜けていく。

「（なに……この、嫌いやな予感。まさか……）」

　スーリムが悦ぶ結果など──勝者など、一人しか思い当たらない。

　光柱が徐じよ々じよに縮小していく中、呆ぼう然ぜんと立ち尽くすレイアに対し、スーリムはすっかり戦闘態勢を解いた様子で振り返ると、笑顔で彼女に声をかけた。

「では、僕はこれにておいとまさせて頂きますよ、レイアさん」

「え？」

　彼の意外な言葉に、思わず素すで応じてしまうレイア。

「（全ての決着がついた今、スーリムとしては情勢を全く気にせずわたくしを嬲れるはずですのに……）」

　が、実際スーリムは満足そうに微笑んだ後、レイアに完全に背を向けると、次の瞬間には空間を裂さいて禍まが々まがしいゲートを創造し、その奥へと消えていってしまった。

「……っ！」

　レイアは一瞬彼の制止を考えたものの、ぐっと堪こらえる。

「（状況が決着した今、ここで更に彼と交戦を続けようとするのは、ただのわたくしの意地から来る愚ぐ行こう！　わきまえなさい、レイア！）」

　冷静にそう考え直したレイアは、一度深呼吸して心を落ち着けると……次の瞬間には完全に意識を切り替かえた。

「まずはファルディオと合流っ、そして状況確かく認にんっ！」

　声に出して目標を告げると、レイアは先程まで光柱の立っていた森の奥へと、全力で駆け出したのだった。




「あ、あの！」

　森の奥を目指し始めてから数十秒後、突とつ然ぜん声を掛けられたレイアは慌あわてて立ち止まり周囲を見み回した。と……。

「え、サクヤさん!?」

　魔ま法ほう都市ルーンヘイムで知り合った緑髪の村むら娘むすめ、サクヤ・ルーンが、どこか慌てた様子で森の中から駆け寄ってきた。

　が、なぜか彼女はレイアの反応を見て、不思議そうに首を傾げる。

「え、ええと？　どうして私の名前を？」

「はい？　いや、だって、貴女サクヤ──」

　そこまで言いかけたところで、レイアははたと気付く。

「（そうか、わたくしがルーンヘイムで行動を共にしていたサクヤさんは、魔人ミュートの変装した姿だったんでしたね。ということは……本物の彼女とは初対面ということに）」

　そう頭では理解したものの、目の前の少女はルーンヘイムで一緒に過ごした少女とビジュアルから声質からちょっとした仕種まで全て同じなものだから、レイアとしてはイマイチ慣れなかった。

　レイアが手早く挨あい拶さつと状況説明を済ませると、サクヤは「なるほど」と頷うなずいてレイアを近場の木こ陰かげへと誘ゆう導どうしていく。レイアは一瞬ミュートの罠わなを疑ったものの、その刹那、サクヤは振り返りもせずに告げた。

「大だい丈じよう夫ぶです。残念ながら根こん拠きよは提示出来ませんけど、どちらにせよ、今はそういう無む駄だな探さぐり合いに時間を掛けている場合じゃないはずです。信じて下さい。私も、こうして初対面の貴女を完全に信じているわけですから」

「え……ええ、そ、そうね」

　そのあまりに冷静な子供らしくない言葉に、レイアはたじろぐ。

「（……トオル君といい、この子といい、最近の子供ってみんなこうなのかしら……）」

　だとしたらこの世界の未来は明るい……ような暗いような。そんなことにレイアが思いを巡めぐらしていると、前を行くサクヤが足を止めた。その視線の先には……。

「せ、セシリアさん!?」

　満まん身しん創そう痍いで巨きよ木ぼくに背を預ける彼女の姿を見て、思わず悲鳴に近い声を上げるレイア。

　一いつ瞬しゆん死んでいるのかとさえ思われたが、小さく呼吸が繰くり返されている様子を確認して、彼女はホッと胸を撫なで下ろした。

　セシリアの傍そばで膝ひざを突つき、ハンカチで彼女の汗あせを拭ふきながらサクヤが話す。

「魔人さんと一戦交えて、こうなったみたいです。私はトオルさんと一いつ緒しよにここに来ていたのですが、状況が状況なので、セシリアさんの手当てを任されてここに留とどまりました」

「そうだったの。……それで、彼女の容よう体だいは？」

「それなんですけどね」

　突然そこで表情を険しくし、汗を拭く手を止めるサクヤ。レイアは酷ひどくいやな予感を抱いだいたものの……しかしサクヤの口から漏もれたのは、想定外にも程がある言葉だった。




「なぜか、急速に傷口が塞ふさがり出したんです」




「…………は？」

　全く意味が分からず気の抜けた言葉で応じるレイア。しかしサクヤ当人もまた、瞳に動どう揺ようの色を浮うかべてレイアを見つめ返してきていた。

「色々事情は考えたんです。セシリアさんは特とく殊しゆな家いえ柄がらだしとか、あと、ナルスでの一件もありますし、とか」

　ナルスでの一件というのはレイアも話に聞いた程度だが、少々特殊な経けい緯いの輸血を受けたという話のことだろう。が……。

「そんな、神の血を貰もらったわけでもあるまいし……」

「そうなんです。それに、実際そんなに回復力があるなら、私が治ち療りようを始めるまでもなく回復してなきゃおかしいじゃないですか。だけど、急に回復し始めたのは、ついさっきのことで……」

「ついさっき……」

「そんな矢先、貴女──話に聞いていた、魔法に詳くわしいレイアさんと思おぼしき方をお見かけしたので、咄とつ嗟さに声をかけさせて貰った次し第だいです」

「ああ、納なつ得とくしました。……けれど、わたくしを頼たよられましてもこれは……」

　人の怪け我がが急速に回復する現象だなんて、レイアは聞いたことがない。医療魔法という分野もあるにはあるが、あらゆる傷を瞬時に治すような都合のいいものなどないし、あったとしたらそれは「魔法」よりも「加護」や「奇き跡せき」といった表現に近い代しろ物もの──。

「まさか……」

「？　レイアさん？」

　ある可能性に思い当たったレイアは、サクヤに慌てて質問する。

「サクヤさん！　傷が塞ぎ出したのって……もしかして、光の柱が立った直後からじゃないですか!?」

「え？　あ、は、はい、そうだったかもしれません。なんだか色々なことが一いつ遍ぺんに起こりすぎて、結びつけて考えていませんでしたが……」

　そこまで言ったところで、サクヤもハッと何かに気付いた様子を見せ、そして、細かく震え出す。

　レイアもまた空を仰あおぎ見て……悔くやしさに、歯は嚙がみした。

「こんな奇跡を起こせるのは、魔法システムの権限を一時的にでも掌しよう握あくした人物……魔法エネルギーの行き先の便べん宜ぎを図はかれる存在しか、いない」

　レイアの説明を、サクヤが俯うつむきながら引き継つぐ。

「この争いの勝者が魔王や魔人なら、セシリアさんの治療という発想にはならない。勝者は……トオルさんかファルディオさんの、二択たく。ですけど……」

「そう……」

　レイアは拳こぶしを強く握にぎりこんで続ける。

「ファルディオには……この森に入ってすぐ、それぞれ単独行動をとるため別れたわたくしやファルディオには……セシリアさんが致ち命めい傷しようを負った事実なんて、知る機会が無かった。つまり、彼女の惨さん状じようを知り、その回復に便宜を図れた勝者は……ただ一人」

　小刻みに震ふるえ俯くサクヤの頰ほおを、一ひと滴しずくの涙なみだが伝い、セシリアの手の甲こうへと落ちる。

「…………ん、うぅ……」

　その刺し激げきに彼女が意識を取り戻もどし、うっすらと目を見開き始める中……。

　レイアに向けて泣き笑いの表情で振ふり返ったサクヤは、必死に取り繕つくろった声で、呟いたのだった。




「トオルさんは……トオルさんは……願いを、叶かなえられたん、です、ね。……よ、良か……良かっ────」




　それ以上は、もう、彼女には──子供らしくわんわん泣き出してしまったサクヤ・ルーンには、言葉に出来なかった。




　ファルディオ・メルクリウス




〈権限者トオル・ミカミの願いを正常に受理、処理致いたしました。これをもちまして試練の全行程を終しゆう了りようと致します。お疲つかれさまでした。全すべての生命に祝福のあらんことを〉




　室内に響ひびき渡わたるシステム音声を聞きながら、ファルディオは自らの傍かたわらへと視線をやり……呆然と呟つぶやく。

「……トオルが……」

「……消えた」

　ファルディオの言葉を、美び貌ぼうの少年──魔王ヨルが引き継ぐ。二人が伸のばした手の先には、既すでに光の玉はなく。同時に……今の今までそれをガムシャラに競きそい合っていた少年の姿もまた、無かった。

　敵同士であったことも忘れ、ファルディオとヨルは思わず視線を交かわし合う。

「…………」「…………」

　互たがいに、何も言うことが出来ない。あまりに全てが呆あつ気けなく終わってしまい……現実をうまく飲み込めなかった。

「（トオルが……死んだ……？）」

　ファルディオは先さき程ほどまで少年の居た場所に手を伸ばす。が、そこには最も早はや仄ほのかな存在の痕こん跡せきさえない。……審しん判ぱん者しやが目的を果たして元世界へ帰き還かんしただけ……とは、とてもじゃないが考えられなかった。

「（自らの命を代だい償しように、兄を……ヒロキを、生き返らせたのか……）」

　思えばトオルの目的は最初から……ヴェリール村を出た時から終しゆう始し一いつ貫かんしていた。

　女め神がみの力を利用して兄の命を救う。

　その道中で女神や魔法に纏まつわる世界の真実を知り、人語を解す魔物たる魔人やそれを統すべる魔王の襲しゆう撃げきに遭あい、女神教会の暗部に触ふれたりと、多くのイレギュラーには見み舞まわれたものの、それでも彼の目的に揺ゆらぎは一いつ切さい無く。

　それどころか、使い魔……実は兄のヒロキの魂たましいが宿っていたルウが自らをかばって亡なくなった時、その決意はいよいよ確かなものとなっていた。最早、仲間達の言葉さえ、届かない程に。

　ならばとファルディオ達は実力行使で、たとえそれが人類への裏切り行こう為いにあたろうと、全力で勇者ミカミトオルの願いを砕くだこうと努力してきたのだが……結果は、ファルディオや魔物代表の魔王を僅きん差さで押おさえ、勇者の勝利。

『…………』

　様々な感情がないまぜになり、二人は次の行動へと移ることが出来ない。

　が、そんな二人を急せかすように無む慈じ悲ひなシステム音声が響き渡る。

〈既に今回の試練は終了致しました。未いまだ《聖域》内に残る同行者二名は、速すみやかに退出を願います。三百秒以内の自主退出がなされない場合、システムによる強制退出が執しつ行こうされます。これは対象の安全を確約出来るものでは御ご座ざいません。ご了りよう承しよう下さい〉

　その言葉に、二人はようやく自分達の立場を思い出し、互いを見つめて言葉を交わし合った。

「さて、この場で俺を殺しておくかい、魔ま王おうさんよ」

「ん？　ああ、そうだね。正直ヒロキとの約束さえ果たせなかった自分の不ふ甲が斐いなさにむしゃくしゃしているところだから、腹いせにはそれもいいかもしれないけれど……」

　そう笑えんで応じるヨルにファルディオは内心酷く怯おびえながらも、出来るだけ表情にはそれを出さないように努め、そろーりと視線を逸そらす。

　ヨルはそんなファルディオを見てくすくすと笑って続けた。

「やめておくよ。この場所であまり無ぶ粋すいな真似まねはしたくないしね」

「無粋も何も、魔物の代表サマとしては、権限手に入れられないなら、とりあえず暴れてシステム破は壊かいでもしておくのが妥だ当とうじゃね？」

「キミ、人類のクセにサラリと暴論を口にするね」

「別に今の俺は純じゆん粋すいな人類の味方でもねぇしな。俺が守りたかったのは、ただ……」

「……そうだね」

　力なく笑うヨルに、ファルディオは最早敵意を抱く気にもなれなかった。

　二人、どちらからともなく出口に向かって歩き始める中、ヨルが語る。

「正直迷い所ではあるよね。この機会を逃のがすと、いくらボクと言えど《聖域》内部への侵しん入にゆうは難しいから」

「だったらサクッと壊こわしていけよ」

　人類への裏切りともとれる提案を雑談の延長みたいに告げるファルディオへ、ヨルは心底愉ゆ快かいそうに微笑ほほえみかける。

「ははっ。やってもいいけど、きっと、キミの期待には応こたえられないと思うよ」

「どういう意味だよ？」

「……今からシステムを破壊したところで、トオル君の願いが無効になる可能性はゼロだろうっていうことさ」

「…………」

「本当にキミは、トオル君さえ助かるなら、人類全体の不利益さえ構わないんだね」

　優やさしく微笑みかけてくるヨルから、ファルディオはふいと視線を逸らす。

「あいつは俺の金ヅルだからな。だから他のヤツが迷めい惑わくしようと、俺はあのガキンチョを手元に置いておきたい……ただそれだけだっつうの」

「そう」

　ヨルは魔王という肩かた書がきにまるで似合わない穏おん和わな笑みを浮かべると、《聖域》出口へとゆっくり歩きながら続ける。

「話を戻すけれど、ボクが破壊行動に出ない理由は二点。ここで暴れる行為は正直クロノを連想するから生理的にイヤっていうのがまずひとつ」

「クロノ？」

　初出の単語に戸と惑まどうファルディオに、ヨルが「ああごめん」と笑う。

「ボクの昔の知り合いの話。特段思わせぶりにする意図もないんだけど、わざわざ今この状じよう況きよう下かで掘ほり下げる話でもないかな」

「あっそ。まあいいや。んで、もう一つの暴れない理由とやらは？」

「ああ、それは……言うなれば勝者たるトオル君に免めんじて、といったところさ」

「んだそれ。魔王サマが、あのワンコ魔人みたいな騎き士し道どう精神にでも目覚めたか？」

「ははは、まあそういう気持ちもないと言ったら噓うそになるけどね。でもこの場合の『勝者たるトオル君に免じて』というのは、もう少し現実的な意味かな」

「？　現実的な意味？」

「そう」

　ヨルはそこで一いつ拍ぱく置くと、その瞳ひとみに怜れい悧りな光を宿らせてファルディオを横目で見る。




「ファルディオ君。キミは彼がこの世界の成り立ち──つまりは魔物と魔法の関係にどういう決断を下したのか、興味が湧わかないかい？」




「っ。それは……」

　確かに、とファルディオは納なつ得とくし、口元に拳を当てて思考を始める。

「（トオル個人の叶えた《願い》が自分の命を犠ぎ牲せいに兄を助けることなのは確定だが。そういう副賞以外の部分……この世界を取り巻く状じよう況きようにどういう決断を下したのかは、まるで未知だ。魔法による加護を継けい続ぞくさせたのか、それとも打ち切ったのか……）」

　歩きながら考え込むファルディオに、ヨルは「ね？」と続ける。

「彼がこの世界をどう変革したのかを、まずボクは確かく認にんしてみたい。だけど、ここで安直にシステムを破壊してしまっては、それも叶わないからね」

「なるほど……」

「それに正直なところ、システム破壊はボク側としても最終手段中の最終手段なんだよ。考えてもみなよ。これだけ大きなエネルギーを扱あつかう機構だよ？　下手なことをしたら、最悪、惑星爆ばく発はつどころか宇宙消しよう滅めつの危機、なんて事態にさえなりかねない」

「ウチュウって……アレだろ、確か空の先に広がる無限世界のことだろ？　おいおい、いくらなんでも、そんな馬ば鹿かげた規模のシステム──」

「アウルなら作りかねないんだよ……」

「あ、ああ……そうか……」

　そうして二人、苦笑いを交わし合いながらも歩き続け、出口を抜ぬける。と──。

〈同行者の退出を確認。閉門します〉

　アナウンス音声と共に、巨きよ大だいで頑がん強きような門《聖域の扉ビフレスト》がゆっくりと閉じていく。

　二人でぼんやりとそれを見守っていると、ふと、背後からがさりと草を踏ふむような音がした。ファルディオが大層慌あわてて、ヨルがゆっくりと振り返ると、そこには……目を丸くしている魔法少女が一人。

「ファルディオ！　それに……えと、もしかして、魔王……さん？」

「レイア！」

「はい、魔王です。でも気軽にヨルと呼んで貰もらえた方がボクは嬉うれしいかな」

　驚おどろくファルディオと、にこやかに手を振ふるヨル、そして状況がまるで分からない様子で目を白黒させるレイア。

　とりあえず三人は合流すると、手早く互いの状況を報告し合った。

「それで、サクヤさんとセシリアさんには簡単な魔物除よけの魔法結界を施ほどこして、わたくしはこちらの状況を確認しに来たわけなんですが……」

　説明をしながらちらり、とヨルを窺うかがうレイア。それに気付いた彼がにこっと微笑み返すと、魔法少女はどうしたらいいか分からない様子で苦笑いを返し、ファルディオに助けを求めるような表情を見せる。

　しかしファルディオも頼たよられたって困る。彼は一度咳せき払ばらいをすると、話を強ごう引いんに続けた。

「そっちの事情はよく分かった。で、こっちの話もさっき言った通りだ。既にこの最終決戦の勝者が決まっちまった以上、今は一時停戦中。で、その勝者っつーのは……」

「…………」

　沈ちん黙もくした二人の間に重苦しい空気が立ちこめるも、すぐにそこへヨルが口を挟はさむ。

「まぁ仲間を失ったのは、決してキミ達だけじゃないけどね」

　刹せつ那な、今度はピリッとした緊きん張ちようが場に張り詰つめ、ファルディオとレイアは警けい戒かい態勢へと移行する。が、ヨルはそんな彼らの感情など知ったことないといったマイペースな様子で、今度はにこっと微笑んできた。

「ところで、レイアさん。ちょっとボクに攻こう撃げき魔法を撃うってみて欲しいんだけど」

「…………はぁ？」

　突とつ然ぜんのヨルの意味不明な提案に、緊張も忘れて間の抜けた返事をする魔法少女。ファルディオも首を傾かしげる中、ヨルは笑顔で続ける。

「攻撃魔法じゃなくてもいいけど……とにかくレイアさんの使い慣れた魔法を、これまでのそれと比ひ較かくがしやすい状況で撃ってみて欲しいんだ」

「えと……それは、どういう……」

　未だヨルの意図が摑つかめない様子のレイアに反して。直前まで彼と会話を交かわしていたファルディオはその狙ねらいに気付き、思わず「なるほど！」と声を上げる。

　そうして彼はレイアの肩かたを両手で摑むと、勢い込んで願った。

「俺からも頼たのむぜレイア！　そうさな……ああ、そうだ！　あれがいい！　アクアボール！　学校での訓練の時に俺に撃ったあれを、あの時と同程度の力で顕けん現げんさせてくれよ！」

「ふぇ？　え、ええ……べ、別にいいけど……」

　レイアはぽっと頰ほおを染めると、いそいそと二人から少し距きよ離りを取り、そうして、頼まれた通りの詠えい唱しようを始めた。

「《守り、癒いやし、奪うばう蒼あお！　アクアボール！》」

　刹那、術者たるレイアを取り囲むように複数の水球が浮ふ遊ゆうする。ファルディオからすればいつ見ても惚ほれ惚ぼれする程に見事な技量。短縮詠唱でここまでの数の水球を生成出来る魔ま法ほう使つかいなど、長い歴史をみたところで、どれだけいたものか。

　ファルディオが感心する中、ヨルが呟つぶやく。

「まあ正直薄うす々うす感付いていたことだけれど、少なくとも『世界から綺き麗れいサッパリ魔法が消えた』等という状況では、ないようだね」

「ああ、そうだな」

　二人のやりとりにレイアは一いつ瞬しゆん首を傾げるも、賢かしこい彼女らしくすぐに状況に気がついた様子でぽんと手を叩たたく。

「ああ、なるほど。魔法システムの変化検証でしたか」

「ああ、そうなんだが、しかし……」

　ファルディオが改めてしっかりと浮遊する水球の観察を始めると、レイアは恥はずかしげにもじもじとする。

「な、なんかそう改めて真しん剣けんに見られると……その……」

「……減ってねぇか？」

「え？」

　一瞬何を言われたか分からない様子でレイアが首を傾げる。そんな彼女に対し、ファルディオは水球を指差しながら「だからよ」と続けた。

「水球の数。以前俺と魔法学校でやりあった時は、詳くわしくは数えてないが、大体二十個ぐらいは生成されていたはずだ。だが、今は、十七だ」

「？　ええ、確かに、言われてみれば……」

　言いながらレイアは自分でも状況を確認し、不思議そうに首を傾げる。

「おかしいですね。アクアボールは私の得意魔法の一つですし、体調や精神状態で発生現象が揺ゆらぐものでもないはずなのですが……。《神無節》の進行による魔法力の低下にしても、少し差異が大きすぎますね」

「……ふーむ」

　ファルディオは腕うで組ぐみしながらぶつぶつと考察を口にする。

「仮に《再起動》が行われたのなら……つまり女め神がみ教会の表現で言うところの《加護節》が始まったのなら、魔法の効果は《神無節》だった先さき程ほどまでより強化されなきゃおかしい。アクアボールの場合は、水球の数なり容量なりが増えて然しかるべきだ。しかし……」

「むしろアクアボールは数が減った……私の調子も悪くなかったのに……」

　レイアもまた考え込みながらも一いつ旦たんアクアボールを消し、手早く再度詠唱する。次に現れた水球数は十八だった。先程よりは増えたが、しかし……。

「今回わたくしは正直なところ前回より多少力んで唱えてしまいましたから、数が増えたのはそのせいでしょう。ただ、この場合の問題はむしろ……」

「ああ、お前が気合い入れてキッチリ唱えたのに、やはり二十個生成出来ていない点だな」

「ふむ。これをただの誤差と捉とらえるのか、どう見るべきかだね……」

　魔法使い二名と魔王一名の三人で、そのまま黙だまって深く考え込む。

　が、魔法への造ぞう詣けいは人一倍深く、さらにトオルとの深い交流があったファルディオでさえ、この状況の詳しよう細さいが分からず困こん惑わくしていた。

「（あのぶっ飛んだガキンチョのことだから、もっと極きよく端たんな世界の改変をするんだと思っていたんだがな。っつうかぶっちゃけスーリムに与くみした時点で、俺はてっきり、あいつはもう魔法システムを完全に終わらせる腹を決めたものとばかり……）」

　それが実際はどうだ。魔法が無くなってもいなければ、《加護節》再開の兆候もない。

　恐おそらくはこの世界の誰だれ一人ひとりとして想像だにしていなかった、中ちゆう途と半はん端ぱな結論。

　ファルディオは思わず頭をくしゃくしゃと搔かく。

「（ったく……相変わらず、存在が消えてまでなお、こちらの思おも惑わく通りにいかないお子様だぜ……ホント）」

　そんなことを考えた途と端たん、不思議と、今いま頃ごろになってファルディオの瞳に涙なみだが溢あふれてくる。

　が、そんな姿をヨルや……ましてやレイアになど見せられない。ファルディオは何気ない自然な動きを装よそおって背後を振り向いた。

　と、彼の目の前では今まさに、《聖域の扉ビフレスト》が完全に閉じようとしていた。

　そのまま、なんとなく門の隙すき間まが完全に閉じるのを見守るファルディオ。そうして、いよいよ《聖域の扉ビフレスト》が完全に閉じられたその刹那──。

　──意外なシステム音声が、場に響ひびき渡わたった。




〈それでは、権限者トオル・ミカミにより設定された半年後の《最終裁決》において、再びこの地にてまみえましょう《審しん判ぱん委任者》達よ〉




『は!?』

　明らかにファルディオ達へと向けて告げられたその言葉に、魔王ヨル共々間ま抜ぬけな反応を見せる三人。

　そのまま、完全に沈黙した《聖域の扉ビフレスト》の前に立ち尽つくした三人は。

　その、トオル・ミカミの成した変革の、あまりの奇き抜ばつさと意味不明さに。

『…………』

　ただただ、互たがいの呆ぼう然ぜんとした表情を見つめることしか、出来ないのだった。








第二章









　セシリア・シヴィル




「…………ん、うぅ……？」

　水底からゆっくりと浮ふ上じようするような感覚。

　うっすらと開いた瞼まぶたから差し込む光の刺し激げきに、セシリアは何度かまばたきを繰くり返す。

　そうして徐じよ々じよに像を結ぶ彼女の視界には、どこかの白い天てん井じようが映り込んだ。

「（…………教会本部の医務室、か？）」

　鼻び孔こうを擽くすぐる薬品の臭においからそう判断しつつも、セシリアはイマイチ状じよう況きようが飲み込めず、ぼんやりと無機質な天井を眺ながめ続ける。

「（…………私は、一体どうしてこんな……。まさか、訓練でドジでも踏ふんだか？　ああ、私としたことが、ドレイク隊長に謝らなければ──）」

　──と、そこまで思考したところで突とつ如じよとして例の最終決戦の経けい緯いを──ゲインと相打ちになり、トオルにトドメを刺さされた場面を思い出したセシリアは、慌あわててベッドから跳はね起きた。

「トオル！」

　激痛が走り、全身の汗かん腺せんが一いつ斉せいに開くのを感じるも、構ってなどいられない。

　慌てて周囲を見み回す。やはり何度見てもそこは教会本部の医務室であり……間ま違ちがっても最終決戦の場ではなさそうだ。

「…………っ」

　致ち命めい的な時間の経過を感じさせる状況に肝きもが冷える。安全な場所で治ち療りようを受けられた安心感など、今の彼女には微み塵じんも無かった。その胸を満たすのは、どうしようもない焦しよう燥そう感と……そして、どこか確信めいた最悪の予感だけ。

「おいっ！　誰だれか……誰か、いないのか！」

　セシリアの縋すがるような声にも、応じる者は一人もない。

　仕方なくセシリアは軋きしむ身体からだをどうにか動かし、ベッドから立ち上がった。僅わずかな眩暈めまいと錆さび付いた関節のぎこちなさで一瞬ふらつくも、ベッドのフレームに手をついて数秒もすれば、それも収まる。が、そこでふとセシリアは疑問を感じた。

「（？　私は……致ち命めい傷しようを負っていなかったか？）」

　それこそ、最も早はや死を待つばかりといって差し支つかえない重傷だったはずだ。だというのに、現在その影えい響きようは驚おどろく程身体に現れていない。いくら時間経過があったところで、ここまで完かん璧ぺきに傷が癒いえているというのは些いささか……、

　──と、ふと、彼女の脳のう裏りを見覚えのない、深夜の病院内と思おぼしき風景が過よぎった。

「（……いつか、これに似たような状況が、あった気がするが……）」

　思い出せない。状況的に近そうなのはナルスでの滞たい在ざい時だったが、セシリアはあの時、一週間程寝ね込こんでいる間に輸血と治療を受けただけだ。人ひと気けのない深夜の院内を歩いた記き憶おくなど、あろうはずもない。……あろうはずもないのだが……。

「（なんだこの、不思議な既き視し感は。そして、どうして私は、自分の傷が一いつ切さいないことに、喜びもせず、ただただ不安ばかりを感じているのだ）」

　セシリアは自分で自分の感情が理解出来ず困惑する。……いや、本当に正直なところをいえば、彼女の中にも既すでにこの状況を──自分の怪け我がが奇き跡せきみたいに癒える状況を説明出来る解かい釈しやくが首をもたげていたのだが、セシリアはあえてそこから意識を逸そらした。

　なんにせよ、正しく状況を把は握あくしないと何も始まらない。彼女は頼たよりない患かん者じや着の帯をぎゅっと締しめ直しながら、病室の戸を開いた。

　廊ろう下かへと出てあたりを確かく認にんしてみる。やはりここは、セシリアが慣れ親しんだ建物、女神教会本部、騎き士し団だん訓練棟とうのようだ。

　窓から覗のぞく中庭訓練場には直上からの眩まぶしい陽光が降り注ぎ、今が昼時であることを示していた。が……。

「（誰も……いない？）」

　常ならば騎士や従士でごったがえすはずの訓練棟内は、現在恐ろしい程の静せい寂じやくに包まれていた。セシリアは意識を少し集中させてみるも、それでもなお、周囲から人の気配が一切感じられない。

「…………ふむ」

　警けい戒かいは解かぬまま、とりあえず教会本部の中ちゆう枢すう、議事堂方面に向かいながらセシリアは考える。

「（何か異常事態か？　まあ元々ここ数週間、私達の侵しん入にゆうを発ほつ端たんとして、聖騎士隊による暴動が起こっていたわけだが……しかし暴動とはいっても、最終的にはこの訓練棟に反乱騎士達が立て籠こもるカタチで膠こう着ちやくしていたはずだ）」

　そうして状況がそのままであったならば、やはりここには仲間の騎士達がいなければおかしい。

「（鎮ちん圧あつされた……のならば、私が医務室にいたのはおかしい。それ以外の異常事態……たとえば魔ま物ものが大挙して押し寄せ、暴動どころではなくなったとかも……ないな。だとしたら余計静かすぎる。……まさか、魔人イグニールが裏切り、教会本部の人間達を根こそぎ操あやつってどこかに連れて行ったとかじゃないだろうな）」

　魔人ならば充じゆう分ぶんやりかねないなとセシリアはくらくらしたが、しかし、すぐに思い直した。

「（いや、教会側はまだしも、あのドレイク隊長がイグニールに易やす々やすと主導権を渡すとも思えないな。これもないだろう。しかし、となると……）」

　そこまで考えたところで、セシリアはふと人の気配を感じた。

　進んで行くとそれは……どうやら、議事堂方面のようだ。

「（教会内に居た全員が……敵も味方もなく、己おのれの意志で、議事堂に集結しているのか）」

　そう状況の推測は出来たものの、しかし、相変わらずそこに至る経緯まではまるで想像出来なかった。

　セシリアは特に人の気配を強く感じる方へと、足早に歩を進める。

「（どうやら、第一議事堂──最も規模の大きい議事堂に人が集まっているようだな）」

　ざっと気配を探さぐってみるだに、ゆうに五百人は下らないようだ。

　それは、暴動を起こしていた聖騎士隊と、鎮圧に駆かけつけていた騎士、それに本部で働いている教会員達全すべてを足してようやく届く人数……つまりは、教会本部関係者の全てが第一議事堂に集結しているのであろう状況。……意味が分からない。

　セシリアはごくりと唾つばを飲み込みながら階段を昇のぼると、第一議事堂の四階席へと続く扉とびらの前まで移動し……しかし警戒してすぐに扉を開けることはせず、そっと、すぐ脇わきに設置された小窓から中の様子を覗いた。

「（やはり……）」

　そこには事前のセシリアの予想通りの光景が広がっていた。大人数収容可能な第一議事堂を、神しん妙みような面おも持もちをした教会員や騎士団員達が埋うめ尽くしている。しかも議事堂前方の壇だん上じよう席には普ふ段だん滅めつ多たなことでは一いつ般ぱん人じんの前に姿を現さない枢すう機き卿きようのお歴々まで座しており、更さらにその傍かたわらには……よく見知った顔。

「（隊長、メルクリウス、キサラギに……サクヤ？　あとそれに魔人イグニールと──）」

　そのまま視線を滑すべらせたところで、セシリアは思わずギョッとする。

「（魔王ヨル!?）」

　思わず小窓に這はいつくばるようにしてマジマジと観察してしまう。教会のトップ……枢機卿の並ぶ席に、あろうことか、人類の敵たる銀ぎん髪ぱつの美少年がニコニコと座していた。

　セシリアは思わず額に手をやる。

「（……今ならゲインの気持ちが多少分かるぞ。なんだこれは。敵地も敵地の中枢で、一体何をしているんだ、お前は）」

　最早驚きを通り越こして、呆あきれることしか出来ない。

　セシリアはやれやれと首を振ふり、一いつ旦たん窓を覗くのをやめ、壁かべに背を預けて息を吐はく。

「（なんだか……無む駄だに警戒していた自分が馬ば鹿からしくなってきたな。もう、こそこそせず、素す直なおに合流しよう）」

　そう判断して、とりあえず昇ってきた階段を降り、枢機卿達の座る壇上席へと続く一階の扉を目指す。

　そうして、ようやく目的の場所──壇上に続く扉へと辿たどり着き、それを押し開こうとしたまさにその時だった。




〈皆みな様さまお待たせ致いたしました！　今や女め神がみの称しよう号ごうまで持つ超ちよう美人天才科学者アウルのぉ[image: ～][image: ～]！　第三回・オールナイトノルンガルド！　夜じゃないけどね！　ゲーラゲラゲラ！〉




　セシリアにとって聞き覚えのありまくる声が、頭の中に響ひびき渡わたったのは。

「…………」

　扉を開くのをそっとやめ、脇の壁に背を預けて座り込み、セシリアはぽつりと呟つぶやく。

「…………なんだろう。おかしいな。体調は悪くないし、声質に不快感があるわけでもないのだが……」

　そこまで言って、セシリアは宙を見上げ……そして嘆たん息そく混じりに、吐き捨すてる。

「……酷ひどい頭痛がする……」

　セシリアは自分が女神様を心から信しん奉ぽうしてきた十数年間に、遠く思いを馳はせたのだった。




　　　　＊




〈さあさあそんなわけで始まりました第三回オールナイトノルンガルド！　ノルンガルドの皆みなさん、元気してましたか？　私はこの通り元気でしたよ。まあ──実際は既に死んでるんですけどね！　ギャハハハハ！　イッツ・ア・女神ジョーク！〉

「…………」

　無言で目め頭がしらを揉もむセシリア。最早、何も言いたくない。

　と、アウルはそんなセシリアの……いや女神信奉者達の思いを見み越こした様子でフォローを入れてきた。

〈あ、前二回でも散々言ってますけど、私のこのキャラ、権限者の指示に従っているだけですので、そこは誤解なきよう！〉

「あ、ああ……なるほど、そうなのか」

　言われてみればこれまでも彼女は試練の管理者としてのアウルの声を聞いてきたが、多少おかしな部分こそあれ、これほど崩くずれてはいなかった。が、権限者の指示というのならば得心がいく。

　セシリアは自分の中の女神信しん仰こうが多少回復してきたのを確認すると、ほっと胸を──。

〈私はあくまで、権限者の指示──『素すのアウルさんの人格でお願いします』という指示に従っているだけなんですからね！　ゲーラゲラゲラ！〉

「それは聞きたくなかったな！」

　思わず廊下で一人叫さけぶセシリア。議事堂の中からも、壁かべ越ごしにさえ分かる程ほど、教会員達の落らく胆たんオーラが感じられた。これで楽しめるのは、せいぜい魔王ヨルぐらいだろう。

「（……って、ああ、そうか、だからさっき見た時は彼だけ機き嫌げんが良かったのか）」

　セシリアはそこで一度気持ちを仕切り直し、状じよう況きようを整理する。

「（しかし、なんだこれは。なぜアウルがこれ程大々的に表立ってきているのだ？　彼女の言からすれば、私が意識を失っていた間にも既に二回、ノルンガルド全域の魔物も含ふくめた全生命に語りかけていたようだ。これまでの歴史では到とう底てい考えられない事態だが……）」

　いや、それも一時的にでもシステム全権限を握にぎった存在ならば可能か、とセシリアは考え直す。

　そうしていると、ようやくふざけた前語りモードを終えたのか、少し真ま面じ目めなトーンに戻もどしたアウルの説明が始まった。

〈睡すい眠みん中の者や意識障害者、それに現在語りかけると危険な状況にある者以外に、前回の試練終しゆう了りよう翌日から毎日脳内直接配信でお送りしているこの番組！〉

「（試練終了翌日から毎日？　ということは、あれから三日経たったということか）」

〈第一回は初めましての挨あい拶さつと取り急ぎの大まかな状況説明。第二回は教会の秘ひ匿とくしてきた真の歴史（笑）を盛せい大だいにぶちまけて大反はん響きようを頂きましたこの女神レイディオ。第三回たる今回は遂ついに……予告通りいよいよ『状況の詳しよう細さい解説』へと入らせて頂きます！　というわけでっ、周波数はそのまま！〉

「（ちょいちょい良く分からない単語を挟はさみ込んでくるな……）」

　まるでトオルと話している時みたいだな、とセシリアは思わず微び笑しようを浮うかべる。

　下手な笛の音色をバッグに「てーきょー」がどーたらこーたらと語るアウル。そんなこの世界の誰だれもが首を傾かしげたであろう恐おそろしく独りよがりなネタの後、アウルはようやく「本題」とやらを開始させた。

〈さて、第一回のおさらいになりますが、このたび権限者によってもたらされた、この惑わく星せいの変化の要点は、大まかに分けて二点です。皆さん覚えてますか～？〉

　セシリアはごくりと唾を飲み込んで身構える。そうして彼女がいよいよ「現実」の受け容いれ覚かく悟ごを決める中、アウルは……セシリアが想定したどの事態とも違ちがう変化を語った。




〈そう、『魔法の完全廃はい止しに向けた弱体化』と『禁きん忌き魔法の一いつ般ぱん化』ですね！〉




「な──」

　予想外の状況に、セシリアは声を漏もらしてしまう。が、彼女以外には既すでに二日前の時点で明かされていた情報のせいか、議事堂から大きな反応はなかったものの、代わりに教会員達の疲ひ弊へいや困こん惑わくを含んだ重苦しい空気は議事堂外のセシリアにまで伝わってきた。

「（まあ、女神教会にとっては殆ほとんど死し刑けい宣告に近い状況だものな……）」

　偶ぐう像ぞうであるが故ゆえに成り立っていた女神という存在がよりにもよってあのキャラクターで全人類の前に声だけとはいえ現れ、教会の隠かくしてきた真の歴史をサラリと暴ばく露ろし、しかも人類に加護は……魔法の恩おん恵けいはもう与あたえないと宣言する始末。

　これではもう、教会は取り繕つくろう余地さえないであろう。セシリアからすればご愁しゆう傷しよう様さまとしか言いようがない。が……。

「（ああ、しかしだからこそ、こうして魔王も自じ称しよう大魔導師も村むら娘むすめも教会上層部も騎き士し団だん員も仲良くごった煮に状態で一堂に会していられるわけか）」

　世界がこれまで前提としてきた根本からその有り様を変えようとしている現状では、少なくとも足あし下もとが定まるまで、争いも何もあったものではない。

　セシリアが様々なことに思考を巡めぐらせている間にも、アウルの解説は続く。

〈初回でも説明した通り、現在魔法の効果は弱体化の一いつ途とを辿っています。完全廃止までの猶ゆう予よ期間は半年〉

　そう告げられた途と端たん、今度は露ろ骨こつな嘆なげきの声が議事堂から漏れてくる。事前に告知されていたこととはいえ、魔法の恩恵に与あずかる大半の人間にとってそれは、流石さすがに未いまだ承服しかねる話だったらしい。

　と、アウルがそんな人類の不満の声に応じるかのように、優やさしい声で毒を吐く。

〈はーい、既に決まったことにぐちぐち五月蠅うるさいですよー諦あきらめの悪い皆さん。もう千年単位で不当な労働強しいられている『女神様（笑）』が、キッチリ半年もの引き継つぎ期間儲もうけた上で退職させて頂きますって話をしているんです。今いま更さらこの決定にうだうだ言う時間と体力あるなら、それら全部これからの生活努力に回しなさいな。じゃないとあっさり滅ほろんじゃうぞぉ、人類☆〉

　そういって最後にきゃはっと笑うアウル。

　……ことここに至って、セシリアはようやく実感した。

「（……なるほど、確かにこれは、この人格で語らせるに相応ふさわしい、えぐい内容だ……）」

　これがたとえば《決断の洞どう窟くつ》序じよ盤ばんのような極きわめて無感情なシステム音声による通知ならば、人類はもっと絶望にとらわれたであろう。

　しかしかといって、逆に慈じ愛あいに満ちた、如何いかにも「女神様」然とした言い回しを用いたならば、今度はそれこそいつまで経っても「優しい女神様」に人類は縋すがり続け、新しい未来を受け容れようとはしなかったかもしれない。

　そういった意味で、この告知人格チョイスは驚おどろく程に適切だ。事実を端たん的てきに伝え、その上で人類の自立を促うながすことも欠かしていない。……これはきっと、世界に大変革をもたらすことになった権限者なりの、最大限の心こころ遣づかいだったのだろう。

　アウルが少し間を置いた後、先を続ける。

〈さて、もう一つの重大案件である『禁忌魔法の一般化』ですが……これに関しては、こちらが想定していた以上に皆様の理解を得られていない様子で、おねーさん悲しいです〉

　しくしく、とわざとらしい鳴き真似まねをするアウル。議事堂内が俄にわかにざわつき出す中、アウルの言葉が続く。

〈おねーさんの説明が不足していたでしょうかね？　改めてもう一度告知しますけど、これまで長きに亘わたって運用されてきた『魔ま物ものから吸い上げた力を魔法に転化するシステム』を停止する代わりに、『禁きん忌き魔法発動支し援えんシステム』の方の運用を始めております。つまり現状、皆さんは以前よりも楽に禁忌魔法を発動させられるはずなのです。傑けつ出しゆつした天才だけが禁忌魔法を用いれる状況は、既に終わりを告げています〉

「（そんなことが……）」

　セシリアの驚きを他所よそに、アウルは嘆息混じりに嘆く。

〈はぁ……だというのに、ここ数日の皆さんの禁忌魔法使用回数ときたら、なんですか。一部の物好きな魔法研究者以外、全く手を出してみようという気配がない。もう一度言いますが……そんなことでは、人類滅びますよ？〉

「…………」

　確かに魔法という最大の武器を失おうとしている現状、人類はそうそうに新しい力を手にしなければいけない。それはセシリアにも理解出来る。が……。

「（いきなり禁忌魔法を習得しろというのも……酷こくではないか？）」

　いくらシステムの支援があるからとはいえ、これまで一部の天才や異い端たん者しや以外が見向きもしてこなかった能力を一いつ般ぱん人じんもいきなり手にしてみろというのは、無茶な話だ。

　しかも、アウルはセシリアのそんな心配を更さらに助長するような言葉を続ける。

〈まあ支援とは言っても、こちらから必要以上のエネルギーを渡わたすようなことは一いつ切さいありません。それでは魔法システムと変わりませんからね。支援はあくまで『発動の補助』に留とどまります。つまりは、歩き初めの赤子の前で手を叩たたいてあげるようなものですね。行き先の誘ゆう導どうこそしますが、実際に歩むのはあくまで貴方あなた達当人の力です〉

　これまでの加護に比べ、なんと頼たよりないことか。

　セシリアの……いや人類のそんな想おもいに、アウルはやれやれと応じる。

〈そもそも禁忌魔法はあくまで、この星にゆっくりと根付き適応した人類という種が獲かく得とくした、新たな力。遥はるか古代に作られた魔法運用システムからすれば関知外もいいとこです。何も私は、人類に意地悪して、サポートを最小限にしているわけではないのですよ〉

「…………」

〈……まあ、正直多少『いい気味だ』と思っていることは否定しませんが〉

「なんて女め神がみだ」

　ずっと信しん奉ぽうしてきた女神の酷ひどい本音に、セシリアは思わずツッコム。が、既に人類と魔物の歴史、そして女神の成り立ちを知ってしまっている彼女としては、その言葉に覆くつがえしがたい正当性を感じてしまっているのもまた事実だった。他の人類達もそうだろう。

　アウルはこほんと仕切り直すと、声のトーンを落として語る。

〈確かに禁忌魔法の効果は現状、魔法の劣れつ化か版にしか見えないでしょう。しかし私の概がい算さんでは……これまで人類が魔法で起こしてきた現象のほぼ全すべてが、禁忌魔法で再現可能です〉

「！」

　その希望的情報に、議事堂からどよめきが漏れる。セシリアも息を飲む中、しかしアウルは人類の盛り上がりを諫めるように告げてきた。

〈しかしそれはあくまで、人類が禁忌魔法の全てを把は握あくし、効率的に運用出来た場合の想定です。現状では魔法に及およぶべくもない。だからこそ、私は再三促しているのです。既に決まってしまった魔法の廃止にいつまでも文句を述べている暇ひまがあるのならば、その労力を禁忌魔法の研究に注ぎなさい、と〉

「…………」

　そのあまりに厳しい女神のお達しに、セシリアも、議事堂内も重苦しい空気に包まれる。

　人類は今まさに、神による試練を課されているのだ。

　歴史を鑑かんがみれば、いつかは向き合わなければいけない問題だったことは明白だ。しかし……それは、もう少し先ではいけなかったのだろうか？　少なくとも禁忌魔法の研究がもう少し進んだ段階で──。

「（いや、違うか）」

　そこまで考えたところで、セシリアは溜ため息いきをつく。

「（メルクリウスという特例こそあったが……こんなことでもなければ、人類は基本禁忌魔法の研究……いや、加護システムからの脱だつ却きやくなんか、考えもしなかった）」

　そもそも、つい最近まで正しい歴史認にん識しきさえなかったのだ。魔法は女神の加護によってもたらされる事象であり、そこに代だい償しようなどありはしない。ただ、女神への感謝を忘れなければそれでいいのだと……人類は本気で思い込んでいた。

　セシリアは無知を悪だとまで断じるつもりはない。少なくとも、本気で女神に感謝を捧ささげ、魔法のある世界をただ日々一いつ生しよう懸けん命めい生きてきた人々にまで罪を問うのはやはり酷だ。

　しかし、今現在……全ての情報が全生命に開示されたこの現状ならば、どうだ。

　もう決して「知らなかったから」という逃のがれ方は──。

「（そうか。だから権限者はこんな手法を……。……ああ……）」

　セシリアはそこで、何かに祈いのりを捧げるように額の前で手を組み、悟さとる。

「（なんて残ざん酷こくで、なんて無む慈じ悲ひで。そしてなにより……）」

　なんてまっすぐな、やり口なんだ。

　これが絶対の正解とは、やはり彼女には思えない。今回のことで傷ついた人間、怒おこった人間、絶望した人間も、数多くいるだろう。魔法が失われることで、人類の殆どが不利益を被こうむっている。明確に得をしたのは魔物ぐらい。……見方によっては、悪魔のような所業だ。酷い革命だ。しかし……。




　しかし、圧あつ倒とう的に、誠実だ。




　思わず廊ろう下かの天てん井じようを見上げるセシリアの脳内に、そろそろ今回の通達を締しめんとするアウルの言葉が響ひびき渡る。

〈人類よ、こここそが、貴方あなた達の正念場です。

　嘆きに囚とらわれるのをやめなさい。既に貴方達は《神無節》の経験から、魔法だけに頼りすぎない術を身につけているはずでしょう。

　前を向きなさい。禁忌魔法は現状あまりに微び々びたる力ですが、その秘ひめたる可能性は時じ代だい後おくれの機械がもたらす偽いつわりの加護などとは比べるべくもありません。

　魔物よ、思考を始めなさい。暴力はあくまで手段だったはずです。貴方達はその先に一体何を勝ち取らんとしていたのか、もう一度考えてみて下さい。私からは以上です〉

「…………」

　最初とは打って代わり、そう粛しゆく々しゆくと締めるアウルの言葉に、議事堂はただただ静まり返っていた。

　……廊下で壁かべに背を預けて座り込んだままのセシリアもまた、何も言えることはない。

　ただ、彼女の中で、ほんの僅わずかにではあるが……女神に対する畏い敬けいの念が再び芽生え始めていた。

〈最後に、女神教会とやらの今後の運営に関して、女神当人からの託たく宣せんを述べさせて頂くことで、締めの挨あい拶さつとさせて頂きたいと思います〉

　女神のその言葉に、セシリアはぼんやりと思いを巡らす。

「（ああ、それは確かに必要かもしれないな。歴史の真実が表おもて沙ざ汰たになった以上教会は今やてんやわんやだろうが、当の女神本人から一言あれば、その辺は一気に収束させられるだろう。ありがたい気き遣づかいだ）」

　教会には確かに暗部も多かったが、かといってここまで世界の根幹に根付いた組織をいきなり完全解体ともいかないだろう。ただでさえ人類には時間がないのだ。こんなところでまで揉もめていられない。

「（まあとはいえ、女神様の一言で完全に教会が纏まとまるかも疑問だがな。ここまで信しん頼らいが失しつ墜ついした以上、よっぽどの組織改編でもない限りは民たみからの信頼回復も……）」

　そこまでセシリアが考えたところで。

　アウルは……突とつ然ぜんこれまでのシリアスな口調を一変、無む邪じや気きな悪戯いたずらっ子この如ごとき潑はつ剌らつさで、堂々と全人類に向かって宣言した。




〈今後女神教会は、聖女セシリア・シヴィルを教皇とし、彼女の指導の下、その運営を継けい続ぞくしていってくださーい。うひゃひゃひゃ！　じゃーね！　シーユー！〉




『………………………………』

　議事堂内及び廊下に、圧倒的沈ちん黙もくが降りる。

　そして……女神からの通信が切れて、数秒後。

『…………は!?』

　完全に重なりあった大人数の呆ほうけ声が、教会本部全域に響き渡ったのであった。




　ファルディオ・メルクリウス




「相変わらず酷い内容だったな……」

　女神の託宣が終わり、事後会議もそこそこに解散となった議事堂内で、ファルディオは自らの肩かたを揉みつつ椅い子すから立ち上がった。

「まったくです……」

　レイアがそれに目め頭がしらを揉みながら応じる。傍かたわらではサクヤも苦笑いを浮うかべ、枢すう機き卿きようの面々に関しては最も早はや放心状態に近い沈ちん痛つうな面おも持もちで黙だまり込む中、ただ一人、魔王ヨルだけが心底楽しそうに「そう？」などとファルディオへ笑え顔がおを向けてきた。

「ボクはすっごく楽しかったけれどなぁ」

「そりゃお前はそうだろうよ」

　ヨルからすれば、旧知の科学者が生前そのまま……いや生前よりも傍ぼう若じやく無ぶ人じんな女神ぶりで、どちらかといえば魔物側に寄った「人類ざまぁ」な託宣を行っているのだ。魔王たる彼からすれば痛快以外のなにものでもないだろう。

　ファルディオがジロリと睨にらむと、ヨルは依い然ぜんとしてクスクス笑いながら続けてきた。

「本当は、キミにとっても、興味深い内容だったろう？」

　その切り返しに、ファルディオは思わず言葉を詰つまらせる。そんな彼の心の内を、隣となりのレイアがニヤニヤと代弁した。

「確かに、現在の状じよう況きように知的好こう奇き心しんを全く擽くすぐられていない魔ま法ほう使つかいなんて、いないでしょうね。……特にどこかの天才大魔導師さんなんか、さっさと情報の検証に向かいたくてウズウズしていらっしゃるんじゃないかしら」

「そ、そんなこと……」

「ああ、確かにファルディオさん、この集まりの解散宣言で誰だれより速く立ち上がりましたね。本来ならこういう時一番ダラダラしそうなタイプなのに」

　サクヤからの鋭するどい追い打ちに、ファルディオは最早ぐうの音ねも出ない。最早言い訳を重ねれば重ねるほどに墓穴を掘ほることは明白。となれば……。

「先、行くからな」

　ファルディオはぶっきらぼうにそれだけ告げると、大きく足音を鳴らして扉とびらへと向かった。そうして議事堂壇だん上じよう席からの出口へと誰より早く辿たどり着ついた彼は、少し乱暴に両開きの扉を開くと勢い良く廊下を歩き始め──

「メルクリウス」

「っ」

　──刹せつ那な、背後から声をかけられ、ぎくりと身体からだを強こわ張ばらせた。

　慌あわてて立ち止まり振ふり返ると、そこには、扉の脇わきで壁に背中を預けて座り込んでいた女性騎き士しの姿が。

「……セシリア……」

　彼が呆ぼう然ぜんとその名前を口にすると、彼女は苦笑いを浮かべながら立ち上がり、ファルディオへと相対する。

「ついさっき目が覚めたところなんだ」

「あ、ああ……。そ、そうか。な、なにはともあれ、良かったな」

　ファルディオは酷く動どう揺ようしながらも、なんとか彼女に笑顔を返す。そうこうしているうちに、議事堂の扉からレイアとサクヤが出て来る。彼女らもまたセシリアに気がつくと、一いつ瞬しゆん動どう揺ようを見せるも、すぐにセシリアの回復を喜んだ。

　セシリアはそれらに律りち儀ぎに感謝を述べた後、改めて三人へと自らの状況認識を語る。

「先さき程ほどの託宣は、ここで私も聞かせて貰もらった。だから、現状この世界を取り巻く大まかな事情は把握出来ているつもりだ」

「そ、そうか、そりゃ色々説明が省けて嬉うれしいが──」

「それにしてもまったく、アウルにも困ったものだな。私を教皇指名などと……」

　ファルディオの言も終わらないうちに話題を次へと移すセシリア。彼女のそんな様子に三人は思わず顔を見合わせる。しかしそんな彼らの様子を見てもなお……セシリアは一人、勝手に語り続けた。

「とはいえ光栄に思う気持ちもないわけじゃないがな。教皇なんてガラではないが、しかし、教会を健全な体制へと改革出来る機会が出来たこと自体は非常に有り難がたい。勿もち論ろんこの場合の健全とは、私の思う健全ではあるが。少なくとも難破船から逃にげ出そうとする上層部同士の愚おろかな争いに力が費やされるよりは、マシな教会運営が可能だろう」

「お、おい、セシリア、あのな──」

「しかしそれにしても禁きん忌き魔法の一いつ般ぱん化とはな。本当に魔法の代用として実用化は可能なのか？　優ゆう秀しゆうな魔法使いとして、キサラギの見解などは如何いかがだろうか？」

「なあ、セシリア、お前にはちゃんと伝えておかないといけないことが──」

「そうだサクヤ。あの時は介かい抱ほうしてくれてありがとう。キミには本当に感謝──」

「セシリア！」

「分かっている！」

　突然の、叫さけびにも似た応おう酬しゆうに、場の空気が完全に凍こおり付く。

　そうして、ファルディオ、レイア、サクヤの三人が神しん妙みような顔つきで見つめる中。

　セシリアは……目元を隠かくすかのように俯うつむき、ぎゅっと握にぎり込んだ拳こぶしを震ふるわせながら、呟つぶやいた。

「分からないはず、ないじゃないか……！　たとえ明言されなくとも。こんな……こんな世界改変を実行する、あまりに残酷で……だけど無邪気で優しくて誠実な権限者が誰かなんて……分からないはず、ないじゃないか……！」

『…………』

「しかし……言わないでいて、くれないか。弱い女と軽けい蔑べつしてくれて構わない。現実に向き合わない臆おく病びよう者ものだと笑ってくれていい。だが、それでも……」

　セシリアはそこで顔を上げ、気を抜ぬけば今にも零こぼれ落ちそうな涙なみだを必死で堪こらえるかのように……微笑ほほえんだ。

「どうか今少しだけ、私の中に彼を生き続けさせることを、許して欲しい」

　彼女の絞しぼり出すような言葉に、ファルディオ達も思わず俯く。

　……彼女が起きた時、なんと伝えるのか。誰が、どう伝えれば一番いいのか。それは、ここ最近ファルディオ達が……世界の行く末以上に気にしていた案件の一つであった。

　だから、こうして想定外の報しらせ方になってしまったことが、三人としては腹立たしい程にやるせなく。

「（アウルのヤツ、もう少しこいつに気を遣つかってやってもいいじゃねぇかよ！）」

　そんな自分でも無茶苦茶だと分かっている苛いら立だちをファルディオは抱いだくも……しかしすぐに、考え直した。

「（いや……気を遣ってくれたからこそ、か）」

　実際アウルはこれ以前の二回の放送では、トオルが……勇者が願いの代だい償しようで既すでに死亡していることを全世界に向けて明言している。恐おそらくは、この状況の責任追つい及きゆう等に人類が無む駄だな労力を割さくような事態を回かい避ひするためにも、告知が必要な情報だったのだろう。

　しかしそれが、今回はなぜか、婉えん曲きよくな……しかしじわりと伝わる表現にとどめてきた。

　これがセシリア個人への配はい慮りよじゃなかったら、なんだというのだ。

　結果としてファルディオ達は残ざん酷こくな事実を口にせずに済んだし、セシリアには悲しむ暇ひまなどないであろう教皇という職務が与あたえられた。

　しかし、そんな風にどんなに状況が取り繕つくろわれたところで。

　失われたモノの大きさは、何も、変わらない。

『…………』

　ファルディオ達もセシリアも、どう言葉を続けて良いのか分からず、その場で俯く。

　──と。

「おっと、どうしたんだい、皆みなさん。こんなところに突つっ立たって」

　ニコニコと笑みを湛たたえながら、ヨルが議事堂から遅おくれて出て来る。

　そうして彼はセシリアの姿を見つけると「ああ」と微笑んだ。

「気配は感じていたけれど、すっかり快復したようで何よりだ、セシリア・シヴィル」

「……ヨル」

　魔王を鋭く睨みつけるセシリア。瞬しゆん間かん、これまでの湿しめっぽい空気は吹ふき飛び、代わりに場にただならぬ緊きん張ちよう感が漂ただよい始める。

　突然の事態にファルディオ達がおろおろと慌て、セシリアが自らの腰こしに剣けんがないのを確かく認にんして舌打ちする中。

　ヨルは一人、暢のん気きな顔で無邪気に微笑み、セシリアへとそっと……右手を差し出した。




「これから、新しい旅の仲間として、どうぞよろしく！」




「────────は？」

　ヨルの突然の挨あい拶さつに、目を白黒させるセシリア。

　そんな彼女の説明を求めるような視線と、相変わらず自由奔ほん放ぽうすぎる魔王に。

　……ファルディオ達はただただ、困り顔で苦笑いを返すしかなかったのだった。

















第三章









　セシリア・シヴィル




　木々の合間から覗のぞく青空には雲がゆったりと流れ、爽さわやかな涼りよう風ふうの後には小鳥の囀さえずりが響ひびく。ふと足あし下もとに目をやればそこでは夏待ち草が薄うす紫むらさき色の小さな花をつけており、脇では子栗鼠りすがせっせと木の実を頰ほお袋ぶくろへと収める。

　そんな木こ漏もれ日び差す暖かな青林の中を往ゆくのは──




　──魔王と教皇と大魔導師と魔法少女。




「…………」

　何度見てもシュールすぎる光景に、セシリアは無言で額に手をやる。

　と、彼女の隣を歩くファルディオがセシリアの心中を察した様子でぼそりと呟いた。

「いい加減諦あきらめろよセシリア。お前これ、本来だったら魔人ゲインも同行してたはずなんだからな。あれ一体いるだけで更さらにカオス指数倍プッシュだぜおい」

「いやそれは分かっているのだが……」

　返しながら、セシリアはもう一度溜ため息いきをつく。

　彼女が目覚め、女神の託たく宣せんがあったあの日から既に三日。当然あれからザッとした状況説明は聞かされたセシリアだったが……すぐに教皇指名からのゴタゴタに巻き込まれ、あれよあれよと目の前の職務を全力でこなしているうちに寝ねる間もなく数日が過ぎ去った。

　そうしてようやく心を殺しに殺した「仕事人形」モードが解け、ハッと気づいた時には……彼女はこうして、濃こすぎる四人組で林道を歩いていたわけで。

「（なにがどうして、こうなったのだ……）」

　先刻まで頭ではきちんと状況を理解できていたはずなのに、とセシリアは嘆なげく。

　実際数時間前に聖都ノルンを出たあたりでは、まだ、見送りや街かい道どうにごった返す野や次じ馬うまの視線があったおかげで、彼女もよくも悪くも気を張っていられた。が、こうしていよいよ他人の目がない場所まで踏ふみ込むと、その牧歌的な空気も相あい俟まって、セシリアの中で一気にムクムクと疑問が──ぶっちゃけ「私今一体何させられてんだ感」が膨ふくらんできた。

　ファルディオの背後を歩いていた魔法少女──レイアが、デリカシーに欠ける男をぐいっと押しのけるようにして、笑顔でセシリアのフォローに入った。

「セシリアさんの違い和わ感はもっともですよ。まさか、魔ま王おうと一いつ緒しよに旅することになるだなんて、思いもしませんでしたものね」

　レイアに促うながされ、セシリアもまた、二人の前を上じよう機き嫌げんにてこてこ歩く美少年……魔王ヨルの背中を見つめた。

「まあ、現状ビジュアルに一番違和感あるのは魔法少女たるテメェだがな」

　と、背後から入ったツッコミに対し、無言でステッキから小さな火の玉を放つ魔法少女。

　ファルディオがチリチリと焦こげつく前まえ髪がみを必死で叩たたきながら「完全無詠えい唱しようからの火球発生なんつう超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうを、なぜこんな場面で使うかね！」などと涙目で主張する中、レイアはそちらをちらりとも見ずに、セシリアへと再び笑顔を向けてきた。

「かくいうわたくし達でしたって、この状じよう況きようを完全に飲み込めているとは言い難いです。今この世界に起きていることの大半がトオル君の差し金だとは思いますが、しかし、現在のアウルさんがまたあの性格ですからね。どこまでがトオル君の意図で、どこからがアウルさんのアドリブなのかもイマイチ分からないですし……」

「ま、アウルが絡からむと世界情勢が無茶苦茶になるのはいつものことだよ」

　二人の会話を聞いていたらしいヨルが、振り返りもせずにそんなことをのたまう。

　セシリアはもう一度深く嘆たん息そくした後……自らの頰ほおを軽く挟はさむように叩いて気合いを入れ直すと、改めて状況の確認を行うことにした。

「いや、この状況の必然性は認識しているつもりだ。女め神がみから一いつ般ぱんの民たみには知らされなかったことだが、要は……」

　そこで一いつ拍ぱく置いてから、セシリアは、ハッキリと告げる。




「未いまだ、前回の試練は継けい続ぞく中、ということなのだろう？」




『…………』

　その言葉に、三人はそれぞれに何かを考えるように黙だまり込む。

　そうしてしばしの沈ちん黙もくの後、一番最初に口を開いたのはヨルだった。

「正確に言えば、日を改めての延長戦、もしくは仕切り直しの再試合みたいなものと見るべきかな。前回の試練は一応、終わっていると言えば、終わっている」

「つまり女神は……アウルは、民に噓うそをついているわけではない、と」

「アウルの好きそうなやり口だね。まあただこれに関しては実際トオル君からの要望が強いんだろうし、実際その目的を考えるだに、一般人に知らせるべきことでもない」

「目的……」

　セシリアの呟きに、ヨルが「そう」と振ふり返る。

「魔法システムの廃はい止しと禁きん忌き魔法の一般化という大改変が、半年の試用期間の間に、世界をどのように変革していくか。それを《審しん判ぱん委任者》として指名されたボクとファルディオ君が旅をする中で見定め、そして……」

　ヨルの説明を、今度はセシリアの背後からファルディオが引き継ついだ。

「旅を終えた後に再び聖域へ向かい、今度は《審判委任者》だけが開けられる《聖域の扉ビフレスト》を抜けて《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触ふれ、改めて決断を下す。トオルによるシステム改変をこのまま世界へ受け容いれるか、否いなか」

　二人の説明を受けつつ、歩を進めながらもセシリアは再確認を続ける。

「つまりもし禁忌魔法が使い物にならないという結論が出たなら、半年後にトオルの改変を取り消すことで、人類は再び魔法の力を手にすることが出来るというわけだ」

「そういうことですね。大半の人類は、そうなってくれるとありがたいでしょう」

　レイアが指先に小さく魔法の炎ほのおを現出させながら相あい槌づちを打つも、しかし今度はそれを横からファルディオが吐と息いきで吹き消しつつ、冷めた態度で続ける。

「だが俺達の旅がそういう可能性を孕はらんでいることが一般人に知れると、世論は確実に『魔法継けい続ぞく』の方向性で合がつ致ちし、禁忌魔法の研究に力を注がねぇだろう」

「人類は怠たい惰だだからねぇ」

「まったくだぜ！　嘆かわしい！　言われなくてもちゃんと働けよなぁ、人類！」

　ぷんすか怒おこるファルディオを、ヨルとレイアがジト目で見つめる。そんな旅の光景にセシリアはどこか安あん堵どしつつも、一方でこの世界改変に伴ともなう行き届いた配慮や先見性に舌を巻いていた。

　重要な役目たる《審判委任者》の選定についてもまたしかりだ。

「（メルクリウスは、元々人類へ肩かた入いれしすぎる性格でもなく、また、禁忌魔法の発展や可能性に関して一番見識がある人物。一方で、魔物側の意見を全く無視ではこれまでのやり口と変わらないわけだから、魔王に意見の機会が与えられたのも当然か）」

　セシリアはそこでふと思い当たった疑問を口にする。

「《審判委任者》同士の意見が対立した場合はどうなるのだ？」

　その質問に、ファルディオとヨルは顔を見合わせ、そうしてなぜか苦笑いを浮うかべた。

「それが、分かんねーんだわ」

「分からない？　分からないとは一体……」

「分からないっていう言い方も少し違ちがうんだがな。具体的には《審判無効》ってのになる」

「《審判無効》？　それはつまり……二人によるこの再審しん査さが無効になり、トオルの世界改変プランがそのまま適応……つまり魔法完全廃止、ということなのではないか？」

「それが解かい釈しやくその１。俺も最初はそう思った」

「最初はだと？　それはつまり……」

　セシリアがそう呟つぶやくと、今度はヨルが不敵に微笑ほほえんで続けてくる。

「解釈その２。《審判無効》とは……そもそも、トオル君が下した決断からして、無効という説。つまり、魔法が復活、ということだね」

「む。まるで逆の結果ではないか。しかしなるほど、確かに《審判無効》という言い方だと、そうとも捉とらえられるか。で、実際どっちなのだ？　アウルはなんと……」

『ぼかしてる』

「は？」

　意味が分からず聞き返すと、二人はもう一度溜息をつく。

「アウルらしい、いやらしいやり口だよ。死んでからさえボクを翻ほん弄ろうする」

「いや、トオルらしいやり口とも言えるぜ。あのガキ、厄やつ介かいな宿題残しやがって……」

　二人、この意地悪な状況設定に対し悪態をつく。

　ヨルが「ちなみに……」と続けてきた。

「この《審判無効》は《聖域の扉ビフレスト》開放前に《審判委任者》が欠けた際などにも適応されるっていうんだ」

「……なるほど」

　セシリアは思わずその「巧うまさ」に感心する。

　これでは極きよく端たんな手段（審判委任者の暗殺等）がどちらの派は閥ばつも迂う闊かつには取れない。つまりは、世界の鍵を握にぎる人物の安全性を最大限保障出来るやり方。

「（まったく……）」

　それは考えれば考える程ほどにトオルらしさに満ち満ちたやり方であり、そして、だからこそ、セシリアの胸は締しめ付けられた。

　トオルのいない世界に、しかしどうしようもなくトオルが感じられる。それが彼女にとっては救いである一方で……残ざん酷こくな仕打ちでもあった。

「……それは、アウルの発明が死後も世界に影えい響きようを及およぼすのを見守り続けた、ボクの気持ちに限り無く近いね」

　ふと気付くと、セシリアの胸中を察した様子のヨルが、どこか寂さびしそうな笑顔を彼女に向けてきている。セシリアもまた、魔王に対して曖あい昧まいに微笑み返した。まさか魔王と教皇が殆ほとんど同じ痛みを抱かかえることになるとは……皮肉にも程がある。

　しんみりとしてしまった空気に気を遣つかったのか、レイアが咳せき払ばらいをして話を切り替かえた。

「で、そういった諸もろ々もろの情報が、セシリアさんの目覚める前に、ここにいるような一部関係者のみに語られたわけです。実に二時間に及ぶ託宣……『オールナイトノルンガルド　ゴールド』として」

　げんなりした様子で語るレイアに、セシリアは苦笑いを返す。

　ファルディオもまた「あれにはまいったぜ」と肩かたを揉もんだ。

「人の脳内で二時間ノンストップで喋しやべり続けてくるとか、最も早はや一種の精神攻こう撃げきだぜ。しかも八割方、しょーもねぇギャグなの」

　やれやれといった様子の二人に、しかし、ヨルは後ろ歩きでこちらを見ながら「甘いなぁ」と笑う。

「実際のアウルの小言なんて、普ふ通つう二時間程度じゃ済すまないんだから。ボクなんか……足でモップにされながら一日中わけの分からない研究アイデアを一方的に聞かされ、いきなり意見を求められて曖昧な返答をしたらボロクソに罵ののしられ……そうして彼女の睡すい眠みん時じにようやく解放されたと思ったら研究の片付けと掃そう除じをやっとけと言いつけられる始末だったんだからね」

『なんかごめんなさい』

　三人、人類として本気でヨルに頭を下げる。彼は「いやいや」と笑顔で応じてきた。

「いいよ、ボクも楽しかったからさ」

『…………ドＭ？』

「はっはー。…………さぁて、そろそろ本ほん腰ごし入れて人類滅ほろぼそうかなー」

『ホントごめんなさい！』

　腕うでまくりを始めたヨルを全員で必死で止める。その対応に彼は「ジョークジョーク魔王ジョーク」なんて笑ったものの、セシリアはその目が決して笑っていないのを見み逃のがさなかった。魔王をいじるのはやはり危険だと、今いま更さらながらに当然のことを実感するセシリア。

　そんなヨルの怒いかりを鎮しずめるためか、レイアが再び話題を元に戻もどす。

「と、とにかく、そんなわけで、ファルディオとヨルの二名が旅することに決まったわけですが。ここで更さらに、追加指令がありまして。それというのが……」

「ああ、私やキサラギ……それに、ゲインもその旅に同行しろ、という話だな。まったく、これまた無茶な要求だ」

「セシリアさんを教皇に指名しておきながら、旅にも出ろですもんね……」

　そう苦く笑しようするレイアに、ヨルが意見してくる。

「いや、教皇指名の方はアウルのアドリブだったのかもしれないよ」

「なるほど、それでしたら要求の無茶さに説明がつきますね。トオル君の指示ではあくまでセシリアさんには旅の同どう伴はん指示だけが出ていたのに、アウルさんの思いつき行動で、教皇まで兼けん任にんさせられたと」

「なんて無む軌き道どうな神なんだ……」

　セシリアが嘆なげいていると、ヨルがカラカラと笑う。

「ボクは『らしくて』好きだけどな。女神教会についても、保身しか考えてない老害共よりはキミがトップに立ってくれる方が魔物側としても好ましくはあるしね」

「しかし、教皇ともあろう者が教会本部を離はなれて半年旅に出るなど、前代未み聞もんだろう」

「ははは、まあね。でもキミとしても良かったんじゃない？　本部に居ても、どうでもいい内うち輪わ揉もめに巻き込まれるだけだったと思うよ。こうして離れていることで、最低限の連れん絡らくで済んでいるわけだ」

「……ああ……まあ、それは一理あるな」

　とはいえ、それでも教皇が外をウロウロしているのはおかしな話なのだが。

　実際、世間にはこの旅の目的を「女神の託たく宣せんを受けた新教皇による、巡じゆん礼れいも兼かねた、世界情勢視察の旅」と告知している。ファルディオ達同行者は「世界有数の精せい鋭えい護衛」という触れ込みだ。魔ま王おうと禁忌魔法の先せん駆く者しやと天才魔女なのだから、あながち噓うそでもない。

「（まあ、失しつ墜ついした教会の信用を取り戻すという意味でも、教皇自らが各地の視察に現れるというのは、そう悪い動き方でもないだろう）」

　少なくとも本部で枢すう機き卿きよう達の嫌いやがらせを受けて一日が終わっていくよりは、何倍も有意義だろう　セシリアがそう腹を括くくり直していると、ファルディオが大きく息を吐いて周囲を見み渡わたした。

「にしても、ゲインまでしれっと指名していたあたりが、トオルだよなぁ」

「あ、ああ。……しかし、彼は決戦時に私が……」

　そこで、セシリアはちらりとヨルの様子を窺うかがう。彼にしてみれば、自分は仲間を殺した宿敵。恨うらまれて当然……とセシリアは考えていたのだが、ヨルは、そんな彼女にニコリと笑顔で応じてきた。

「ゲインはキミと戦いたくて戦い、その結果敗れて消えた。それだけの話だよ」

「しかし……」

「勿もち論ろん、悲しいは悲しいけれどね。でもさ、セシリア・シヴィル。ここでボクがキミを恨んだり、キミがボクに謝罪することの方がよっぽど、彼に失礼だとは思わないかい？」

「っ！……。ああ、その通りだ。これは失礼した。二度と余計なことは口にしない」

「うん、そうしてくれると嬉うれしいな」

　ヨルがにこりと笑う。セシリアはそれに少し安あん堵どすると、話を元に戻した。

「それにしても、トオルは《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触ふれた一いつ瞬しゆんで、よくもこんなにも細々した指示を出せたものだな」

　セシリアの疑問に、ファルディオが頭を搔かきながら答える。

「ああ、なんかその辺に関しても託宣でアウルが言ってたぜ。《革命の鍵笛ギヤラルホルン》は触れた者の中にある意思を瞬時にあますところなく汲くみ取って実行に移す機構なんだと。つまり、詳しよう細さいを口に出したり念じたりする必要もなかったわけだ。とはいえ実際あのサクヤにさえ詳くわしい計画を一いつ切さい話してなかったっつーんだから、とんだタヌキだぜ、あのガキ」

　ファルディオのその言葉を受け、セシリアは「そういえば」とあたりを見回す。

「なぜサクヤは同行者の指定に含ふくまれていないのだ？　こういうメンバーである以上、サクヤも居て然しかるべきだと思うのだが……」

　セシリアのそんな疑問に、今度はレイアが答える。

「そこは、サクヤさんの事情をよく知るトオル君だからこそ、でしょう」

「？　どういうことだ？」

「どういうことも何も。……セシリアさん、サクヤさんの職業はなんですか？」

「？　職業？　確か宿屋の……」

　と、そこまで言ったところで、セシリアもようやく事情に気がついて目を丸くした。

「……そういえば、基本的にはただの宿屋の娘むすめだったな、彼女は。だったら……そんな彼女に半年も宿屋を放ほうり出して私達に付き合わせる道理はない、か。……くく……」

　トオルのトオルらしい……トオルらしすぎる配はい慮りよに、セシリアは思わず笑ってしまう。

「（世界の行く末を占うらなうような案件の渦か中ちゆうにおいても……たとえ歪ゆがんだ決心をしてしまったとしても……それでもキミの本質は最後まで、変わらず、ブレず、心優しき気き遣づかいが出来る少年トオル・ミカミ、だったんだな……）」

　それを悟さとった刹せつ那な、セシリアはようやく、近ちか頃ごろずっと自分に欠けていた何かが、心にスッと戻ってきた気がした。

　そしてどうやらそれは、彼女以外も同様だったらしい。

　魔王と大魔導師と魔法少女という珍ちん奇きな面々が見守る中。

　セシリアは改めて新しい旅の仲間を見回し……そうして、吹ふっ切きれた表情で林道の先を見つめ、ハッキリと宣言したのだった。




「行こう、改変後の世界見聞の旅へ。トオルの願いの行く末を、私達四人で、しかと見届けようじゃないか」




　　　　＊




　アウド村は教会総本山である聖都ノルンに程近いながらも酪らく農のう業を中心とした比ひ較かく的てき牧歌的な村だ。

　主要都市同士を繫つなぐ街かい道どうからは逸それているため人の出入りこそ少ないが、穏おだやかな気候と広大でなだらかな丘きゆう陵りよう地帯は放牧に非常に適しており、ここから出荷されるミルクや羊毛には常に高値がついている。

　が、そんな土と地ち柄がら故ゆえ、アウド村の人口は決して多くはない。

　昼過ぎ、セシリア達はようやく第一の目的地についたなと安堵しながら村の入り口へと辿たどり着いたものの、簡単に一望出来る程度の広さの村内には人の姿が殆ど見られなかった。

　ファルディオが露ろ骨こつに溜ため息いきをつく。

「こりゃまた、俺様の好きな『刺し激げき』という言葉には縁えん遠どおそうな村だなおい……」

「なんだメルクリウス。そんなに刺激が欲しいなら、先に一人で危険な魔物が生息する地帯の方へ視察に向かってくれても構わないのだぞ──」

「いやぁ、のどかな村って俺だぁい好き！」

「そうか、ならよかった。まあのどかな村はお前のことが大だい嫌きらいだろうがな」

「なんでだよ！　っつうかセシリア！　お前には一いつ緒しよに散々旅した仲間への友情とかって終ついぞ芽生えないわけ!?」

「む、それは聞き捨てならないな。私はトオルとルウのことを、こんなにも大事に思っているというのに、貴様にはそれが分からんか。まったく、嘆かわしい」

「嘆かわしいのはこっちだ！　一名、大事な魔法＆知略担当を忘れていませんかねぇ！」

「あぁ、すまない、当然キミのことも大好きだぞ。……キサラギ」

「あ、わたくしもセシリアさんのこと好きですよー」

「なんだこの唐とう突とつな百合ゆりサービス！　違ちがうだろ！　ボケとかいいからさ！　なぁ！」

「あー……こほん。ふぁ、ファルディオ君って魔人内ですっごい評判良かったよー」

「遂ついには魔王からフォロー入りやがったぞチクショウが！」

　村の入り口でぎゃあぎゃあと騒さわぐ奇き怪かいな一味。如何いかに牧歌的な村といえど流石さすがに村内から不ふ審しんの目が集まり始めたところで、ファルディオがこほんと咳払いして場を仕切り直す。

「で、アウルによる『今視察しとくべき土地９９！』という馬ば鹿かげたリストに挙げられた場所のうちの一つに着いたはいいけどよ」

　言いながら、周囲をぐるりと眺ながめ回す大魔導師。つられてセシリア達も村内を見回したところで、彼は大きく溜息をついた。

「なんか……今更視察も何もねぇんじゃねえの、これ」

「まあ、確かに小さな規模の村ではあるな。しかし、今回の旅は前回のそれと違って、一いつ箇か所しよに長期滞たい在ざいを強要されるでもないのだろう？　特に問題もあるまい」

「まぁそうなんだけどよぉ……」

　そう言ってぽりぽりと後頭部を搔くファルディオ。セシリアはそんな彼の様子に少し違い和わ感を覚えて訊たずねる。

「なにか不都合でもあるのか？　貴様が大都市好きなのは分かるが……」

「ああ、いや、そうじゃなくてな。あ、まあ、大都市が効率いいのはそうなんだが……」

「？　ああ、禁きん忌き魔法の魔導書探しか？　それなら既すでに教会の方で大々的に動いているし、ほら、この教皇権限で枢機卿から徴ちよう収しゆうした携けい帯たい型神工物で遠えん距きよ離り通信もお手のもの、データは勝手に随ずい時じ集まってくるわけだから、今更お前が気にしすぎなくとも──」

「い、いや、そうじゃなくて。……うーん、まあ仕方ない、まだ思いつき段階だったけど……ここらで話しておくか」

「？　なんのことだ？」

　セシリアの問いに、ファルディオはなぜか少し照れた様子で頰ほおを搔く。

「これから世界を旅して各地を視察するにあたって、俺から一つ、お前等に是ぜ非ひとも協力してほしい案件があってな……。いや絶対の自信があっての行動でもないんだが、布石は打っておいて損はなさそうというか……」

「なんだ、今いま更さら改まって。そんな言い辛づらいことなのか？　ああ、また女や金がどうとかそういう不ふ浄じような──」

　セシリアがそうあしらいかけたところで、ファルディオは「ああ」と頷うなずき、そして──神しん妙みような表情で切り出してきた。

「ある意味女め神がみと勇者を大きく裏切る提案を、俺はこれからお前等らにさせて貰もらう」

『…………』

　そんな突とつ然ぜんの彼の言葉に、全員が一瞬面食らったものの。

　続くファルディオの説明に全員がすぐに賛同した後は、改めて視察を完かん遂すいすべく、それぞれに村の中へと散っていったのだった。




　ファルディオ・メルクリウス




「……なんでお前が、俺についてくんだよ」

　隣となりを歩く華きや奢しやな少年をジロリと横目で見るファルディオ。

　それに対し少年──魔王ヨルは「まあまあ」と笑って返してきた。

「いいじゃない別に。この規模の村なんだ。そりゃ行き先がかぶることもあるだろう？」

「そりゃそうだが……」

「あれ？　もしかして、同どう伴はんはレイアさんが良かったのかな？」

「っ！　べ、別に、そんなんじゃねえし！」

　顔を背そむけて足早に歩き出すファルディオと、それをクスクス笑いながら追うヨル。

　二人は現在、村はずれの放牧地帯を目指して歩いていた。

　ファルディオとしては、特に大きな理由があったわけでもない。セシリアが村内の住民に声をかけ始めたので、だったら自分は別方面から攻せめるかと考えただけだ。

　のんびりと草を食む家か畜ちく達を横目に、なだらかな丘陵地帯をヨルと二人進んで行く。

　しかしやはり殆ほとんど人間とは出くわさず、やはり村内に戻もどるのが賢けん明めいかなと考え始めたところで、ヨルが突然表情を歪めた。

「…………やれやれだね、まったく」

「？　どうした、ヨル？」

「……正直ボクが動く義理もないけれど……まあ監かん督とく責任はあるか……」

「？　は？　おい、お前何言って……」

　ファルディオが首を傾かしげて訊ねるも、しかし次の瞬しゆん間かんヨルは……その身に暴風を纏まとって飛ひ翔しようした。

「わっぷ」

　勢いで舞まった土つち埃ぼこりが目や口に入りけほけほと咳せき込むファルディオ。そうして数秒後ようやく視界を回復させた時には既に……。

「……おいおい、なんなんだよ……」

　遥はるか前方に高速で飛び去る魔ま王おうの姿があった。

「（気まぐれ魔王の奇き行こうに、この俺がイチイチ付き合う必要もねぇか。あほらし）」

　そう結論し、さっさと引き返そうと、村側へと振ふり返るファルディオ。が……。

「…………ああっ、もう！　これだからガキンチョは！」

　すぐにもう一度反転すると、全力ダッシュでヨルの去った方へと走り出す。

「（いつから俺はこんな保護者気質になったんだよっ、たく！）」

　以前の、ただただ欲よく望ぼうに忠実だった頃ころとは明らかに何かが変わってしまっている。

　それは世間一いつ般ぱん的には「良き成長」とされるところなのだろうが、ファルディオ当人として非常に面おも白しろくなかった。

「（大魔導師たる俺様が、こんな、子供を放ほうっておけないなんつう、そこらの庶しよ民みんみてぇな感性で動くなんざ……ハッ、落ちぶれたもんだぜおい。誰だれのせいだこりゃ）」

　ほとほと自分に呆あきれながらも、ヨルを追いかける足は一向に止まる気配を見せず、またそんな自分に呆れる。そんなことを繰くり返しているうちに、ようやく、見知った銀ぎん髪ぱつの少年の後ろ姿が見えてきた。

「おいっ、ヨル──」

　そうして、苛いら立だち混じりに声をかけようとした所で──ふと、彼の目の前に小さな女の子が倒たおれているのが見える。

　ファルディオは思わずカッとし、相手が遥か格上の戦せん闘とう力を持つ存在だということにも一いつ切さい構わず、走りながら杖つえを構えた。

「なにしてやがるっ、てめぇぇぇっ！」

　瞬時のうちにディメンション・ムーブを発動させると、気絶した女の子とヨルの間へと割り入り、まずは彼女をかばうように抱だきかかえ──たところで、ファルディオはふと、第二の異常に気がついた。

「あ、れ？」

　見れば、まるで地面の草が女の子を守るようにふわりと優やさしく抱きとめている。大凡おおよそ自然現象とは思えない、しかし紛まぎれもなく自然の力が成せる業わざ。

　ファルディオが戸と惑まどっていると、ヨルが前方を見つめながら警告する。

「ファルディオ君、危ないからそのままその子連れて下がってくれると嬉うれしいな」

「……はい？」

　意味も分からず、ファルディオはヨルの視線の先を追う。するとそこには……。

「み……ミミズぅぅ!?」

　地面からずずずと頭部を這はい出させ、こちらを威い嚇かくするかのように気色の悪い口こう腔こうを剝むき出しにする巨きよ大だいミミズの姿。

　ファルディオが呆あつ気けにとられる中、ヨルが淡たん々たんと説明する。

「本来は土の中で大人しくしているタイプの魔物なんだけどね。時折いるんだ、無む闇やみやたらに動物を食って巨大化し、手がつけられなくなる変異種が」

「じゃあこの子はあいつにやられて……」

「というか、この子自らやられにいってたかな」

「え？」

「ほら、そこの羊。あれが目の前で食べられそうになっているのを見て、自分から飛び出していったんだ。この子にとって思い入れのある家畜なのかな」

　そこでヨルは面めん倒どうそうに頭を搔かく。

「……別にボク、本来人類を助ける義理はないはずなんだけどさ」

　そして、どこか照れた様子でファルディオに微笑ほほえみかける。

「けれど、目の前で愚おろかな無法者が、無む垢くで健けな気げな存在を悪戯いたずらに嬲なぶろうとしているのを……黙だまって見ているようなクズでも、ないつもりでね」

「お前……」

　ファルディオが女の子を抱だき抱かかえる中、ヨルは一歩前に出て、二人をかばうように巨大ミミズと対たい峙じする。

「さて、ここで退ひいてくれればボクも悪いようにはしないつもりだけれど……」

〈キシャァァァァアアアアアアアアアアアアアアアア！〉

「ま、そうだよね。キミがボクの意志を解してくれるタイプの魔物だったら、最初から苦労はない。……仕方ないね」

「っ、ヨルっ、来るぞっ！」

　突とつ如じよ勢い良く穴から地上へと飛び出たミミズが、地じ響ひびきを鳴らして地を這いずり豪ごう速そくでヨルへと迫せまり来る。そのあまりの質量と速度に、ファルディオは戦せん慄りつした。

「（やべぇ！　んなの、トオルやセシリアでも対処に困るレベルだぞ！）」

　少なくとも正面からやり合えるレベルでは到とう底ていない。しかし現在……ファルディオと女の子を背にしたヨルは、自分だけ回かい避ひするわけにもいかない。

　ファルディオは咄とつ嗟さに、身体からだへ多大な負担がかかろうとも短いインターバルでの同一禁きん忌き魔法使用──つまりはディメンション・ムーブを使用して女児だけでも安全地帯へ転送しようと考えるも、しかし……。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　魔王ヨルはファルディオにそれだけ告げると、巨大ミミズの方へと向かってスッと右手を掲かかげ。そして……。

「昇のぼれ」

　そう彼が一言発した直後──ミミズの腹の下の地面が割れたかと思うと、怒ど濤とうの勢いで地下水が噴ふき上がり、その巨きよ体たいを遥か上空へと吹ふき飛ばした。

「な────」

　ファルディオが呆ぼう然ぜんとする中、噴ふん水すいのような水流に押し上げられた巨大ミミズが、空でのたうち回るという馬ば鹿かげた規模の光景が展開される。

「（おいおい、これ、この辺一帯……聖都ノルンとかでも目もく撃げきされてんだろ、おい）」

　今いま頃ごろ人里は大おお騒さわぎだろう。空で謎なぞの巨大生物がのたうち回っているのだから。

　しかし、このまま水で押し上げているだけではらちがあかない。ファルディオがそう考えた時には……しかし、次の一手は既すでに打たれていた。

「ごめんね。出来るだけ一瞬で済ますから」

　そう告げるヨルの視線の先を、ファルディオも追う。

「（……？　快晴の空があるだけだが──）」

　と、そこまで考えたところで、いや、違ちがうと思い直す。改めて視野を広く持ち直す。そうして見えてきたのは……。

　空気中の水分を操あやつって生成されたらしき、空を覆おおう程ほどに巨大な、レンズ状の何か。

「（以前トオルを熱線攻こう撃げきした時に使ってたあれの……超ちよう巨きよ大だい版かよ！）」

　察した刹せつ那な、あたりがふっと薄うす暗ぐらくなる。そうして、周辺地域一帯全すべての太陽光を集束した熱線は──直後、巨大ミミズへと、降り注いだ。

〈────〉

　断だん末まつ魔まの雄お叫たけびをあげる間もなく、一瞬で焼失し、光こう粒りゆうへと変へん換かんされる巨大ミミズ。

　ヨルはその様子を確かく認にんすると、巨大レンズを霧む散さんさせ、水の吹き出すクレバスを閉じた。

　空から水と光の粒子がキラキラと降り注ぐ。

　そんなどこか神こう々ごうしい光景を背に……ヨルは、ファルディオを笑顔で振り返った。

「さて、ファルディオ君、キミさっきボクに何か突つっかかろうとしていたようだけど……」

「滅めつ相そうもございませんヨル様」

　女の子を背に負い、ははぁと平へい伏ふくするファルディオ。

　そんなファルディオをクスクスと笑って見つめながら、ヨルは心底上じよう機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

「魔人達がキミのことを心底面白がっていた理由が、ボクにも理解出来てきたよ」

「ははぁー。あ、ありがたき幸せー」

「あははっ、全く喰くえないねぇキミは」

　そうしてゲラゲラと笑い出すヨルを、平伏しながらちらりと窺うかがうファルディオ。

「（ま、なんだ……魔王が旅の仲間ってのも、そう、悪かないか）」

　そんな二人の遥か上空では、水と光の粒子が溶とけ合い、今まさに、大きな虹にじのアーチが描えがかれ始めていたのだった。




　　　　＊




「わっはっは、やー、うちの娘むすめが危なかったとこさあんがとなー、にーちゃん達」

『（軽い……）』

　巨大ミミズ討とう伐ばつ直後小走りで駆かけつけてきた恰かつ幅ぷくの良い農作業着姿の中年男性に女の子を引き渡わたすと、彼は娘をよいしょと背負いながらファルディオ達に礼を告げてきた。

　二人が『はぁ』曖あい昧まいに返事をする中、男性は暢のん気きに続けてくる。

「《神無節》のガルガン様には気ぃつけろって、おらもいっつも口を酸すっぱくして言うとったんだがなー。ま、実際気をつけようもねーんだけども！　わっはっは！」

『（軽い……）』

　娘がとんでもない化物に殺されかけたばかりとは思えないその豪ごう快かいさにファルディオ達は少し面食らいつつも、まあ変に過か剰じような反応されるよりかはよっぽどありがたいなと納なつ得とくする。

　ドマルと名乗ったその男性農夫が一応娘を村の医者に診みせると言うので、だったらと二人も村まで同行することにする。
















　三人で歩き出した所で、ドマルが快活に訊たずねてきた。

「そげにしても、教皇様の護衛様ともなると、なんだか凄すげぇんだなぁ」

　その言葉にギクリと身体を強こわ張ばらせるファルディオ。……まさか「そりゃこいつ魔王なんでねー」と言うわけにもいかない。かといってあんな現象を軽々起こせる理り屈くつというのも咄嗟には考えかね、結果……。

「え、ええ、まあ。……め、女め神がみ様の加護の賜たま物ものです」

　歪いびつな笑顔でぬるっとした答えを返すファルディオ。途と端たん、隣となりでヨルが心底可笑おかしそうにぶはっと吹き出した。

「（く、くく……女神様の加護の賜物って！　今いま更さらキミがそれを言うか、キミがっ！）」

　腹を抱えながらぷるぷると震ふるえるヨル。

「（お、おい、黙ってろよ！　仕方ねぇだろ！　実際こういう相手にはこういう説明が一番いいんだって！　ほら……）」

　ファルディオがヨルの首を脇わきで絞しめて拘こう束そくする中、ドマルは前方を見たままでのんびりとそれに応じる。

「なぁるほど。さっすが女神様だぁ」

　なんの理屈も通ってない説明を素す直なおに受け容いれるドマル。ファルディオが「ほらな！」と勝ち誇ほこると、ヨルは「わかったわかった」と未いまだにニヤツキながらも引き下がった。

　ファルディオはこほんと咳せき払ばらいをすると、さっさと話題を変えにかかる。

「が、ガルガン様でしたっけ？　あれ、昔からこの辺にいる魔物だったんスか？」

　ファルディオの問いに、ドマルはよいしょと娘を背負い直しながら応じる。

「んだ。といっても《加護節》の間は全く出て来ず、《神無節》にたまーに家か畜ちくを喰っちまうぐらいのもんなんだが」

「……なんでそんな物ぶつ騒そうな魔物に『様』付け？」

「ん？　ああ、まあそこまで大きな被ひ害がい出すもんでもなかったかんな。なんとなくこの辺一帯を守ってくれている土地神様みてぇに思ってただけだ。改めて奉たてまつったりする程のアレでもなかったけんど」

「……た、倒たおしちゃいましたけど……」

　ヨルをジロッと睨にらむファルディオ。さっと視線を逸そらして口笛を吹く魔王。

　しかし、ドマルは快活に笑う。

「いやいいんだべさ。様付けしていたのは、どうしようもねぇもんに対する一種の諦あきらめみたいなもんさな。いなくなってくれるにこしたこたねかったんだ。なにより家畜だけならまだしも、子供にまで被害出ちまうようなら、どのみちうちの村も神しん剣けん騎き士し団様に討とう伐ばつ依い頼らい出したんでねぇかな」

「そ、それなら良かった」

　ホッと胸を撫なで下ろすファルディオ。その様子にドマルも笑い、それから「しっかし」と続けて来る。

「まさかガルガン様が人間まで襲おそっちまうとはなぁ。まあうちの娘の不注意もあったんだろうけども……。やっぱり加護がなくなりつつあんのも、関係しとんのかねぇ」

「…………」

　その言葉に、ファルディオは思わず神しん妙みような面おも持もちになってしまう。

「（そりゃ、こういうことにもなるわな……）」

　彼なりに予測はしていたことだが、改めて身内の……トオルのしでかしたことの重さを考えると、気が滅め入いった。最後の試練で歴史の詳しよう細さいを知って以降は特に「女神の加護なんざクソ食らえ」と思っていたファルディオでさえ、こうしてそれが失われつつある状じよう況きように対しては、疑問と恐きよう怖ふを抱かざるをえない。

「（このまま……魔物が繁はん栄えいして、人類滅ほろぶんじゃねえだろうな？）」

　そう考えて思わずゾッとする。トオルを救うためなら人類の行く末なんてどうでもいいと一時は覚かく悟ごしたファルディオだが、それでも、身内の決断で他人が不幸になっていく場面をまざまざと見せつけられるのはいたたまれない。

　ヨルが何も言わず無表情で歩く中……ファルディオは、それでも勇気を持って、ドマルに訊ねた。

「やっぱりその……前回の試練終しゆう了りよう以降、このあたりでも魔ま物ものの被害が増えてたり……」

　教会本部で集めた情報にはまだそのような報告はなかったものの、正直今の教会の情じよう報ほう網もうはアテにならない。もしかしたら、既に被害は各地で出ているのでは。そう考えて震えるファルディオに、ドマルは……。

　ドマルは、あっけらかんと、意外な答えを返してきた。




「いんや、全くの逆だべさ。ガルガン様の件はさておき、通常の魔物被ひ害がいはあれからガクンと減ったべよ」




「…………へ？」

　意外な言葉に間の抜ぬけた声を返してしまうファルディオ。

　ドマルは上機嫌そうに笑いながら続けた。

「いやぁ、放牧業で一番怖こわいのはやっぱ魔物被害だからよ。おら達はいっつも絶えず見回りしてんだども……ここ一週間程は、ホント穏おだやかなもんだぁ」

「え……え？　一体それはどういう理屈で……」

「？　さあ、難しいことはおらには分からん。まあ、とにかく女神様に感謝だな」

「は、はぁ」

　先さき程ほど自分が使ったテキトーな理屈を、期せずしてドマルに返されてしまった。

　そうして状況の不可解さにファルディオが悩なやんでいるうちに、一行は診しん療りよう所じよに着いてしまう。

「んじゃあ、おらは娘むすめ診みせてくっから、護衛様達はもう少し先の村中央でゆっくりしててくんろ。料金は全部おらにつけといてくれていいからよ」

「え？　あ、ああ、ありがとございます。お、お大事に……」

　戸と惑まどいながらも、診療所に入っていくドマルを見送る。

　そうして、再びヨルと二人きりになったファルディオは、思わず魔王へと訊ねた。

「なぁ、ヨル。……こりゃ一体、どういう理屈だ？　なんで魔法の力が弱まって魔物が強化されているこの状じよう況きよう下かで……魔物被害が減る？」

　ファルディオの質問に、ヨルがやれやれと嘆たん息そくする。

「なんか勘かん違ちがいしているようだからこの際ハッキリ言っておくけど、ボクがなんでも知っていると思ったら大間違いだよファルディオ君。前も言ったけど魔王っていうのは魔人達が勝手につけた敬けい称しようであって、実際『魔物の王』を名乗るにはボクは力や知識の及およばないことが多すぎるというか……」

「つまり、お前にも分からないってことか？」

「いや想像はつくんだけどさ」

「つくんじゃねーかよ」

　呆あきれたように切り返すファルディオを、ヨルはジトッと睨む。

「あくまで今回は想像がつくだけさ。少なくとも、なんでもかんでも全すべてお見通しの万ばん能のう存在か何かとは思わないでくれたまえって話」

「ああ、それは知ってる。前回の最終レースで俺と同着になるレベルだもんなお前」

　ニヤニヤそんなことをのたまうファルディオに、ヨルはニコリと微笑ほほえみかける。

「よぉし、今から素手喧嘩ステゴロ勝負でもしようか、ファルディオ君」

「お前穏やかなフリして意外に沸ふつ点てん低いな」

「そんなツッコミを入れながら流れるように土下座しているキミをボクは尊敬するよ」

　殆ほとんど本能で頭を地面に擦こすりつけていた自分に気付き、ファルディオはこほんと咳払いしつつ立ち上がる。

　そうして、ドマルに言われた通り村中央を目指しつつ、改めてヨルに訊ねる。

「んで、実際なんで魔物被害減ってんだよ。力戻もどって強化されてんだろ、魔物」

「んー、まあ、そもそも魔法システムが弱体化したからって、途端に、極きよく端たんに魔物が強くなるわけでもないけどね。あくまで『素す』のステータスに戻るだけであって、いきなりムキムキと巨きよ大だい化したりとかそういう話じゃないんだよ」

「それぐらいは俺だってなんとなく分かるけどよ。にしたって、魔物の力が増して人類の力が弱まる状況下で、魔物被害が減る意味が分からん」

「ああ、なるほど。どうやらファルディオ君……というか人類は、そこに一つちょっと認識違いがあるみたいだね」

「？　認識違い？」

「そう。魔物の力が強化され、魔法が弱体化しているのは、その通りだ。だけどトオル君の行った改革はそこに留とどまってないだろう？　もう一つ、重要な要素があったはずだ」

「……『禁きん忌き魔法の一いつ般ぱん化』のこと、か？」

「まさにそこだね」

　ヨルはそこでピンと人指し指を上げ、見込んだ教え子に講義でもするかのようにファルディオへと語る。

「現在禁忌魔法発動の補助がアウルによって行われているわけだけれど、この補助っていうのは、具体的に言うと、現生人類が本来その身の内に蓄たくわえていた魔法エネルギーの発はつ露ろを促うながす行こう為いなんだ。つまりは……」

「女神に酒さか瓶びんの栓せんを抜いて貰もらった、みたいな状況ってことか？」

「酒瓶はいい喩たとえだね。勿もち論ろん、その中身の酒をうまく使えるかはまた別問題だ。アルコールは嗜し好こう品ひんとしても医薬品としても発火剤ざいとしても使える可能性があるけれど、一定の成果を上げるには適切な加工が必要なのと同じさ」

「ああ、なんとなく分かるわ。俺の《ヘル・ファイア》の威い力りよくが上がっても消費体力がさほど跳はね上がらないのは、経験によってエネルギーの変へん換かん効率が向上したからなんだな」

「そういうことだね。まあそれにしたってキミの成長率は天才にも程があるけれど」

　唐とう突とつなヨルからの賛辞に、ファルディオは思わずぽりぽりと鼻はな頭がしらを搔かく。

　ヨルが「キミは素す直なおな賛辞の言葉に意外と弱いよね」などと笑ってくる中、ファルディオは照れを隠かくすように視線を逸そらしながら先を促した。

「で、それがなんなんだよ。魔物の襲しゆう撃げき数すう減った原因を俺は訊きいてんだけど」

「ああ、ごめんごめん。この『人類が酒瓶の栓を抜いた』っていう話を前提条件としないと、説明し辛づらいことだったからさ。さて、じゃあそんなわけで、ここから話を一いつ旦たん魔物の方にぐいっと戻すけど」

　ヨルはそう続けて、改めて語り出す。

「現在の魔物が人類を襲うのには、大きく分けて先天的理由と後天的理由の二つの理由があるんだ。分かるかな？」

　ヨルからの問いに、ファルディオは少し悩みながら答える。

「先天的理由の方は簡単だ。歴史的に、魔物はそもそも星が人類を排はい除じよするために生み出した攻こう性せい生物だから、だろう？　けど後天的理由っつうのは……」

「簡単だよ。人類が、極きわめて弱者だったからだ」

「そりゃまた、随ずい分ぶんと舐なめられたもんだな、おい」

　ファルディオが少し苛いら立だち混じりに答えると、ヨルは「ごめんごめん、違うんだ」とフォローを入れる。

「ホント言うと、『極めて弱者に見える』っていうのが、正確な表現かな」

「……舐められていることに変わりはなさそうだが……」

「そうだね。でも、ここが大事なポイントなんだ。いいかい？　魔物という存在は基本的に、相手の戦せん闘とう力を測る際、何を基準とすると思う？」

「ん？　身体からだの大きさとかそういう……」

「それは通常生物の見方だ。魔物はもっと明確な基準をもって判断する。それは……」

　ヨルはそこで一いつ拍ぱく置いて、大事なことを告げるようにファルディオを見つめる。

「星から与あたえられし、魔物の身体を構成する元素──つまりは『魔力』とでもよぶべき力の量だ」

「魔力……。俺や一部の異い端たん研究者が『魔素』って表現していた要素のことか？」

「そうそう、キミ達の魔法にも用いられているエネルギーのことだね。魔物はそれを独自の感覚器官で測ることで、戦闘力を推おし量っている」

「なるほど、強い魔物は魔力量が多く、弱い魔物は魔力量が少ないのか」

「魔物だけに限らないよ。この星の動植物は、多かれ少なかれ魔力を宿しているし、大体のケースにおいて、その量は身体能力と比例する。つまり、魔力量で対象の戦闘力を測るのは、実に理にかなっているということさ」

「へぇ、そりゃ確かに便利な基準だ。……ん？　待てよ？」

　そこでファルディオはぴたりと足を止め、顎あごに手をやって考え込む。

「お前今、『この星の動植物は、多かれ少なかれ魔力を宿している』って言ったな」

「言ったね」

　ニヤリと微笑むヨル。ファルディオはそこでようやく彼が言わんとしていることに気付き、愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

「じゃあ、そもそも『この星の外から来た』人類には……」

「ゼロだよ。当然でしょ？　魔力はあくまで『この星の』エネルギーだ」

「っつうことは、つまり、なんだ、魔ま物ものから見てそもそも人類は……」

　そこで、ヨルの話がようやく最初に戻った。

「そう、圧あつ倒とう的に弱者なんだ。魔物から人類は、戦闘力ゼロの虫ケラにしか見えない」

　啞あ然ぜんとするファルディオに、ヨルはどこか不気味笑いながら続ける。

「しかもただの虫ケラじゃない。魔物はそもそも先天的理由から人類を嫌きらっている。要は、人間が自宅で羽虫を見つけた時と同じさ。実際キミ達ならそういう時どうする？」

「良くて、窓から追い出す。悪くて……」

　極めて気軽に殺す。

　ことここに至って、ファルディオの中で様々なことに一気に納なつ得とくがいった。

「（今考えれば、魔人達の人類に対する認にん識しきの根本もそれに近かったんだ。基本こちらの命を軽く見ている上に、侮あなどっているからこそ……俺達が何か大きな事を成した時に、えらく評価し興味を抱いだきもする。芸を仕込まれた動物に俺達が感心しちまうのと同じ。けどそれはあくまで『戯たわむれ』の域を出ない……）」

　その過程でゲインのように大きく認識を改める者もいるようだが、根本の価値観がそれでは、話し合いの余地もクソもない。そもそも同じ土俵に立っていなかったのだ。

　今いま更さらながらに、人類にとって魔物という存在がいかに天敵か再確認して辟へき易えきしていると、ヨルが「とはいえ」とフォローを付け加えてきた。

「あくまで人類の戦闘力は、魔物基準で『ゼロに見える』だけ。実際はゼロじゃない。だからこそ、身の程ほどを弁わきまえず襲おそい掛かかって返り討うちに合う魔物も後をたたないわけだ」

「ああ……雑魚ざこがひょいひょい襲い掛かってくる理由がそれか……」

「ある程度強力な魔物はまた別の基準を持っていたりするけどね。あ、余談だけど、一応ごくたまーに無自覚で魔力を使いこなしている人類もいるよ。一部の天才魔導師君だとか、あと、魔力を身体能力に転化しているような卓たく越えつした武芸者とかね」

「ああ、ようやくあの女騎き士しの馬ば鹿かげた戦闘力と謎なぞの気合い技わざに多少の納得がいったわ」

　ファルディオがしきりに頷うなずいていると、ヨルが「さてっ」と仕切り直すように明るく声をあげた。

「ここまで聞けばもう分かってきたろう？　魔物被ひ害がいが最近減っている理由」

「……ああ」

　ファルディオは顎を撫なで、興味深げに考えながらそれに応じる。

「この星に人類が入植して既すでに千年以上。この星で生まれ、この星に育はぐくまれ、この星に倒たおれ……そうやってここで世代交代を繰くり返しているうちに、俺達人類にも無自覚ながら多少の魔力が宿り始めていたんだな。そしてそれは今回の試練でようやく栓を外されたことで……魔物からも認知されるレベルに達した」

「そう、つまり、キミ達は今遂ついに、魔物から見てただの『虫ケラ』ではなくなった。勿論、宿った魔力はまだ僅わずかだ。けれどそのおかげで、虫は虫でも……そうだね。謂いわば『蜂はち』程度のレベルには達したわけだ」

「追い払はらうにしても仕留めるにしても、魔物からしたら、多少の警けい戒かいは必要と思える存在になったっつうわけか……」

「そう。だから魔物被害が減った。ただ忘れちゃいけないのは、一方で魔物側もきっちり今後力を増していくだろうということ」

「まぁ、いいことばかりともいかなそうか、流石さすがに……」

「そうだね。それに、今は魔物も人類に警戒しているけれど、結局人類が禁忌魔法を……蜂で言うところの《毒針》をものに出来なかったと分かれば、結局魔物側からの認識は逆ぎやく戻もどりだ。魔法の力さえ失った人類はただ蹂じゆう躙りんされるだけだろうね」

「……なんつうイカれた状じよう況きようだよ……」

　黙だまって説明を聞いているだけでも、ファルディオでさえ頭が痛くなってくる。

「（思っていた以上の改革すぎるぜ、こりゃあ……）」

　ファルディオは決してトオルを侮あなどっていたわけではなかったが……それでも、まさかここまで踏ふみ込んだ改革をしてくるとは思ってもみなかった。

「（要は人類に試練を課したんだ、アイツは。これまでずっと勇者に理り不ふ尽じんな試練を課してきたこの星の人類に、手痛いしっぺ返しでもするかのように）」

　しかしそれでいて、公平性自体は決して欠いていない。……とても子供の発想とは思えない……いや。

「（子供だからこその、思い切った発想、とも言えるのか……）」

　一体自分達はいつまでトオルに振ふり回されるのか。そう考えると、ファルディオの口からは思わず溜ため息いきが漏もれ出る。が、同時に……。

「……ははっ」

「？　ファルディオ君？」

　突とつ然ぜん笑い出したファルディオを不思議そうに見つめるヨル。ファルディオはそれに「失敬」と返すと……次の瞬しゆん間かんにはさっぱりとした笑え顔がおを、魔王へと向けた。

「かかかっ、上等じゃねえかこの野や郎ろう！　この視察の旅の中で禁忌魔法の可能性、俺様がたっぷりと人類や魔物共に見せつけてやんよ！」

　大魔導師の堂々たる宣言に、ヨルは一瞬面食らったように目をぱちくりとさせるも。

「……まったく。キミはホントに……」

　そう呟く彼の目には、ファルディオへ対する呆あきれの中に……確かな敬意もまた、見て取れたのだった。




【ミカミトオル──聖域決戦前──】




　異世界ノルンガルドの歴史や事情を知った時、最初にぼくが抱いた率そつ直ちよくな感想は、「魔法なんか今すぐ廃はい止しすべきだ」だった。

　今ではなんて短たん絡らく的な思考だったんだろうと思うけれど、それでも、やはり第一印象としては、決して間ま違ちがっていない気もする。

　だってこの世界を取り巻く現在の状況って、要は、

「他人の家のコンセントで充じゆう電でんしたスタンガンで、家主を脅おどして隅すみにまで追いやった」

　みたいなことじゃないか。しかも、その電気料金は今でも家主持ち。

　まるで筋が通ってない。

　だけど一方で、ぼくの中に住む冷たくシビアなぼくは、こうも思う。

　自身や身内の幸せを追究する上で、自らが持ちうる全すべての力を利用しようとするのは、生き物として当然のことだ、と。

　昔理科の授業中に先生が雑談も兼かねて「カッコウのたくらん」の話をしてくれた。

　曰いわく、カッコウっていう鳥は自分の卵を他の鳥の巣に置くことで世話を任せてしまう「たくらん」っていう習性を持つ生き物らしい。しかもその際、卵の増加が相手の鳥にバレないように、相手の卵を……つまり本当の子供を一つ持ち去って帳ちよう尻じりを合わせる。

　更さらにそうやって生まれてきたカッコウの雛ひなは雛で、まだ孵ふ化かする周囲の卵達を、ぽいぽいと外に放り出して、そこの親鳥に自分だけを育てさせるんだとか。

　……この話を聞いた時、ぼくはなんとも言えない気持ちになった。

　自然界の厳しさや恐おそろしさに想おもいを馳はせたから、だけじゃない。




　……それが、まるで自分のことを言われているように、思えてしまったからだ。




　本来はフウト君の居場所だったところにしめしめと収まって、幸せになろうとしている自分。そして、それに代わるようにヒロキ兄さんが病気で亡なくなろうとしている現状に……カッコウの雛の話が、だぶってしまって。

　勿もち論ろん、それとこれとは全然別の話だってことは分かっている。ぼくは別に、フウト君をこの手で葬ほうむったわけじゃない。兄さんを殺そうともしていない。だから必要以上に自分をカッコウの雛に重ねて四六時中ナーバスになったりは流石にしない。

　けれど……綺き麗れい事ごとだけじゃすまない現実を思い知るには、充じゆう分ぶんな話でもあって。

　だって、それはこの世界の状況にもあてはまることだ。

　カッコウは別に悪の道に染まったからそんなことをしているわけじゃない。あくまで生存戦略の一いつ環かんとして、そういう手法を取っているだけであって。

　この世界の今の人間だってそうだ。魔法という、生きていく上で大変便利な力が使える状じよう況きよう下かで、それを控ひかえる理由なんてない。

　少なくとも、魔人達や元仲間と対立してまで兄を生き返らそうとしているぼくに、「力の使い方の是ぜ非ひ」なんて、語る資格はないだろう。

　だけどその一方で、もしぼくが今フウト君に──既に亡くなった、兄さんの本当の弟さんに「家族を返せ」と言われたら、ぼくにはそれを拒きよ否ひすることもまた出来ないとも思っている。ありえない仮定ではあるけれど、でも実際そうなったら、ぼくは、出来る限りの笑顔と共に、彼に兄や母を返すだろう。

　……そうして、ぼくのなかで、どうしようもなくせめぎ合う二つの想い。




　人類に、ミカミトオルを重ねる一方で。

　魔物に、フウト君を重ねて著いちじるしい負い目を感じている。




　そんな板いた挟ばさみにあったぼくが出せる結論なんて、もう……一つしかない。

「出来るだけ状況をフラットにする」

　魔法はなくし、魔物に力を返す。その上で人類にも新しい希望を示す。

　とはいえ急激な変化は人類側に酷ひどすぎるため、それらは半年の時間をかけて行う。

　そしてその上で……本当に最終的な判断は、ぼくなんかじゃなく、この星の住民にこそ、託たくす。

　魔物の代表、魔王ヨルと。そして……ぼくが最もその感性を信しん頼らいする大人、ファルディオ・メルクリウスに。

　ここで師し匠しようを指名しなかったのは、優やさしく誠実な彼女はよくも悪くも「しがらみ」に囚とらわれちゃう気がしたからだ。最終的にどう判断を下したところで、師匠はずっとその責任に思い悩なやんでしまう気がする。

　その点ファルディオは、まあヘタレだから決断までは悩むかもしれないけれど、一度こうと決めたら過去は振り返らずに、泰たい然ぜんとしていられるんじゃないか。

　そんな判断の末、ぼくはこの審しん判ぱんの行く末を託す二名を決定した。

　他の細々した取り決めも含ふくめ、世界のシステム改変に対するぼくの心構えはほぼ万全と言っていい。しかし、それでもまだ懸け念ねん事じ項こうがあるとすれば、それは……。

「トオルくん、そろそろ行きますよ？」

　突然声をかけられ、ぼくはハッと目を見開いた。

　深い瞑めい想そうに入りすぎていたせいか、一瞬自分がどこにいるのか分からなくなる。

　が、胡う散さん臭くさい笑顔の魔人と、その遥はるか後方に見える景色──異様な白黒の森の存在を確かく認にんして、ぼくは息を吐はいた。

「（そうか、まさにこれから最終決戦だったっけ……）」

「トオルさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　緑みどり髪がみの少女サクヤに心配げに覗のぞき込まれたぼくは、彼女ににこりと微笑ほほえみを返す。

　そうして、腰こし掛かけていた岩場から立ち上がった僕は、二人に端たん的てきに声をかける。

「行こう」

　二人はそれに頷くと、ぼくに続くようにして歩き出す。

　ぼくは遥か前方に広がる《聖域》を擁ようする森……《彼ひ岸がん樹じゆ海かい》を目指して歩を進めながらも、ちらりと背後の魔人を盗ぬすみ見た。

　と、スーリムはぼくの視線に目ざとく気付いてにこにこと手を振ってくる。無視して前へと向き直る僕。

「あらぁ、つれないですねぇ」

「（そもそも最終決戦に勝利しないと話にならないから、今は彼の手を借りなきゃいけないんだけど……）」

　そこまで考えて、僕は思わず重たい溜息をつく。

「（もしこの戦いに僕が勝利した場合……ノルンガルドの行く末を考える上で、最大の懸念事項が、この魔人なんだよなぁ……）」




　カッコウのたくらんした卵から、最も早はやカッコウの雛でさえない、あまりにも邪じや悪あくなものが生まれてくる。




　そんな不ふ吉きつなイメージが、ふと、ぼくの脳のう裏りを過よぎった。








第四章









　セシリア・シヴィル




　世界見聞の旅が始まって三ヶ月が過ぎた。

　旅は拍ひよう子し抜ぬけする程ほどに順調で、トラブルが全くないとまでは言わないまでも、トオルと行った試練の旅──魔人達の襲しゆう撃げきがあった旅とは比べるべくもない。

　指定された土地を視察し、一通り見たら次の視察地へと向かう。これの繰くり返し。

　唯ゆい一いつ前回の旅より面めん倒どうになったことがあるとすれば、それはセシリアの立場が大おお幅はばに変わってしまったことだったが、それも今は概おおむね解決済みだ。

　教会運営の実務的な部分はドレイク隊長（今は「教皇補ほ佐さ」の役職も兼けん任にん）を始めとしたセシリアの信頼出来る人々にほぼ一任してきているし。

　教皇というやんごとなき立場の人間が旅をする上での安全面の懸け念ねんも……実際はさして問題にはならなかった。

　そもそもセシリア本人が人類最強に近い上、知略に長たけた魔ま法ほう使つかい二名と、なにより殆ほとんど神に等しい力を操る魔王が常に傍そばに控えるこの状じよう況きよう以上に安全な場所など、そうはない。ドレイクなどは「むしろお前を排はい除じよせんとする邪よこしまな輩やからが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする教会本部にいるよりゃ、よっぽど安全じゃないか」と笑っていた程だ。

　つまり、現状視察の旅はセシリアにとってこれ以上ない程に快適そのものだった。

　各地の魔物の活動もまた未いまだ穏おだやかであり、セシリアの目から世界は平和そのものに見える。が、魔王たるヨルの見解はまた少し違ちがうようだ。

「今はただ魔物も『様子見』で大人おとなしいだけだよ。歩み寄れたなんて思わない方がいい。それにどうも……妙みような違い和わ感もある。……あははっ、油断してたらそのうちいきなり《シュ・ロッカ》の全世界版が起きちゃった、なんてことにならなきゃいいねー」

　といのうが彼の意見。……相変わらず恐ろしいことをサラリと言う子供だが、実際、誰だれよりも魔物の動きに敏びん感かんな彼が常に傍に控えてくれるこの状況を、セシリアは非常にありがたく感じてもいた。

「（……改めてトオルの采さい配はいの妙を感じるばかりだな）」

　この旅を通して、セシリアは何度そんな感想を抱いだいたか分からない。

　以前レイアからトオルの遺志を全く理解出来ていないことに対して酷い誹そしりを受けたことがあったが、深く反省した今でもなお、やはり彼の思おも惑わくはセシリアの遥か先を行っており、日々驚おどろかされてばかりだ。

　トオル本人は既すでにいないというのに、彼が先手先手を打っていたおかげで、旅をすればする程に新たな彼の思惑の影かげを見られる。それがセシリアにはたまらなく切なく……しかし一方で、やはりたまらなく嬉うれしい。

　いなくなった者に心を囚われすぎるのは良くないと、セシリアも理性では理解出来ている。だが、それでも、自分がこの見聞の旅に一種の安らぎを見み出いだしていることは認めねばならなかった。

　そんなセシリア達が今回、深い森を抜ぬけて辿たどり着いた、次なる視察先は……。

「あ！　みなさーん！　こっちでーす！」

　村の入り口から大きく手を振ふって出で迎むかえてくれる元気な緑髪の少女。

　セシリア達もまたその懐なつかしい顔に自然と足早になって村の入り口まで駆かけ寄ると、よく見知った彼女に、笑顔で応じる。

「久しぶりだな、サクヤ。元気にしていたか？」

「はい！　おかげさまで！」

　セシリアの問いに子供らしい眩まぶしい笑顔で応じたサクヤは、再会の挨あい拶さつもそこそこに、こほんと咳せき払ばらいをすると、セシリアを歓かん迎げいするように手を広げ、その背後の村を元気に紹しよう介かいしてくれたのだった。

「ようこそ、ゴムと靴くつの村、ヴェリール村へ！」




「それにしても、セシリアさんは初めてなんですね、うちの村に来るの」

　牧歌的な村の中を、サクヤの実家たる宿に向かって歩く道すがら、彼女が話しかけてくる。セシリアはどこか安あん堵どを覚える村内風景を眺ながめながら、サクヤに「ああ」と応じた。

「トオルやルウやメルクリウスから話は聞いていたし、キミとも交流があったから、不思議と初めてという感じはしないのだがな」

「そうですよね。セシリアさんが初来訪というのは、私もなんだか変な感じです。……魔法少女さんと魔王さんは何処どこ行っても違和感しかありませんが」

『おーい』

　レイアとヨルが不満そうに背後から声を上げるが、サクヤはそれをニコニコと無視する。

「（勇者や教皇や大魔導師や魔王や魔人や魔法少女と深い親交があり、例の最終決戦に深く関かかわっていた村むら娘むすめというのも、それはそれでもう全く普ふ通つうではないわけだが……）」

　セシリアは内心そう思ったが、サクヤの不興を買うと後が怖こわすぎるので、黙だまっておいた。

　話が一段落したところで、改めてヴェリール村を観察する。

　これまで以上に、村人達がセシリア達へと温かな視線を投げかけてきていた。

　教皇という立場上、人々からの過か剰じような注目にも大分慣れたつもりのセシリアだったが、この村はまたそれとも違う印象を受ける。崇すう敬けい云うん々ぬんというよりは……久しぶりに実家に帰省した子供を迎むかえる親族達のそれに近い温かさとでも言うのだろうか。

　そんなことを考えながら路面店の並ぶ村中央の広場まで来ると、なにやら一人でしゃがみ込んで地面の石いし畳だたみをコツコツ叩たたいている女性を見つけた。一体なにをしているのだろうかとセシリア達が近付いていくと、その人物──小麦色の肌はだをした健康的美人は「おや」と顔を上げ、立ち上がり、妙に親しげな笑顔をこちらに向けてきた。

「おう、誰かと思えば自じ称しよう大魔導師の役立たずにーちゃんじゃないか」

　快活に微笑みながら寄って来る彼女の言葉に、ファルディオはがくっと軽くずっこけながら応じる。

「な、なんつう認識っすか、エイリさん。っていうか、誰のおかげでこの村救われたと思ってます？」

「？　トオルだろ？」

「いやいやいやっ、俺だって《シュ・ロッカ》と戦ったでしょう！」

「…………。…………。……ご、ごめん、それ、どの辺の話？」

「ほらヘルファイアで！　トオルの危機をこう、格好良く救ったじゃないッスか！」

「あー……そんな場面もあったっけ。ふんふん。で、それ以外は？」

「え？…………。…………。…………」

「……あ。……や、ややっ!?　この村の大恩人、ファルディオさんじゃないですか！」

「おっとぉ、なんかいきなりすげぇ気を遣つかわれた!?　いいですよ！　どうせ俺、あの時大した活かつ躍やくしてないですよ、ええ！」

「い、いやいやいや、この村を救ったトオルを救った時点で、実際大した偉い業ぎようだよ、うん！　あたしはカッコイイと思うなぁ！　まあそれでいったら、あたしの作ったミョルニル・ハンマーの方が貢こう献けん度大きいと思うけど、それでもまあ良くやったよ、あんたも！」

「それフォローする気全然ないでしょう！」

　会って早々丁ちよう々ちよう発はつ止しのやりとりを交かわし、更さらにバンバンと気軽にファルディオの肩かたを叩く美人女性の登場に、セシリア達はただただ戸と惑まどうしかない。

　中でも一ひと際きわダメージを受けていたのが……。

「…………。…………え、なんですか、セシリアさん、急にこっちを心配げに見て。別にわたくし、どこにも不調なんてございませんよ、ええ」

　そんなことを、ファルディオの肩に置かれた女性の手を凝ぎよう視しし、眼めを激しく充じゆう血けつさせながらも淡たん々たんと語る魔法少女。

「そ、そうか、ならいいんだが……」

　これ以上触ふれてもアレそうなので、セシリアはあまり追つい及きゆうせず引き下がる。が、そこでもやはり全く空気を読まない存在が一人──

「ああ、人間の嫉しつ妬とっていうのは実に面おも白しろい──」

「やめとけ」

「んぐっ」

　ヨルの無神経発言にもすっかり慣れたセシリアは彼の口元を素す早ばやくガッと手で塞ふさぐ。勢い余って顔が小さなヨルの鼻まで覆おおってしまったが、そこまで力を入れているわけでもないから大だい丈じよう夫ぶだろうと放置し、セシリアはサクヤに目の前の女性の説明を求めた。

　エイリという魔法武具店の主人らしい彼女は、聞けばトオルの武器であるミョルニルロッドや、その前身にしてよりピーキーだった武器、ミョルニルハンマーの制作者らしい。

　セシリアが感心していると、なぜかサクヤがニヤリと意地悪そうに微笑ほほえんだ。

「そういう意味では、トオルさんにとって『この世界で一番お世話になった年上の女性』は、案外彼女かもしれませんねぇー」

「ほ、ほほぅ……」

「うぐ!?　うむー！　うむー！」

　なにやら魔王が切せつ迫ぱくした様子で彼の口を塞ぐセシリアの腕うでをタップしていたものの、全く力を緩ゆるめることなく、エイリを見つめるセシリア。

　そうして二人の女性が凄すさまじいオーラを放ちながら見つめているのにはつゆとも気付かない様子で、エイリが快活にファルディオと会話を続ける。

「そういやサクヤが言ってたっけ。近々懐なつかしい顔がヴェリール村を訪おとずれるって。アンタのことだったんだね」

「ああ、まあな。この村は相変わらず田舎いなかだな……と言いたいところだけど、ちょっと雰ふん囲い気き垢あか抜ぬけたか？」

「ん？　ああ、アンタ達が来てたのは《シュ・ロッカ》問題で一番活気が無かった時期だからね。村を捨てなくていいとなった途と端たん、また前向きに色々始めたのさ。この広場に敷しき詰つめていた煉れん瓦がを新しく石畳に取り替かえたりとかさ。……ところでそういうアンタの方は、随ずい分ぶんとツレが華はなやかになってるみたいじゃないか」

　エイリの視線を受けた女性陣じん二人は慌あわててぺこりと会え釈しやくする。

　エイリはそれに笑顔で応じた後……少し、寂さびしそうに笑った。

「なんだろうな。別にファルディオや新しいお仲間さんを蔑ないがしろにする意図はないんだけど……やっぱりどうしても、足りない顔ぶれの方に想おもいがいっちまっていけないね……」

『…………』

　彼女のその言葉に、一行も言葉を失う。そうして場に重たい空気が立ちこめ始めたところで……。

「むぐぐ！……ん、ぐ…………（かくり）」

『あ』

　セシリアによって呼吸を止められ続けた魔王が、遂ついにオチてしまったのだった。




「一体ボクをなんだと思っているんだろうねぇ、人類は！」

　場所をサクヤの宿に移し食堂で水を一いつ杯ぱい飲み干したところで、ヨルはテーブルにコップを強く置きつつ怒ど鳴なった。

　彼に睨にらみつけられたセシリアは、苦笑いでそれに応じる。

「そんなに怒おこらなくてもいいじゃないか。不死なのだろう？」

「じゃあ訊きくけど、キミはそこのファルディオ君に杖つえでポカッと小こ突づかれ『いいじゃないか、死ぬわけじゃあるまいし』とニヤつかれたらどう思うかなぁ！」
















「即そつ刻こく首を斬きる」

　即そく答とうするセシリアに、ファルディオがギョッとして抗こう議ぎするも、二人はそれを無視して会話を続ける。

「だろう？　つまりはそういうことなんだ！　『持たざる者』が『持ちうる者』に対して、何しても許されると思うのは、本当に愚おろかな甘えだよ！」

「ああ、悪かったよ。配はい慮りよが欠けていたのは謝る。しかしそれにしたって……ヨル、お前の能力ならばどうとでもなっただろう。素す直なおにオチるまで耐たえずとも……」

「そ、それは……」

　そこで、気まずそうに視線を彷徨さまよわせるヨル。すると、相変わらず察しのいい魔法少女が、なにやらニヤニヤしながら口を出してきた。

「彼は気を遣ったんですよ、セシリアさん」

「？　気を遣った？　何にだ？」

「何にって……お忘れですかセシリアさん。彼は神に等しい力をほこりますが、その力の調節機能は多少馬ば鹿かになっている。セシリアさんの手を腕わん力りよくや自然の力で解くだけなら実際容易たやすかったでしょうけど、そうなると場合によっては……」

　サクヤや、宿の主人達に視線をやるレイア。そこでようやくセシリアも察し、目を見開いてヨルを見やった。

「お前、この村の被ひ害がいに気を遣ったのか？」

「…………別に、そういうわけでは……」

　何か照れ隠かくしをするようにムスッと明後日あさつての方向を見やるヨル。そんな彼の様子こそが何よりも雄ゆう弁べんに真実を物語っており、セシリアとファルディオ達は思わず互たがいに視線を交かわしてくすくすと笑い合った。

　場が和なごやかな空気に包まれたところで、おかみであるサクヤの母、ビルマが豪ごう華かな食事を運んで来てくれたため、そこから夕食と相成った。

　セシリア達一行に加え、サクヤの一家三人、そして村の近きん況きよう報告も兼かねて食事に誘さそった村長のモルジの計八人で囲む食しよく卓たく。

　物心ついた頃ころには既すでに「シヴィル家」の商売道具となるべく苛か酷こくな訓練の中に身を置いていたセシリアに「家族団だん欒らん」なんて記き憶おくはないはずである。だというのに、それでも彼女にとってこの風景は酷ひどく懐なつかしく、そして、温かく感じられた。

　また野菜や山菜をメインとしたビルマの手料理は素そ朴ぼくで味わい深く、元来素食を好むセシリアの口にもとても合う。

「（自分で作ると、なぜか素材本来の味が出ないからな……）」

　卵を茹ゆでると、なぜか最終的につやつやの白米が炊たきあがるセシリアである。正直毎回美味おいしい料理は作っているのだが、イマイチ素材を活いかせていない気はしている。

　そんな彼女の料理スキルはさておき、ビルマの手料理の中で特にセシリアが感かん銘めいを受けたのが、地元野菜のピクルスだった。味をつけすぎず、それでいて生野菜のままでは味わえない素材の持ち味を存分に引き出しており、まさに絶ぜつ妙みような職人芸としか言いようがない。

　ビルマにそのむねを伝えると、彼女は心からの笑顔で感謝を述べた後、ふと、どこか寂しそうに笑った。

「いつかトオル君に振ふる舞まってあげようと、あれからけっこう研究したからねぇ……」

「……そうなんですか」

　セシリアは改めて小皿の上の塩漬づけされた根菜を見つめ、そのうちの一つをフォークで刺さすと、一口、一口と、深く嚙かみ締しめるように味わう。

　彼女のそんな様子を観察していた村長のモルジが、厳いかつい顔立ちに似合わぬ優やさしい眼まな差ざしで、セシリアに語りかけてきた。

「あの坊ぼう主ずは、救世の旅を楽しんでおられましたかな？」

「……ええ。あらゆる場所で目を輝かがやかせ、走り回っていましたよ。……この村で貰もらった靴くつを履はいて」

「そうですか。それは救いですな。……しかし……」

　そう応じてモルジはちびりと酒を嘗なめると、肺の奥から絞しぼり出すような苦く渋じゆうに満みちたしゃがれ声で、小さく呟つぶやいた。

「……身近な子供の心の叫さけびに気付けずして、何が大人か……」

「……すいません」

　思わず頭こうべを垂れるセシリアに、モルジは苦笑いを浮うかべる。

「いやいや、アンタや教会を責めているわけじゃないんじゃよ。……女め神がみ様からの託たく宣せんでトオルの死を知って以降、わしらヴェリール村の大人達は、ずっと自分達の不ふ甲が斐いなさを嘆なげいておったもんでのぅ」

「それは……私も同じです」

　セシリアはテーブルの上で思わず拳こぶしを握にぎり込む。

　モルジはあえてそれに気付かないような素そ振ぶりで「そうじゃ」と話を変えてきた。

「あの子は旅の道中でも漬つけ物ものをねだっておったか？」

　セシリアは村長の優しさに感謝しながら、その質問に「ええ」と応じる。

「それはもう。なにかと言えば漬け物でしたよ」

「坊主らしいのう。なんだかんだいって、根っこはやっぱり子供なんじゃな、彼は」

「まったくその通りですね」

　セシリアとモルジはそのまましばしトオル談義に花を咲さかせ、そうして彼の思い出話にも一区切りついたあたりで、セシリアはそろそろ職務上の本題を切り出すことにした。

「ところで、託宣以降のこの村の現状をお伺うかがい致いたしたいのですが……」

「ん？　ああ、そうじゃのう……」

　そこでモルジは白しろ髭ひげを撫なでると、他の村の長おさ達と同じく、少し困った様子の表情を浮かべた。

「正直なところをいえば……うまくはいっていない。靴の製造に使っていた魔ま法ほうに関しては禁きん忌き魔法で代行を試みておるが……現状だと以前の魔法と比ひ較かくして一割程度の成果しか出せずにおる」

「そうですか……」

　これまでの視察地でも大半が力の移行をうまく行えていないことは実感していた。が、それでもセシリアとしては、トオルに縁えんのあるこの村ぐらいは成功していてくれればなと願っていたのだが……やはり世の中そう甘くもないようだ。

「他ならぬトオルの下した決断じゃ。せめて、わしらでその正しさを証明してあげられればとは、思っているんじゃがのう……」

「モルジさん……」

　彼の心意気に、セシリアは感謝の念で一杯になる。

　と、そんなセシリアとモルジの会話に、横から口に料理を含ふくんだままでファルディオが入ってくる。

「んぐんぐ……じーひゃん、ほれ、なんのひんひまほーで代用してんだよ？」

「ん、ああ、今注目されてるアレじゃ。《フェイクマジック》とかいう……」

　モルジがそこまで言ったところで、ファルディオが料理を飲み込んで「かぁ」と唸うなる。

「まったくどいつもこいつも無思考で《フェイクマジック》頼だよりだよ！　あのな、あれは確かに汎はん用よう性せい物凄ぇけど、その分出力は出ねぇんだって。劣れつ化か再現こそ容易だけど、そこで満足してたら駄だ目めなんだっつーの！　根本的に使用する禁忌魔法見直せ！　ちょっと前までと違ちがって、教会の力で大量に選せん択たく肢しあるだろう、今の禁忌魔法界かい隈わい！」

「それはそうなんじゃが、しかしどれも一ひと癖くせありすぎて、何をどうしたらいいのやら……」

「ああっ、もう、面めん倒どう臭くせぇなぁ！　明日あした俺に工場見せろ！　使えそうな禁忌魔法見み繕つくろってやるからよ！」

「あ……あ、ああ。それはありがたい。よろしく頼たのむ、ファルディオ君！」

「……はんっ！」

　そこまで言うと、ファルディオは不ふ機き嫌げんそうにもぐもぐと料理を頰ほお張ばり始める。

　セシリアはそんな彼の様子を窺うかがい、思わず微笑ほほえむ。

「（ここに来て、この視察の旅の意義がまた高まってきている）」

　こうしてファルディオが禁忌魔法のアドバイスをするのは、これが初めてじゃない。旅の最初のうちこそまだ世に禁忌魔法移行の動きが少なかったが、魔法の弱体化が顕けん著ちよになり始めたここ一ヶ月少々で、世間の禁忌魔法移行気運は急きゆう上じよう昇しよう。それに伴ともない各地の産業に試験的導入が始まったため、最近ではどこに行ってもファルディオは引く手数多あまただった。既に「禁忌魔法の唯ゆい一いつの使い手」ではなくなった彼だが、それでも発想力や応用力という点において、やはり彼は世界有数の魔法使いと言える。特に近ちか頃ごろの世界貢こう献けん度ときたら、もはや充じゆう分ぶんに大魔導師を名乗って問題無い程ほどだ。……本人には言わないが。

　セシリアは一口水を飲み、ふぅと息を吐はく。

「（禁忌魔法が世界にきっちり根付くかどうかは……まさに今が正念場だな）」

　そもそも禁忌魔法は魔法と比べて使用目的や効能が酷くピーキーで、だからこそ素直に魔法の代用として使おうとばかりすると、持ち味を大きく損そこなう傾けい向こうにある。

　しかしその一方で目的がばっちり嚙み合った際の効果は絶大で、ほんの一部ではあるが、魔法運用時代より大きく作業効率を上げた分野も報告されている。

　つまりは……禁忌魔法は適切な用いられ方さえすれば、充じゆう分ぶん魔法の代だい替たい能力として成り立つ可能性を示しているわけだが……。

「（果たして人類は今、黄昏たそがれにあるのか、暁あかつきにあるのか……）」

　セシリアが改めてそんなことに想おもいを馳はせていると、上品にナプキンで口元を拭ふきながらも、どこか落ち込んだ様子で嘆たん息そくしているレイアが視界に入った。

「キサラギ？　どうかしたか？」

　セシリアが訊たずねると、ビルマが心配そうに「食事、口に合わなかったかしら」と続く。

　レイアはそれを慌あわてて否定すると、苦笑いで応じた。

「ファルディオみたいな社会不適合者がこんなに世界へ貢献する中、私ときたら未いまだに禁忌魔法の一つも覚えられず不甲斐ないばかりだな、と……」

「おいてめぇ、誉ほめるか貶けなすかはどっちにかにしとけやコラ」

　ファルディオが不機嫌そうに呟く中、セシリアは「仕方ないさ」と彼女にフォローを入れる。

「聞けば禁忌魔法というのは、何世代にもわたってこの惑わく星せいに暮らし、ようやく適応してきた人類に芽生えた力の片へん鱗りんらしいじゃないか。となれば、母親が異世界出身の勇者であるレイアに禁忌魔法の力が宿らなくとも、不思議はあるまい」

「はい、その理り屈くつは分かるんですが……これまで魔法に関しては誰だれにも負けない自負があった者として、この現状には忸じく怩じたるものがあります」

「はっはっは、どうだ優等生女、これで俺様の偉い大だいさが──」

　調子に乗り始めたファルディオの頭に木製の小皿をスコンと投げつけ軽くノックアウトしつつ、セシリアはレイアを励はげます。

「どこかのお調子者と違ってキサラギの向上心には感心するばかりだが、向き不向きに関しては悔くやんでも仕方あるまい。実際この状じよう況きよう下かで弱体化しているとはいえ未だに実用レベルの通常魔法を扱あつかえるキミの存在も貴重なものなのだぞ」

「そう言って貰えるとありがたいですが、いずれ私も完全に魔法が使えなくなることを思うと、正義の魔法少女という生き方を貫つらぬくために、なにか考えなければいけません……」

　そう呟くレイアに、隣となりに座っていたサクヤが「あら」と微笑む。

「どこかの将来有望なイケメン大魔導師さんに娶めとって頂いたらよろしいじゃないですか」

「な……！」

　刹せつ那な、レイアは顔を真っ赤にして頭から蒸気を立ち上らせつつ、現在アホ面づらでテーブルに突つっ伏ぷしているファルディオを見やって、サクヤに反論する。

「だ、誰が、こんな男の妻になんて……！」

「？　いえ、私はファルディオさんの名前なんて、一度も出しておりませんが？」

「っ！　あ、貴女あなた……！」

「ほほぉ、そうですかそうですか。レイアさんは、『将来有望なイケメン大魔導師さん』と聞いて、即そく座ざにファルディオさんを連想致しましたか、そうですかそうですか」

「[image: ～][image: ～]！　[image: ～][image: ～]！」

　最も早はやぱくぱくと金魚のように口を開け閉めするしか出来ないレイアと、それを楽しそうに眺ながめるサクヤを見て、セシリアは思わず戦せん慄りつする。

「（悪あく魔まだ……最早小こ悪あく魔まどころじゃない、村むら娘むすめの皮を被かぶった悪魔がそこにいる……）」

　こうなってくるといっそ、ミュートが彼女に変装していた期間の方がまだマシなサクヤだったんじゃないかとさえ思えてくる。

　その後レイアは何度かサクヤに反論を試みるも、その全すべてにおいて揚あげ足をとられ、最終的にはけちょんけちょんにのされてしまった。こういう部分での頭の良さにおいて、サクヤは世界有数の魔法使いをも遥はるかに凌りよう駕がするらしい。

「（緑の悪魔だ……）」

　セシリアはその標的が自分に向かないことを祈いのりながら、彼女らの様子を眺める。

　唯一の救いは、気絶中のファルディオが全くその会話を聞いていなかったことぐらいか。

　そうして、ファルディオが目を覚ましたところでレイアはようやくサクヤに白旗を上げると、「こ、こほん！」と大きく咳せき払ばらいをしてから、盛せい大だいに話を逸そらしにかかった。

「と、ときに、ヨル。一つ質問してもよろしいでしょうか？」

「ん？　なにかな？」

　いつの間にかちゃっかり人間の料理に舌した鼓つづみを打っていた魔王が魔法少女の方を見やる。レイアはこほんと咳払いの後、改めて彼に尋たずねた。

「先程《シュ・ロッカ》の話を聞いていて思い出したのですけど……審しん判ぱん者しや……勇者の選定基準及および力の付ふ与よについてです。どうにも、能力にバラつきがあるように思えまして」

「ふむ？　というと？」

「たとえば、うちの母……性格は『狡こう猾かつ』としかいいようがなく、召しよう喚かん後の身体能力が著いちじるしく低かった勇者カンナ・キサラギと。心は純じゆん粋すいそのもので、召喚後は《シュ・ロッカ》と正面からやりあえる程の身体能力に恵めぐまれたトオル君が、同じ機構・同じ選定基準のもとで召しよう喚かんされる理由がイマイチわからないのですが」

　レイアの言葉に、セシリアも思わず「たしかに」と頷うなずく。ファルディオやサクヤも興味深げに見守る中、ヨルは「んー」と唸った。

「魂たましいの選定基準については、《裁きの楼ろう閣かく》で説明なかった？」

「はい、それはわたくしもセシリアさん達から軽く聞きました。確か《純粋性》と《知性》の平均を取って、その適正値の高かった魂を召喚したとかなんとか」

「ああ、それそれ。魂の選定基準については、概おおむねそれで間違っていないよ。しかも、特にその輝かがやきが強い状じよう況きよう……肉体が瀕ひん死しなどの状況にあると呼ばれやすいみたいだね」

「ああ、母も元世界では病気がちだったという話を聞いたことがあります」

「更さらに一応細かいことを付け加えると、文化的な価値観が著しく違っても困るから、そこも基準には入ってくるけどね」

　ヨルの説明に、ファルディオが「なるほど」と頷く。

「歴代勇者の出身が妙みように異世界の《ニホン》とかいう国に偏かたよっているのはそのせいか」

「そうそう。しかも特定の時代の《ニホン》だね」

　その言葉に、今度はセシリアが疑問を呈ていする。

「特定の時代の……。ということはつまり、魂の移動は時間をも超ちよう越えつ出来ると？」

「正確には、魂の移動だけが、時間の概がい念ねんを超越出来る、という感じかな」

「だったら……」

「おっと、死者の蘇そ生せいや歴史改変の可能性を感じたかい？　それは無理なんだ。アウルが作り上げた審判者召喚システムは、あくまで『選んで、引っ張って、放す』程度のことが限界のシロモノだからね。自由自在に時間移動だとかってレベルじゃあない」

「では、他の神工物はどうなのだ？　アウルぐらいになれば、時間遡そ行こうや死者蘇生あたりの技術を開発していても今いま更さら驚おどろかないが……」

「あはは、それはちょっと彼女を買いかぶりすぎかな。結局彼女は終生『魂』の研究に関しては詰つめ切れなかったんだ。人間の肉体や記き憶おくを丸々複製するような機構まで作れても、一度失われた魂を元に戻もどす術までは分からなかった」

　セシリアは、そっとポケットにしまってあった髪かみ飾かざりの表面を指先で撫なでた。……自分でもなぜそんなことをしたのかは分からなかったが、胸の奥に切なさが込み上げる。

「けれどそれでも一応『魂』という概念を観測すること、及びその機能を一部引き出すことまでは成功していたから、審判者召喚システムまでは作れたけれどね。実際魂がどうやって時間と空間を超越しているのかまでは、完全解明には至らなかったのさ」

「私達が神工物の仕組みを完全理解出来ていなくとも、使用は出来るのと同じか」

「そういうことだね。アウルにとっての『魂』はそういうものだった。だから『魂』の性質を最大限活用した時間遡行や死者蘇生を無制限に行える機構までは、実現していない」

「そうか。……了りよう解かいした。話の腰こしを折ってすまなかったな」

　セシリアは残念に思ったものの、正直最初からそこまで都合のいい期待もしていなかったため、程々で引き下がる。

　ヨルは「話を戻すけど」と続けてきた。

「レイアさんのもう一つの疑問……審判者の身体能力差に関しても、最も早はや『魂』側の問題の話でさ。これはもう当人の価値観に沿っているとしか言いようがないんだ」

「当人の価値観、ですか」

「そう。極きよく端たんな話、審判者っていうのは剝むき身の魂が理想の肉体を纏まとうシステムだからね。元々肉体的な『強さ』を渇かつ望ぼうしていた人間であればあるほど、その肉体強度も高くなって当然なのさ。逆に……」

「ああ、うちの母みたいな頭脳派は、全く身体能力に重きを置いてなかったから、歴代でも最弱と言われるほどの肉体になったというわけですか」

「その通り。そして、それはなにも戦せん闘とう力に限った話でもないよ。トオル君やキミの母親は無む頓とん着ちやくだったけれど、この世界で外見がガラッと変わる審判者だって少なくない」

　ヨルの説明に、サクヤが相あい槌づちを打つ。

「そっか、理想の外見を強く持つ人なら、召喚時にそれも再現されるんですね」

「そういうことだね」

「女性にとっては少し夢のある話ですねぇ。……ねぇ、セシリアさん」

「サクヤ、なぜお前は私の胸に向かって語りかけているのだ？」

　ひくひくと頰ほおを引き攣つらせながら応じるセシリア。しかしサクヤは全く悪びれもせずにこにこと微笑ほほえむばかりだった。……トオルがいようがいまいが、セシリアにとってサクヤはやはり生しよう涯がいの天敵だった。

　そんな二人を楽しげに見守りながら、ヨルが続ける。

「エネルギー体である魔ま物ものと違ちがって、人間という生き物は、えてして、魂の求めるカタチと実際の肉体に齟そ齬ごがあるものだからね。与あたえられた機会を用いて外見を変へん更こうしたとて、何も責められることはないさ。むしろトオル君やキミの母親がイレギュラーだ」

「二人とも自らの外見に関する拘こだわりはホントなさそうなタイプでしたからね。なんにせよ、これで子供たるトオル君が、なぜあれほどの膂りよ力りよくを誇ほこったのか理解できました。むしろ子供だったからこそ、なんですね。力への渇望は成熟した大人よりも数段大きかった」

「そういうことだね。そこに、家庭環かん境きようなどの要素も加わって、ああなった」

「なるほど……。トオル君はまさに歴代最強の勇者だったわけですね」

「え？」

「え？」

　レイアの結論にヨルが疑ぎ問もん符ふで返し、更にそれにレイアが首を傾かしげる。

　その微び妙みような空気に場の他の会話も止まる中、ヨルが「んー」と後頭部をぽりぽり搔かいて続ける。

「確かにトオル君は強かったけれど……『歴代最強』っていう語り方になると、ちょっと違うかなぁ……」

「？　他に誰か、彼を上回るような戦闘力の持ち主がいたのですか？」

　レイアの言葉に、場が俄にわかに静まり帰る。そもそも規格外だったあのトオル以上の戦闘力を誇る審判者など、とてもではないが誰も想像がつかなかったのだ。

　ヨルはそのまましばし黙もつ考こうすると、再び口を開いた。

「素の膂力こそトオル君には一歩及ばないまでも、彼以上の体力と……そしてなによりそれらを効果的に運用出来る『頭脳』まで併あわせ持った存在が、一人思い当たるんだ。だからボクは『最強』という称しよう号ごうは、やはり彼にこそ相応ふさわしいと思うよ。忌いま々いましい話だけど」

「トオル以上の審判者などと……それは一体……」

　啞あ然ぜんとしながら訊たずねるセシリアに。

　ヨルはどこか忌々しげに……一方でどこか懐なつかしむように、彼の名を、告げた。




「初代審判者、クロノ。彼ほど『強さ』を渇望した青年を、ボクは他に知らない」







【ミカミミユキ──高校時代──】




　あれは、十六歳の春のことだった。

　当時の私は冷え切った家族関係に疲つかれ、酷ひどく無感情な人間に成り果てていた。

　グレて不良化するほどのエネルギーさえなく、ただただ退たい屈くつな日常をつつがなくやり過ごせればそれでいい。そんなことを心から切に願って日々を生きるだけの、まるで機械のような存在。それが高校二年のふて腐くされた私、ハシマミユキだった。

　当然ながらそんな私に友達と呼べるような存在が出来るはずもなかったが、それさえも大して気にしていなかった。

　心の省エネが功を奏していたのか、どういうわけか私は学業でも運動でも常に人並み以上の成績を誇った。更に見た目がそう悪くなかったことも手伝って、所謂いわゆる「舐なめられる」という事態にだけは陥おちいらなかった。

　結果としてクラスではいつの間にやら一いつ匹ぴき狼おおかみとしての立ち位置が確立しており、人付き合いを煩わずらわしく思う私としては、その状況を大変気に入っていたのだけれど……。




「（クラス替がえ……ねぇ……）」

　春休みが明けて高校二年へと進級して最初の登校日、私は新しい教室へと向かう廊ろう下かを歩きながら思わず溜ため息いきをついた。

「（また下らない『お友達作り』に励はげまんとする誰だれかに話しかけられる日々が続くのかと思うと……うんざりするわね）」

　私だって別に積極的に人を傷付けたいと思って日々生きているわけじゃあない。だからこそ「やんわりとした壁かべ」を作って他者の善意を拒きよ否ひするのに、酷く体力を使うわけで。

「（せめて、出来るだけ厄やつ介かいなのに絡からまれませんように……）」

　そう願いながら、新しいクラスの扉とびらを開ける。途と端たんに集まる視線。既すでにクラスの半分程度は生徒が集まっており、ザッと見た限りだと彼らは割合自分にとってありがたいタイプのようだった。つまり、既にある程度ハシマミユキの人間性を知っていたり、あるいは、持ち前の感性で私のタイプをちゃんと嗅かぎ分けられる人間。

「（どうやら、杞き憂ゆうが過ぎたみたいね……）」

　高校二年という年代の成熟に感謝しつつ、自分の席へと向かう。年度初めということで、とりあえずは出席番号順で、列は男女交こう互ごになるように配置されているようだ。

　クラス中央付近に配置された自分の席に着くと、早さつ速そく机に肘ひじをついて教室左側に連なる窓の外を眺ながめた。

「（……早く席替えしないかな……出来れば窓側がいいのだけれど……）」

　窓の外には学校前のバスロータリーが見えるだけで実際景観もクソもないのだけれど、休み時間に一人であてもなく視線を彷徨さまよわせるよりはよっぽどいい。教室内なんて見ても、クラスメイトとの気まずい視線バッティング事故が起こるだけだ。……こんな風に。

「あ」

　私のすぐ左ひだり隣どなりに座っていた男子生徒が、間ま抜ぬけな声を漏もらす。

　彼は私と視線が絡まった途端、頰を真っ赤にすると、わたわたと慌あわてて視線を逸そらし、何かを取り繕つくろうように机の中から取り出した文庫本をパラパラと捲めくり始めした。

「（…………本、逆さか様さまだけど……指し摘てきしない方がいいわよね）」

　ちょっとした指摘程度の会話でも、人との繫つながりというのは案外簡単に生まれてしまう。それは私が孤こ高こうを貫つらぬく上で学んだことの一つだ。

　正直、本を読むフリをしながら未だにチラチラ私を窺うかがうこの童どう貞てい臭くさい男子生徒にはガツンと言ってやりたい気持ちもなきにしもあらずだったけれど、私はそれでもあえて無視して、彼と視線を合わせないようにした。が、やはりどうしても、逆様の文庫は気になってしまう。耐たえきれずに私がチラリと視線をやってしまうと、次の瞬しゆん間かん、男子生徒はようやく本の状況に気付き、慌ててそれをひっくり返すも……既に後の祭り。

『…………』

　……なんとも微妙に気まずい空気が場に漂ただよい始めてしまう。……こんなことなら、私はさっさと指摘するべきだったかしら？　思わずそんな反省をしかけるも、いや、この一連の茶番で非があったのは全面的にこのポンコツ男子生徒だろうと思い直し、なんだか妙みようにムカムカときたところで……突とつ然ぜん、背後から第三者の声があがった。

「やぁリョウ君！　また一いつ緒しよのクラスだね！　嬉うれしいよ！」

『！』

　明らかに自分達の方へと向けて放たれた声に、二人、思わずビクンとして振ふり返る。

　と、そこには……今にも消えてしまいそうな色白の頼たよりない……けれど眩まぶしいばかりの笑顔をこちらに見せる男子生徒の姿があった。

「…………」

　私は思わず、その笑顔に見とれてしまう。ここ数年、家庭でも学校でも、あんなにも曇くもりない笑顔を正面から向けられたことがなかったから……。

　しかし、すぐにそれは、自分へではなく、背後のポンコツ男子生徒へ向けられているのだと気付くも……これまた後の祭り。

　私とバッチリ視線の合ってしまった色白男子生徒は、不思議そうにこちらまで近付いて来ると、無む邪じや気きにしげしげと私の顔を観察し始める。

「んー？」

　どうやら彼は私を知り合いか何かだったかなと考え込んでいるらしい。

「あ、あの……えと……」

　普ふ段だんの私ならば即そく座ざにこの状じよう況きようを説明し、淡たん々たんと距きよ離りを取れたはずなのだけれど……今回は私には珍めずらしく感情がバタバタとしていたせいで、上手うまく切り返せない。

　そうこうしていると、私以上に慌てた様子の童貞少年が、呂ろ律れつの回らない舌で彼に説明した。

「あ、や、ち、違うんだ、フブキ君！　彼女はその……」

「ん？　ああ、リョウ君の知り合い？」

「い、いや、そういうんでもなくて、その、なんていうか……」

　うまく説明出来ずしどろもどろになる、リョウと呼ばれた男子生徒。

　彼のそんな様子を不思議そうに眺めながらも、フブキと呼ばれた男子生徒は、すぐにまた私へと笑顔を向けてくる。

「よく分かんないけど、とりあえず、初めまして」

「え、あ、ええ。初めまして……」

　私は思わず反射的に挨あい拶さつを返してしまう。彼はちらりとポンコツ男子生徒に視線をやりつつ続けてきた。

「えっと、彼、ミカミリョウ君とは一年の時に同じクラスで──」

「あ、はい、そう、ですか」

　どう返したものか分からず、素すでぽかんと対応してしまう私。

　そんな私に対し、彼は……クスッと、まるで天使のような微び笑しようを浮うかべると、白魚のような手をスッとこちらに差し出して告げてきた。




「僕は、クロノフブキと言います。これから、よろしくね！」




　そのはにかんだような笑顔に再び見とれ、思わず流れるように彼の手を握にぎり返してしまったところで……私はハッと気付く。

「（あ、しまった、壁作ってない……）」

　しかしニコニコと穏おん和わに微笑み続ける彼を見ていると、最も早はやここから冷たい対応に切り替かえるような真似まねが出来るはずもなく……。

「は、はぁ、よろしく……」

　素す直なおに最初の挨拶に応じてしまったことで……期せずして、孤高を貫き通すはずだった学生生活は、大きく躓つまずいてしまったのだった。




　これが、私と彼──

　──後に私の最初の伴はん侶りよとなる男性、クロノフブキとの、出で逢あいだった。








第五章









　レイア・キサラギ




　世界見聞の旅を始めてから五ヶ月の時が過ぎた。

「あぁ、気持ちいい風ですね……」

　船旅の最中一人甲かん板ぱんデッキに出たレイアは、陽ひの光に輝かがやく穏おだやかな海を眺めつつ、風になびく前まえ髪がみを押さえる。

　そのまましばし乙女おとめチックな気分に酔よいしれるも……この旅でそんな空気は長続きしてくれるハズもなく。

「げぇひゃはははは！　おいおいそこの魔ま女じよねーちゃん、そんなうちの空気に似合わねぇことされると、最近改修したばっかのニョルズ号でも照れて転てん覆ぷくしちまうぜぇおい！」

「…………貴方あなた達船乗りにデリカシーという言葉はないのですか、スカー船長」

　大きく溜息をつきながら振り返ると、そこでは昼間っから赤ら顔のむさくるしい巨きよ漢かんが、酒さか瓶びんを片手に下げ卑びた笑いを浮かべていた。

　彼はぐびぐびと酒を呷あおりながらレイアの隣となりにやってくると、大層不満そうに睨にらみつける彼女をちらりと一いち瞥べつし、もう一度笑った。

「げぇひゃはははは！　なんだぁ、おい！　赤あか髪がみのにーちゃんでも期待したかぁ？」

「そ、そんなことはありません！」

「なんだなんだ、前回乗船した時点でその息の合い方はすっかり夫ふう婦ふの域だったくせに、未いまだに進展がねぇのかよ。いくら強くても、ガキはガキだねぇ」

「（わ、わたくしが一体何をしたというのでしょう……）」

　甲板で少し乙女チックな気分に浸ひたってみただけで、なぜこんな悪質な酔っぱらいに絡まれなければいけないのか。いや、思えばレイアは昔からそうだった。そもそも腹黒勇者と優やさしすぎる騎き士しの間に生まれ、その旅にも同行していた堅かた物ぶつ魔ま法ほう使つかいのおねーさんに師事し、出身村ではよくゴタゴタに巻き込まれ、ミーミル魔法学校への入学でようやく快適な学習環かん境きようが得られたと思いきや、今度は型破りにも程ほどがある自じ称しよう大魔導師と関かかわり、なんだかんだで学校を飛び出して今や勇者一行や魔人達とガッツリ関わってしまっている。

「（どうしてわたくしの周りには、真っ当な方が少ないのでしょう……）」

　海かい賊ぞくまがいのおっさんを眺ながめながら思わず溜ため息いきをつく、魔法少女コスの女。

　そんな彼女の隣で甲板のへりに腕うでを置いて体重を預けたスカー船長は、大海うな原ばらの先の水平線を眺めて呟つぶやく。

「見ての通り、今日も穏やかなもんだぜ。ここ五ヶ月、以前はあった加護の──いや、今は魔力っつーんだっけか。あーいう見えない力の偏かたよりが原因と思われる『読めない荒あれ方』を一いつ切さいしやがらねぇ。今や魔物の襲しゆう撃げきも殆ほとんどないときたもんだ」

「そうですか」

「船乗りとしちゃありがてぇことこの上ねぇ話だが、無茶な航海でもこなせるからこその需じゆ要ようもそこそこあったらオレ達裏の運び屋としちゃ、中々の痛手だぜ。あーあ、新しい武装もつけたってのによぉ。試ためし撃うちも出来やしねえ」

「それはざまぁみろですね」

　レイアの素っ気ない応対に、スカーが横目で睨んでくる。

「……魔女ねーちゃん、優等生だけあって、オレ達に案外キツイよな……」

「そうですか？　貴方達みたいな違い法ほう業務従事者への態度として極きわめて一いつ般ぱん的な見下し方だと思いますが」

「そういうことをサラリと当人に言うあたりが既すでにドギツイんだっての。いいかねーちゃん、少し舐なめているようだが、オレ達だってオレ達なりにだなぁ──」

「スカー船長。わたくしは能力が低いという理由で人を見下すことは絶対にしません。が、自らの意志で悪事を選せん択たくしている人間は相応に見下すべきだと考えています。そうでないと、表の世界で正しく踏ふん張って日々を生きている人々に顔向け出来ないではありませんか。……貴方達もその辺は覚かく悟ごの上でこの稼か業ぎようを営んでいらっしゃるのでは？」

　わたくしの毅き然ぜんとした態度に、スカー船長は少し酔いが醒さめた様子で目をぱちくりとすると……意外にも、軽く頭を下げてきた。

「ああ、そりゃそうだ。それこそまさに健全な態度っつうもんよ。悪かったな、魔女ねーちゃん。酔っていたとはいえ、このオレともあろうものが甘ったれた発言しかけた」

「いえ、気にしていませんよ。かくいうわたくしだって、今やそう正しいばかりの人間でもありませんから」

　そのまま二人、無言で水平線を眺める。

　そうして少しの間の後……スカー船長がぽつりと呟いた。

「そんな善悪の基本的な価値観も出来上がってねぇようなガキに、重たい世界の命運背負わせた上死なせたなんざ……オレ達ノルンガルドの住人は全員大罪人かもなぁ」

「…………そうかもしれませんね」

　レイアは思わず甲板のヘリを強く摑つかむ。スカー船長はまるで手た向むけの如ごとく海に向かって酒を軽く注ぎ、そうして再び口をつけた。

「……ぷはっ。いやはや、それにしても最近の仕事の張り合いなさったらないぜ。ちょっとばかし、度が過ぎてる程にな」

　レイアはその発言に興味を引かれ「というと？」と訊たずねる。

　スカーはフケ混じりの頭をぼりぼりと搔かくと、少し困ったように唸うなった。

「んー、表の商売みたく天候の統計データがどうとかっつう話じゃなく、あくまでオレの肌はだ感覚的な話なんだがな。なんつーか微び妙みように『割に合ってねぇ』って感じるっつうか」

「割に合ってない……」

「いや本当に些さ細さいな違い和わ感なんだがな。あのガキの……トオルのやったことは理解しているつもりだ。人類から魔法を段階的に取り上げ、代わりに魔物に力を返す。結果として魔物は強化されるものの、人類には新たな牙きばたる禁きん忌き魔法が与あたえられ、魔物側の警けい戒かいから襲撃率は下がる。そこまではいい。だが……」

「だが？」

　レイアが訊ね返すと、スカーは怪け訝げんそうに海の水面を見つめ、ぽつりと呟く。

「言う程……強くなってるか？　魔物」

「っ！」

　それは、実を言うと既にレイア達も察していた事実だった。

　魔物は確かに以前より力を増している。それは事実だ。だが……人類が失った魔法力分……つまり《神無節》と同等かそれ以上に魔物の強化が感じられるかというと、かなり微妙なところだった。

　実際、その違和感を口にした者の数自体は少ない。しかし、その面子めんつが魔王であるヨルや、この旅の中で数回強敵と戦せん闘とう機会があったセシリア、それに闘とう技ぎ都市ルザルで話を聞いたグラン・ゴールドとなってくると……とても無視出来なくなってくる。

　スカーは酒をもう一口呷あおると、珍めずらしく自信なさげに言葉を紡つむぐ。

「いや、オレの勘かん違ちがいだったらいいんだ。だがなぁ……人類としては襲撃率が下がって万ばん々ばん歳ざいだが、魔物側のメリットが少なすぎる気がすんだよなぁ」

「まあ襲撃率が下がったこと自体は実際禁忌魔法解禁の副作用みたいなものもありますし、そことのバランスはとれていなくとも……」

「そうなのか？　まあ俺も難しい理り屈くつは分からねぇけどよ。実際、今や世界から殆ど魔法が消えかかっているだろう？」

「ええ、そうですね」

　応じながら、レイアは軽くアクアボールを出現させてみる。……小こ振ぶりの水球が、四つほど生成されただけだった。以前は二十個程生成出来ていたことをスカーに話すと、彼はこくりと頷うなずいて続ける。

「そんなに魔法が弱って、その分が魔物に戻もどっているっつう割にはなぁ。……いや正直周囲のやつらは皆みな『そうッスか？』ぐらいの反応だから、オレの疑りすぎっつう説が濃のう厚こうではあるんだが。……あのガキを良く知っているか知らないかの差なのかねぇ」

「そう……ですね」

　レイアは思わず顎あごに手をやり熟考を始める。スカーはそれを見ると流石さすがに邪じや魔ましちゃ悪いと考えたのか、「じゃあな」とあっさりと船室へと戻っていった。

　一人残されたレイアは、青く凪ないだ海を眺めながら脳内で真しん剣けんに検討を始める。

「（どういうことなのかしら？　トオル君が人類側に多少なりとも配はい慮りよしていた？　いえ……スカー船長の言う通り、それは正直『らしくない』気がする。そういう人物なら、そもそもこんな大改革を行おうとも思わないはず。でもだとしたら……魔物が強化されきっていない理由は、なに？）」

　そこから先の推理が、どうにも進まない。情報が不足しすぎている。

　そもそもそこに答えなどないのかもしれないし、あったとしても、人類には得な状じよう況きようなのだから、そこまでレイアが深く思い悩なやむ必要もないことなのかもしれない。事実セシリアやファルディオはレイアほどこの問題に入れ込んではいない。他に気にするべき事、やるべきことはいくらでもあるし、そのスタンスは人類として正解だとレイアも理屈では分かっている。

　だが、それでもレイア一人がここに引ひっ掛かかる理由があるとすれば、それは……。

「スーリムのことかい？」

「っ？」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ驚おどろきつつ振ふり向くと、そこには先程の酔っぱらいとはまるで対たい照しよう的な──妖よう精せいの如き華きや奢しやな美少年魔王が佇たたずんでいた。

　彼はニコニコとレイアの隣までやってくると、水平線を──いや、まるでその先の何かさえ見み据すえるかのように、目を細める。

　レイアは半ば呆あきれ顔で彼に問い掛けた。

「貴方はやはり、人の心を読む能力でも有しているのではありませんか？」

「あはは、疑り深いなぁ、レイアさんは。前も言ったけど、ボクは万能存在には程遠い。流石にそんな便利能力まで持ってないよ」

「不死の魔王様がよくそんなことを言いますね」

「疑う気持ちは分かるけど、少なくとも今回に関しては本当に能力でもなんでもないよ。単純な、キミとの共通認にん識しきの問題」

「わたくしと貴方あなたの共通通認識、ですか」

「そう」

　そこでヨルは、どこか不気味な冷れい笑しようをレイアへと向ける。




「スーリムの動向が、どうしようもなく気になっている。ボクも、キミも」




「…………」

　レイアが何も返さずにいると、ヨルはそれを肯こう定ていと受け取った様子で話を続けてきた。

「厳密に言えば、恐おそらくあのサクヤ・ルーンという娘むすめもボクらと同じ危き惧ぐを抱いだいていたと思う。けれど現状、彼女はあくまで自分を宿屋の娘だと弁わきまえているからね。ボクらに曖あい昧まいな自分の印象に基づいた意見を告げる気はなかったみたいだ」

「実に聡そう明めいな娘です。ただ、ファルディオやセシリアさんの場合は……」

「そう。彼らはボクら程スーリムを危険視していない。勿もち論ろん目の前でルウ君を殺された恨うらみはあるだろう。けれど、だからこそ……」

　ヨルが言い淀よどんだ言葉を、レイアが引き取る。

「だからこそ、二人は逆に、感情を押し殺すよう努めている。分かっているのですよ、あの二人は……。トオル君に与えられたこの半年の猶ゆう予よは、愚おろかな復ふく讐しゆう心しんに費やしていいものじゃないって。その強い意志で、スーリムへの負の感情は後回しにしてくれている。本当に、心から尊敬出来る人達。けれど……」

　今度はレイアの言い辛づらい言葉を、ヨルが代わりに告げてくれる。

「そう、なまじ責任感があるだけに、二人はスーリムに関する思考を斬きり捨てすぎてもいる。彼を『厄やつ介かいな強い悪人』程度の認識に留とどめてしまっている。けれど、ボクらは……スーリムと行動を共にしたことのあるボクやサクヤ・ルーン、それに……彼と一対一で最後に対たい峙じしたキミは知っている。……彼は……」

　そこでヨルは、レイアが知る限りこの旅始まって以来の険しい表情を見せた。

「彼は、ボクらの手に余る程の《邪じや悪あく》を抱かかえて、この世界に潜ひそんでいることを」

「…………」

　レイアは自分の悪い想像であってくれと願っていたことが魔王の口から明言され、思わず黙だまり込む。

　ヨルもまたしばらく黙って海を眺めた後、ゆっくりと切り出してきた。

「彼の気配はボクにも辿たどりきれない。ただでさえ魔力の流れが不安定な時勢なのに加えて、彼は異空間を扱あつかえる神工物を所有しているからね」

「神工物を？　彼の能力ではなくて、ですか？」

「呪じゆ鞭べんや呪針は間違いなく彼の能力だ。しかし……空間移動というのは、どうにも理屈に合わない。ボクも全すべてが把は握あく出来ているわけじゃないけれど、魔ま人じんの能力というのは基本『他者の心に干かん渉しようする』能力の傾けい向こうが強い。他人の経験を取り入れたり、幻げん覚かくを見せたり、心のエネルギーを削いだり狂くるわせたり」

「なるほど、空間移動はその規則にまるで合っていませんね」

「そう。サクヤ・ルーンの話では彼は異空間管理能力を《呪船スキーズブラズニル》とかって呼んでいたようだけれど……それは十中八九トオル君達を謀たばかるための出任せだろう」

「まあ魔人の能力に詳くわしいわけではないトオル君達からすれば、その情報は鵜う吞のみにするしかないでしょうね。そんな噓うそに意味があるとも思えないですし」

「だが、彼はわざわざ噓をついた。ならばそこには、必ず意味がある」

「どうでしょうね。スーリムという魔人は、時に意味のない噓も巧たくみに織り交ぜそうなタイプに見えましたけど」

「それはそうだね。けれど異空間管理能力に関しては確実に意味のある噓だ。彼の厄介さは、一見自由気ままなように見えて、本当に大事な部分ではきっちり策さく謀ぼうを巡めぐらせているところにある」

「あぁ、まるでどこかの自じ称しよう大魔導師さんね」

　船室の方から大きなくしゃみが聞こえた気がした。

　レイアはヨルへと微び笑しようを向ける。

「それにしても、人類に随ずい分ぶん肩かた入いれして下さるのね、魔王様は」

「そういうつもりはないさ。ボクの意志は一いつ貫かんして人類を滅ほろぼす方向に向いている。やり方はマイルドな自し然ぜん淘とう汰たこそを理想とはしているけどさ」

「あら冷たい。半年も一いつ緒しよに旅して、わたくし達に思う所はないのですか？」

「あるよ。勿論さ。キミ達のことは大好きだ。心の底から大事に思っている」

　そう笑顔で即そく答とうするヨルに、レイアは意表を突つかれて目をぱちくりとする。

　が、ヨルは更さらに続けてきた。

「でも一方で人類という種全体に関しては、まだまだ許す気にもなれないかな」

「なるほど。正義の魔法少女としては非常に微妙ですが、理解出来なくはないです」

「あはは、どうも。ボクやっぱりキミ達のそういうところ、大好きだなぁ」

「まったく……」

　二人、柔やわらかく微笑み合う。

　そうして、魔法少女と魔王の間に一時の心の交流が発生したのも束つかの間。

　二人はすぐに表情を険しくすると、話をスーリムへと戻し、これまで互たがいに心の内に秘ひめていた『悪い想像』を口にし出した。

「ボクの魔力検知にかすりもしないということは、スーリムは明確な意図を持って身を隠かくしているということだ。例の決戦以降、フラフラとどこかをほっつき歩いているミュートや、今は教会の聖騎き士し隊と意気投合して一緒に活動している様子のイグニールとは、性質がまるで違う」

「弱者をいたぶる事こそが何より趣しゆ味みの彼には、他の魔人と違って、そうやすやすと人間への敬意が芽生えるとも思えない」

「そうだね。……さて、そんな中、最終的にどう転ぶにせよまさに世界の在り方を平和に向かう方向で安定させんと活動しているボクらの旅を、彼はどう思っているんだろうね？」

「確実に目め障ざわりでしょうね。彼の最終目的がわたくし達の思想と嚙かみ合っているとは、到とう底てい思えない」

「同感だ。元々人類を助けるような性格じゃないのは勿論だけど、今となっては、魔物側に与くみすることさえ期待出来ない。恐らくは彼だけにメリットのあること……つまりは彼以外の全存在にとってロクでもない何かを進行させているに違いない」

「だというのに、わたくし達の旅への妨ぼう害がいが一いつ切さいないというのは……」

「動けないのか、動かないのか。なんにせよ軽視していい存在ではないはずだ」

「さて、そうなってきますと、わたくしの中には一つ、なんともやるせない未来予想が浮うかんで来るのですが……」

「奇き遇ぐうだね。ボクもそれが気がかりで、こうしてキミと話しに来たんだよ。正直、全く当たって欲しくない予想なんだけど、悲しいかな、ボクはほぼ確実な予想だと踏ふんでいる」

「そうですか。残念なことに、わたくしもですよ……」

　そこで二人は顔を見合わせると。

　次の瞬しゆん間かん、全く同時に、全く同じ推理を──ある種の確信を持って口にしたのだった。




『魔人スーリムは、旅の終しゆう盤ばんたるこのタイミングで、必ず何か仕し掛かけてくる』




　　　　＊




『──と、思ったんですけどねぇ……』
















　船旅から約一ヶ月後。

　そこには、誰だれの妨害も受けることなく割合あっさり辿り着いてしまった《彼ひ岸がん樹じゆ海かい》の深部……もうじき《《聖域の扉ビフレスト》が見えようかというレベルの最終段階において、だくだくと冷ひや汗あせをかく魔王と魔法少女の姿があった。

　二人の様子に気付いたファルディオが、不思議そうに「どうした？」と振り返ってくる。

「なにを気まずそうな顔してんだよ、お前ら」

『い、いや……べ、別に……』

　二人揃そろってふいっと大魔導師から顔を背そむけると、互いに視線で素す早ばやい意い思し疎そ通つうを行う。

「（なんですかこれすっごい恥はずかしいんですけど！　わたくしが船上でシリアスに話したくだり、全部撤てつ回かいさせて頂きたいんですけど！　貴方が変に賛同したせいで！）」

「（いやいやいやボクの方がダメージでかいよ！　万能じゃない万能じゃないと折に付け張ってきた予防線さえ問答無用でぶった切るレベルの情けなさだよこれ！　魔王が聞いて呆れるったらない！　キミがあの時多少なりともツッコンでくれていれば！）」

　肘ひじで互いを小こ突づき合い責任をなすりつけようと必死な二人を、ファルディオは怪け訝げんそうに見つめる。

「お前らって、そんなに仲良かったっけ？」

『そういうんじゃない！　黙ってろよ鈍どん感かんニート！』

「そんな辛しん辣らつ評価までかぶるかね!?　すげー仲良さそうだなおい！」

『本当に違う！　あと、スーリム来い！』

「おうおう、どさくさに紛まぎれてなに言い出したよお前ら!?　ああん!?」

『…………ひゅー』

「イマドキ唇くちびるを尖とがらせた口笛誤ご魔ま化かしを実じつ践せんするだとぅ!?」

　なにやら愕がく然ぜんとするファルディオを無視し、視線を逸そらし合うレイアとヨル。

　三人のそんなゴタゴタを少し後方から客観的に生温く見守っていたセシリアが、極きわめて冷静にツッコミを入れる。

「なんだかよく分からんが、そういうじゃれあいは全すべて終わった後ではいけないか？」

『おっしゃる通りで』

　元も子もない……しかし正論すぎる指し摘てきに、魔王と魔法少女は反省して頭を下げる。

　やれやれと肩かたを竦すくめてセシリアとファルディオが前方に見えてきた豪ごう奢しやな門もん扉ぴ《聖域の扉ビフレスト》へと近付いていく。

　そんな中、レイアとヨルはちらりと視線を交かわし合い、今度は真ま面じ目めに検討し合った。

「……知略に長たけた先代勇者の娘さん的に、この状じよう況きよう、どう見る？」

　歩を進めながら訊たずねてくるヨルに、レイアは少し悩なやんでから応じる。

「そうですね……本当に何も仕掛けてこない可能性が五割。扉を開けてから何かがある可能性が三割。既すでになんらかの計略が完かん遂すいしている可能性が、二割ってとこかしら」

「ボクも殆ほとんど同じ見解だ。実際今のところ本当に何の魔力も感じられない」

「既に聖域の中へ侵しん入にゆうしているという線は？」

「ないね。聖域内への侵入方法はボクの知る限りたった二つ。一つは審しん判ぱん者しやや審判委任者が《聖域の扉ビフレスト》を開く極めて正当なやり方。もう一つは門が作られた時代にはなかった、想定外の能力禁きん忌き魔法の一種、ディメンション・ムーブ。ただしこれは……」

「禁忌魔法の中でも特に高等すぎて、現状この世界でまともに扱えるのはファルディオのみ。確かに一見侵入は無理ね。けれど、スーリムは異空間を扱えるじゃない？」

「スキーズブラズニルのことかい？　それは無理だ。なにせスキーズブラズニルは彼の《能力》じゃない。あくまで神工物。当然……」

「ああ、なるほど、聖域側はそこのセキュリテも備えていると」

「そういうこと。それにたとえなんらかの裏うら技わざで事前に侵入出来たとて、現時点では中に肝かん心じんの《革命の鍵笛ギヤラルホルン》が出現していないのだからまるで意味がない。前回と同じく、全てはやっぱり扉を開いてからなんだよ」

「ではスーリムは、やはりその瞬間こそを……」

「いやそれもどうなんだろう」

　ヨルは腕うでを組んで難しい顔をする。

「そもそも今回の再さい審しん判ぱんは極めて特とく殊しゆな延長戦だ。前回のように《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触ふれた者なら誰のどんな願いであろうと叶かなえてくれる、なんて性質のものじゃない」

「そうでしたね。確かアウルさんの説明では……」

　そこで、ヨルが念のため情報漏もれを警けい戒かいしたのか、自らの唇に指先を当ててレイアに黙だまるように促うながす。レイアはそれに頷うなずき返すと、旅の前にアウルに受けた再審判に関する詳しよう細さい説明を、脳内で彼女の余計な言葉を刮ぎ落として整理し直した。

　今回の試練の要点をまとめると、以下のようになる。




　・《聖域の扉ビフレスト》は《審判委任者》が全員揃ってこそ開く

　・《革命の鍵笛ギヤラルホルン》は《聖域の扉ビフレスト》の開放と同時に出現する

　・今回《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の使用権は《審判委任者》にしかない

　・《審判委任者》が《革命の鍵笛ギヤラルホルン》で出来ることは、《投票》と《取引》の二つ

　・《投票》はその名の通り、世界の変革を受け容いれるか否いなかへの投票権である

　・《投票》は《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の出現から三百秒以内に行わなければならない

　・三百秒を過ぎた場合、それまでの投票数を元に《最終裁決》の判定が行われる

　・票が同数、もしくは期限までに票が０だった場合も《審しん査さ無効》が適用される




　そこまで考えたところでレイアは腕を組み直す。

「（《投票》に関しては妥だ当とうなルールですが。問題はこの《取引》の方ですね……）」

　スーリムがしようとしている何かは、ここのシステムに絡からんだ企たくらみの公算が高い。

　実際、その《取引》というシステムの概がい要ようはこうだ。




　・大前提として、《審判委任者》には無条件で破格の願いを叶える権利はない

　・ただし、今代の審判者ミカミトオルの選せん択たくに倣ならった『対価を支し払はらう』形式ならば、その限りではない

　・支払える対価は、命や時間等の概がい念ねんも含ふくむ、当人の所有資産、及および委い託たく資産である。

　・《取引》における審判委任者達の立場は等しく尊重される。そのため直接他の《取引》を取り消すような要求、及び他の審判委任者を直接的に排はい除じよする《取引》は不可能

　・ただし間接的に《取引》の結果が他の《審判委任者》に対して害を成す状況までは、システムの関知外である

　・《取引》は《審判委任者》が《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触れたと同時に行われる

　・《投票》とは異なり《取引》の権限を持ち続けられる最長期間は一年と長期に亘わたる。後日改めての《取引》要求も可能。

　・《取引》権限を持つ《審判委任者》には単体での《聖域の扉ビフレスト》開かい扉ひ権限及び《革命の鍵笛ギヤラルホルン》起動権が与あたえられる。ただし《革命の鍵笛ギヤラルホルン》で出来ることは《取引》のみに限定される。

　・《取引》を行える回数は一人一度

　・以上のルールに抵てい触しよくしない限り、《取引》の規模自体に制限はない




　これが《取引》のルール。小難しいようだけれど、要は支払いのアテさえあればいくらでも大きなお買い物が出来ますよ、というだけの話だ。通常の「願いを叶える」という夢のような報ほう酬しゆうに比べればあまりに虚むなしい報酬。支払いの義務がある分、一見得なことなど殆どないように思える。

　が、一方で……野心を持つ者にとってまたとないビッグチャンスでも、ある。

「（一番怖こわいのは、《取引》の規模自体に上限がない、というルールですね）」

　極きよく端たんな例を用いるなら、もし審判委任者が一国の主あるじならば、自国の破は滅めつと引き替かえの大奇き跡せきさえ起こせてしまうということだ。

　現状、この世界にそこまで絶大な資産を持った存在はほぼいないし、そもそもこの状況に参加出来るのがファルディオ達《審判委任者》だけ。スーリムの介かい在ざいする余地は最も早はやどこにもない。……ない、はずなのだけれど。

「（あの淀よどんだ闇やみを孕はらんだ瞳ひとみを思い出すと……どうにも胸のざわつきが治まらない）」

　彼の戦せん闘とう能力だけを見れば、これは明らかにレイアの過大評価だ。魔ま王おうヨルまでもが味方に控ひかえる今、今いま更さらたかだか魔人一人に後おくれを取る理由なんて、なにもない。

「（なのに、どうしてなのかしら……）」

　こうしていざ《聖域の扉ビフレスト》の前に立ってなお、レイアの中の不安は小さくなるどころか、むしろ膨ぼう張ちようするばかりなのは。

「おいヨル、さっさと開けちまおうぜ」

　扉の前に立ったファルディオがこちらを振ふり返る。レイアとヨルは視線を交わし合い、互たがいにもう一度だけ周囲を警戒してみる。が、結局はスーリムの気配を感じ取れず、ヨルはやれやれと肩を竦めると前方に進み出た。どうやら魔王は腹を括くくったらしい。

　ヨルとファルディオが《聖域の扉ビフレスト》の目前へと進み出る。事前の説明によれば、今回の

　扉開放条件は「各地の視察を終えた《審判委任者》全員」が「同時に《聖域の扉ビフレスト》へと触れる」こと。

　レイアとセシリアが見守る中、《審判委任者》二名が《聖域の扉ビフレスト》の前へと進みでて扉表面へとその手を伸のばし、扉が開くその瞬しゆん間かんを待つ。

　……待つ。今か今かと、待つ。スーリムの襲しゆう撃げきを警戒し、緊きん張ちよう感を保ちつつも、待つ。

　……待つ。…………待つ。……………………待つ。………………待つ。…………。

「……え、ええと、あ、アウル？」

　額に汗を滲にじませたヨルが扉に向かって声をかける。しかし……期待されたシステム音声はまるで返ってこない。

　激しく苛いら立だった様子のファルディオもまた叫さけぶ。

「おいコラ、アウル！　お前の指定条件完全に満たして来てやってんだろうが！　焦じらしてねぇでさっさと開けやがれこんにゃろ！」

　そうして、あろうことか《聖域の扉ビフレスト》をガンッと蹴けり飛ばすも……反応無し。ただ自じ称しよう大魔導師が爪つま先さきを痛めただけだった。

　これまで黙って様子を見守っていたセシリアが「どういうことだ？」と首を傾かしげる。

「なぜ《聖域の扉ビフレスト》が開かない。視察し忘れた土地があるとは思えないが……」

「ええ、そうですね」

　レイアはそれに頷いて応じる。旅は事前に綿密に組んだスケジュール通りつつがなく進行した。ことがことだけに「うっかり飛ばした土地」なんてのは絶対にないはずだ。

　しかし、だとすればどうして《聖域の扉ビフレスト》が開かないのか。

　想定外すぎる事態に全員が戸と惑まどう中、足を痛めたことですっかり気持ちが萎なえた様子のファルディオが、肩を落として嘆たん息そく混じりに呟つぶやく。

「条件を満たしてないのは、視察地じゃなくて、俺達の方だとか言うんじゃねーだろうな」

『っ！』

　彼の言葉を聞いた刹せつ那な、レイアとヨルは同時に「ある可能性」へと思い至り、戦せん慄りつする。

「（まさか……）」

　冷ひや汗あせを搔かいて思わず視線を交わす二人。

　そうして、次の瞬間……二人の推理はまさに、現実のものとなった。

〈ズズズ……〉

『！』

　獣けものの腹をなまくら包丁で裂さくが如ごとき不快な音と共に、四人の背後に楕だ円えん形の闇がぽっかりと口を開ける。

　そんな闇の奥から悠ゆう々ゆうと余よ裕ゆうの態度で進み出てくるのは、貴族の如き礼装の魔人。

　彼はその口元にいつもの酷こく薄はくな笑えみを浮うかべると、啞あ然ぜんとするレイア達へと──場にまったくそぐわない陽気さで極きわめて気安く語りかけてきた。




「いやこれは申し訳ない。この《審判委任者》が一人スーリム、到とう着ちやくがほんの少し遅れてしまったようですね」




　　　　＊




「スーリム、てめぇ……」

　ファルディオが瞳に怒ど気きを宿らせながらも、ギリギリで歯をくいしばる。セシリアも同様だ。二人は以前感情に振り回されてトオルの思おも惑わくを見み抜ぬけなかった反省からか、今回はどうにか平静を保とうと努めていた。

『…………』

　一方レイアとヨルはといえば、事前に「その可能性」へ思い至らなかった自分達の不ふ甲が斐いなさに腹を立てつつも、一方では既すでに目まぐるしくこの事態への善後策を早急に練り始める。

　そんな、四者四様の思惑で動けずにいる一行の前に悠ゆう然ぜんと佇たたずむ、魔人スーリム。

　背後の闇穴を消し去りながら、彼は友人達にでも再会したかの如く、胡う散さん臭くさい笑みをたたえて口を開く。

「いやはやあれから半年程ほどになりますか。皆みなさん変わらずお元気なようでなにより──っと、すいませんっ、そういや騎き士し道どうに目覚めたつもりの半はん端ぱ魔人や、下らない愛あい憎ぞうの果てに自じ滅めつした子供兄弟みたいな自滅ピエロ達はもういないんでしたよねー」

『────』

　刹那、ファルディオ・セシリア・ヨル・レイアの四名は後先など構わず目の前の魔人を殺してやりたい衝しよう動どうに駆かられたものの、すんでのところでトオル達の……この世界を既に去った者達の尊い遺志を思い出し、ぐっと堪こらえた。

　スーリムはそんな四人の覚かく悟ごをも見み透すかした上で心底滑こつ稽けいそうにケラケラと嘲あざ笑わらうと、そのまま酷ひどく上じよう機き嫌げんそうに続けてくる。

「そんなに睨にらまないで下さいよぉ、皆さん。先程も言いましたように、僕これでもれっきとした《審しん判ぱん委任者》ですよ？　この世界の行く末を選び取るのに必要な人材。選ばれし者。そういう意味では、皆さんのお仲間とさえ言えるかもしれない！　素す敵てきですね！」

『…………』

　相変わらずのスーリムの戯たわ言ごとに、誰だれも言葉を返す気にもなれない。

　彼はそんな四人の中央をまるで無警けい戒かいに悠々と歩いて抜ぬけると、《聖域の扉ビフレスト》へと手を伸ばす。

「これが《聖域の扉ビフレスト》ですか。なるほどなるほど。人類が魔物を従える、なんとも間ま抜ぬけなこの意い匠しよう。魔王や自称大魔導師が異世界の子供に後れをとった場所としては、実におあつらえ向きだ！」

　レイア達に隙すきだらけの背中を見せたままでそんなことをのたまうスーリム。

　しかしそんな煽あおりを受けてなお、レイア達はおいそれと彼に攻こう撃げきを仕し掛かけることが出来なかった。

「（……まるで信用出来ない自己申しん告こくとはいえ、彼が《審判委任者》である可能性をちらつかせた以上、下手なことをすれば全すべてが台無しになってしまいかねない）」

　それが分かっているからこそ、スーリムもここまで堂々としているのだろう。

《聖域の扉ビフレスト》の表面をゆっくりと撫なでるスーリムの手つきに、ヨルが不快感を顕あらわにする。

「汚きたない手でベタベタとアウルの制作物に触さわらないでくれるかな」

「おやおや、魔王様ともあろう者が、人間の女性に対して独どく占せん欲よくですか？　なんともゲスな妄もう想そうの捗はかどる設定ですねぇ」

「スーリム……！」

　ヨルを中心として竜たつ巻まきのような風が吹ふき荒あれ始める。流石さすがの彼といえどいよいよ腹に据すえかねたらしい。

　状じよう況きようはまさに一いつ触しよく即そく発はつ。しかし……それでもスーリムはまるで自身のペースを崩くずすことなく、あっけらかんとした表情でファルディオ達を振り向いた。

「ほら、何しているんですか、二人とも？　折せつ角かく《審判委任者》三名が揃そろったんです。開きましょうよ、《聖域の扉ビフレスト》。あ、僕が見聞の旅こなしてないだろって指し摘てきならご心配無く。僕の分は免めん除じよして貰もらっているんですよ。あとはホント開くだけ！」

『…………』

「貴方あなた達としても《聖域の扉ビフレスト》は開かないとでしょ？　何を躊躇ためらうことがあります？」

『…………』

　彼からの提案に四人の心が揺ゆれ、ぬるりと怒気を散らされる。……スーリムという男は、いつだってこうだ。最後の最後、大事なところでのらりくらりと身をかわし、物理的にも精神的にも「正面から受けて立たない」。前回一対一で戦闘を行ったレイアとしては誰より身に染しみている、彼の常じよう套とう手しゆ段だん。

「（とはいえ、悔くやしいことに彼の言うことはもっともだ。スーリムが素す直なおに扉へ触ふれてくれている現在は、わたくし達としても《聖域の扉ビフレスト》を開けられるまたとないチャンス。しかし……）」

　そこで、レイアは他の三名と目を見合わせる。どうやら全員、同じ疑念を抱いだいているようだ。

「（こういう提案をしてくる以上、《聖域の扉ビフレスト》の開放は確実に彼にもメリットをもたらすはず。大方《取引》狙ねらいなのだろうけれど……一体それでなにをするつもりなの？）」

　そこまで読み切れないことには、どうにも不気味で判断を躊躇ってしまう。

　全員の動きが固まったまま、数秒の時間が経過する。

「（なんにせよ、このままではラチがあかないわね……）」

　そう判断したレイアは、とりあえず、駄だ目めもとでスーリムへ尋たずねてみることにした。

「そもそも、どうして貴方が《審判委任者》なのですか」

「？　決まっているじゃないですか。トオル君がそう指定してくれたからですよ」

「そんな馬ば鹿かな。しかも貴方だけ見聞の旅を省略だなんて……」

「トオル君ったら、僕のことを心から信しん頼らいしてくれていたんでしょうねぇ」

　ニコニコと当然のことのように回答してくるスーリム。……レイアとしてはまるで納なつ得とくがいかない。が、これ以上素直に追つい及きゆうしてもまたかわされるだけだろう。

　レイアが次の質問を考えている隙に、今度は意外にも冷静なセシリアが口を開いた。

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって貴様がトオルの指名だとして、その情報がアウルから我々に一いつ切さい通達されていなかったのはどう説明する？」

「ですから、それもまたトオル君の指示なんじゃないですかねぇ」

　明らかにテキトーな口調でそう嘯うそぶく彼に対し。セシリアはレイア同様引き下がる──ことなく、意外にも更さらに一歩踏ふみ込んだ質問を口にした。




「……貴様、以前トオルの腕うでに刺さした《呪じゆ針しんミストルティン》へ、何か仕込んだな？」




『!?』

　セシリアの口から漏もれたまるで予想外の推理に、レイア・ヨル・ファルディオは驚おどろいて目を見開く。

　スーリムは特に動どう揺ようした様子もなかったが、それでもこの会話はまだしばらく終わらなさそうだと判断したのか、扉に手で触れるのをやめて、代わりにそこへ背を預けて腕を組んで、わたくし達へと振ふり向いた。

「なんですか、やぶからぼうに。彼と共きよう闘とう関係にあった僕がどうしてそんな……」

「とぼけるな。あの時は血が足りなくて意識が朦もう朧ろうとしていたが、今ハッキリ思い出した。トオルはあの最終決戦時、私やメルクリウス相手に後おくれを取らぬよう、一つの策として自身へ呪針を……他者の意識を操あやつる呪のろいの針を刺すよう、お前に依い頼らいしたはずだ」

「そうだったかなぁ」

　ニコニコととぼけるスーリムに、しかしセシリアは構わず続ける。

「トオルが依頼した呪針の指令内容は、あくまで『自身に危険が及およんだ際は、相手が誰であろうと全力かつ最速で反はん撃げきに出る』というだけのもの。しかしそこにもし……もし、トオルが依頼した以外の……行動の表面には現れない程度の微び細さいな『指令』が込こめられていたとしたら、どうだ」

「……どうだも何も。刺した相手の行動にさして影えい響きようを及ぼせない程度の微細な指令に、一体なんの価値があるというんです？」

「通常ならばないな。しかし、あの状じよう況きよう下かでは、あまりに大きな意味があった」

「……あぁ、だるいですねぇ。そんな話はもうどうでもいいじゃ──」

　そう、スーリムがばっさり会話を切りあげかけたその時。

　遂ついに、セシリアが核かく心しんを口にした。




「聞けば《革命の鍵笛ギヤラルホルン》とは、触れた者の中にある意思を瞬しゆん時じにあますところなく汲み取って実行に移す機構、らしいじゃないか」




『っ！』

　刹せつ那な、レイアの中で、全てが繫つながった。

　審判委任者になぜスーリムまで指定されたのか。彼だけに見聞の旅免除の特権が与あたえられた理由。それらをアウルが全く明かさせなかった事情。世界の不自然なエネルギー配分の比率。まるで邪じや魔まの入らない見聞の旅路。

　それらの全てに、一挙に説明がつけられる、セシリアの推理。

　気付けばレイアは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてしまっていた。

「そうか、つまりこの半年間、トオル君が行った大改変に隠かくれて、こそこそと裏で真に世界をいいように弄もてあそんでいたのは……」

「スーリム……！」

　ファルディオが心底悔しそうに叫さけぶ。ヨルとセシリアもこれまでにない程全身から殺気を[image: ]ほとばしらせて彼を睨みつける中。スーリムは……それでも、依い然ぜんとして余よ裕ゆうの態度を一切崩さず、大きく両手を広げて語り出した。

「あははっ、僕が半年前に仕掛けた策に今いま頃ごろ気付くなんて、ホント耄もう碌ろくしてますねぇ皆さん！　ルウ君あたりがご存命なら、とっくに見破られていたことでしょうに！」

「てめぇ、トオルの懸けん命めいな闘たたかいをいいように利用しやがって……！」

「そこはお互たがい様でしょう、ファルディオ君。それにトオル君だって、実際僕の計画をある程度察していたと思いますよ。いやはや実に賢かしこくてやりづらい子供でした。だから結果として、彼に気付かれない程度の最小限の指令しか針には込めれませんでしたしね。異世界から呼ばれた子供達は、どうにも僕と相あい性しようが悪くていけない。おっと、そうなると、やはりあの二人を優先的に消した僕の判断は素す晴ばらしかったわけですね！」

「スーリム、キミは、最初から……！」

　ヨルが珍めずらしく怒いかりの感情を剝むき出しにしてスーリムを睨みつける。

　スーリムはしかし、それに対し心底疑問そうに首を傾かしげた。

「どうして『裏切られた！』みたいなリアクションなんです？　ヨル。貴方に力を与えられたとはいえ、元が魔物たる僕達魔人が自分の欲よく望ぼうに忠実なのは、今に始まったことでもないでしょう？」

　そのあまりに恩知らずな物言いに、ヨルは肺の奥から絞しぼり出すかのような、やるせない溜ため息いきで応じる。

「勘かん違ちがいしないでよスーリム。ボクが一番腹を立てているのは、自分自身に対してだ。最初に力を与えた魔物……ゲインがボクにとって本当に素晴らしい友人となってくれたことで気を良くし、調子に乗った結果、ただ進化の素質が見られたからというだけの理由でキミのような者にさえ力を与え、大して行動制限もかけず放置しすぎてしまったボク自身の軽けい率そつさに、腹が立って仕方ないんだ」

「おやおや、そういうナチュラルな上から目線が、僕からすれば既すでに愚おろかなんですけどね。魔ま王おうという称しよう号ごうがイヤだイヤだと言いつつ、結局貴方は自分が『魔物の代表』『魔物を管理すべき存在』だと思い込んでいる。実に滑こつ稽けいです」

　スーリムの嫌いや味みを、今度は無言で甘んじて受け容いれるヨル。しかしそんな殊しゆ勝しような態度を取る相手こそをつまらなく思うのが、この性悪魔人だ。

　彼はくつくつと笑いながら、進んで余計な一言を付け加える。

「ホント、その滑稽さたるや……あの愚かな自己犠ぎ牲せい兄弟に勝まさるとも劣おとらないですね」

　刹那、場の空気が一いつ瞬しゆんにして沸ふつ騰とうしかけるも、誰だれよりも先にヨルが淡たん々たんと──しかし言葉に確かな熱量を籠こもらせてスーリムに反論する。

「黙だまれ。ボクのことはさておき、やり方はどうあれ、誰よりも他者への思いやりに殉じゆんじた彼らを馬鹿にすることは、このボクが絶対に許さない」

　ヨルの言葉を受け、レイア達の胸へ怒りの代わりに熱いものが込み上げてくる。……この半年、世界を旅する中で、レイア達は今代の勇者や使い魔に対する口さがない言葉もよく耳にし、それらには忸じく怩じたる思いを抱いてきた。

　だからこそ……だからこそ本来敵たる魔王がトオル達へ敬意を表してくれたことは、彼女達にとってこれ以上ない程ほどの救いでもあった。

　そんなレイア達の表情を、スーリムが辟へき易えきとした様子で見み渡わたす。

「弱者の弱者らしいその精神論、本来嫌きらいじゃない僕ですけど……貴方達ほど暑苦しいと流石さすがに鬱うつ陶とうしいですねぇ！」

『っ！』

　その言葉と同時に、スーリムは突とつ如じよ勢い良く振り払はらった腕から五本の《呪針ミストルティン》をレイアへと向かって飛ばしてくる。

「（駄目っ、避よけられない！）」

　油断していたつもりは一切なかったものの、近きん距きよ離りから放たれたその奇き襲しゆうはレイアの運動能力で対処出来る領域を遥はるかに超こえており、また位置取りと能力的にヨルやセシリアのフォローも間に合いそうになかった。

　レイアは被ひ弾だんに備え身を縮こまらせるも、しかし次の刹那──

「──なっ」

　──《呪針ミストルティン》はレイアではなく、スーリムの顔面を貫つらぬいていた。

「あ、が、が……」

　右眼め、左頰ほお、鼻び梁りよう、額、唇くちびる──それらを、禍まが々まがしい呪針に貫かん通つうされ、苦しげに呻うめくスーリム。

『────』

　事態のあまりの急転ぶりに誰もがついていけず戸と惑まどうばかりの中──たった一人、いつの間にか杖つえを構えていた赤あか髪がみの大魔導師が、つまらなさそうに鼻をならす。

「はんっ、大根演技も大たい概がいにしとけよサド野や郎ろう。物理性の一切無ねぇ自分の能力食らって痛いも苦しいもあるわけねぇだろうが、タヌキ」

　そんなファルディオの指し摘てき直後、スーリムはケラケラと笑い出し、同時に彼の顔面に吸い込まれるかのように針が消えてゆく。

「酷ひどいなぁ。これでもカウンターに驚いたのは事実なんですよ？　禁きん忌き魔法が必ずしも長い詠えい唱しようを必要としないことは承知していましたが、まさかあんな対応速度で転送魔法を発動させられる魔導師がこの世に実在するだなんてね」

「え？」

　その言葉にレイアはぎょっと驚き、よく見知った元級友の顔を見やる。彼はレイアと視線が合うと、照れ臭くさそうに目を逸そらした。

「（いつの間にここまでの能力を……）」

　この半年、彼はレイアがいくら新禁忌魔法の習得を促うながしても、だるいだの、忙いそがしいだの、教会が掘ほり起こした禁忌魔法を素直に学ぶのは癪しやくに障さわるだのと、全く取り合ってくれなかった。レイアはそれもまた「彼らしい」かと、多少失望はしつつも大して気にしてはいなかったのだが……まさか、密ひそかにこんな牙きばを研といでいたとは。

　レイアと同様に驚いた様子のセシリアが、剣けんの切っ先をスーリムに向けながらもファルディオへ声をかける。

「メルクリウス、お前は実用的な技わざの研けん鑽さんにこそこの半年を費やしていたのか？」

「あー……」

　ファルディオがどこか照れ臭そうに頭を搔かく。

「んな殊勝なもんじゃねぇよ。ただ、前回の聖域を巡めぐる戦いで痛い程学んだからな。魔人や一部の強力な魔物相手にゃ、手数より、速度と火力が何より重要だって」

　それは元来優等生たるレイアさえ困る程の、あまりに正当な論理で。

　レイアは思わずヨルと視線を交かわし、二人、深々と嘆たん息そくしてしまう。

「（……まったく。セシリアさんといい、ファルディオといい……この半年スーリムの動向に気を揉もんでいただけのわたくしやヨルなんかより、よっぽどしっかりしている）」

　この半年で……セシリアは教皇としての職務の中から「相手の意図を読む」ことをしっかり学び取り。一方。ファルディオは思考を適度に切りあげ、まず今できる目の前のことに全力を尽つくすという、まるで彼らしくないやり方まで覚えた。つまり……。

「（……まったく。どこかの毛玉使い魔さんや勇者の遺志を正しく継ついじゃってまあ）」

「……可愛かわいげのない……」

　ヨルがどこか悔くやしそうにぽつりと漏もらした呟きに、レイアも大賛成だった。

　そうして、ファルディオが杖を、セシリアが剣をスーリムに突つきつけて牽けん制せいする中……スーリムは、先程の凶きよう行こうなんかまるで無かったかのように気やすい笑え顔がおを見せる。

「ああ、申し訳ない。『手が滑すべった』。悪気は無かったんです、許してくれたまえ」

　おどけて、攻こう撃げきの意志はありませんよと示すように両手を上げて裏表をひらひらと見せる魔人。……このクズときたら、それが露ろ骨こつな挑ちよう発はつだと分かっていてもなお、絶ぜつ妙みようにこちらの神経を逆さか撫なでする言葉を吐はく。

　しばらくの間、無言の睨にらみ合いが続く。……どんなに憎にくい敵だろうと、《審しん判ぱん委任者》の可能性をちらつかされている以上、こちらも下手な真似まねが出来ない。それはあちらも同じ。……なのだが、スーリムは、どこか辟易した様子で肩かたを竦すくめてきた。

「やめませんか？　こういう無む駄だな腹の探さぐり合いみたいな時間。不毛だなぁ」

「そうか？　私はそうは思わないが。旗色が悪いのはどう考えても貴様だ。圧あつ倒とう的にこちらと戦力がつりあっていない。なんとなれば、実際私達はお前を拘こう束そく出来る」

「それはどうでしょうねぇ？　貴女あなただって大凡おおよそ想像はついているんでしょう？……本来魔物に返るべき魔法エネルギーは……世界に溢あふれていた膨ぼう大だいな魔法エネルギーは、この半年、どこに消えていたのか」

「…………」

　黙り込むセシリアに、彼は更さらに追い打ちをかける。

「言い方を少し変えましょうか？　あのエネルギー……誰が掠かすめ取ったと思います？」

「……だとしても、やはり貴様からは大きな脅きよう威いを感じない。ハッタリだ」

「試ためしてみますか？　僕は別にいいですよ。ただ、僕や貴女はよくとも、その煽あおりを受ける弱者達はどうなるでしょうね。僕、手が滑る速度に関しては一流も一流でして」

　途と端たんスーリムの身体からだから滲にじみ出たドス黒い殺意と魔力の奔ほん流りゆうが、明らかにレイアへと向かっているのが感じられた。

　流石のセシリアも少したじろぐと、背後のヨルと視線を交わし……そうして、何か決断した様子で息を吐いた。

「……お前は……結局何がしたいんだ？」

「ああ良かった！　貴女が血気盛んな野や蛮ばん人じんじゃなくて安心しましたよ！」

　相変わらず一言余計なものを付け加えながらもスーリムは噓うそのように攻撃の意志を消し去ると、その笑顔のままで、ニコニコと提案してくる。

「僕としては最初から一いつ貫かんして主張は代わりませんよ。とにかく扉とびらを開けましょう。実際互たがいに、この扉を開きたいというところまでは目的が共通しているのです。だったら、少なくともそこまでは、協力者であって問題ない。違いますか？」

「なるほど。殺し合いを演じるのはそれからでも遅おそくはない、と」

「いやだなぁ、僕はそんなことしませんよぉ。だって僕ら仲良しじゃないですかぁ」

　どこまでも胡う散さん臭くさい笑みを浮うかべる魔人に対し、レイア達は視線を交わして瞬時に互いの意志を確かく認にんし合う。

　──全員、概おおむねこの提案に乗る事自体は賛成なようだった。戦力的には、やはりこちら側に分ぶがある。勿もち論ろんスーリムにはスーリムの勝算があるのだろうが、その程度のリスクは覚かく悟ごして然しかるべき。

　セシリアはレイア達へと頷うなずくと、剣での牽制はそのままにスーリムへと向き直る。

「いいだろう。それでいこう」

「そりゃ良かった！　だったら、その剣も一いつ亘たん引いて頂きたいものですねぇ……」

「…………」

「おやおや？　教皇様とあろうお方が、今だけとはいえ協力者たる僕に剣を向けるのですか？　嘆なげかわしい……。貴女の騎き士し道どう精神とやらはゲインに喰くわれたのですかね？」

　いやらしい表情でそんなことをのたまうスーリム。セシリアはしばし逡しゆん巡じゆんするも、しかしやはり騎士道精神という言葉を出されたのが効いたのか、腰こしに提げた鞘さやに剣を収め、半歩後退した。

　代わりに《審判委任者》たるファルディオとヨルが警けい戒かいのためか、スーリムを中心とするカタチで門前へと進み出る中、レイアの隣となりに来たセシリアは小声で話しかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。実は私は抜ばつ刀とう術にもそこそこ覚えがある。むしろ先程の剣先を突きつける構えより、こちらの方がヤツの首を斬きりやすいぐらいでな」

　ニヤリと口の端はしを歪ゆがめる彼女を見て、レイアもクスッと微笑ほほえむ。

「セシリアさんも中々の策士になりましたね」

「光栄だ……と言いたいところだが、どうだろうな。あの魔ま人じんを相手にしていると、それさえも全すべてが誘ゆう導どうされていた気がしてくる」

「……彼は何を狙ねらっていると思います？」

「分からない。《革命の鍵笛ギヤラルホルン》で何かをしようとしているのは確かだが……」

「わたくし達がそれを許さない。実際《聖域の扉ビフレスト》が開いた時点で《革命の鍵笛ギヤラルホルン》は出現する。そうなってしまえば、最も早はや彼は用済み。わたくし達としては、彼が《投票》や《取引》をなす前に殺してしまって全く問題ない」

　そんなレイアの発言に、セシリアはびっくりした顔をする。

「……時々正義の魔法少女とは思えない発想と言こと葉ば遣づかいをするなぁ、キミは」

「誰だれかさん達の発想が移ったんじゃないですかね。母譲ゆずりもあるかもしれませんが。……そんなことはいいです。とにかく、今言ったことはスーリムだって分かっているはずです。なのに彼には全く怯おびえたところがない。となると……」

「よほどの自信があると見える。だが……」

「ええ、だからといって、わたくし達が必要以上に及および腰ごしになっていては、トオル君に、そしてこの世界に住まう者達に顔向けが出来ない」

　セシリアとレイアが話を続ける中、《審判委任者》三名が《聖域の扉ビフレスト》の前に並び立つ。

　ヨル、スーリム、ファルディオの順で並ぶ彼らは、互いの様子を観察し合い、扉へ手を伸のばすタイミングを計り合う。

　緊きん張ちよう感が場を包む中、セシリアがそっと剣の柄つかに手を伸ばす。

「……キサラギ。ここからが正念場だぞ。準備はいいか？」

　その言葉に、レイアも杖を構えながら応じる。

「はい。今や私の魔法は殆ほとんど攻撃力を持ちませんが……それでも、それなりの戦いようはある。私はそれを、私が最も尊敬する大魔導師が戦う姿を傍そばで見て、学びました」

　ファルディオとヨルを不敵に眺ながめ回したスーリムが、悠ゆう々ゆうと扉へ手を伸ばす。

　現在扉に触ふれている《審判委任者》が──まず一人。

「……セシリアさん、わたくし達がすべきことは分かっていますね？」

「当然だ。スーリムを倒たおすないし足止めすることで、メルクリウスとヨルの《革命の鍵笛ギヤラルホルン》到とう達たつを最大限援えん護ごする」

　スーリムの視線を受けたヨルが、一つ嘆息してから扉へと手を伸ばす。

　二人。

「……この再審しん査さを正常に終わらせるためならば……ファルディオとヨル、二人の出した答えを世界に刻むためなら、わたくしは……いえ、わたくし達は──」

「──命も賭とそう。世界のために。……いや、大事な仲間達の、遺志のために！」

　秘ひめた瞳ひとみで、ファルディオが《聖域の扉ビフレスト》へと手を伸ばす。

　三人。

　刹せつ那な──《聖域の扉ビフレスト》が淡あわく光り出すと共に、決戦の到とう来らいを告げる無機質な女め神がみの声が一帯へと響ひびき渡わたった。




〈《審判委任者》三名による開かい扉ひ要求を確認致いたしました。これより《最終裁決》を開始致します〉




【ミカミリョウ──友人家族について──】




　親友クロノフブキと、俺の片かた想おもいの相手ハシマミユキが付き合い始めた時。

　俺、ミカミリョウは……自分でも呆あきれる程ほど、それを素す直なおに喜べてしまった。

　勿論、嫉しつ妬とが一いつ切さい無いと言ったら噓になる。けれど高校時代からいつだって仏ぶつ頂ちよう面づらのハシマミユキには心の底から幸せになって欲しいと願っていたし、一方で親友のクロノフブキ程優やさしく聡そう明めいで頼たよれる男はいないと思っていたから、その二人が一いつ緒しよになると聞いて、咄とつ嗟さに「そりゃあいい！」と思ってしまったのだ。

　……いやまあ、すぐに「いやお人ひと好よしか俺は！　兄貴じゃないんだから！」と思い直したものの、後の祭りだ。嬉うれしい気持ちに噓はつけない。

　だから二人が結けつ婚こんし、ヒロキ君とフウト君という二人の子供を授さずかった際も、我がことのように嬉しかった。

　……元々、ミユキの家庭環かん境きようがあまり良くなかったのを知っていたのは勿論。

　実はフブキも、早くに家族を亡なくし……引き取られた先の家で、肩かた身みの狭せまい思いをしていたのを、俺は知っていたから。

　勿論、彼は自分の境きよう遇ぐうをことさら人前で嘆いたりするタイプではなかった。が、やはり……一緒にいると、彼が「家族の温ぬくもり」を求めているのは、俺にも分かった。

　だから、二人が温かい家庭を築いていく姿が本当に微笑ましく……。

　……そして、だからこそ。

　フブキが病気に倒れ……同じ症しよう状じようが子供達にも現れ始めた時、世界はなんて残ざん酷こくなのかと思った。ミユキじゃなくたって、神を呪のろいたくもなる。

　しかし、それでもフブキ本人は、病びよう床しようで笑え顔がおを絶やさなかった。

　自分が一番苦しいだろうにもかかわらず、積極的にヒロキやフウトを見み舞まい、遊び、教え、愛を注いだ。

　驚おどろく程狡ずる賢がしこくて意外と好戦的なヒロキ君とは将しよう棋ぎやボードゲームに興じ。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいで人の話を良く聞き、自己主張は苦手で大人しく、だけどその実胸の内に熱いものを秘めたフウト君とは一緒にヒーロー映画を観みて、最後にはどっちが子供か分からないぐらいに熱ねつ狂きようする始末。

　彼が口にするのはいつだって、前向きな言葉だった。妻のミユキにさえ、一度たりとて弱音を吐はかなかったという。

　俺はある時、彼のそんなありようがあまりにいたたまれなく……もっと心の内をぶちまけろよと、みっともなく叫さけんだことがあったのだけれど。

　そんな俺の心配を……彼はベッドの上から快活に笑い飛ばしてきた。

「あはは、違うよ、リョウ。僕はずっと言いたい事をいっているし、やりたいことをやっているんだ。痛いとか苦しいとか言ってる暇ひまがあるなら、大好きな家族と一分一秒でも楽しく過ごしたい。遺のこしていく息子むすこ達には、僕が伝えられる限りのことを伝えたい。教えられる限りのことを教えたい。ただ、それだけなんだよ。僕程欲よく望ぼうに忠実な人間、そうはいないと思うけど。……さて、そんなわけで、今日は何して遊ぼうか、リョウ」

　……本当に、噓みたいな男だった。お人好しを突つき詰つめた兄貴とも少し違う。自分の心からの願いを叶かなえるためなら、とてつもない力をなんなく発揮する。身体がボロボロになってもその精神力だけで健康体の人間と同じように……いやそれ以上に家族との団だん欒らんを楽しみ、そうして最後には……まるで素晴らしくいい夢でも見ているかのように眠ねむりにつき、しばらくの後、緩ゆるやかに息を引き取った。

　彼のその顔を見た時、俺は決意した。遺されたミユキ達家族は、俺が、なにがなんでも幸せにしてやろうって。

　彼のためじゃない。

　俺はミユキが好きで、子供達が好きで、なにより……クロノフブキが大好きだったから。だからこそ、俺は、自分の欲望に忠実に……ミユキ達を支えようと思っただけだ。

　それはミユキだって同じだったはずだ。クロノフブキという偉い大だいな人間に恥はじないよう、懸けん命めいに生きようと決意し、彼が亡くなっても折れずに気き丈じように生き続けた。

　…………。

　けれど、その数年後。

　俺の兄夫妻がトオルを遺して船の事故で亡くなり。

　それから程なくして、フウト君が、病床で息を引き取った時。




　完全に笑顔を失った俺達はやはり……クロノフブキにはなれないと、改めて思い知らされたのだった。








第六章









　ファルディオ・メルクリウス




〈《審しん判ぱん委任者》三名による開扉要求を確かく認にん致しました。これより《最終裁決》を開始致します〉

　アウルのアナウンスが響いた刹那──つまりは《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の出現条件を満たしたその瞬しゆん間かん、ファルディオが即そく座ざに行動を開始した。

「（なにはともあれ、まずは俺が《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触れておく！）」

　こうなってしまえば、ディメンション・ムーブを使えるファルディオなら扉とびらに人一人が滑すべり込める隙すき間まが開く時間さえ待つまでもない。改良に改良を重ねて、再使用インターバルも元の一時間から一分にまで縮められ、それも経過している。

　唯ゆい一いつこの禁きん忌き魔法の体力消費量……魔力変へん換かん効率だけはどうしても改善が難しかったが、それでもこの程度の距きよ離りをファルディオ単体で飛ぶのみなら、軽い息切れ程度で済むはずだ。

　ヨルが「（行け）」と目配せする中、ファルディオはこの半年磨みがきに磨いた禁忌魔ま法ほうの高速発動で一秒かからず転送魔法を発動──

「なっ!?」

　──しかけたその刹那、突とつ如じよ扉とファルディオの間に闇やみの穴がぽっかりと姿を現した。

「（呪じゆ船せん・スキーズブラズニルへの入り口！　このまま転送したら──）」

　一瞬の判断の迷い。そのコンマ一秒後には「（高速移動じゃなく座標連結転送なのだから目の前に穴があろうがなかろうが関係ない！）」と判断出来たものの、時既すでに遅おそし。

「がっ!?」

　突とつ如じよ暗闇の中から伸びてきた細く湿しめった「舌」が、ファルディオの喉のどに巻き付いたと思ったら、次の瞬間には身体ごと穴へと引き込まれた。

「（っべぇ！）」

　詠えい唱しよう無しで発動出来るのがウリの禁忌魔法とはいえ、流石さすがに異常事態の連続で集中力が乱されてしまえば、発動もキャンセルされる。

　ファルディオの視界に、闇の奥で怪あやしく目を光らせる巨きよ大だいな蛙かえるの魔物──頭に《呪針・ミストルティン》の刺ささった魔物が映る。

「（配下の魔物を異空間に待機させとくぐらいまでは想定済みだったが……）」

　まさかここまで綿密な連れん携けいを取られるとは。

　身体からだが高速で闇の中へと引き摺ずられて行く中、背後から女性二名の声が響き渡る。

「メルクリウス！」「ファルディオ！」

　咄嗟に足が摑つかまれる感覚。恐おそらくは反応の早いセシリアだろう。どうにか止まったファルディオの目の前に、今度は摑まれと言わんばかりに魔法少女の杖つえが差し出された。が──

「が────あぁ──……っ！」

　セシリアが全力で引き戻もどそうとしてくれていることはありがたかったが、それが故ゆえに、喉に絡からまった舌が余計食い込んでファルディオの意識が飛びかける。

　すぐにそれを察してくれたらしいセシリアは、即座に対応を切り替かえ──ファルディオの足を放すと同時に、今度は全力で自ら穴の中に飛び込んだ。

　舌で引っ張られるファルディオよりも更さらに高速で蛙に迫せまったセシリアは、まず舌を高速の抜ばつ刀とうで切断しファルディオを解放しつつも、返す刀で蛙の本体を両断する。

「げほっ！　げほっ！」

　咳せき込みながらも意識を回復したファルディオは、ドロリとした闇が満たす無重力空間の中で漂ただよいながらもすぐに再び《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の目前へと転送を試みた。が──

「（くそっ、駄だ目めだ、やっぱ異空間内じゃキャンセルされる！　一いつ旦たんここから出ねぇと！）」

　そう考え直して入り口の方を振ふり返る。光の中に、こちらを覗のぞき込むレイアの姿が見え、その背後からはヨルとスーリムの戦せん闘とう音らしきものが響ひびいていた。

「くっ」

　背後でセシリアが呻うめく。ファルディオも彼女も、入り口に戻りたいのはやまやまなのだが……足場も壁かべもない無重力空間ではうまく動けず、引きずり込まれた勢いそのままに、どんどん入り口が遠のいていく。

「ファルディオ！」

　ゆっくりと閉じていく穴からこちらをのぞき込み、叫ぶレイア。ファルディオは一瞬だけ光を背にした魔法少女の姿に心を奪うばわれながらも、すぐに強い意志で叫んだ！

「こっちはいい！　お前はとにかくヨルをサポートしてまずスーリムを──」

「今行くわ！」

『へ!?』

　ファルディオとセシリアの素すっ頓とん狂きような声が闇の無重力空間に響き渡わたる。

　次の瞬間、閉じかけの穴へと勢いよく飛び込んで来る魔法少女。彼女が身を投じた直後、入り口の穴は完全に閉じた。

　ファルディオ達へ追いつこうと、平泳ぎをするように闇を搔かく魔法少女。どうやらこの闇には実際多少の「粘ねん性せい」のようなものがあるらしく、ファルディオとセシリアも徐じよ々じよに減速し、闇を搔いてレイアと合流を果たす。

　そうして、三人、闇の中で顔を突き合わせたところで……。

　セシリアとファルディオは二人、全力で叫んだ！

『なぜ来る!?』

「え？　あー……いや…………。…………わたくしも、一応乙女おとめなので……」

『はい!?』

「いや…………その……男の危機には駆かけつけたいというか…………それにその、いくら犬けん猿えんの仲とはいっても、異空間に二人っきりとかってどうなのかなー……というか……」

『はぁぁぁぁぁああああああああ!?』

「ごめんなさい、アホでした」

　ようやく素す直なおに謝罪したレイアに、二人はやれやれと肩かたを竦すくめる。

　そうして、三人一息ついたところで。

　改めてこの状じよう況きようを──邪じや悪あくな闇の瘴しよう気きが満たす現世とは隔かく絶ぜつされた空間内で、付近には自分達を取り囲む大量の魔物の気配が感じられるという馬ば鹿かげたこの状況を、ふむふむと受け入れると。

　──三人、全く同時に、呟つぶやいた。

『……もしかして、詰んだ？』

　……最終決戦の場から、魔ま王おうだけ残してまさかの戦線離り脱だつを果たすという、稀き代だいの間ま抜ぬけ人類三人組が……そこにはいた。




　ヨル




「（ええええええええええええええええええええええええええええええ!?）」

　スーリムのふるう呪じゆ鞭べんを魔力の刃やいばで弾はじきながら、ヨルは愕がく然ぜんとする。

「（ボクかファルディオ君のどちらかが無力化させられる程度までは覚かく悟ごしていたけれど……どうしてよりにもよって、二秒で全ぜん滅めつしてんのっ、人類！）」

「これは僥ぎよう倖こう僥ぎよう倖こう！」

　楽しそうに笑いながらスーリムが無数の《呪針ミストルティン》を飛ばしてくる。ヨルほどの存在ならば本来痛いたくも痒かゆくもない攻こう撃げきだったが、これから《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触ふれることを考えると、余計な心配事を残したくない。ヨルは面めん倒どうに思いながらも、自らの身体に魔力光の粒りゆう子しを纏まとって小さな針達を弾いた。
















　と同時に、地面の一部を槍やりのように隆りゆう起きさせてスーリムへと差し向ける。が、スーリムはこれをまるで風にたゆたう綿の如ごとく、ひらりとかわす。

「おお、怖こわい怖い」

　そんなことをのたまいながらも、その顔にはどこか余よ裕ゆうすら感じられる。

　ヨルは思わず舌打ちした。

「（身体能力は魔人の中でもそう高くないはずなのに……どうも底が見えない）」

　開きかけの《聖域の扉ビフレスト》を中心に、二人、正面から対たい峙じする。既に扉には人一人入れる程度の隙間が開いていたものの、ヨルもスーリムも互たがいに勢い込んで飛び込むような真似まねはしなかった。

　二人とも、気付いていたのだ。前回の試練とは、レースの質が全く違ちがうということに。

「（トオル君の時が『たった一人の勝者を決める』レースだとしたら……今回は『自分以外の邪じや魔ま者ものを蹴け落おとす』ことが最優先されるレース。三者全員が全く同じ権利を持つこの状じよう況きよう下かでは、着順に大して意味はない。むしろ競合相手を消すことにこそ価値がある）」

　この状況で敵を無視して《革命の鍵笛ギヤラルホルン》を目指そうものなら、確実に背後から討うたれる。

　唯一、ディメンション・ムーブを持っていたファルディオならば争いを避さけてゴール出来る可能性があったのだが……そこを、スーリムに読まれてしまっていた。

　ヨルは、ファルディオ達の吸い込まれた穴の方をちらりと確認する、が、その視界に入ったのは入り口が丁度閉じるその瞬間だった。

　スーリムが心底楽しそうに笑う。

「ヨル、貴方あなたがどれだけ僕の頭脳を買いかぶってくれているか分かりませんが、これだけは正直に言っておきますね。……まさか三人も釣つれるとは、思わなかったですよ」

「だろうね……」

　げんなりとそれに応じるヨル。……もう人類に関しては見切っていいんじゃないかと思ったものの……だとしてもやはり世界のためにスーリムは止めるべきだ。

　気合いを入れ直して再び戦闘の構えを取るヨルに、スーリムは苦笑いを見せる。

「魔王様が一いつ介かいの魔人にガチな勝負仕し掛かけるのって、みっともないと思いませんか？」

「思わないね。人間が腕うでに止まった蚊かを強く叩たたくのと同じさ。害あるものを排はい除じよする行こう為いには、騎き士し道どう精神も何もない」

「あはは、虫に喩たとえるなんて酷ひどいなぁ。ヨルも知っての通り、これでも僕は元々狐きつね型の魔物だったのに」

「……今となっては、それもどうだかね。案外キミ、ボクと会う前から別の手段で知性や能力を獲かく得とくしていたんじゃないの？」

「まっさかぁ。低級な雑魚ざこ魔物だった僕が魔王様を謀はかるだなんて、そんな恐れ多い！」

　大おお袈げ裟さにぶるぶると首を振るスーリム。

　ヨルは一つ溜ため息いきをつくと、彼に向けた掌てのひらから圧縮した空気の塊かたまり──風ふう弾だんを撃うち出す。

　風弾はスーリムの顔面目指して一直線に飛んだものの……すんでのところで、首を傾かたむけたスーリムに回かい避ひされた。

　スーリムの青あお髪がみを僅わずかに散らした風弾が、その背後の細木を貫つらぬき倒たおす。スーリムはにこにこと笑ったまま、何事もなかったかのように会話を続けてきた。

「イマイチ分からないんですけど、ヨルは何を理由に僕と敵対しているんです？」

「キミが、キミだから」

「おやおや、嫌きらわれたものです！　僕悲しいなぁ！」

　そう言って今度は大袈裟な泣き真似を始めるスーリムを見て、ヨルはいよいよ辟へき易えきしてくる。

「（ゲイン……キミの印象は正しかったよ……）」

　ゲインは最初からスーリムとそりが合わなかった。魔人同士仲良くして欲しかったヨルとしてはスーリムの加か虐ぎやく趣しゆ味みにも「まあ魔物である以上、人間相手にある程度はね……」と理解を示していたのだが……やはり、それが間違いだったようだ。

　確かに、魔人というのは最初から魔物の中でも特別な感性を持った魔物だ。

　イグニールは人類の「狡こう猾かつさ」を好んでいた。人の思おも惑わくが大量に入り乱れる場など大好物で……だからこそ今は教会の中で権けん謀ぼう術じゆつ数すうにまみれた組織の鑑かん賞しようを趣味としている。歪ゆがんではいるが、なんだかんだ結局は人類が好きなのだ、彼は。

　ミュートは人類の「罪悪感」を好んでいた。人類が後こう悔かいや罪の意識に打ちひしがれる姿をこそ好み、そのためならば姿を変えて様々な人間を唆そそのかした。ともすれば一番スーリムに近い感性に見えるが、実は決定的に違う。というのも、「罪悪感」というのは実際「善性」にこそ根付くからだ。根っからの悪人はそもそも「罪悪感」など抱いだかない。「罪悪感」を抱くのは、いつだって善人だ。結局のところ彼女は「善人」が好きなだけなのだ。だからこそ、彼らを時に支し援えんまでする。勿もち論ろん、魔人特有の残ざん酷こくさは有しているが、それは自然なことだ。……無茶苦茶なようでいて、案外筋の通った存在。それがミュートだ。

　そしてゲイン。本人は自分には他の魔人のような人類愛がないと語っていたが、セシリア・シヴィルとの関係性を見るだに、それは違ったようだ。

　ヨルから見て、結局のところ彼は、人類の……「強さ」を愛していたのだろう。肉体的には勿論、精神的な強さまで。誰だれより気高い彼らしい愛だ。

　そして、だからこそ。

　人類の「脆ぜい弱じやくさ」を愛してやまないという、スーリムとは決定的にそりが合わなかった。

「（魔ま人じん達のこういう性格を、ボクは全て認めていた。だって、たとえ歪いびつだろうと……そこには、ちゃんと『愛』があったからだ。だけどスーリムのそれは……）」

　……「弱さを愛す」と言うならば、本来は人類の弱者をこそ愛めで、横暴な強者こそを心底嫌う……そんな魔人になるのが順当だ。

　しかし彼の場合は……『脆弱さ』を愛す彼は、弱者を更さらに弱者たらしめた上で、無残に握にぎりつぶすことにこそ快感を覚えているフシがある。

　そんな感性をヨルは……最も早はや「愛」などとは呼びたく、ない。

「（そんなのはもう、魔物も人類も関係なく────ただの『ゲス野や郎ろう』だ）」

　自分の甘さに怒いかりが込み上げてくる。人類から何度となく裏切りを受け続けてきたヨルだったが、しかしそれでも、この魔人が世界にもたらした被ひ害がいだけは、誰のせいでもなく、間違いなく自身の過失だと感じていた。

　ヨルは再び掌に空気の圧縮を開始するも、しかし……スーリムは未いまだにヘラヘラと魔王へ対峙していた。

「あ、《投票》のことを心配してますか？　だったらここで宣言しますよ。僕、スーリムは神に誓ちかって、《禁きん忌き魔法世界の継けい続ぞく》に投票致いたします！」

　胸に左手を当てながら右手を空へとピンと伸のばす、ニヤけた貴族風の青年。

「…………」

　しかしその言葉にも、ヨルはピクリとも反応せず空気の圧縮を続ける。

「（……だからどうした。魔人がその選せん択たくをするのは意外でもなんでもない。そもそもボクとファルディオ君の意見も《禁忌魔法世界の継続》で一いつ致ちしていた。今いま更さらだ。彼の一票があろうがなかろうが関係ないし、そもそも彼の言葉は何一つ信用ならない）」

　そんなことを考えながらヨルは、圧縮の終わった風弾を放とうと──

「そうそう。ヨルは、憎にくき仇かたきと再戦を果たしたいとか、思わないですかね？」

　──したところで、スーリムの言葉に反応して思わず動きを止めた。

　……あまりにも彼の発言が意味不明すぎて、逆に興味を引かれてしまったのだ。

「……仇との再戦？　この期ごに及およんで一体なんの話を……」

「何の話も何も、貴方にとって『仇』なんて、一人しかいないじゃないですか」

「…………」

　……戯たわ言ごとだ、耳を貸すなとは思いつつも……心の乱れは正直に魔力制せい御ぎよへと顕あらわれ、掌の前に形成されていた風弾の空気圧縮率が低下する。

　当然、めざといスーリムがそれを見み逃のがすことなく。

　彼は、両手を仰ぎよう々ぎようしく広げて、畳たたみかけるようにヨルへと提案してきた。




「ボクが《取引》を用いて、彼──これまでスキーズブラズニルの中に封ふう印いんされ生き存ながらえてきた初代審しん判ぱん者しや……クロノフブキと再会させてあげましょうかって話ですよ」




「な────」

　刹せつ那な、ヨルの作っていた風弾は──完全に霧む散さんした。




　ファルディオ・メルクリウス




「っべぇな、これ。全く打開策が見えねぇ」

　スキーズブラズニル内で散発的に襲おそい来るスーリムの配下魔物に適てき宜ぎ対応しつつ、ファルディオがぐちる。

　セシリアもまた、雑魚魔物を片手で軽く斬きり伏ふせながら嘆たん息そくした。

「まあ、今のところ発見は、この『足場』が見つかったことだけだな」

　言いながらカツカツとガラスのような質感の「足場」を歩く。闇やみの無重力空間内でぼんやりと緑色に発光し、周辺空間に限定的な重力を発生させるそれは、ざっと見たところ小さな公園程度の広さがあるようだ。

「どうやら、こういう『広場』が、このだだっぴろい空間に点在しているようだな」

　ファルディオの推理に、レイアが頷うなずく。

「いかに生命維い持じ機能があるとはいえ、完全なる無重力空間では不都合な事が多いですからね。適度に光源も兼かねた足場が作ってあるのでしょう」

「作ってって……ああ、そういやこれ、スーリムの能力じゃなくて神工物なんだっけか」

「ヨルの説明ではそうらしいです。ただ、アウルが直じき々じきに手がけたものではなく、アウルの発明した技術を根幹に用いつつも他の人類が作ったものみたいですが。ヨル曰いわく『アウルだったらもっと余計な機能とか馬ば鹿かな機能つけるよ』らしいです」

「なんか納得だな、そりゃ。この空間はなんつうか……ホント面白味がねぇ」

　ファルディオは思わず嘆息するも、しかしレイアは「そうですかね？」と反論してきた。その言葉の意味が分からず彼が首を傾かしげていると、突とつ然ぜんレイアの背後に中型サイズの蛾がの魔物が現れる。

　即そく座ざにセシリアが剣けんの一ひと振ふりで蛾を両断するも、敵が死に際ぎわに放った毒々しい鱗りん粉ぷんがすぐには消えきらず、レイアへと降り注ぐ。セシリアがレイアの手を引こうとし、ファルディオが咄とつ嗟さに杖つえを構える中──しかしレイアはそれらをやんわりと制し、そして……。

「《そよ風よ》」

　優ゆう雅がに振ふったステッキから小さな竜たつ巻まきを発生させると、背後の鱗粉をあっさりと見事に全すべて……余すところなく吹ふき飛ばした。

　その鮮あざやかな手並みにファルディオとセシリアは感心するも、すぐにおかしなことに気付き、二人勢い込んで訊たずねた。

『魔法が普ふ通つうに使えている？』

　その問い掛かけに、レイアはふわりと微笑ほほえんで「ええ」と応じる。

「どうやら魔素……いえ、魔力ですか。それが、この空間には充じゆう満まんしているようです。しかも、その濃のう度どたるや《加護節》の数十倍。力の加減に苦労するぐらいです」

　そう言いながら、再び《そよ風よ》と何もない空間に向かってステッキを振るレイア。すると今度はボロ家屋ぐらいなら軽く吹き飛ばせそうな程ほどの竜巻が出現した。

　適当なところでレイアが魔法を切り上げる中、ファルディオが腕うでを組んで考察する。

「……しかし、こりゃどういうわけだ？　スキーズブラズニルの機能か？」

「どうでしょうね。でも、魔力を制せい御ぎよする機能っていうのは、それこそこの世界の根幹にも関かかわるシステムでしょう？　そんな技術を、あのアウルが他人に扱あつかわせるでしょうか」

「だとしたら、どうなる？」

　セシリアの質問に、ファルディオとレイアは一度顔を見合わせ……そして、二人同時に、全く同じ推測を口にする。




『この空間に、絶大な魔力を放つ何かが、ある？』




　刹那、突とつ如じよ空間全体が脈を打った。

　ドクン。

『!?』

　三人一いつ瞬しゆん眩暈めまいを覚え、自身の体調不良を疑うも、どうやら違ちがうらしい。

　床ゆかが、場が、魔物が、空気が──全てが、脈動している。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン。

「なんだっつううんだよ、おい！」

　ファルディオが叫さけび、セシリアとレイアも緊きん張ちようの面おも持もちで警けい戒かいを続ける。

　そうして最初に異常に気付いたのは、セシリアだった。

「スーリムに操あやつられていた生物達の気配が……消えている？」

『え？』

　言われてファルディオとレイアも周囲を観察する。……確かに、先程までは肌はだがひりつくような敵意が空間を満たしていたというのに、今はそれが一いつ切さいない。

　普通に考えれば、ありがたいことだ。しかし今の三人には……それがかえって、不ふ吉きつの兆候に思えてならなかった。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン。

　そうして、空間は尚なおも脈打ち続けたが……しかしそれ以上の何かが今すぐ起こるような気配もない。

　三人、一いつ旦たん大きく息を吐はき出す。

　そうして多少なりとも混乱が落ち着いてきたところで、ファルディオはふとあることに気付き、舌打ちした。

「ちっ、そろそろ《聖域の扉ビフレスト》開けてから三百秒……つまりは《投票》の期限だぜ」

　その言葉に、セシリアとレイアも残念そうに肩かたを竦すくめて応じる。

「せめてヨルだけでも《投票》してくれていればいいのだが……」

「この隔かく絶ぜつされた異常空間内ではその結果さえ分かりませんね。魔法が戻もどったのか、それとも禁忌魔法主体の世界が続くのか」

　ファルディオは折せつ角かくトオルが与あたえてくれた投票権をみすみす失ってしまったことを悔くやみつつも、しかしすぐに意識を切り替かえて「まあ……」と呟つぶやく。

「こうなってくると、最早そこは大した問題じゃねーな。出来ればトオルの望み通り、禁忌魔法主体の世の中にしたいところだったが……最悪魔法世界に転んでいたところで、人類や魔物が今すぐ甚じん大だいな被害を被こうむるわけでもねぇ。問題はむしろ……スーリムがロクでもねぇ野望を達成しちまったか否いなか、だ」

　ファルディオの疑問に、周囲の気配を注意深く探さぐりながらセシリアが応じる。

「普通に考えれば、単純な力比べでヨルが後おくれを取る理由はないだろうな」

「そうなると、わたくし達としては……ヨルがスーリムからスキーズブラズニルの制御権を奪うばってくれるのを信じて黙だまって待つのが最善ということになってきますが……」

　そうレイアが語る間にも、空間は不気味に脈打ち続ける。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン。

　……三人は、黙もくしてただ目を見合わせると。

　次の瞬間には一いつ斉せいに駆かけ出し、発光床の重力制御を抜ぬけて無重力空間へと向けて思い切り飛び出した。

　目指す先は、不気味な鼓こ動どう音が一ひと際きわ大きく聞こえる方向。つまりは──最悪の脅きよう威いが待つであろう方向だ。

　おおよそ正気の沙さ汰たではない行動。しかし……。

「状じよう況きようが分からん時は無む闇やみに動かねぇのがベターだってことぐらい、頭じゃ重々分かってんだけどな……でも……」

　無重力空間を高速で遊泳し、光る床を次から次へと渡わたりながら三人は前方をしっかりと見み据すえ、そして──まるで子供のような無む邪じや気きな表情を浮うかべ、声を合わせて意い気き揚よう々ようと叫んだのだった。

『トオル（君）だったら、きっとこうする！』




　闇の海に浮かぶ小島を、三人はレイアの風魔法によるアシストも受けながら跳はね渡る。

　そうして黙もく々もくと移動を続けること数分。

　いよいよ鼓動の音が極大に達したところで、次の足場が途と絶だえてしまった。

　ファルディオは周囲に自分達が元居た場所以外の足場が見当たらないのを確かく認にんし、表情を引き攣つらせる。

「おいおい、まさかここからは完全なる無重力遊泳かよ」

　その泣き言に、レイアが応じた。

「遊泳自体はいいですけど……それよりも問題は、鼓動音は既すでにかなり間近から発せられている様子なのに、その核かく心しんがまるで周囲に見当たらないことですね」

「アテもない暗くら闇やみ探たん索さくなんざ、ぞっとしねぇな」

「ええ、まったく」

　二人が文字通りの先行き不ふ透とう明めいさに肩を落とす中、それまで黙り込んでいたセシリアが、珍めずらしく俯うつむいたままで喋しやべり出す。

「……いや、アテなら見つけたぞ。これ以上の探索は不要だろう」

「ああ？　んなこと言ったって何処にも……」

　ファルディオは改めてぐるりと周囲を見み渡わたすも、やはり鼓動音の正体どころか足場さえ見当たらない。もしかしたらセシリアの視力や気配察知能力をもってしてようやく感じ取れる類たぐいの何かなのかと彼女に視線を向けると、セシリアは……。

「下を見てみろ。それで分かる」

「下？」

　言われて、ファルディオとレイアは改めて足あし下もとを見やる。そこにあるのは相変わらずどういうレベルの技術で作られたのか想像も出来ない、発光するガラス床であり。それ以外には何もおかしなところは──と、そこまで考えたところで、ファルディオはあるものを見つけ、思わずぞくりと身体からだを震ふるわせた。

　同様の反応を浮かべたレイアが、よろめくように後ずさりながら呟く。

「…………これは……いくらなんでもちょっと……」

　彼女の反応を受け、セシリアもまたその顔に冷ひや汗あせを滲にじませる。

「光る床を探すばかりで見落としていたが……まさか、私達のまさに真下に、あんなものが息づいていたとはな……」

「おいおい、シャレになってねぇぞこれ……」

　これまで多くの異常事態を経験し乗り越こえてきたファルディオだが、そんな彼をもってしても、その視界に映った「それ」には、啞あ然ぜんとせざるを得なかった。

　なぜなら。彼らの立つ発光床の直下……闇の奥に、うっすらと見えたそれは。




　黄金色の小麦畑にも見み紛まがう燃え盛さかるたてがみが、緩ゆるやかに上下を繰くり返す姿──




　──つまりは、途と方ほうもなく巨きよ大だいな生物の、背中と思おぼしき偉い容ようだったのだから。




　ヨル




　強大な力と広い視野を持ち、長い歳月を生きた神にも等しき存在、魔ま王おうヨル。

　そんな今や誰だれよりも熟成されきった彼の心にさえ、未いまだ大きなさざ波を起こせる存在がいるとすれば、それはたった二人。

　女性科学者アウルと──そして初代審しん判ぱん者しや・クロノフブキだ。

　恩人であり友人であり保護者とも言えるアウルへの想おもいが深いのは当然だが。

　そんな彼女の命を無残に散らした存在──クロノフブキへの憎ぞう悪おが抑おさえ切れないでいるのを、ヨルは認めざるを得なかった。

　実を言えば、そもそもあの決定的事件が起こる遥はるか以前から、ヨルはクロノフブキという人間が苦手だった。

　彼は、一言で表現すると「理想の好青年」だ。

　明るく爽さわやかで快活。それでいて時折驚おどろく程無邪気で純じゆん粋すい。時折驚く程無知ではあるが基本は聡そう明めいで知的であり、他人の意見はとことん尊重し、この世界に纏まつわる事象の全てを真しん摯しに学ぼうとする。

　外見も作り物の如ごとく小こ綺ぎ麗れいで、色白で端たん整せいな小顔に、美しくしなやかな体つきを誇ほこっていた。当然女性人気も抜ばつ群ぐんだったが、当人はと言えば彼女らには一切見向きさえしない生き真ま面じ目めな性格だった。あまりに欲よく望ぼうが無く見えるため、周囲の噂うわさでは召しよう喚かん元の世界に誰か深く愛する人でもいるのではないかということだったが、恋れん愛あい事ごとに疎うといアウルやヨルはそこに関して特に興味もなく、掘ほり下げて訊たずねることもなかった。

　自分勝手なところは一切無く、どこをとっても、非の打ち所が見つからない青年。

　なのになぜか……ヨルとアウルには彼個人が、何か重大な闇やみや秘密を抱かかえているように思えてならなかった。根こん拠きよらしい根拠は、一切無い。殆ほとんど直感だ。だからヨルは彼に対するその印象を……自分側の浅ましい感情の問題なのだと結論し、しばらくの間はそのことを日々自省するばかりだった。

　……そして、だからこそ、気付くのが遅れてしまった。誰に対しても従順な彼の心が《繁はん栄えい派》の洗脳工作でいいように弄もてあそばれ、壊こわされていたことに。……いや。

「（本当にアレは……洗脳だけの問題、だったのだろうか？）」

　全ての惨さん事じが終わった後……人類の裏切りによる封ふう印いんを受け、考える時間だけはたっぷりと出来たヨルの中に、ある時そんな考えが浮かんだ。

　勿もち論ろん彼の心が壊れた直接の要因は《繁栄派》の馬ば鹿かげた洗脳工作だろう。だが、その「壊れ方」はどうだ。

　理性が崩ほう壊かいし、その本能が剝むき出しになった際、彼が真に求めていたもの。

　それが純粋な「力」であったからこそ……あの大惨事へと繫つながった。

　彼の求めたものが、金であったり、名めい誉よであったり、愛であったりしたならば……また違ちがった結果になったのだろう。

　だが、彼は力を求めた。それも、「生」を渇かつ望ぼうするが故ゆえの力。他者を蹂じゆう躙りんしてでも自分だけが生き残ろうという、圧あつ倒とう的に原始的で暴力的な力。

　それを求めた彼自身には、本当に一切責任がないと、言えるのだろうか？

　根本の感性がそれでは、案外、洗脳工作がなくとも、彼は土ど壇たん場ばで似たような選せん択たくをしでかしたのではなかろうか？

　そんな考えが頭に浮かんでしまうと、もう、ヨルはこの件に関して冷静に俯ふ瞰かんで見ることが出来なかった。

　だからこそ。

　クロノフブキという個人への憎ぞう悪おとそして恐きよう怖ふが、未だに彼の中では燻くすぶり続けている。




「ボクが《取引》を用いて、彼──これまでスキーズブラズニルの中に封印され生き存ながらえてきた初代審判者・クロノフブキと再会させてあげましょうかって話ですよ」

　スーリムからそんな提案を受けた時、ヨルは自分でも意外な程ほどに動どう揺ようしてしまった。

　自分の手で討うったと確信していた彼が生き永らえていたこと、この時代に他者からその名前を聞くとは思っていなかったこと、そしてなにより──自身の中で彼への怒いかりが全く風化していなかった事実への驚き。

　そういった感情の奔ほん流りゆうが一気に押し寄せた結果──ヨルに油断が生じてしまった。

「な────」

　それは、時間にしてみれば瞬またたきの間にも満たないほんの一いつ瞬しゆんの弛し緩かん。

　実際その直後には即そく座ざに理性で感情を抑おさえこみ、今やるべきこと──スーリムへの対処へと意識を戻したものの、時既に遅おそし。

　気付けばヨルの胴どうを、実体無き呪のろいの鞭むち──《呪じゆ鞭べん・グレイプニル》が薙ないでいた。

「（しまった！）」

「おっとすいません、手が滑すべりました」

　鞭を振ふり抜きながら爽やかな笑顔を見せるスーリム。ヨルは酷ひどい眩暈めまいに耐たえながらも、即座に風ふう弾だんを撃うち出すも、上手うまく狙ねらいが定まらず盛せい大だいに外してしまう。

「（この程度の能力、ボクなら数秒もあれば全回復するけれど……その『数秒』こそが今は極きわめて致ち命めい的！）」

　早くも呪いによる不調のピークを過ぎたヨルはどうにか一歩前に踏ふみ出すも──スーリムは既に《聖域の扉ビフレスト》を抜け、《革命の鍵笛ギヤラルホルン》へと続く長なが廊ろう下かの中腹まで到とう達たつしていた。

　ヨルは自らの足が傷つくのも厭いとわず地を破は裂れつさせて前方へ吹ふき飛び、更さらには風の力を最大限利用して飛行するも、しかしやはり呪鞭の影えい響きようで想定していた程の速度が出ない。

　スーリムの背を追いながら、ヨルは忸じく怩じたる思いに駆られる。

「（ボクはどうしていつもこう……！）」

　昔からいつもそうだった。大事な所で甘さが露ろ呈ていし致命的なミスをしでかす。アウルが死んだ時も、自分が封印された時も、ヒロキを守りきれなかった時も、そして、むざむざ幼き勇者の命を散らせてしまった半年前も。

　いよいよ《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の目前まで迫せまったスーリムに対し、ヨルは自らの持つ最速の攻こう撃げき手段──光の集束による熱線を指先から撃ち出す。

「っ！」

　それはスーリムの肩かたへと見事直ちよく撃げきしたものの──しかし、弱い。圧倒的に火力が足りない。せいぜい彼の皮ひ膚ふ表面に火傷やけどを負わせる程度であり、とてもじゃないが行動の制止には至らない。

　スーリムはちらりと背後を窺うかがいながらも、《革命の鍵笛ギヤラルホルン》へと手を伸のばす。

　そうして、その必要はないのに、わざわざ自分の要求を高らかに宣言した。

「《投票》は《禁きん忌き魔法世界の継けい続ぞく》へ！　《取引》は──」

「やめ──」

　ヨルが制止をかけようと叫さけぶも、しかしスーリムはまるで世界平和でも祈いのるかのような笑えみを浮うかべると──一いつ切さいの躊躇ためらいもなく、その願いを口にした。

「《取引》は、僕の支配生物全ての命と引き替かえに、クロノフブキの解放を！」

　直後、聖域内に無む慈じ悲ひなシステム音声が響ひびき渡わたる。




〈《審判委任者》スーリムの《取引》要求を承認致いたしました。これより《隔かく離り空間スキーズブラズニル》へと強制アクセスを行います。しばしの間お待ちください〉




　ファルディオ・メルクリウス




「んだってんだよ、ありゃあ……」

　眼下に広がる巨大生物の背を眺ながめながら、ごくりと唾つばを嚥えん下かするファルディオ。

　ファルディオは床ゆかの端はしまで歩くと、その場に片かた膝ひざをつき、改めて、ガラス越ごしではなく生なまでその生物を観察した。

　呆あきれる程に巨大な生物の背中。それも、恐おそらくは人型の何か。それが、身体を丸めるようにして、闇の中へとたゆたっている。

　空間の性質と、生物の馬鹿げた規模のせいでどうしても距きよ離り感が摑つかみづらいが、立てば恐らくは全長百メートルは下らないだろう。本来ならば誇こ張ちようされた伝承や絵本の中でしかお目にかかれないであろう、現実感の乏とぼしい巨きよ体たい。

　ファルディオが更に観察しようと目を凝こらしていると、レイアが光球をいくつか生成し、巨大生物を刺し激げきしないよう慎しん重ちように、しかし巨体を照らせる程度まで飛ばしてくれた。

「……鬼き種しゆに近い身体構造か？」

　いつの間にかファルディオの隣となりに来ていたセシリアが、冷静に巨大生物を観察しながら呟つぶやく。

　確かに、見える範はん囲いの特とく徴ちようは鬼種と呼ばれる魔物の特徴に酷こく似じしていた。赤黒い皮膚に包まれた筋骨隆りゆう々りゆうの身体。背骨をなぞるように炎ほのおのたてがみがおいしげり、頭部には一いつ対ついの黒角がそそりたつ。暴力という概がい念ねんをそのまま濃のう縮しゆくしたような外見。

「……しかしあの体勢では、全容がイマイチ分かりませんね」

　各方向に光球を飛ばしつつ、レイアがもどかしそうに呟く。確かに、膝ひざを抱えるようにして縮こまる巨きよ人じんは全容が観察しづらく、その様さまはさしづめ……。

「……母親の腹の中の赤あかん坊ぼうみてぇだな」

　ファルディオのちょっとした呟きに、レイアが意外な程目を見開いて頷うなずく。

「なるほど、それは言い得えて妙みようかもしれません。この空間を満たす養分や魔力は、この生物を育はぐくむための羊水の代だい替たいと言えるのかも……」

　その推測に、今度はセシリアが深く深く嘆たん息そくした。

「キサラギ、それは素す晴ばらしい推理だが、是ぜ非ひ外れてほしい推理でもあるな。……このような邪じや悪あくの中で育まれた存在のことなど、想像したくもない」

「その意見にゃ俺も全面的に同意だがよ、セシリア。……しかしこいつぁもう……」

　そう言って、眼下の存在の胎たい動どうを──この空間を満たしている鼓こ動どう音の発生源を見つめるファルディオ。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン──。

　明らかに先程より活発で大きな鼓動音。ことここに至れば、詳くわしい説明などなくとも……その場の誰だれもが、既すでに理解していた。




　──もうじき、この生物は、起きる。




　何がキッカケなのかは分からない。ファルディオ達の侵しん入にゆうが契けい機きだったのか、元々時間の問題だったのか、もしくは……スーリムが何かしたのか。

　いずれにせよ、ロクでもない状じよう況きようが進行しているのは明白。ならば……。

『…………』

　三人は言葉や視線を交かわすこともなく、静かに巨人へと向けて杖つえや剣けんを構える。

　剣に気力を纏わせながら、セシリアが呟いた。

「私は正体不明の敵の寝ね込こみを襲おそうような真似まねこそしないつもりだが……お前達が事前にハイ・クオリアを始めとした弱体魔法を掛かけておきたいというなら、全く止めはしない」

　その言葉に、ファルディオとレイアは苦笑いを浮かべる。

「はっは、堅かた物ぶつ騎き士し様も随ずい分ぶん柔じゆう軟なんになったもんだなおい。ただ……折せつ角かく許可貰もらえたとこ悪いけど、弱体化程度とはいえ、少しでも刺激するのはな……」

「同じくです。まあわたくし達の場合は、騎き士し道どう精神がどうこうよりは……ただ、怖おじ気けづいているだけという表現が正解に近いですけど。とてもじゃないですが、寝込みとはいえ、敵対行動を取る気になれません。いよいよあちらが仕し掛かけてきたら、覚かく悟ごも決まるのでしょうけど……」

　そう呟くレイアに、セシリアは「……私もそうさ」と珍めずらしく弱音を吐はく。

　そうして、三人、臨戦態勢を取りながらも微び動どうだにせず、息の詰つまるような約三十秒が経過した、まさにその刹せつ那なだった。




　────ドクン────




　一ひと際きわ大きな鼓動音。そして────遂ついに、巨人の目が、開いた。




　ヨル




「がはっ!?」

《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触ふれていたスーリムの背後へと高速で回り込み、核かく心しんから遠ざけるように彼を《聖域の扉ビフレスト》方向へと向かって蹴けり飛ばすヨル。

　スーリムは無様に床を転がり、長廊下の中腹まで至ると、唾だ液えきと血液混じりの咳せきを何度も吐きながら──しかしそれでもくつくつと笑いつつ、その場にゆっくりと立ち上がる。

「酷いなぁ、魔ま王おう様。元仲間たる僕にそこまでするなんて。必死ですね」

「スーリム！」

　ヨルは脚あしに力を溜ためながらも、スーリムへの追つい撃げきと《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の使用、どちらを優先すべきか一瞬迷う。

《投票》に関しては最も早はやどうでもいいが、今はとにかく《取引》を使ってとりあえず状況を持ち直させるべきタイミングではないか。

　ヨルはそう考え《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に手を伸ばしかけるも、すぐにぐっと堪こらえる。

「（いや、違ちがうな。《取引》に対して明確なビジョンを持ち、この半年間周しゆう到とうな準備を重ねてきたファルディオ君のそれならまだしも。状況を見てフレキシブルな対応を考えていたボクの《取引》権限は、今使うべきものじゃない。少なくともスーリムの企たくらみが具体的に見えるまでは、下手なことはしない方がいい。だったら今最も優先すべきは──！）」

　刹那のうちに決意を固めたヨルは、風を纏まとって高速でスーリムへと迫る。彼は牽けん制せいの如ごとく呪針を数本飛ばしてきたものの、ヨルは魔力を纏わせた袖そでの一ひと振ふりでそられ全すべてを弾はじくと、掌てのひらの中で圧縮した空気を彼の身体からだへと叩たたきつけ、一気に《聖域の扉ビフレスト》の外、《彼ひ岸がん樹じゆ海かい》までスーリムを吹き飛ばす。

「（自然の力が乏しい屋内で魔人を仕留めきるのは困難！　まずはボクの攻撃手段が増える屋外に戦場を移す！）」

　吹き飛ぶスーリムを追うように、ヨル自身もまた外へと飛び出る。

「ぐっ！」

　スーリムが強したたかに《彼岸樹海》の白い巨きよ木ぼくへと背をぶつけて止まる中、ヨルは木の枝や草を操作し彼を拘こう束そくした。と同時に、空へは以前巨きよ大だいミミズを葬ほうむった大規模レンズを発生させ、熱線による魔人の完全消しよう滅めつを狙ねらう。そこに、元仲間へ対する慈じ悲ひなどは微み塵じんもない。

　レンズの生成と共に熱線が徐じよ々じよに魔人の身体を焼き始める。肉の焦こげる臭においが立ちこめる中、しかしそれでもスーリムは余よ裕ゆうの笑みを絶やさない。

「まったく、同どう胞ほうに酷ひどいことしますねぇ、ヨル。ああ、なんて薄はく情じようなんでしょう！」

「黙だまれ」

「さっすが、私し怨えんで旅の仲間たる初代審しん判ぱん者しやを討うっただけあります。あ、でも、直後に人類に裏切られたんでしたっけ？　あはは、今回も間ま抜ぬけなオチが待ってなきゃいいですけどねぇ、ヨル？」

「黙れと言っている！」

　安い挑ちよう発はつと分かっていてなお、スーリムの言葉はヨルの心をざわつかせる。

　らしくもなく激げつ昂こうしたヨルは、レンズの生成を速めると、一気に熱線の威い力りよくを強めてスーリムへと照射──

　──したその刹那、彼の目の前の空間に突とつ如じよ闇やみの穴が開いた。

「っ、しまっ──」

　激しい熱線が全て闇へと飲み込まれていく。ヨルは即そく座ざにレンズの生成を中止し、熱線照射をキャンセルした。

「（スキーズブラズニルの空間穴を利用した防ぼう御ぎよ──というだけの話じゃない！）」

　具体的に何が起こるのかは想像がつかない。しかしそれでも、ヨルには「重大なミスを侵おかした」「完全に攻こう撃げきを誘さそわれた」という自覚があった。

　熱線の照射が止やんだところで、スーリムもまた一度空間穴を消す。そうして見えた彼の顔は……相変わらず邪悪に歪ゆがんでいた。

　ヨルは草木での締しめ付けを更さらに強めるも、スーリムはそんなもの全く意に介かいさず、今にも鼻はな唄うたを始めそうな上じよう機き嫌げんさで笑う。

「いやはや、中々起きてくれずに、じれったかったのでね。ちょいとお力を拝借させて頂きましたよ、我が魔王様。怨おん敵てきたる貴方あなたの一いち撃げきともなれば、それはもう、激しい怒いかりと共に飛び起きてくれることでしょう、彼も！」

「？　一体何を言って……。…………。……まさか」

　ヨルがある可能性に思い至ったその刹那──突如世界に「夜」が訪おとずれた。

「な──」

　慌あわてて上空を見上げる。そこに広がるのは、ぽつぽつと星が煌きらめく夜空──ではなく。

　巨大な、闇の穴だった。

「……スキーズ……ブラズニル？」

「ご明察」

　拘束されたままのスーリムが余裕の笑えみを見せる。

　ヨルはしかし最早そんな彼に苛いら立だちもせず、ただただ呆ほうけるように空を眺めた。

　半径三百メートルはあるであろう巨大な「穴」が上空に現れ、一帯の太陽光を遮さえぎった結果、場に擬ぎ似じ的な「夜」が訪れている。遠くに点在する星のような光は……発光する板状のガラスか。

　更に目を凝らしてスキーズブラズニル内の観察を続ける。と、闇の奥の奥から……微かすかに、ガラスとは違う何かがこちらへ向かってきているのが見えた。

　三つの豆まめ粒つぶの如きそれは、なにやら必死でわちゃわちゃと宙を搔かいているように見える。そう、必死だ。正体が分かる遥はるか以前にそれが伝わってくる程ほどに、とにかく必死だ。

　その必死な何かが……どんどん拡大してくる。そして見える……必死な三者の顔。

　大魔導師、女騎き士し、魔法少女。それが旅の仲間達だと確信し、ヨルはホッとすると同時に、半ば呆あきれの感情も抱いだいた。

「（この期ごに及およんで何をそんな……みっともない……強大な敵との戦せん闘とうや苦痛への覚悟なんか、とっくに出来ていると思っていたんだけどな……）」

　ヨルは彼らのことを「心構えさえ出来ていれば非常に頼たのもしい人間達」だと評価していたため、決戦の場における彼らの慌てて必死な間抜け顔には非常にガッカリさせられた。どんな危機にも、もっと毅き然ぜんと立ち向かえる人種だと思っていたのに……。

　そんな風に失望している間にも、彼らはどんどん無重力空間を泳いでこちらへと近付いてくる。しかし、このままだと上空で無重力空間を抜ぬけたら地面へ真っ逆さまだ。あの三人と来たら、そんなことにも気付かない程必死なのか。

　ヨルはほとほと呆れながらも、仕方なく風を操あやつって彼らの迎むかえ入れ態勢を整える。

　そうして、いよいよ彼が無重力空間を抜け、風の制せい御ぎよ下に入ったあたりで……ヨルはふと、その背後から……巨大な何かが、光るガラスをバリバリと破は壊かいしながら迫せまり来ているのに気がついた。

「え──」

　その存在……正直かなり見覚えのある鬼おにのような巨きよ人じんの鬼き気き迫る表情を眺ながめながら呆ぼう然ぜんとするヨルに……風に乗って地面に着地した三人が、必死の形相で訴うつたえてきた。




『どこかの馬ば鹿かが撃うった熱線攻撃のせいで、心構えが出来る前にアレが起きた！』




「…………」

　ヨルは彼らからそっと顔を背そむけると、だくだくと冷ひや汗あせをかきつつも……ギンッと、巨大な鬼を睨にらみつけた。

「や、ややっ、アレこそは我が宿敵・初代審判者クロノフブキ！　彼の封ふう印いんを解くとこまで含ふくめて、ボクの作戦だったのさぁ！　だ、騙だまされたなぁ、人類！」

『それはそれで最低だ！』

　そんな文句を言いながら、一方でちゃっかりとそれぞれの武器を構え、巨人の迎げい撃げき態勢を取るファルディオ達。

　ヨルもまた、場のノリに合わせた安い苦笑いで、どうにか自分の中に巻き起こる激情を押し殺す中。

　ただ一人──スーリムだけが、自身の奥底から沸わき起こる愉ゆ悦えつを堪えきれないといった様子で、頰ほおを染め、唾つばを撒まき散らしながらゲラゲラと嗤わらう。




「来ましたね、暴力の神よ！　ああっ、この僕自身さえ含めた全存在が《弱者》と化し、嬲なぶられるしかない世界がこれで……ああっ！　なんて、快感！　至福！　恍こう惚こつ！」




「…………ああ、成程、生きつ粋すいのド変態でしたか…………そりゃ色々読めないわ……」

　コスプレ魔法少女のげんなりした呟つぶやきが、静せい寂じやくの《彼岸樹海》へと虚むなしく響ひびき渡わたった。




　ファルディオ・メルクリウス




　空に広がる闇の中、地面を見み据すえた巨人が、宙でぐるりと身体を捻ひねる。

　たったそれだけのことで、無数の星が音を立てて割れた。

　……実際にはスキーズブラズニル内のガラス床ゆかが割れただけなのだが、ファルディオからすればそれこそ、笑えない光景だった。

「（おいおい、現代の技術じゃ傷一つつけるのにも苦労する神工物の構成物質を、易やす々やすと砕くだくとか……明らかに見た目の質量以上のポテンシャル誇ほこってんじゃねえかよおい）」

　ただ巨大なだけ、の存在ならば、ファルディオ達でも対処出来ないことはない。

　しかし、その巨きよ体たいが全て凝ぎよう縮しゆくされた魔力で構成されているとすれば、話は全く別だ。要はそれは、トオルを何千、何万と集めて合体させたような怪かい物ぶつということ。そんなもの……対処法もへったくれもない。

　啞あ然ぜんとするファルディオ達の上空から、着地の準備を整えた巨体の赤黒い足が落下してくる。

「く……飛ばすよ！」

　ヨルは咄とつ嗟さにそう叫さけぶと、風を制御してファルディオ達を浮ふ遊ゆうさせ、《彼岸樹海》上空を高速飛行させるカタチで無理やりその場から退たい避ひさせた。……勿もち論ろん、スーリムは退避援えん護ごの対象外である。彼はただただ喜色満面で上空から降る「足」を見つめていた。

　そうして、ファルディオ達が場を飛び去った次の瞬しゆん間かん──




《────────》




　最早「音」とさえ認にん識しき出来ない程の空間震しん動どうと共に、巨人が《彼岸樹海》に降り立つ。

　白黒の木々は易々と踏ふみつぶされ、森を縄なわ張ばりにしていた屈くつ強きようなドラゴン達がまるでひ弱な小鳥の如ごとく一いつ斉せいに逃にげ出していく。

〈ぉぉおぉおおぉぉぉおおおん……！〉

　地を踏みしめた巨大な鬼が、歓かん喜きとも悲しみともとれる不気味な雄お叫たけびをあげた。

　改めてその全体像を見やる。実際、それはファルディオの想像以上に馬鹿げた怪物だった。

　全長百メートルを越こす赤黒い鬼。燃え盛さかる髪かみとたてがみに、凶きよう悪あくな牙きばが覗のぞく口元と紅あかく輝かがやく瞳ひとみ。下半身には黒鋼製を思わせる腰こし当あてと黄金のアンクルが装着されており、暴力的でありながらどこか神性も感じさせるその姿は、ファルディオの中に「炎ほのおの神」という言葉を想起させた。

　そんな絶望的存在が降臨した今だが、不幸中の幸いと言えたのは、巨人の足あし下もとにある《聖域》がどうやら無事そうに見えることだ。流石さすがにこの世界の核かくたる施し設せつ。巨人の体重がのし掛かかった程度ならば問題はないらしい。が……。

「（アレが明確な意図を持って《攻撃》を仕し掛かけたら、流石にもたねぇだろうな……）」

　ファルディオは《彼岸樹海》上空から状じよう況きようを眺めつつ、極きわめて冷静に状況を分ぶん析せきする。パニックにならずにいられたのは、災害の規模が既すでに彼のキャパシティを大きく超こえていたからだろう。起きていることの現実味が薄うすすぎた。

　これは……恐きよう怖ふや絶望を飛び越えて、もはやただ受け容いれるしかない類たぐいの凶きよう事じ。

　そんな印象を抱いたのは彼だけではないらしい。ファルディオ同様上空から全すべての成り行きを見守っていたセシリアとレイアもまた、感情の追いつかない様子で淡たん々たんと呟いていた。

「……アレの寝ね込こみを襲おそうのを騎き士し道どう精神から拒きよ否ひした自分を、馬鹿らしく思うな」

「わたくしも、自身の《才さい禍かの魔ま女じよ》という二つ名を心から返上したくなりましたよ。……本当の災さい禍かを前にした今……なんておこがましい二つ名だったのかと……」

　あまりの存在を前に、どこか危機感に欠けるやりとりさえ交かわす二人。

　そんな中、ただ一人、ヨルだけは厳しい表情を浮うかべていた。ファルディオは最初、風を四人分制御するのに集中力を要しているのかとも思ったが、どうやらそれだけでもないらしい。

　ヨルは巨人を見据えたまま、ぽつりと呟く。

「おかしい……」

「？　いや、そりゃ、今はありとあらゆる状況がおかしいけれどよ……」

「そうじゃない」

　ファルディオの反応にヨルは首を振ふる。上空に開いていた闇の穴が徐じよ々じよに閉じ始め、巨人が立ち止まったまま周囲をゆっっくりと見み渡わたす中……ヨルは口早にファルディオ達へ説明した。

「さっきも言ったけど、アレは間ま違ちがい無く、初代審しん判ぱん者しやクロノフブキだ」

「あ、ああ、初代って、《裁きの楼ろう閣かく》で俺達も一瞬見せられたアレだよな。世界の魔力を全部自分に集めて怪物化し、暴れ回ったっつう。話には聞いていたが、あんな洒落しやれにならない規模のヤツだったとは。っつーかお前、当時は力の全盛期だったとはいえ、よくあんなの倒たおせたな──」

「違うんだ」

「は？」

　ファルディオの言葉を即そく座ざに否定したヨルは……その瞳に動どう揺ようの色を浮かべながら、ぎこちなく首を回して、彼の目を真まっ直すぐ見据えてくる。

「ボクが……ボクが倒した時は、彼はあんなに巨きよ大だいな化物じゃ、なかった」

「は？……あ、ああ、そうか、そりゃこんなに年月経たてば、一回り成長するぐらい……」




「一回りどころじゃない。昔はアレの十分の一程度だったはずなんだ。大きさも、力も」




『…………』

　その情報に思わず息を飲む、ファルディオ達三名。……しばしの沈ちん黙もくの後、魔法少女が渇かわいた笑いを浮かべながら確認する。

「あー……つまり、ヨル、貴方あなたはこう言いたいわけ？　過去、今を遥はるかに超える最盛期と言っていい力を持っていた貴方と、とんでもない科学力を誇った人類が総出でようやく討とう伐ばつした初代審判者。それの十倍は強力になったヤツが、今ここにいると……」

「…………」

　ヨルはその問いには何も答えず、ただ顔を青くする。……が、その反応こそが、なによりも雄ゆう弁べんにこの状況の不味まずさを語っていた。

　──と、突とつ然ぜん《彼岸樹海》から一頭の巨大なドラゴンが跳とび立った。本来なら世界最強魔物の一画にさえ数えられそうな銀色の巨きよ龍りゆう。

　それは、好戦的な目付きで飛び上がると、巨人の顔面へと向けて、その口から炎にも似た漆しつ黒こくの毒息を吐はき出した。

「（あれは《シュ・ロッカ》の時のドラゴンも吐いていた……）」

　ファルディオの脳のう裏りに懐なつかしい記き憶おくが蘇よみがえる。あのトオルでさえ直撃したら死を免まぬかれないと思われた、凶悪な腐ふ食しよくガスの吐と息いき。

「（もしかして、あれなら……！）」

　腐食作用相手に防ぼう御ぎよ力もへったくれもない。ファルディオは思わず期待するも、次の瞬間────。

〈──フゥ〉

　もうもうと煙けむる腐食ガスの中から全く無傷な顔面を覗かせた巨人は、まるで小こ蠅ばえを追い払はらうかの如く、口から息を……毒息でも火か焰えんでもない、ただの吐息をドラゴンへと吹ふきかけた。刹せつ那な──

〈ギッ!?〉

　──銀龍は豪ごう風ふうを受け、たったひとかき羽を動かす余よ裕ゆうさえもなく、背中から地面へとその身を叩たたきつけられる。樹海の中から巨龍消しよう滅めつによる大きな光こう粒りゆうが立ち上る中、巨人は何事もなかったかのように悠ゆう然ぜんと周辺の観察を続ける。

『…………』

　もはや、感かん嘆たんの言葉さえ出ない。ファルディオ達がただただ途と方ほうに暮れる中、ご丁てい寧ねいにも……他に喋しやべることもなかったのか、ヨルが解説してくれた。

「膨ぼう大だいな魔力の塊かたまりたる彼程ほどになると、この惑わく星せいの半はん端ぱな自然現象程度なら完全に無視出来るんだ。ボクみたいに統すべるカタチでの無効化じゃなく、完全なる力押し、世界のルールさえぶち壊こわす方式での無効化だけどさ。ホント、ロクでもない」

「……ちなみに、今のお前がアレに勝てる可能性は？」

「……そうだね……まあ……やるだけやってはみるけど……」

　そう呟きながら、ヨルはファルディオ達ごと巨きよ人じんの視界を逃のがれるように背中側へと静かに空中移動すると、空へと向けて掌てのひらを掲かかげた。──と、彼らの足下に広がる《彼岸樹海》に生おい茂しげる巨木達が次々と根っ子から引き抜ぬかれ、宙を舞まい、ヨルの掌の上へと集積を始る。そうして、ものの数秒も立たぬうちに……ヨルの頭上には全長三十メートルはあるであろう巨大な黒白の槍やりが形成された。

『────』

　ファルディオ達が魔王の「本気」に圧あつ倒とうされる中。

　ヨルは一人、鋭するどい眼まな差ざしで慎しん重ちように狙ねらいをつけると……。

「──ハァッ！」

　気合い一いつ閃せん、巨人へと向けて必殺の巨大槍やりを撃うち放った。

　豪速で巨人の腹部へと迫せまる黒白の槍。その力強さから、ファルディオ達は一瞬巨人の土手っ腹に巨大な風穴が空くのを期待したが──そんな淡あわい期待は一瞬で壊された。

　それまでどこかノロノロとした印象だった巨人が、突とつ然ぜん巨体に似合わぬ高速で振り向いたかと思うと──

「な……」

　──自身に迫り来る巨大槍の柄え部分を見事に横から摑つかみ取った。

　が、巨人の動きはそれだけに留とどまらない。

　彼は手にした黒百の槍を器用に一度ぐるりと回転させると──あろうことかそれを、巨人から見れば豆まめ粒つぶにも等しいはずのヨルへと向けて、極きわめて正確に投げ返してきたのだ。

「っ！」

　元々ヨルが放った速度の数倍……風を切り裂さく音速で迫る槍に対し、ヨルはその反はん撃げきを半ば読んでいたかの如く槍へ掌を向けて叫ぶ。

「散っ！」

　途と端たん、空中で細かな木もく片へん群へと分解される黒白の巨大槍。分解され切らない大量の木片が四人を襲うも、ヨルが急ごしらえの風の壁かべを生成してどうにか難を逃れる。

　そうして、砂すな嵐あらしにも似た木片やおがくずの奔ほん流りゆうをどうにか乗り切った──とファルディオが胸むねを撫なで下ろしたのも束つかの間。

『────』

　嵐あらしが過ぎ去り晴れた視界に広がったのは、いつの間にやらこちらへと跳ちよう躍やくし、その凶悪な拳こぶしを四人へ向けて叩きつけようとしている巨人の姿だった。

　あまりの事態に、ヨルが警告も配はい慮りよも遠慮もなく、ただただ回かい避ひのためだけに四人を空中で四方へと弾はじき飛ばす。と同時に、四人の中心へと振り抜かれる巨大な拳。

「────」

　ヨルの力と巨大な拳の風圧で息も出来ない速度で宙を飛ばされながらも、ファルディオはその目でしっかりと目撃した。……目撃してしまった。

〈ズ────────〉

　巨人の拳が地に打ち下ろされたその瞬しゆん間かん……《彼岸樹海》の半分が巨大なクレーターと化し……地形が完全に書き換かわる、その馬ば鹿かげた光景を。

「（んだよそりゃあ！）」

　最も早はや自分が何に巻き込まれているのかも分からなかった。ファルディオはそのまま猛もう烈れつな勢いで樹木の薙なぎ倒された《彼岸樹海》へと落下する。普ふ通つうなら即そく死しものの勢いだったが、事前にヨルが木片除よけとして張っていた風の防ぼう壁へきがクッションの役割を果たしてくれたおかげで、どうにか死なない程度の──大量の打ち身と切り傷程度で済む程度の──軟なん着ちやく陸りくを果たした。

　ファルディオは数秒だけ痛みにあえぐも、すぐに立ち上がり、状況の確かく認にんに努める。

「（巨人は──とりあえず一いつ旦たん立ち止まって様子見中か。以前ヨルにやられた経験から、多少は警けい戒かい心しんとかあってくれるのかね。ま、なんにせよ全く安心は出来ねぇな）」

　先程の対応を見るだに、巨人──初代審判者クロノフブキの視力は抜ばつ群ぐん。また、巨大槍への対応から、理性こそなくとも、知性はそこそこあるようにも見受けられる。となると、自分に敵対行動を取る者達にはやはり優先的に攻こう撃げきを仕し掛かけてくるだろう。現在は四方に散ったのが功を奏したのかファルディオ達の居場所を見失ってくれているようだが……それはそれで、いつ手当たり次し第だいの破は壊かいという暴挙に出るか分かったものではなかった。

　ファルディオはとりあえず一旦身を隠かくそうと、巨人を警戒しながらも、近くの、まだいくばくかの樹木が生い茂る森林方面へと移動を開始する。

　巨人がこちらに背を向けている隙すきに、逃にげ足の速さを活いかして物もの陰かげから物陰へ駆かけ抜けること数回。ようやくなんとか鬱うつ蒼そうとした森林地帯に入れたところで、突然耳元からヨルの声が聞こえてきた。

『皆みんな、無事かい？』

　ファルディオは一瞬それに驚おどろくも、すぐにそれが耳に取り付けた小型の魔法通信装置から発せられているものだと思い出す。

「（そういやコレは、まだまともに使えるんだったか……）」

　元来の魔法道具が軒のき並なみ使用不可になっていく世の中で、この通信装置という分野は、数少ない禁きん忌き魔ま法ほう仕様への移行をスムーズに行えた分野だった。エネルギーの調達先が装着者自身になった以外は、さしたる使用感の変へん更こうもない。

「（っつーか今気付いたけど、コレ、闘とう技ぎ都市ルザルの時の、骨伝導形式通信も出来るアレと同型じゃねえかよ。……セシリアのヤツ、よくつけたなコレ……）」

　そんな思い出に苦笑いしつつ、ファルディオ耳の裏に巻き付いた貝の如ごとき通信装置をコツコツと小こ突づいてから、ヨルの声に応答する。

「こっちは一応大だい丈じよう夫ぶだ。レイアとセシリアは？」

　ファルディオの問い掛かけに、今度は女性陣じんの決して元気とは言えない声が返ってくる。

　そのままざっと互たがいの状じよう況きよう確認をしたところ、全員幸い大事は無さそうだった。ただし、レイアはファルディオと同様軽傷を負っているらしい。ヨルとセシリアに関しては……言わずもがな、きっちり受け身を取って無傷のようだ。

　ファルディオは森の奥へと分け入り、ヨルと今後の方針を相談する。

「とりあえず、アレに対しては魔王でさえ無力っつうのは、よく分かったぜ」

『うん、確かにボク、この実力差を手っ取り早く伝えるために一撃仕し掛かけて見せたところはあったけど……キミにそう改めて言われると、すっごいムカツクな』

　そのやりとりに、女性陣が即座にフォローを入れてくる。

『いやヨルはよくやったさ。何も恥はじ入いることなどないぞ、ヨル。初代審判者に敵かなわなかったとて、キミは強い。本当に。ああ、たとえ、初代審判者には手も足も出ない程度の存在だとしても、私達にとってキミが貴重な戦力であることは揺ゆるがないさ！』

『代わりにボクの心が今揺らいでいるよ！　言っとくけど今のところ戦せん闘とうで一番活かつ躍やくしているの、ボクだからね!?　キミ達そこんところ分かってる!?』

『そうですね。わたくしも、ＭＶＰはヨルだと思いますよ。それでいいじゃないですか。良く出来ました、良く出来ました』

『どうしてキミ達若じやつ干かん上からのフォローなの!?　ねぇ!?　魔法がまともに使えない魔法少女と、しょっぱい禁きん忌き魔法使いと、そこそこ強いけど速度と技わざ重視のパラメータで対巨人戦には向かない騎き士しが、どうしてこのボクに上から物を言えるの!?』

　魔王のそんな激しい不満に……ファルディオ達三人は、声を合わせてぞんざいに応じた。

『はいはい、魔王様万ばん歳ざい、魔王様万歳』

『よぅし、人類共、そろそろ全面戦争と行こうか！』

『うっわ、おとなげない……』

『どっちがだよ！』

　通信機の奥から、ぜぇぜぇと息を切らせる音が聞こえてくる。そうして、ようやく必要以上の緊きん張ちよう状態から脱だつしたところで……ファルディオは、真ま面じ目めな話を切り出した。

「実際問題、うちの最大戦力たるお前の全力をもってしてあの体ていたらくじゃ、これ以上策を練るも何もあったもんじゃねぇぞ、俺達」

　ファルディオの結論の後、通信機の故障を疑う程の沈ちん黙もくが返ってくる。

　そうしてしばしの後、セシリアがヨルに質問した。

『たとえばの話、先程の槍が直撃していたとして、それでヤツを……クロノフブキを仕留められていた自信はあったのか、ヨル』

　その指し摘てきに、ヨルが苦笑いを漏もらす。

『流石さすがに厳しいとこ突ついてくるね。そうだね……さっきも言ったけど、アレは自然の法則さえ壊す化物だ。自然を操あやつることこそが武器のボクとじゃ、ハナから相あい性しようが悪い。そういう意味じゃ、槍が直撃したところで……まあ、かすり傷程度だったかもね』

『では、以前はどうやって倒たおしたのだ？』

『それこそ色んな好条件が重なったおかげでしかないよ。ボクが全盛期だったことや、彼の力が今程じゃなかったこと、それに……そう、魔法封ふう印いん装置。今思えばアレが大きかったんだろう』

『その装置は、今はもう完全に失われてしまっているのか？』

『ああ。アウルが生前作った魔法封印装置はたった一つのみ。それはまずクロノフブキを討うつのに使われた後、連続してボクにまで向けられた。既すでに使用限界は来ていたっていうのにさ。その後、人類によって装置は遺い跡せきというカタチに改修され、最後には経年劣れつ化かを主な原因として壊こわれたよ。この辺はファルディオ君も良く知っているだろう？　まったく、オーバーワークや馬鹿な改悪をするからさ』

　やれやれと嘆たん息そくするヨル。魔法封印装置についてはファルディオも色々思う所があったが……今はそこを追つい及きゆうしている場合でもない。

　ファルディオは一度頭を切り換えると、森の中を行きながらも、巨人の正体判明以降ずっと疑問に思っていたことをヨルにぶつけた。

「そもそも、アイツ……初代審しん判ぱん者しやクロノフブキとやらは、お前と古代の人類で『倒した』って話じゃなかったか？　実際は封ふう印いんされてたなんて聞いてねぇぞこら」

『問題はそこだね。正直ボクもついさっきまで彼は完全に消しよう滅めつしたと思っていたんだ。それがこういう事態に陥おちいっている以上……考えられる可能性は、たった一つ』

　ヨルはそこで一いつ拍ぱくおき、心底やるせなさそうに呟つぶやく。

『当時ボクが倒したのは、あくまで《抜け殻がら》でしかなかったんだろう。本体とも言える《初代審判者の魂たましい》の方は、魔法封印装置でその大きな力ごと、スキーズブラズニルへと、封印されていた。……恐おそらくは最初からそういう使用目的で開発されていたのであろう、スキーズブラズニルにね』

『…………』

　その推理が意味するところに気付いた三名は、思わず押し黙だまる。

　ファルディオは周囲に生おい茂しげる白黒の草を搔かき分けながら、暑さのせいだと思いたい顔の汗あせを拭ぬぐいつつ、ヨルへと返す。

「……つまりそれは、古代の人類が……審判者の暴走っつう最悪の事態を招いてなお、また性しよう懲こりもなく、その絶大な力の有効利用を目もく論ろんでやがったっつうこと……か？」

『そうだね。もっと言えば、古代の人類だけじゃないさ。そんな隠れた重責を担になっていたスキーズブラズニルは元来、代々教会が管理していたはずなんだ。つまりは……』

『女め神がみ教会は……人類の一部は、今日までずっとそんな愚おろかな野望を抱いだき続けていたというのか……？』

　セシリアが絶望に染まった声を出す。ヨルは最も早はや、怒いかりより呆あきれの方が大きいようだった。

『結局上手うまくはいかなかったようだけどね。そりゃそうさ。あんなもの、誰だれがどう制せい御ぎよ出来るっていうんだ。結果、スキーズブラズニルの保管任務は時間と共に優先度が下がり……最後には、スーリムみたいな性悪の手に渡るハメにまでなった』

「……救いようがねぇな、おい……」

　自分もまた人類だということも忘れて、ファルディオが呟く。

　通信機越ごしにさえ重苦しい空気が立ちこめる中、しかしこの件に一番憤ふん慨がいしていいはずのヨルこそが、淡たん々たんと話を続けた。

『話を戻もどすけど。魔法封印装置は魔力を自在に制御出来るようなシロモノじゃない。あくまで集積した魔力が現象へと変へん換かんされる過程に水を差すだけの装置だ。初代審判者クロノフブキに集積した魔力が暴力として発はつ露ろする状況に水を差す……つまり休きゆう眠みんさせる程度のことは出来ても、滅ほろぼすまでは出来なかった』

　ヨルの推測に、レイアが同意する。

『結局、スキーズブラズニル内への拘こう束そくと放置は一応最善策ではあったわけですか。が、そこにスーリムが介かい入にゆうしたせいで、事態は一気に最悪の方へと転がった』

『うん……彼は自分の配下の命を対価に、クロノフブキの封印解除を行ったんだ』

　ファルディオ達は初耳だったその《取引》内容のえげつなさに、言葉を失う。

「（スキーズブラズニル内で突とつ如じよ敵の気配がごっそり消えたのはそのせいか……）」

　そもそもスーリムはこの《取引》を見み越こして、配下を増やしていたのだろうか。だとしたら……と、ファルディオはそこまで考えたところで、思考を中断した。……これは、普通の人間が普通の感性で受け止めきれるような《邪じや悪あく》じゃ、ない。

　ヨルが辟へき易えきした様子で続ける。

『それに今思えば、彼はもう一つボクらにとんでもないハッタリをかましていたようだ』

『？　なんの話ですか？』

『ほら、この半年、本来魔物に戻るはずの魔力がどこにちょろまかされていたのかって話だよ。あれ、スーリムはまるで自分の強化に使われていたかのように振ふる舞まっていたけれど……実際ボクが交戦してたところで、彼が以前より大おお幅はばに強くなっていたようには感じられなかった。《取引》材料にも使われていない。となると、この半年集積した莫ばく大だいな力の行き先として、あと考えられるのは……』

　ヨルがそこまで言ったところで、ファルディオは巨きよ大だいな鬼おにと化した初代審判者を見やる。……不思議と、段々彼が憐あわれにさえ思えてきた。人類に利用され、ゲス魔人に利用され……本来勇者や英えい雄ゆうと呼ばれるべき存在が、今や世界最強最悪の兵器扱あつかいだ。

　実際、そういう感想を抱いたのはヨルも同様なのだろう。彼の口調からは、既に初代審判者に対する[image: ]ほとばしるような怒ど気きが失われつつあった。

　──と、そんな折、いよいよ巨きよ人じんが大きく歩行を始めた。

　ズン、ズンッと、ただそれだけで人が普ふ通つうに立っていられない程ほどの地じ震しんが周辺一帯に巻き起こる。

　ファルディオがバランスを崩くずして情けなく尻しり餅もちをついてしまっていると、通信機からセシリアの緊張を孕はらんだ声が漏れてきた。

『まずいな……このままの進行方向だと、聖都ノルンにぶつかるぞ』

「おいおい、そりゃやべぇな。ただでさえ魔ま法ほうの失われた世界で、今の教会が巨人に有効な戦力を所持しているとも思えねぇし……どうするよ」

『……仕方ない。とりあえず、ボクが足止め程度には相手するよ』

　ヨルのそんな提案に、ファルディオ達は心底驚おどろく。というのも……。

『……なぜお前が今いま更さら人類を……しかも教会総本山たる街を守る義理がある？』

　セシリアの疑念に、ヨルが笑って返す。

『あはは、教会代表の教皇とは思えない言葉だね。そりゃボクだって人類に尽つくすつもりは毛頭ないけれど、この状況じゃ……現在この惑わく星せいに住まうクロノフブキ以外の全存在を、こちらの戦力として数えるべきじゃないかな。だったら、ボクはそれが愚かな女神教会の本部だろうと……守るよ。それが、この星を守護する者としての務めだ』

『……また人類は、お前を背中から撃うつかもしれないのだぞ』

『そうだね。人類はまるで信用出来ない。ホントに邪悪だ。でも、だったら……』

　ヨルはそこで言葉を区切ると。どこか照れ臭くさそうに……セシリアへと、告げた。




『今回ボクの背中は、キミに任せることにするよ。誰よりも強く誠実な教皇様にね』




　そんな、どこかこそばゆい信しん頼らいに。セシリアは、凜りんとした声で毅き然ぜんと応じる。

『まったく、ずるいな、キミは。だが、いいだろう。任されようじゃないか。教会の代表として。誇ほこりある騎士として。なにより……この星に住まう、一つの生命として』

『いい覚かく悟ごだ。じゃあ行くよ、セシリア君』

『ああ、承知した』

　そんなやりとりが交かわされた直後、巨人の右足が突如発生した地割れにハマリ、体勢を崩した彼の目を狙ねらって巨大な三日月の如ごとき巨大斬ざん撃げき波はが森から飛ぶ。巨人が咄とつ嗟さに腕うでを眼前に構えて斬撃波を防いでしまったため目つぶしこそ叶かなわなかったものの、その腕にはしっかりと切り傷が刻まれていた。……人間で言えば紙で軽く切った程度のかすり傷。しかしそれでも、ダメージが入ったことにファルディオは驚いた。

　ヨルが通信機越しに解説する。

『どうやら人類の新たな力に対する耐たい性せいはまだ薄うすいみたいだ』

「だったら俺も……！」

　そう発はつ憤ぷんしたファルディオはハイ・クオリアを巨人へと向けて放つ。効果は耳石消失によるバランス崩しと、痛覚強化。足を亀き裂れつに挟はさみながらもヨルやセシリアの攻こう撃げきへの対処に追われる巨人の死角から放った光こう弾だんは、すんなりと背中に着弾する。が、しかし……。

「あ、れ？」

　どうも、巨人に変化が起きた様子はない。拍ひよう子し抜ぬけするファルディオに、ヨルが激しい戦せん闘とう音を背後に響ひびかせながら告げる。

『暴力の権ごん化げと化したアレには、最初から痛覚も何も設定されてないだろう』

「じゃあ、耳石の方は……」

『それも同様。人として元の身体機能を殆ほとんど正確に再現していたトオル君のような審判者ならまだしも、あそこまで進化した審判者に、最早通常生物の臓器体系や理り屈くつは期待しない方がいいね──っと！』

　刹せつ那な、巨人が平手で目の前の森を薙なぎ払はらう。と、そこからヨルとセシリアが直撃ギリギリのところで飛び出してきた。

　二人は尚なおも巨人を「足止めする」目的の激しい交戦を続けながら、ファルディオへと語りかけてくる。

『ファルディオ君、キミの禁きん忌き魔法が完全に無む駄だとは言わない。だけど、今はもっとキミにしか出来ないこと、やるべきことがあるだろう！』

『そうだメルクリウス！　当初の予定通り、向かえ！──《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に！』

「っ！」

　二人の言葉に、ファルディオはハッとする。

「（そうだ。まず俺が成すべきことは、《審判委任者》としてこの半年準備に準備を重ねた例の《取引》を成功させることじゃねぇか！）」

　そしてそれは、ひいてはこの危機的戦せん況きようの打開にもきっと繫つながるはず。

　そう判断したファルディオは、勢い良く森の中へと駆かけ出した。

　目指すは《聖域》。先程上空からざっと見た限りでは、全力で走ればここから三分もかからないはずである。本当ならディメンション・ムーブで一息に転送してしまいたいところだったが、怪け我がを負い疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている状態での長ちよう距きよ離り転送では、魔力が──気力体力の素もとと言えるものが持つかどうかはかなり怪あやしかった。

「（多少息が切れる程度なら構わねぇんだが、意識でも失おうものなら最悪だからな。特に俺の《取引》内容的に《代役》は立てられねぇ。ここは、ヨルやセシリアには悪いが、じれったくても安全策をとらせて貰もらう）」

　逸はやる気持ちを抑おさえ、ファルディオは森の中を急いで、しかし一歩一歩着実に進む。

　以前の決戦時とは違ちがい、森の中には魔物の気配が殆ど無かった。とにかく先を急ぐファルディオとしては有り難がたい状じよう況きようだったが、ある意味では「魔物さえ徘はい徊かいしていられない状況」なわけで、喜んでばかりもいられない。実際、巨人が一歩動くだけで、身体が空に跳はね上がりそうな縦たて揺ゆれが襲おそってくる。

　ファルディオは殆ど四よつん這ばいの姿勢で走る。幸い無ぶ様ざまな疾しつ走そうには慣れている。上空から時折響き渡る爆ばく音おんや轟ごう音おん、暴風や火花などもはや天変地異にも等しい災害の全てを無視し、ファルディオは走った。

　そうして数十秒の後、ようやく《聖域の扉ビフレスト》が見えてくる。幸い、扉は開け放たれたままだった。二度目からは《取引》権持ちの《審しん判ぱん委任者》一人でも開けられるとはいえ、時間節約の意味では常に開いていて貰うに越こしたことはない。

　ファルディオは息を切らせながら開け放たれた門の前まで来ると、改めて《聖域》の床ゆかを踏ふみしめようとした──が、その刹那。

「────」

　ファルディオは説明のつけられない直感に従い、殆ど転てん倒とうに近い、顔を地面に擦こするカタチのひどく無様な──しかし彼なりに最速の回かい避ひ行動を取った。

　次の瞬しゆん間かん、直前まで彼の頭があった位置を、脇わきの茂みから飛んできた鋭えい利りで小さなよく見覚えのある禍まが々まがしいエネルギー体──《呪じゆ針しん・ミストルティン》が通過していく。

「っ、毎度毎度……」

　ファルディオはどこか予感していた様子で溜ため息いきをつきつつ、姿勢を整え、攻撃が飛んできた方へと杖つえを構える。

　直後、酷ひどく耳みみ障ざわりな拍はく手しゆの音が聞こえてきた。

「キミの危険回避能力は、最早殆ど特とく殊しゆ能力と言っていいね」

　滅びかけの樹海の中、黒白の樹木と草の中からヌッと姿を現す人ひと影かげ──魔人スーリム。

　ファルディオは杖を構えたままジリジリと下がって距きよ離りを取りつつ虚きよ勢せいを張る。

「おやおや、初代審判者が降臨した時点で最早殆どお役御ご免めんたる変態野や郎ろうが再登場とは、ちょっと空気読めてないんじゃね？」

「あはは、そう言わないで下さいよ。主役メインゲストが降り立ったのはその通りですけど、招待者ホストの仕事だってまだそれなりにありましてね」

　相変わらずニヤニヤと感情の読めない笑みでそんなことをのたまうスーリム。……どうやら、巨人の一撃をちゃっかりしのぎ、その上ここで待ち伏ぶせしていたらしい。

　ファルディオは内心かなり焦あせりながらも、弱みを見せたらおしまいだと、こちらもまた皮肉な笑えみを浮うかべて対たい抗こうする。

「だったら俺みたいな小者に構ってねぇで、魔王や騎き士し女と戦いにいくのが筋じゃね？」

「いえいえ、ゲストが気き兼がねなく遊べるよう、脇のゴミを片付けるのもまた招待者の役目じゃないですか」

「へへっ、遂ついには魔人にまでゴミ扱いされ出したぜ俺。っつーか、だったらマジで放ほうっておいてくれよ……」

「いやいや、放っておけませんって。だってキミは……ゴミはゴミでも、危険なゴミだ。放っておくと、いつの間にやら客人に大おお怪け我がさせかねないレベルの、ね」

　ギラリと目付きを鋭するどくするスーリム。

「……前言撤てつ回かい。相変わらず、魔人は全員、俺の事買いかぶりすぎなんだよ……」

　ファルディオはげんなりと肩かたを落とす。実際彼は「自分を侮あなどってくれない相手」が一番苦手なのだが、どうも近ちか頃ごろそんな相手が多すぎて困る。

　彼はやれやれと一度肩を竦すくめると、それからすっと目を細め……魔人の攻撃速度にも対処出来るよう、集中力を高めていく。

「（……この半年、禁忌魔法を実戦向きにチューニングしてきたとはいえ、流石さすがに魔人とサシでやり合うのはしんどいな……）」

　情けない話だが、やはり魔法使いは、こと戦闘においては前衛がいて初めて輝かがやく役割だ。いくら対応速度を上げたところで、限度はある。

　その上今は一刻も早く《取引》を済ませなければいけない状況。とてもじゃないが、スーリムと余計な戦闘を繰くり広げている余よ裕ゆうは無かった。

　ファルディオは一か八かの《ディメンション・ムーブ》による移動という選せん択たく肢しも考えてみるも、すぐに却きやつ下かする。

「（……やべぇな。下手にここまでガムシャラに走りきったせいで、完全に息が上がってる。消しよう耗もうの激しい転送魔法に耐たえられる体力状態じゃねぇ）」

　つまりは、正面からスーリムを出し抜ぬかないと、意識を保ったまま《革命の鍵笛ギヤラルホルン》には触ふれられそうもないということ。これは正直厳しかったが、しかし……。

「…………」

　ファルディオはある考えのもと、スーリムの身体をよぉく観察し直す。顔、首、胴どう、腰こし、足、手。そうして、すぐに疑ぎ惑わくは確信へと変わった。

「（やっぱりな。こいつ、一見頑がん張ばって取り繕つくろってやがるが……明らかにダメージが残っている）」

　態度が飄ひよう々ひようとしているため誤ご魔ま化かされがちだが、注意深く観察すれば、ヨルにつけられた傷や巨きよ人じんの一撃をあの状況からギリギリ凌しのいだ際の消耗が見て取れる。

　ファルディオは思わずほくそ笑んだ。

「（不意打ちの初撃以降仕し掛かけてこないのが証しよう拠こだ。コイツは消耗している。それこそ、俺とガチでやって仕留めきられるかに不安が残る程ほどに）」

「おやおやファルディオ君、いつもの口八丁手八丁は出ないのかい？　残念だなぁ。キミのそれ、僕、結構好きなんだけど。自分と似たものを感じて」

「うっせぇよ」

　そう応じながら、ファルディオはますます確信を深めた。

「（よし……だったら、このまま少し会話で保もたせて、体力が回復したところで、転送して一気にカタをつけ──）」

「おっと、このままキミに気力を回復されても困るか。危ない危ない」

「っ」

　突とつ如じよ、ファルディオの考え全すべてを見み透すかしたかのようなことを告げるスーリム。

　ファルディオの心臓がばくばくと早はや鐘がねを打つ中、魔人は脇にスキーズブラズニルへと続く闇やみの穴を開くと、ニィッと邪じや悪あくに笑った。

「とりあえず、彼に相手して貰おうかな……」

　ズズズと、闇の奥から何かを召しよう喚かんする気配。ファルディオの中で緊きん張ちようが高まるも……しかし、すぐに考え直した。

「（ハッタリだ！　確かコイツは《取引》で配下を全て失っているはず！　この樹海で新しく調達しようにも、既すでに魔物は殆どが退散済み！　増ぞう援えんは無ねぇ！）」

　そうやって無駄にこちらの警けい戒かい心しんを煽あおって体力の回復を遅おくらせる作戦だ。そうに違いないと結論したファルディオは、その手にはのるまいぞと、空間穴ではなくあくまでスーリムを視界の中心に置く。

　……案の定、穴からは中々魔物が出て来ない。スーリムは「あらら」と困った様子で穴を覗のぞく。

「まったく『アレ』は扱あつかい辛づらくて困ります。なかなか思うようにはいかない」

「（白々しい……）」

　ファルディオは自分の推理に確信を深め、呼吸を落ち着けて回復に努める。

　それを見たスーリムは穴を開いたまま右手に呪じゆ鞭べんグレイプニルを顕けん現げんさせ振ふるうも、案の定その動きにキレはない。流石のファルディオでも労せずに楽々と避よけられた。

　極きわめて残念そうな表情を浮かべたスーリムが、これ見よがしにやれやれと肩を竦める。

「いやはや、このままじゃ足止めが出来そうにありませんね。かといって、僕にこれ以上の能力もありませんし、いやぁ、困った、困ったなぁ」

「（……なんなんだよ、こいつは……）」

　ここに来てファルディオは、いよいよスーリムの意図が分からなくなってきていた。

　相変わらず余裕の態度を見せて底が見えないが、実際問題、事実としてファルディオの体力はもうすぐにでも転送魔法が可能な程に回復する。それはスーリムにも分かっているはずだし、スーリム側の消耗も決して演技ではないだろう。

　だというのに、この魔人からは焦りが微み塵じんも感じられない。

　ファルディオが心の中で「騙だまされるな、落ち着け」を繰り返し、その背後ではヨルとセシリアによる激しい抗こう戦せん音が響ひびき渡る中。

　スーリムは突如、たった今名案を思いつきましたよと言わんばかりに、ぽんっと左手の平に右拳こぶしを下ろした。




「よし、じゃあ僕の《審判委任者》権限を使って、世界の皆みなさんと中ちゆう継けい放送を繫いで遊びましょうか！　ね？」




「……は？」

　一いつ瞬しゆん何を言われているのか分からず呆ほうけてしまうファルディオに、スーリムはそれが大層名案だとでも言うように、満面の笑顔で続ける。

「だって、こんなお祭まつり騒さわぎ、僕らだけで楽しむなんてもったいないじゃありませんか！　楽しいことは、皆さんで共有しないと！　ねぇ！」

　言いながらスーリムは自らの正面に右手を伸のばす。すると、突如地中から黒い六角柱がズズズと突つきだしてくる。ファルディオはその形状や材質に見覚えがあった。

「（試練の起動時にトオルが触れていた物と似ているな。つまり……）」

　中継機能がハッタリの可能性は低い。これまでにアウルが脳内メッセージ配信を行っていることからも、この施し設せつにそういう能力があっておかしくない。

　ファルディオは思わず顔を青くする。

「お……おい、バカッ、やめろ。んなことしたら世界的パニックに──」

「ああ、安心して下さいよ、ファルディオ君。僕もそこまで鬼おにじゃありませんし、権限のキャパ的に、全地域全生物を対象とした放送なんて、全く考えていませんよ」

　言いながら六角柱の上部に手を置くスーリム。瞬間、柱に緑色の光の筋が走ったかと思うと、突如聖域上空に六つの巨きよ大だいなスクリーンが投とう影えいされた。

　驚おどろきながら上空を見上げるファルディオ。

　そこに表示されていたのはそれぞれ、上空から見た街の全景のようだ。つまり世界の中の六カ所だけと中継が繫つながっている。思ったよりも遥はるかに限定的だった放送箇か所しよに、ファルディオがホッと胸を撫なで下ろしたのも束つかの間──しかし彼は、すぐに気付いてしまった。……目の前のクズ魔人が仕掛けた、最低最悪の悪あがきに。

　震ふるえる声で、スクリーンに映る地域を一つ一つ確かく認にんしていく。

「聖都ノルン……魔法都市ルーンヘイム……港町ノーアトゥーン……医い療りよう開かい発はつ特区ナルスに、闘とう技ぎ都市ルザル。そして……ヴェリール村、だと」

　完全に全身から血の気が引いていく。

　……たかが六カ所の、放送箇所全景。

　しかし、あまりに的確にファルディオ達の精神力を奪うばうその選せん択たく箇所に……彼のみならず、それぞれの持ち場で通信と上空の映像を確認していた仲間達が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

『……ゲス魔人めが……』

『スーリム。キミという存在は紛まぎれもなく、ボクの犯おかした最大の過あやまちの一つだよ……』

　クロノフブキの進行を多少遅らせるためだけの絶望的な戦せん闘とうを繰り広げながらも、二人が呟く。唯ゆい一いつレイアの反応が一いつ切さい無かったのだけがファルディオは多少気がかりだったが……今はそこを心配していられる状じよう況きようでもない。

　ファルディオは動どう揺ようを最小限に抑おさえようと努力するも、その強こわ張ばりこそが逆に回復を遅らせる。それこそがスーリムの思おも惑わくなんだと分かっていても、こればっかりはどうしようもない。

　スーリムはファルディオのそんな表情に満足げな笑みを浮うかべながら続けた。

「えー、テステス。はい、世界の皆さん、朗報です。《終末》がやって参りました。ご覧下さい、この祭典を。分かりますでしょうか？　人類最強たる騎士セシリア・シヴィル様と、魔物を統すべる存在が軽くあしらわれております。強いですねー、破は滅めつの化け身しんは！」

　どうやらそれらの街には、こちららの戦闘風景が配信されているらしい。──と、突とつ然ぜん上空に浮かぶ六つのスクリーンが、今度は街の全景ではなく、上空を見上げて動揺する民衆達の表情を映し出した。

　中でも既に聖域の異常を観測していたらしい教会本部──聖都ノルンの狂きよう騒そうぶりは激しく、泣きわめく者、逃にげ出す者、錯さく乱らんする者、それを咎とがめる者、考え無しにうって出ようとする者と……まさに地じ獄ごく絵え図だ。

　しかもあろうことか、そのパニック映像までもがわざわざ他の五カ所へと配信されているらしい。世界の要かなめたる女め神がみ教会の崩ほう壊かいと禍まが々まがしい化物の映像の相乗効果で、恐きよう怖ふの波は一気に伝でん播ぱしていった。

「てめぇ……！」

　ことここに至って流石にファルディオは体力回復を中断。ハイクオリアをスーリムへと飛ばすも、スッと軽くかわされてしまう。

「おやおや、戦略担当らしくもない直情的な振る舞まいですねぇ、ファルディオ君」

「けっ、俺はいつだって感情が最優先だぜ？」

　そんなことを言いながらもちらりと上空の映像を確認し、舌打ちする。

「（回かい避ひ行動を取らせたことで六角柱から手を放させたまではいいが……駄だ目めか）」

　映像配信は依い然ぜんとして続いている。どうやら、既に自動でその役割を果たしているらしい。ということは、今やスーリムを倒たおしたところで止まるかどうか。

「（いや、ここまで恐怖が伝播してしまった以上、いっそ元げん凶きようが取り除かれるところまで──クロノフブキが倒れるとこまでキッチリ見せなきゃ収拾つかねぇなこりゃ）」

　……まあ、それが出来れば最初から苦労はないわけだが。

　ファルディオは一度大きく息を吐はいて、頭を切り換かえ直す。

「（……当初の予定通り、転送からの《取引》に賭かけるしかねぇ）」

　幸いにして、あと十数秒も息を整えれば、転送を発動しても意識は保てる程度の体力が整う。そうなればこちらのもの。

　ファルディオは魔法発動に向けて準備を始めるも、しかし──それを見み逃のがしてくれるスーリムではない。

　彼は再び「おやおや」とわざとらしい声を漏もらすと、今度はなにやら開きっぱなしだった空間穴を覗き込み……そして、ファルディオの方へ向き直って、ニコリと微笑ほほえんだ。




「どうやら、そうこうしているうちにこちらのスタンバイも整ったようですよ」




「っ!?」

　刹せつ那な、ファルディオは総毛立つような悪お寒かんを覚え、咄とつ嗟さに穴の正面から離はなれるように横へと飛んだ。

　──と、次の瞬間、穴から猛もう烈れつな「風」が吹ふき出してきた。

「っち」

　それが何と判断する以前に回避行動をとっていたファルディオだが、それでも靴くつの先せん端たんが「風」に触ふれ──刹那、爪つま先さきの皮ひ膚ふへ焼けるような痛みが走る。

　一瞬猛もう烈れつな熱風による火傷やけどか何かかと考えるも……しかし体勢を立て直し目の前の光景を確認した瞬間、自分の認識が全く「逆」だったことに気がついた。

「冗じよう談だんじゃねぇぞおい……」

　目の前の樹海の草が、木が、いや土までもが……見事に凍いてついている。

　空間穴から扇おうぎ状じように広がる凍とう結けつ風景。鳥とり肌はだが立って仕方ないのは、気温低下のせいか、恐怖のせいか。

　ファルディオが唾つばを飲んで警戒を募つのらせる中。スーリムの開いた穴から姿を現したのは……一いつ匹ぴきの、思わず見取れる程ほどに美しい狼おおかみだった。

　蒼あおと白の体毛に彩いろどられた、どこか神こう々ごうしさを漂ただよわせた狼が……パリパリと凍てついた雑草を踏ふみ砕くだきながら進み出てくる。

「……んだってんだよ、おい……」

　一見して呪針が刺ささっている様子はない。しかしそれだけに余計正体が読めない。

　思わず気け圧おされて一歩退いてしまうファルディオに対し、スーリムは極めて上じよう機き嫌げんそうに人指し指をピンと上げて微笑む。

「ここで問題です。審しん判ぱん者しやには必ず付きものの存在と言ったら、なーんだ？」

　その趣しゆ味みの悪いクエスチョンを受け。ファルディオは一つ溜ため息いきをつくと……分かってしまった最悪の回答を口にした。

「……使い魔ま。サーヴァント、か」

「ご名答！　いやぁ伝説の初代審判者ともなると、その使い魔も破格の強さでしてね。ファウル君って言うんですけど。自ら主人と一いつ緒しよに封ふう印いんされた健けな気げさといい、どこかの毛玉君とは大おお違ちがいなわけですよ。まあ……」

　そこでスーリムは小こ憎にくたらしい苦笑いを浮かべて、頰ほおを搔かく。




「主人がアレな現在、その煽あおりをモロに受けた使い魔もまた、アレなわけですけど」




　その言葉と同時に、突とつ如じよ猛もう烈れつな勢いでファルディオへ迫せまり来る蒼そう狼ろう──ファウル。

「（やべぇ！）」

　ファルディオは咄嗟に身構えるも、その速度たるや想定以上。とてもじゃないが禁きん忌き魔法を撃うてる余よ裕ゆうもなく、狼はファルディオの喉のど笛ぶえを喰くい千切る──ことなく、その脇わきをすり抜ぬけていってしまった。

「へ？」

　間ま抜ぬけ面づらで狼を追うように振ふり向くファルディオ。

　使い魔は大魔導師を無視して猛然と地を駆かけると……ファルディオの遥か後方にいた、逃げ遅おくれの子ドラゴン──まだ歩行も覚おぼ束つかない赤子同然のそれの柔やわらかな胸部に無む慈じ悲ひな牙きばを突き立てる。

「…………」

　ぐじゅ、ぐじゅ、と嫌いやな音を立てながら子ドラゴンを凄せい惨さんに嚙かみ殺すファウル。

　その様子を啞あ然ぜんと見るファルディオに、スーリムがやれやれと肩かたを竦すくめて告げる。

「言ったでしょ？　主人同様、アレだって。理性がないのは勿もち論ろん、最も早はや人間を優先的に襲おそうだとかっていう魔物らしささえない。ただの本当に自由な暴力存在ですよ。なんでもありだ。僕程度じゃとても扱あつかいきれない」

　常に噓うそか真実か分からないことを言うスーリムだが、状況を見るだにこれは噓じゃなさそうだ。

　ファルディオは背後のファウルがまた他の獲え物もの……ファルディオ達以外に目をつけてどこかへ去ったのを確認すると、スーリムに笑いかける。

「どうやら賭けに負けたようだな、スーリム。アレが俺を優先的に襲ってくれれば幸いと考えていたようだが……」

「ああ、バレましたか。まあいいですよ。運が悪いのは生まれつきだ。むしろ僕に牙を剝むかなかっただけ、ラッキーとしておきましょう」

「負け惜おしみを。この睨にらみ合いも、そろそろしまいだぜ、スーリムさんよぉ」

「ですね。流石さすがにもうキミの足止めをするのは限界のようだ。これはもう、《取引》を止めるの自体は難しいかな。……とはいえ、キミが転送すると同時に、当然僕はキミを殺しにかかりますけどね。《取引》成立は許しても、やることはやっとかないと」

　ニコニコと世間話の延長のように殺害予告をするスーリム。しかし、ファルディオもそれは覚かく悟ごの上だ。

「（ただで殺やられる気もねぇとはいえ……ヤツへの具体的な対応策もねぇ。このままだと、《取引》成立後に十中八九殺られるんだろうな）」

　他人ひと事ごとのように状況を分ぶん析せきする。そうして、あともう少しで転送に耐たえられる体力が回復するというこの段に至って、スーリムが「そうそう」と笑顔で追加情報を口にしてきた。

「ファウルにも、ルウ君のように特とく殊しゆ能力が二つ程ありましてね。一つはさっき見た凍結の吐と息いき。怖こわいですねぇ、強いですねぇ。そしてそして、もう一つが……《分身》なんですよ。なんと最大十三体にまで増ぞう殖しよく出来る。実体を伴ともない、戦闘力も本体と全く同性能のものが、時間制限も一切なしで、ですよ。いやはや、破格に便利な能力だ！」

　ファルディオは一いつ瞬しゆんその言葉に動揺しかけるも……スーリムの横に開きっぱなしの空間穴から増ぞう援えんが出て来る様子は見られないため、ニヤリと切り返す。

「分身ねぇ。百ひやつ歩ぽ譲ゆずってその能力が現在フルに使用されているとして、スキーズブラズニル内にファウルが残り十二体いるっつー話か？　確かに怖こえぇ話だが、そいつらは中々そこの穴から出て来てくれないようじゃねぇの、おい。そりゃそうか。あの知性だもんな。そうそうてめぇの思おも惑わく通りには戦ってくれねぇだろ」

「そうなんですよぉ。困りましたね」

　スーリムは残念そうに言いつつも、直後にはケロリと話題を変えてくる。

「あ、時にファルディオ君。このスキーズブラズニル、先程めでたく初代審判者の封印という大仕事を終えたおかげで、他の機能にその力のリソースを割さけるようになりましてね。新しく使えるようになった機能があるんですよ」

　ファルディオはスーリムの調子に飲まれすぎないよう、ぞんざいに応じる。

「へぇ、そりゃ良かったな。だがこれからそのスキーズブラズニルの力が及およばない《聖域》内に突とつ入にゆうする俺としちゃあ、全く関係ない話だね」

「そうですね。ファルディオ君には関係ない話です。だからまあ、これは性格が悪いことに定評のある僕の戯たわ言ごとだと思ってくれて構わないんですが……」

　相変わらずベラベラと喋しやべる魔人に辟へき易えきしながらも、ファルディオはあと数秒の辛しん抱ぼうだとそれに付き合う。

　スーリムは続けた。

「便利な転送機能が解放されたんですよ。場所は事前に登録した箇か所しよだけに限られてしまうんですが、そこに、自由に出入り口を……穴を開けるようになった」

「ああそう。便利な逃とう亡ぼう手段が出来たわけだ。良かったな、ゲス魔人」

「はい、おかげさまで。ああ、あとあと、これまた余談なんですが、スキーズブラズニル内には幾いくつかの《部屋》がありましてね。現在はそこを、ファウルの格納庫として使っていたんです。元々十三体に分身したままで休きゆう眠みんしておりましたので、二体で一部屋使わせるカタチで。まあ合計十三体なんで、一人部屋のヤツが一体出ちゃうんですけどね」

　一体なんの話だこれは。回復を待つために敵が無む駄だ話ばなしをしてくれるのは都合がいいとはいえ、流石に無む駄だがすぎる。ファルディオはテキトーに相あい槌づちを打った。

「はいはい、そりゃ凄すごいねぇー。快適な生活させてんねー。その割に、残りの十二体全然出て来てくれないみたいだけどねぇー」

「そうですねぇ。というか……まあこの空間穴は、例の一人部屋に繫つないだだけのものなんで、最初から一体しか出て来るわけないんですけど」

「…………」

　ふと、なぜだかは分からないが、ファルディオの中で墨ぼく汁じゆうを一いつ滴てき垂らしたが如ごとく、漠ばく然ぜんとした不安が広がり始める。……ディメンション・ムーブを使用しても気絶しない程度の体力が回復するまで、あとほんの少しだけ、それだけ、この与よ太た話に付き合えば終わり。

　だが、なぜだろうか。

　この戯言を最後まで聞いていては、いけない気がするのは。

　ファルディオが額に汗あせを滲にじませる中……スーリムはにたぁと邪じや悪あくな笑えみを浮うかべると……それらの事前情報全すべてを繫ぐ、最低の結論を口にした。




「僕が事前に転送穴を開ける場所としてセッティングしておいた箇所は六カ所。暴走使い魔ファウルの格納場所も六カ所。……おやおや偶ぐう然ぜんですが、現在中ちゆう継けいを繫いでいる、貴方あなた達にとって大事な旅の思い出の場所もまた──丁度六カ所でしたねぇ！」




　刹那、ファルディオは後先を一切考えず、ディメンション・ムーブを使用した！

　視界が一瞬のうちに切り替かわり、瞬時に《聖域》の最さい奥おう──《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の鎮ちん座ざする部屋へと転送される。が、直前にカッとしたせいで僅わずかに《革命の鍵笛ギヤラルホルン》を通り過ぎてしまっている。

「くそっ！」

　慌あわてて振り向き、光の球体《革命の鍵笛ギヤラルホルン》を確かく認にんするも、同時に体力消費による猛烈な眩暈めまいが彼を襲い、意識を持っていかれる。が──彼は強く舌を嚙み、壮そう絶ぜつに猛たける精神力だけで、足りない体力を補った！

「あああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　口から血を撒まき散らしながら、《革命の鍵笛ギヤラルホルン》へと手を伸のばす。

　……半年前には、自分が起動することの出来なかった光。友の命を奪うばった光。

　それに今──ファルディオは、今一度だけ、その命を賭として手を伸ばす。

　入り口からはスーリムが以前ルウの命を奪った《呪じゆ槍そう・グングニル》を直接その手に握にぎりしめ、歓かん喜きの笑みを浮かべながら猛もう烈れつな勢いで迫り来ている。このままでは数瞬後、確実にファルディオの命が刈かり取られるだろう。だが……。

「（知ったこっちゃねぇ！）」

　今彼にとって大事なのは、そんなことじゃない。トオルのように自分の命を軽く見ているつもりは毛程もない。が、それでもなお、今、彼にはどうしても成し遂とげたい──いや、成さねばいけない《取引》があった。

　ファルディオは《革命の鍵笛ギヤラルホルン》を強く摑つかむと……この半年何度も反はん芻すうしたその《取引》内容を心の内で叫さけび……同時にその口からは、純じゆん粋すいな祈いのりを叫ぶ！




「戻もどって、きやがれぇええええええええええええええええええええええええ！」




　刹せつ那な、いよいよ彼の中の気力体力が完全に底をつく。

　がくりと床ゆかに膝ひざを落とす、ファルディオ。

　そんな彼に迫るのは──右手に巨きよ大だいな呪槍を顕けん現げんさせた魔人、スーリム。

　彼は大きく槍を振りかぶると……その顔にニタァと明らかに性的な悦よろこびを張り付かせ、興奮のあまり唾だ液えきをまき散らしながら叫んだ。




「ああっ、小こ賢ざかしい雑魚ざこを屠ほふるこの瞬間の、なんと快感なことかぁぁぁぁぁぁああ！」




　そうして、スーリムがいよいよ槍をファルディオの心臓目め掛がけて振り下ろそうとしたまさにその瞬間──

「いやホントにね」

　──突とつ然ぜん謎なぞの第三者の声が《聖域》内へと響ひびき渡わたった。

「!?」

　直後、スーリムが振り返る間もなくその頭には小さな、しかし圧あつ倒とう的な力を纏まとった《拳げん骨こつ》が振り下ろされる。魔人はそのまま猛烈な勢いで顔を床へと叩たたきつけられると、「ぶぎゃ」という声と共に派手に血しぶきをまき散らせつつ身体ごとバウンド。そうして、最後には鼻血まみれの無ぶ様ざまな顔を晒さらすカタチで、仰あお向むけに倒たおれて気絶した。

「…………」

　それらを薄うすれゆく意識の中で見守りながらも、ファルディオは前のめりに倒れゆく。

　そんな彼の身体からだを、倒れる直前にふわりと優やさしく抱だきとめる……酷ひどく懐なつかしい温ぬくもり。

　ファルディオはある種の抗こう議ぎの意味も込こめて彼に完全に体重を預けると、目を瞑つぶったまま……最も早はやその姿をみるまでもない懐かしき香かおりの仲間へと、憎にくまれ口を叩いた。

「ははっ、だっせ……。……背後からの不意打ち喰くらわしといて……手負いの魔人一人仕留めきれねぇでやんの……」

　そんなことをのたまう、最早殆ほとんど擦かすれ声の自じ称しよう大魔導師に。

　彼を優しく抱きとめる懐かしい仲間の声は……少し不満そうに、実に子供らしく……けれど少しだけ涙なみだ混じりの鼻声で、返してきたのだった。




「初めて会った時も言ったよね？　ぼく……パンチやキックは、ホントに不得意なんだ」

















第七章









「詳くわしい状じよう況きよう？　いやごめん全然知らない。ただスーリムが実に愉たのしそうに笑ってたから、『あ、これロクでもない状況だ』と判断して、即そく殴なぐった。問題なかったでしょ？」

「ああ、大正解だ」

　異世界ノルンガルドの中ちゆう枢すう、《聖域》内は《革命の鍵笛ギヤラルホルン》の前にて。

　相変わらずの馬ば鹿か力ぢからとともに再顕現を果たしたぼく──ミカミトオルは、蘇そ生せいや再会の感動もそこそこに、状況が状況なのでさっさとファルディオに肩かたを貸して彼を強制的に立ち上がらせた。

「いや少し休ませろよ……」

　文句を垂れる彼に、ぼくは口を尖とがらせて応じる。

「そういう状況でもないでしょ。ギリギリ死なない程度には無理してよ、駄だ目め大人」

「ああ、お前、間ま違ちがいなく俺の知っているクソガキだわ。ミュートが変身している方が、まだ優やさしい」

「そりゃどうも」

　応じながら、よっと彼の体重を支える。……口では厳しいことを言ったものの、ファルディオの体力が本当にまずいのはぼくにだって分かっていた。息が酷く荒あらく、喉のどがひゅぅひゅぅと怖こわい音を鳴らしている。……それでも、今は動かないといけない。

　そうしてなんとか歩き出そうとしたところで、ファルディオがちらりと《革命の鍵笛ギヤラルホルン》前で気絶したままのゲス魔人を振ふり返った。

「……殺やっとくべきじゃねえの？」

「ぼくもそれぐらいのつもりで殴ったんだけどね。今しぶとく生き残ってるからには、このままでもいいかなと思っている」

「おいおい、今いま更さらこいつに情けかけんのかよ？」

「違うよ。アレ見て」

　言いながら、ひょいと顎あごで《聖域の扉ビフレスト》の方を指す。そこには……彼の開いた空間穴が未だ顕現している。それを見た途と端たん、ファルディオが「ああ」と納なつ得とくする。

「スキーズブラズニルの操作権限か。気絶状態の今は穴がオープンのままで固定されているみたいだが……殺すと閉じるかもな。そしてそれは、吉きちと出るか凶きようと出るか分からない」

「そういうこと。やはり閉じるべきとなったら、その時に殺せばいいよ。まあ彼を殺しても閉じる確証はないんだけどさ。それはそれでデメリットもない」

　そんな風にサラリと魔人の酷い処しよ遇ぐうを語るぼくを、ファルディオは呆あきれた様子で眺ながめる。

「……やっぱお前、トオルだわ」

「なんだろ、全然嬉うれしくないけど、そりゃどうも。じゃあ行くよ」

　ぼくはそう告げると、とりあえず《聖域》出口に向かって移動を開始する。

　本当は彼を抱かかえて一息に飛んでしまうのが早かったのだけれど、それは流石さすがにファルディオへの負担が怖かったし、なにより多少情報共有のための時間が必要でもある。

　ぼくはファルディオをゆっくりと移動させながら、まずは手早くこちらの状況を説明しておくことにした。

「とりあえず、大まかに今起きている事態は把は握あくしているよ。ファルディオが《革命の鍵笛ギヤラルホルン》に触ふれてぼくを蘇よみがえらせた時に、その記き憶おくの一部がぼくにも流れ込んだんだ」

「そりゃ話が早くて助かるが……勝手に俺のプライバシー覗のぞき見るなよ。お子様には見せられない映像盛りだくさんだぜ、俺様の記憶」

「そこは安心して。ぼくが見たのはホントに大まかに大事な部分なぞった程度の記憶だから。ここ半年の、ファルディオを主人公とした小説をさらっと読んだ感じっていうのかな？　だから、ファルディオが女性の下着盗ぬすむ場面とか、深夜に無差別で自分の裸はだか見せて回る場面とか、そういうどうでもいい部分はないよ」

「そもそもそんな場面ねぇわ！　お前なんで俺を性犯罪者まがいと認にん識しきしてんだよ！」

「ところで、レイアおねーさんと良い感じになる描びよう写しやとかも全然なかったんだけど、ファルディオってこの半年なにしてたの？　ヘタレなの？」

「余計なお世話だわ！　お子様のクセにうるせぇよ！　まあとにかく、この究極にやべぇ状況は分かっていると思っていいんだな？」

「うん、そうだね。初代審しん判ぱん者しやが復活して暴れ回っていて、ヨルや師し匠しようでもまるで手に負えない。あと、スーリムがぼくらの旅した場所に余計なことしまくった」

「ああ……恐おそらくだが、あの性しよう悪わる魔人のことだ、既すでにあのやべぇ使い魔達を放ってるだろうな。そっちもなんとかしねぇと……」

「そうだね。……ところで、この状況でぼくがどうしても分からない点が、一つだけあるんだけど、訊きいていいかな？」

「？　なんだよ今更。俺の知っていることならなんでも──」




「ぼくを蘇生するための《取引》対価に、一体何を使ったの？」




「…………」

　立ち止まって訊たずねながら、ぼくは身体中から殺気を[image: ]ほとばしらせる。その回答によっては……ぼくは、瀕ひん死しのファルディオを殴り飛ばす覚かく悟ごさえしていた。

　彼はしばらく無言を貫つらぬいた後……ぼくに負けない程ほどの殺気を纏まとって応じてきた。

「自分の命をぞんざいに扱あつかったお前に、俺の《取引》内容をどうこう言う資格はねぇよ。驕おごってんじゃねえぞクソガキ」

　その言葉に、ぼくはカッとして叫ぶ。

「誤ご魔ま化かすな！　言えよ！　何を犠ぎ牲せいに……誰だれの命を犠牲にして、ぼくを蘇らせた！」

「きゃんきゃん五月蠅うるせぇよガキが。見れば分かるだろ。俺は、死んでねぇぞ」

「だから分からないんだろ！　一体どういう《取引》の結果、ぼくはここに──」

「喚わめくな！」

「っ！」

　瀕死とは思えないファルディオの怒ど号ごうに、ぼくは情けなくもびくりと気け圧おされる。

　彼はふぅと一つ息を吐はくと、今度は淡たん々たんとした声で説明してきた。

「……それは、こういう状況で簡単に説明していいことじゃねえんだよ」

「…………。……それは、この件が片付いたら、説明してくれるってこと？」

「勿もち論ろんだ。というか、お前にはこの話を受け止める義務がある」

「……分かった。…………。……ごめん」

「……いや、俺の方こそ。お前の不安な気持ちはもっともだ。だが……今はそういう状況じゃねぇんだわ」

「うん。ぼくも物事の優先度は分かっているつもりだよ。話を戻もどそう」

　そう語りつつ、歩行を再開させる。

　ぼくは気持ちを落ち着かせるように深く息を吐いてから、改めて切り出した。

「《取引》対価の件はさておき、それにしたって、やっぱりこの状況でぼくの復活を優先した理り屈くつがよく分からないんだけど。戦力的な意味でさ」

「ああ、そりゃマジで説明するまでもない簡単な理屈だぞ。だからわざわざ《革命の鍵笛ギヤラルホルン》を通した情報伝達もされなかったのかもな」

「？　一体どういう……」

　ぼくの率そつ直ちよくな疑問に。ファルディオは……当然のことのように、あっけらかんと答えてきた。




「世界を滅ほろぼす程の強大な邪じや悪あくを前に、人類が一いち縷るの希望を託たくすに足る存在なんて──んなもん、《勇者》以外にありえねぇだろうが」




「────」

　ぼくは思わず目をぱちくりとさせる。ぼくが……勇者だって？　この世界の背景を……審判者の役割を知った上で今更何をと思ったものの、ファルディオはそれでも至し極ごく真ま面じ目めに続ける。

「お前は《勇者》だよ。俺の知る限り……いや、この世界の人間が知る限り、最も《勇者》として相応ふさわしい人材だ。少なくとも人類の六割程度は、お前に最後の希望を託すことに賛成してくれるだろうよ」

「四割も反対してんじゃん！」

「半数超こえてりゃ充じゆう分ぶんすぎるっつうの。なんにせよ、規模は違えど、アレと同じ出自のもの……《審判者》に希望を託すのは、そんなに間違った話でもねぇだろ？」

「いやいや、本当に規模が違い過ぎるし！　ぼく程度の力じゃ全然……」

　ぼくが自信なさげに俯うつむくと、ファルディオはなぜかニヤリと笑った。

「いや、それはどうだろうな。今のお前なら、実際アレと同じステージに立てる可能性ぐらいは、持っているはずだぜ？　なにせ、その命の由来が由来だ」

「？　それは一体どういう……」

　と、そこまで話したところで、ぼくらはようやく《聖域》を出た。

　同時にファルディオと二人、まずは初代審判者の状況を確認する。

「……まずい感じだな……」

「だね……」

　力の差を考えれば二人が生き残っているだけでも既に奇き跡せきだけれど、それは裏を返せば、巨きよ人じんが二人をほぼ相手にしてくれていないことを指す。

　ヨルには多少反応してくれることもあるようだけれど、それもせいぜい寄って来る羽虫を払はらう程度の反応。足止め、と言うには厳しすぎた。

　次にぼくらは、上空の世界六カ所に接続された映像を確認した。瞬しゆん間かん、ファルディオが「くそっ！　やっぱ既にやってやがったか！」と大きく悪態をつく。

　そこに映っていたのは……それぞれの地域へと二体ずつ凶きよう悪あくな使い魔まファウルが転送され、人里へと向けて下りていく景色だった。

　恐きよう怖ふに怯おびえる民衆達。幸いにして転送地点はなんらかの制限があるのか、どこも村の入り口手前であり、出現と同時に被ひ害がいが出る──という状じよう況きようでこそなかったが、その転送風景までもが放送されているせいで、それぞれの村や街の民衆は更さらなる恐きよう慌こうに陥おちいっていた。

　ファルディオが歯ぎしりしながら呟つぶやく。

「やべぇぞ、こりゃあ。今更スーリム殺して穴閉じたって仕方ねぇし、スキーズブラズニルの穴を利用して応おう援えんに駆かけつけようにも、六カ所全部のフォローなんざ無理だ！」

「どうしたら……！」

　為なす術すべも無くただ映像を見守るしかないぼくら。

　そうして、いよいよ各市街地の中心へとファウル達が進行し、住民達に最初の被ひ害がい者しやが出るのも時間の問題と思われたその瞬間──。

「……え？」

　──ぼくらがまるで予想だにしなかった意外な展開が、六カ所全すべての放送で殆ほとんど同時に巻き起こった。

「これは……」

　ファルディオもまた呆ぼう然ぜんと呟く中……ぼくは五感を研とぎ澄すませて全ての地域の映像を余すところなく観察する。

　そこに展開されていたのは────その全てが、まさかの《迎げい撃げき》の光景だった。




　聖都ノルンでは神しん剣けん騎き士し団だん聖騎士隊と思おぼしき面々が正面からファウルを迎むかえ撃うつ。先頭に立つのはハゲ頭のおじさんだ。陣じん頭とう指し揮きを取りながらも本人も戦せん闘とうを繰くり広げ、しかも明らかに一番強いという、カッコイイにも程があるおじさんだ。ハゲだけど。

　更に、先程まで狂きよう乱らん状態にあった一部の団員達はといえば、いつの間にやら全員、ぞろぞろと連れだって後方に下がっている。一体何事かと思って見ていると、それを誘ゆう導どうしていたのは──なんとグラサンにアロハシャツの魔人イグニールだ。実に活いき活いきと言葉で他者を操あやつるその姿は正直「これ後々大だい丈じよう夫ぶかよ」感があるけど、とはいえ人命救助は人命救助。なんにせよ、聖都ノルンはまったく問題無さそうだ。

　同様に──元々住民の戦闘力が高い傾けい向こうにある二大都市、闘とう技ぎ都市ルザル、魔法都市ルーンヘイムも危なげがなかった。

　ルザルでは丁度大規模な闘技大会でも行われていたらしく、円形闘技場から続々と屈くつ強きような戦士達が功を競きそうように走り出てきて、我先にとファウルに挑いどみかかっていく。中でも真っ先に接敵し、たった一いち撃げきでファウルを一体のした巨きよ漢かんの男は……なんと、ぼくと一戦交えたこともあるグラン・ゴールドさんだ。師匠やぼくと戦った時より、明らかに強くなっている。……色々悔くやしかったのかなぁ……。なんにしろ、ありがたい話だ。

　魔法都市ルーンヘイムに至っては殆ど一方的な展開だった。なにせ、遠えん距きよ離りから矢や継つぎ早ばやに禁きん忌き魔法がこれでもかとファウルに飛んでゆく。その禁忌魔法の浸しん透とうぶりにぼくが驚おどろいていると、ファルディオが呆あきれた様子で呟いた。

「あの街、俺が教えるまでもなく喜々として禁忌魔法習得をガリガリ始めるような変態ばかり住んでいるからな……って、あれ、ミーミル魔法学院の生徒達じゃねか！　あ、そういや、年に何度か学年単位でルーンヘイムに研修旅行あるんだっけか……あー、ここぞとばかりにえげつない禁忌魔法撃うってやがるぜおい……」

　いっそファウルが可哀かわい想そうになってくる惨さん状じようだった。……もうあそこの映像は見なくていいだろう。っていうか正直、ぼくの年ねん齢れいじゃ見ちゃいけないレベルだ。

　さて、問題は戦闘に向いていない人々が多い、残りの地域だ。

　まずは港町ノーアトゥーンの様子を見る。ここでは海の上に空間穴が開いており、そこから飛び出したファウルが、なんと海面を凍こおらせながら町へと疾しつ走そうしていた。怯える住民達。当然だ。いくら荒あらくれ者ものが多い町とはいえ、あんな魔物への対たい抗こう手段は普ふ通つう持ち合わせていないだろう。

　ファウル二体は悠ゆう々ゆうと海面を走ると、波止場から町へ上陸──しようとしたところで、突とつ如じよ巻き起こった爆ばく風ふうで盛せい大だいに吹ふき飛ばされた。

『────』

　ぼくとファルディオが啞あ然ぜんとする中、自動操作と思しき中ちゆう継けい映像は激しく見覚えのある船を写す。それは……なにやら船体脇わきに設置された凶悪な大たい砲ほうからもうもうと煙けむりを上げる、ニョルズ号の姿だった。

　映像が船の舳へ先さきに迫せまる。そこではスカー船長が、大層満足そうに大笑いしていた。

　巨大投とう影えい映像から、聖域にまるで似合わない下品な声が響ひびき渡わたる。

『げぇひゃははははははは！　見たかぁ、ニョルズ号の新装備の威い力りよくを！　折せつ角かくの機会だ！　野や郎ろう共、撃て撃て撃てぇ！　必要以上に撃てぇ！　それで町壊こわれたら、勇者と教会のせいにでもしとけぇ！』

『おい』

　ぼくとファルディオは同時にツッコムも、こちらの声はあちらに届いていないらしい。

　……なんにせよ、ノーアトゥーンは大丈夫そうだ。

　ぼくらは先せん端たん医い療りよう開発特区ナルスに視線を移す。ここは……。

「……まずいな」

「……うん」

　やはり、そう全てがうまくもいかない。ナルス都市警察は住民の避ひ難なん誘ゆう導どうで手て一いつ杯ぱいであり、とてもじゃないがファウルを迎え撃てるような戦力まで有していない。

　ファウルは無差別に家屋を凍いてつかせながら、市街地へと進行していく。そうして、遂ついには逃にげ遅おくれていた老ろう齢れいの医師に、背中から襲おそいかか──

『!?』

　──ろうとしたその刹せつ那な、突如街を覆おおった濃のう霧むに阻はばまれ、老人への攻こう撃げきを失敗してしまった。ファウルは一瞬怪け訝げんそうに立ち止まるも、しかしすぐに老人の追つい跡せきを再開させる。が……不思議な霧きりは使い魔達の視界を遮さえぎり、歪ゆがませ、惑まどわせ、狂くるわせ……そうして最後には……。

『あ』

　ファウル二体は、なにを思ったか互たがいに氷結の息を吹きかけ合い、自じ滅めつしてしまった。直後、まるでその役目は果たしたとばかりに、街から幻まぼろしの如ごとく消えて行く霧。

『…………』

　と、薄うすれゆく霧の奥に、見覚えのある黒くろ髪かみ細身の眼鏡めがね青年が、白衣を翻ひるがえして去って行くのが見えた。ぼくとファルディオはそれを見て彼の……いや、彼女の暗あん躍やくを確信し、二人、思わず呟く。

『気ままが過ぎるだろ……』

　相変わらず猫ねこみたいな動きをする魔人だった。味方とは間ま違ちがっても見ない方がいいし、未いまだに人殺しをなんとも思わない感性は変わってもいないだろうけど……妙みような義理や、縄なわ張ばり意識みたいなのは持っているようだ。……ある意味彼女は誰だれより健全に「生物」なのかもしれない。

　ホッと胸を撫なで下ろしつつも……最後に残ったファウル二体の行き先……ヴェリール村の様子に集中。

　当然と言えば当然なのだけれど、最も人口や戦力の少ないヴェリール村が一番苦戦していた。《シュ・ロッカ》の際の応用でオンジュの実から噴き出すガスによるバリケードを村入り口に作るも、すぐにそれらも氷結の息で吹き飛とばされてしまう。

　映像に、懐なつかしい面々が映る。モルジさん、エイリおねーさん、ビルマおばさん、デントおじさん、それに……サクヤ。村中央広場へ一堂に会した村人達に、ファウル二体がゆっくりと迫る。

「くそっ」

　ぼくは舌打ちすると、イチかバチか《聖域の扉ビフレスト》前に開いたままの空間穴に飛び込んで救きゆう援えんに迎えないものかと考える。が、瞬間、ファルディオにガッシリと手首を摑つかまれてしまった。

「やめとけ。今お前をアテもなくスキーズブラズニル内に入れるわけにゃいかない。何かの拍ひよう子しに穴が閉じたら、誰が初代審しん判ぱん者しやの相手をするんだ」

「分かってるけど……！　でも……！」

「大人の判断をしろっ！」

「っ！」

　ファルディオと正面から睨にらみ合う。……以前もこんなことがあった。ヴェリール村の救済に関するリスクについて、彼と意見が食い違って。……その時は結局ぼくがワガママを通し……そうして案の定危機に陥ったところを……ファルディオが助けてくれて。

『…………』

　ぼくは迷いを抱いだきながら、映像を見やる。サクヤ達に迫る危機。普ふ段だんなら一も二もなく助けに行く場面だ。だけど……。

〈ズズ……！〉

　周辺に大震しん動どうを巻き起こしながら、未だ巨人と大立ち回りを演じる師し匠しようとヨルの二人を見やる。……いつの間にか、更に聖都ノルンの方へと押されてしまっている。このままではこの星の中心都市が砕くだかれ、連れん鎖さ的に世界が混乱に陥るのを免まぬかれない。

　……客観的に見て《勇者》としてどちらを優先すべきかなんて、分かりきった状況。

　……ファルディオのように、状況をしっかりと把は握あくして、その上で動く。それこそが彼の求める大人の判断。だとしたらぼくが今すべきことは……。

　…………。

「……分かったよ、ファルディオ。ぼくは、ヴェリール村に行かない」

「……そうか。分かってくれたようで、なによりだ」

　力を抜ぬいたぼくの手を放すファルディオ。ぼくはしばらく俯うつむき、ぶつぶつと呟く。

「……ぼくは今回、ファルディオと同じく、大人の判断で──」

「ああ……」

　そうして、二人の上空の映像では今まさに村人達へファウルが襲い掛かからんとする中。

　ぼくは──ぼくは、笑え顔がおで、顔を上げた。




「──大人達の強さを、信じることにする！」




　刹那──ヴェリール村広場の石いし畳だたみへと足を踏ふみ入れたファウル二体が、ビクンッと毛を逆立てたかと思うと、痙けい攣れんしながらその場にこてりと倒たおれた。

　その不思議な光景を、事情が一いつ切さいわからないぼくらがぽけっと様子を眺ながめていると……途と端たんに、ヴェリール村の村人達全員が「ニタァ」と性しよう悪わるな笑みを浮うかべた。

　代表して前に出たモルジさんが、特注の杖つえの先せん端たんでコツコツとファウルを小こ突づきながら呟つぶやく。

『ほっほっほ、一度《シュ・ロッカ》に襲われた苦い記き憶おくを持つ村が、その後なんの魔物対策もせずにいられるわけが、なかろうが』

　更さらに、もう一体のファウルの様子を見に来たエイリさんも、また微笑ほほえむ。

『こちとら勇者愛用の武器も手がける天下の魔法武具屋《イブロック》のエイリ様だぜ？　世界から加護が失われようが知ったことか。だったら次は、人の持つ潜せん在ざい魔力を利用した素材を開発するまでよ。たとえば……《周囲に存在する人間の魔力を集積し電でん撃げきに変へん換かんしてくれる石畳》とかなぁ！』

『（うわー、なんて《らしい》発明なんだ……）』

　ぼくとファルディオは色々紙かみ一ひと重えすぎる天才おねーさんを呆れ混じりに見つめる。彼女は相変わらず豪ごう快かいに笑っていた。

『まあ、無差別にバリバリ発散するから、敵だけ感電させてくれる便利なシロモノとかじゃ全然ねぇんだけどな！　あたしにそんな繊せん細さいな発明は期待すんな！』

『（ですよねー）』

『でもそこはあれよ！　この村の住人なら感電の問題一切なし！　だってなぁ……』

　彼女がそこまで告げたところで、とてとてと前に進み出てきたサクヤが、一度こほんと咳せき払ばらいをすると……小悪魔的な微笑みを浮かべて、代表の音おん頭どを取る。

『靴くつならやっぱりぃ～？』

　その言葉に。ヴェリール村の大人達は、全員が悪戯いたずらを成功させた悪ガキみたいな表情で……盛大に、応じたのだった。




『ヴェリール村の、ゴムックス！』




　ぼくとファルディオはそれをぼーっと見守りながら……心の中で、思わずツッコム。

『（この状じよう況きよう下かで、放送を利用して盛大に告知したぁぁぁぁぁぁあああああ！）』

　恐おそろしい。ヴェリール村、恐ろしい。結果だけ見れば、襲われた六カ所全すべての中で唯ゆい一いつ、被ひ害がいどころか収益さえ出した村だった。た、逞たくましすぎるでしょう、ヴェリール村。

　ま、まぁなんにせよ、これでひとまずの心配事は完全に消え去った。

　映像の中で各都市がファウル撃げき退たいで勢いづいて盛り上がる中、ぼくとファルディオは改めて巨きよ人じんへと向き直った。

　ファルディオがバックパックからごそごそとミョルニルロッドと小型通信機を取り出してぼくへと放ほうる。ぼくはそれらを装備しながら、彼に相談を持ちかけた。

「別に戦うのはいいんだけどさ。……正直ぼく、全然自信ないよ？　下手すると、ぼくより強い感のあるヨルと師匠の足を引っ張るんじゃないかと覚かく悟ごしているぐらい」

「さあ、そりゃどうだろうな？　とりあえず、やるだけやってみろよ」

「とりあえずであの巨人に子供を挑いどませるって、ちょっと鬼き畜ちくすぎじゃない？」

「今いま更さらお前が子供面づらとか片腹痛いわばーか」

「酷ひどい……」

「冗じよう談だんはさておき、マジで今のお前にはワンチャンあるはずだ。あ、一つ確かく認にんしておくが、スーリム殴なぐった時、お前、全力だったか？」

「？　いや全力というか……咄とつ嗟さのことだったから、あくまでも《いつもの感じ》で殴っただけだったけど？」

「そうかそうか。ならいい。それなら何も問題ない」

「？　はぁ？」

　彼の言っていることの意味がまるで分からない。

　ぼくは耳の小型通信装置をオンにすると、しぶしぶ彼に告げる。

「じゃあ行って来るけど……」

「おうおう、行ってこい！　俺は俺ですることあっからよ！　あ、一つ忠告しておくが、お前……今回は、ちゃんと全力でやってみろよ？」

「はぁ？　そんなの言われるまでもないことだけど……分かったよ」

　一体何なんだ。そもそも、アレ相手に力を出し惜おしみなんかしていられるわけ、ないじゃないか。

　ぼくはどうもモヤモヤとして一度首を傾かしげるが、いつまでも引き摺ずったって仕方ない。

　一度息を吐はいて気持ちを仕切り直すと、ぼくは……。

「……はぁ！」

　巨人へと追いつくべく、思い切り地を蹴けって森の中を駆かけ出した。と……。

「（──っと、あぶなっ！　危あやうく木にぶつかるところだった！……？　なんだろ、久しぶりで感覚が鈍にぶってるのかな？　いや、というよりこれは……）」

　自分の身体能力を細かに確認しつつ、森の中を駆け抜けていく。そうして改めて色々把握出来てきたあたりで、そういえばノルンガルドに召しよう喚かんされてすぐの頃ころにもこんなことをしたなと思い出した。

「（あの時はサクヤを助けるために森の中を走ったんだっけ……）」

　あれから色んなことがあった。それはもう……語り尽つくせないぐらい。

　だけどそんな経験を踏まえた今でもなお……ぼくは結局、大事な人達を助けるために走っている。相手の強大さなんかお構いなしってあたりも、何も変わっていない。成長がないと言われたら、その通りなのかもしれない。

　だけど、どうしてだろう。

「（今は……あの時よりもずっとずっと、心が楽だ）」

　サクヤを助けようとしたあの時、ぼくは、自分を一人だと思い込んでいた。自分の大事なものを救いたいなら、自分一人の力で守るしかないのだと。そう思い込んでいた。

　だけど、本当はちょっと違ったんだ。

　一人で出来ることなんて、実際たかが知れていて。それは勇者だって同じ。ぼくは強い敵を倒せるかもしれないけれど、耐たい電でん性せいに優すぐれた靴を作ることは出来ない。船を操あやつることも、新しい魔法を作ることも、美味おいしい料理を作ることも……なにも出来ない。

　この世界を旅する中でぼくが唯一、胸を張って「学んだ」と言えることがあるとすれば、それは自分の弱さと……そして、皆みなの強さだ。

「（ぼくの力が及およばなかったら、その時はまた誰かを頼たよる！　ただそれだけのことなんだから、ぼくは……ぼくなりの全力で、ぼくの出来ることをすればいいんだ！）」

　決意を新たに、ぐっと拳こぶしを握にぎり込む。

　──と、ふと気付けば、既すでに鬱うつ蒼そうとした森林地帯は終わっていた。いや、正確には「元森林地帯に差し掛かった」と表現するべきか。一帯の草木が巨人の足に踏みならされ、結果として平地と化してしまったフィールド。つまりは……師匠とヨルの主戦場。

　ぼくは広がった視界の中に巨人の姿を探す。が、その刹せつ那な──

〈────ゥゥゥン！〉

　──突とつ如じよ上空から降ってきた二つの黒い影かげが、壮そう絶ぜつな轟ごう音おんを立てて地面へと着ちやく弾だんした。

　同時に、衝しよう撃げき波はの如ごとき激しい暴風がぼくを襲おそう。

「なっ────」

　何が起こったのか分からないまま、立ち止まって風圧に耐たえる。

　風はそのまま数秒に亘わたって場に吹ふき荒あれ、衝しよう突とつの勢いで巻き上がった木くず混じりの粉ふん塵じんをも吹き飛ばしていく。

　そうして、素す早ばやく晴れた視界の中に見えたのは……。

「う……」「……かはっ……」

　窪くぼんだ地面の中で倒れ伏ふす、満まん身しん創そう痍いの師匠とヨルだった。

「っ──」

　どうやら遂ついに巨人から一撃貰もらって叩たたき落とされたらしい。ヨルが風でガードしたらしく、即そく死しこそ避さけられたようだが……二人とも既に虫の息だ。

「師匠！　ヨル！」

『…………!?』

　ぼくは叫さけぶと同時に、二人へと向かって駆け出す。二人はぼくの姿を確認すると、一いつ瞬しゆん驚おどろきに目を見開きながらも……すぐに二人、鬼おにのような顔で叫んできた。

『避けろ！』

「!?」

　言葉の意味が分からず、ぼくは一瞬混乱するも……場に差す陽ひが翳かげったのを機に、ぼくもすぐに気がつく。

　ぼくらを踏みつぶさんと振ふり上げられた巨きよ大だいな右足の裏が、ぼくらの直上に見えた。

　とてもじゃないが、ヨルと師し匠しようにこれを避ける体力はない。ぼくが二人を抱かかえて脱だつ出しゆつ出来る時間もない。が……ぼく一人の回かい避ひなら、充じゆう分ぶん可能だ。

　この二人はそれを、一瞬で察して、決断し、言葉にした。だからそれはきっと、これ以上ないほどに的確な最適解なのだろう。そこに疑いを挟はさむ余地は一切ない。

　だからこそ……ぼくは二人の目を見返し、こくっと素早く頷うなずくと。

　最低限の時じ間かん稼かせぎは果たし、ぼくに世界の命運をバトンタッチし終えられた感かん慨がいに満足げな笑みを浮かべる二人の──

　──そんな二人の真ん中へと、駆け込んだ。巨人の足へと、挑むように。

『バ────』

　明らかに激しい罵ば倒とうの言葉を二人が吐こうとしたその刹那、巨人の足が降ってくる。

　地に軽々と巨大クレーターを作れる程の、圧あつ倒とう的な暴力の塊かたまり。

　それを、ぼくは……ぼくは。

「はぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　激しく気合いを溜ためた渾こん身しんの──




　──グーパンチで、弾はじき飛ばした。




『!?』

　師匠とヨルが眼球飛び出るんじゃないかって程ほど目を見開く中……期せずして激しく足を押し戻もどされた巨人が、大きくバランスを崩くずし、遂には地じ響ひびきを鳴らしながら尻しり餅もちをつく。

「……ふぅ」

　ぼくは少しだけ痺しびれた手をぷらぷらとさせると、小さく息をついてから、師匠とヨルの二人に、にこりと微笑みかけたのだった。

「ようやく二人に、ぼくの《勇者》らしい頼れるところ、少しは見せられたかな？」




　　　　＊




「ファルディオ君のキミを蘇そ生せいさせる計画は承知済みだったけど、こうして実際再会すると、やっぱり驚おどろくね」

　どうにか上半身だけ起き上がらせて息を吐きながら、ヨルがどこか感心した様子でぼくを眺ながめてくる。

　ぼくは少し照れて笑いながら、一応念のため彼に訊たずねておくことにした。

「あの、ぼくを蘇生するための《取引》対価の件だけど……」

「ああ、それは今説明することじゃあないね」

　やはり、にべもない。どうやらこれは皆の共通認識らしい。ぼくは深く溜ため息いきをつくと……意識を切り替かえて今度は師匠の方を見る。彼女は意外にも、既にぼくらの手を借りることなく、しっかりと立ち上がっていた。

『…………』

　師匠とぼくは、しばらく無言で見つめ合う。……巨人がまだ体勢を崩しているとはいえ、本当は悠ゆう長ちようにしている暇ひまなんてない状じよう況きよう。それでもヨルは何も言わず、ぼくら二人を見守ってくれていた。

「…………」

　師匠は黙だまったまま、ぼくの方へと歩いてくる。そうして、彼女はぼくの真正面まで来ると。恐おそる恐おそる表情を窺うかがうように上うわ目め遣づかいをするぼくに対し、ふわりと女め神がみのように優やさしく微笑ほほえみ──そして、次の瞬しゆん間かん、思い切りぼくの頰ほおを張った。

　パァンッと乾かわいた音が響ひびき渡わたる。

　……痛かった。巨きよ人じんの一いち撃げきなんかより、ずっとずっと、痛かった。

　だけど同時に、そんなぼくの痛みも罪も寂さびしさも、その全すべてを包み込むように……師匠はすぐに膝ひざ立だちになって、ぼくを抱だきしめても、くれて。

「…………」

　ぼくもまた、師匠の背中へと手を回す。……師匠の身体は、ぼくが思っていたよりずっと細くて、儚はかなくて……なにより、温かかった。

　ぼくらは、そうしてしばらくの間抱きしめ合うと……様々な感情は全部後回しにして、なにより大事なたった一言だけを、交かわし合う。

「おかえり、トオル」

「ただいま、師匠」

　そうして……最後にギュッと強く抱き合った後、身を離はなした。

　その時には、もう、二人の間に「しこり」のようなものはなかった。ぼくの罪は決して簡単に許されていいものじゃないけれど、他ならぬ師匠が元の関係性を望んでくれるのならば、ぼくもまた、真しん摯しにそれに応こたえるべきだ。

　と、巨人が地面に手をついた震しん動どうがぼくらに伝わって来る。……あまり時間はない。

　師匠は一つ息を吐くと、すっかり騎き士しとしての顔に戻ってぼくへと向き直った。

「さて、トオル。再会早々いきなり情けない話をしてすまないが、私とヨルはもう戦力外だ。怪け我がもそうだが……それ以上に、もうアレにダメージを入れられる程の攻こう撃げきを出すのが限界でな。まあ、最初から大してまともに戦えてもいなかったのだが……」

「いやいや、アレ相手に二人でここまで足止め出来ていた時点で充じゆう分ぶん凄すごいって」

　心からそう思っての言葉だったのだが、先程二人に今のぼくの実力を見せてしまったせいか、二人はなにやら複雑そうな表情で顔を見合わせた。

　ヨルが苦く笑しようしてぼくを見る。

「キミの《取引》対価が対価だから、ある程度期待はしていたつもりだけれど……流石さすがに想定以上だったなぁ、さっきのは」

「あの、そんな風に言われると、ぼく、いよいよその《取引》対価が気になって仕方ないんだけれど……」

「ああ、ごめんごめん、気にしないで。ところで、キミ自身はその規格外な力に関して、どう認識しているんだい？」

「え？　ああ……うん。最初はよく分かってなかったんだけど、ここまで走ってくる中で『あ、なんか最大出力が凄すごいことになってる』ってのには気付いて、今はある程度自分なりにこの力を把は握あく出来ている感じかな」

「ふむ、なるほどね。……で、そんなキミから見て、現状はどうだい？　パワーアップしたキミなら、アレにも勝てそうかい？」

《彼ひ岸がん樹じゆ海かい》の中で上半身を起こした巨人を見やるヨル。ぼくもそれを眺めながら……正直なところを、答えた。

「……いや、難しいと思う」

「謙けん遜そんとかじゃなく？」

「うん。さっき踏ふみつけ攻撃を撥はね返せたのは、あっちが軽く蟻ありを踏むぐらいの気持ちだったのに対して、ぼくが殆ほとんど全力だったからってだけ。こっちは格下もいいとこだよ」

「……まあ、それでもボクやセシリア君からすれば、今のキミの戦せん闘とう力は充じゆう分ぶん驚きよう嘆たんに値あたいするのだけれど……そうか……」

　ヨルが厳しい表情でなにやら考え込み始める。

　手て詰づまりムードが漂ただよう中、師匠が話題を少し変えてくる。

「そういえば、メルクリウスとキサラギについては何か知っているか？」

「ファルディオは《聖域の扉ビフレスト》の近くで独自になにか動くつもりっぽいよ。レイアおねーさんに関しては、ぼくらも全然分からないな。無事ならいいけど……」

「そうか。一応確かく認にんしておくのだが、トオルはこの世界の現在置かれている状況に関して、私達と知識を殆ど共有しているということで良いのだな？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。……あっ、っていうか、そうそう、言い忘れてたけど！」

『？』

　ぼくが突とつ然ぜん声を張り上げたので、二人は首を傾かしげる。

　ぼくはそんな二人に、困ったように頭を搔かきながら告げた。




「あの初代審しん判ぱん者しや、多分だけど、ぼくの関係者だ」




『──は!?』

　二人がギョッと目を見開く。特にヨルは、体力が尽つきていたにもかかわらず跳はね起きると、ぼくの肩かたをぎゅっと摑つかんで揺ゆさぶってくる。

「な、な、なに言ってんだいキミ!?　だ、だって彼は、遥はるか古代に呼ばれた……」

「いや、審判者の召しよう喚かんって時間を超こえるんでしょう？　確か、いつ呼んでも現代日本からの召喚に偏かたよるとか。だったらこういうことも稀まれにあるでしょう」

「そ、それはそうなんだけれど……。じゃ、じゃあ、キミは、彼を……クロノフブキを、知っているというのかい？」

「あ、うん。その名前には覚えがあるよ。直接会ったことはないんだけど……ぼくの今のお母さんの、元旦だん那なさん。それが、クロノフブキさんだったと思う」

「つ、つまりヒロキの父ということかい？　だけど、ヒロキはそんなこと一言も……」

「っていうか、兄さんに初代審判者の話を具体的に教えた？　ヨル」

「あ」

　ヨルがぺしんと自らの額を叩たたく。……なんかこの魔ま王おう、ちょっと見ない間に随ずい分ぶんと人間くさくなったな……。まあ、元々こういう人だったのかもだけど。敵対していた時は分からなかっただけで。

「まあ、クロノフブキさんは、こっちの世界じゃ病気で早世されているんだけどね。……一つ確認しておきたいんだけど、審判者って、元世界の体が亡なくなったら、こっちでも消えるんじゃないの？　ぼくみたいにさ」

「ああ……基本はそうだね。ただ、初代に関してはその《願い》をもって完全にこちらの側の存在として成立してしまったからね。それから元の身体が滅ほろんだところで、関係ないさ」

「なるほど、そうなんだ……だったら……」

　ぼくが色々と納なつ得とくしていると、この話にイマイチついてこられていない様子の師し匠しようが不思議そうに訊ねてきた。

「つまり、なんだ。トオルは面識がないとはいえ一応は親族たる彼に対し、本気が出せそうにないとか、そういう類たぐいの相談か、これは？」

「あー、いや、まあ、母さんと兄さんの家族に対して思うところがないとは言わないけど、ただ、今やああやって心が完全に失われて、世界に大迷めい惑わくをかけている暴あばれん坊ぼうにガツンと一発入れて止めることに関しては、躊ちゆう躇ちよなんか微み塵じんもないよ。大丈夫」

「ふむ。では、その不思議な偶ぐう然ぜんの件は一いつ旦たん保留でいいのではないか？」

「うん、まあ、そうなんだけどね。一つ、どうしてもヨルに言っておきたいことがあって」

「？　ボクに？」

　不思議そうに首を傾げるヨル。ぼくは、そんな彼を正面から見み据すえて告げる。

「初代審判者個人が、実は召喚当初から抱かかえていた闇やみ、秘密。キミやアウルが終ついぞ分からなかったというそれに関して、ぼくは一つ、ある推理を持っているんだ」

「な……」

「流石に今全部を説明はしない。だけど……これだけは、先に知っておいてほしい。ヨル。彼は確かに大惨さん事じを引き起こしてしまったけれど……それは少なくとも、彼の『悪意』に根ざしたものなんかでは、なかったんだって」

「？　それは一体どういう……どうして彼と面識もないキミがそんなことを……」

　ヨルのその問いに、ぼくは複雑な表情で呟つぶやく。

「……だって……彼はきっと、色々な意味で……もう一人の、ぼくだから……」

『？』

「なんでもない。さて……」

　ぼくは二人から視線を逸そらすと、いよいよ立ち上がり始めた巨人へと向き直った。

　ミョルニルロッドを両手で構え、跳ちよう躍やくのために膝を曲げながら、ぼくは告げる。

「とりあえず、やるだけやってみるよ」

「勝算はあるのかい？」

　ヨルがぼくに飛行用の風のサポートを纏まとわせてくれながら訊ねてくる。

　ぼくは彼に礼を告げながら、それに応じた。

「限り無く少ないけれど、ゼロじゃあない。だったら、やる価値は充じゆう分ぶんあるでしょ」

「すまないな、トオル。私達も邪じや魔まにならないよう退たい避ひしつつ、私達にも出来ることを考えさせてもらうとしよう」

「うん、お願いね師匠。じゃあ……」

　二人に背を向けると。ぼくは、ぐぐぐと足に力を込こめ始める。

　そうして、充分な力が溜たまりきったところで──

「……行きます！」

　──思い切り《彼岸樹海》上空へと飛び上がった！

　一いつ瞬しゆんにして二人が遠くなり、代わりに赤黒い暴力の神が目の前に現れる。

　そうして、視線が交わったと感じた次の刹せつ那な──巨人は明確な敵意を持って、ぼくにその右拳こぶしを突つき出してきた。

　ぼくが元の世界で遭そう遇ぐうしたトラック事故が比ひ較かくにならないほど、高速かつ巨きよ大だいな力の塊かたまりが迫せまる。しかしぼくはそれに臆おくすることなくミョルニルロッドを思い切り振ふりかぶると──巨きよ拳けんに真っ向から打ち付けた！

〈バチィッ！〉

　瞬間、空を引き裂さく巨大な雷かみなりが四方に散り、互たがいの攻撃が弾はじかれ合う。

　巨人は右拳を押し返され、ぼくは身体ごと少し後方に押されるも……風のサポートで吹ふき飛ぶことなくなんとかその場に留とどまった。

　存外うまくいったことに安あん堵どし、ふぅと軽く息をつく。

「（女め神がみの加護やらなにやらには関係なく、単純に衝しよう撃げきを雷に変へん換かんして発散してくれるこの武器性質のおかげで……案外、正面からやり合える！）」

　と、多少の自信をつけたのも束つかの間。

　巨人はぼくをいよいよ明確に「敵」と認識したらしく、その目を更さらに紅あかく輝かがやかせながら、高速の連打に出てきた。巨大な残像さえ伴ともなう拳の嵐あらしがぼくを襲おそう。が──。

「はぁあああああああああああ！」

　ぼくもまた、それら全てを、ミョルニルロッドで打ち返した。

　結果として周辺一帯には凄すさまじい雷の嵐が巻き起こり、森を次々と焼いていく。

　通信機から、魔王の泣き言が漏もれてきた。

『どういう規模の戦いをしているんだキミ達は！　退避もなにもあったもんじゃない！』

「自然を司つかさどる魔王なんだから、雷ぐらいは軽く防いで師匠を守って！」

『基本全員魔王使い荒あらいよねっ、キミ達のパーティって！』

　そんなことを言いながらも、ぼくが巨人の乱打を捌さばきながら窺うかがった森林地帯の一角には、ちゃっかりと半球の薄うすい膜まくが張られており、雷を逸らしていた。……流石さすがは魔王だ。

　ぼくと巨人はそのまま壮そう絶ぜつな乱打戦を繰くり広げる。

『……すごい』

　通信機から師匠の称しよう賛さんの声が漏れてくるものの……しかし、ぼく自信は決してこの拮きつ抗こう状態を楽観視していなかった。

「（……駄だ目めだ。こっちは全力なのに、あっちはまだ『遊んでくれている』感がある）」

　ぼく側は一いち撃げき一いち撃げきが全すべて必殺を狙ねらうそれなのに対し、巨人側は、明らかに、喧けん嘩か始めの小こ突づき合い程度の意気込みでしかない。

「（……せめて、もう少し出力のある武器があれば……）」

　ミョルニルロッドは充分すぎる程ほどよくやってくれているものの……だけど、やっぱり基本は「加減する」という思想の下に作られた武器だ。

　でも、今本当に欲しいのは、そうじゃなくて、もっと原始的で破は壊かい的な──

「？」

　──と、突とつ然ぜん巨人が乱打の手を止める。一体何事かと戸と惑まどっていると、次の瞬間──

〈──ゥゥゥン！〉

　──彼は、凶きよう悪あくな蹴けりを放ってきた。一帯の森林が豪ごう風ふうに根こそぎ巻き上げられる。

「く──！」

　ぼくは咄とつ嗟さに身を縮めて防ぼう御ぎよ態勢を取る。そうして、巨人の膝ひざがぼくの腕うでに触ふれた次の瞬間──凄まじい衝撃と共に、ぼくは一瞬で雲の遥か上まで吹き飛ばされた。

　ヨルの纏わせてくれた風を用いてなんとか踏ふみとどまるも、直後、そんなぼくの視界に映ったのは──

「な──!?」

　──両手を組んで振りかぶった巨人の姿。ぼくを追うように跳躍してきたらしい。

〈────〉

　次に気付いた時には、ぼくは《彼岸樹海》に穿うがたれた巨大なクレーターの中心で倒たおれていた。

「（……やられた、の？）」

　上空を見上げながら、目をぱちくりとさせる。……まずい、数秒記き憶おくが飛んでる。が、怪け我が自体はそこまで酷ひどくないようだ。

　ぼくは以前にも増して防御力や傷の治りが早い身体に感謝しつつ、ひょいと立ち上がる。

　上空から落ちてくる巨体を確認する。……このままでは、ジリ貧ひんだ。

　ぼくは覚かく悟ごを決めると、リスクは承知の上で攻こう撃げきへと出ることにした。

　クレーターの中から思い切り跳躍し──落下途と中ちゆうの巨人の腹へと、勢いをつけた渾こん身しんの蹴りを叩き込む。

〈!?〉

　巨人もまさか反撃が来るとは思っていなかったらしい。油断しきっていたところへの一撃で見事に吹き飛ぶと、世界中に響ひびくような轟ごう音おんとともに背中から地へと落ちていった。巨体が樹海の木々を磨すり潰つぶしていく。

『もうちょっと丁てい寧ねいに戦えないかなぁ！』

「無理！」

　魔王の抗こう議ぎをズバッと切り捨てながら、ぼくは一度着地し、即そく座ざに巨人の吹き飛んだ方へと向かって駆かける。

　巨人はと言えば、最初にぼくが不意打ちでバランスを崩くずした時とは打って変わって、凄まじく俊しゆん敏びんな挙動で跳はね起きた。

「……あぁ、なんか怒おこらせたっぽいかな……」

　どうやらこちらがそこそこの一撃を入れてしまったせいで、いよいよ本気モードにスイッチしたらしい。

　彼はその巨体からすれば豆まめ粒つぶにも等しいはずのぼくを、見事に見つけて睨にらみつけてくると……突とつ如じよ、その右手を太陽に向かって掲かかげた。

「!?」

　全く動作の意味が分からない。分からないが……なにやら、凄まじく悪い予感がした。

　ぼくは懸けん命めいに地を駆けるが、巨人との距きよ離りはまだかなりある。全力で走ってはいるもののの、それでも接せつ触しよくするまで十秒弱はかかりそうだ。

　巨人が全身に纏っていた炎ほのおが、一ひと際きわ強く燃え盛さかったかと思うと、今度はそれが右手へと集積していく。

　次から次へと、巨体から発生した炎が、右掌てのひらの上へと集積されていく。

　そうして数秒後。『第二の太陽』とでも表現すべき巨大な炎の塊が生成されたかと思うと。

　それは眩まばゆく発光し──次の瞬間、黒く燃え盛る巨大な剣けんと化していた。

『な……』

　通信機から師匠とヨルの絶句するような反応が漏れてくる。

　ぼくもまた、思わず「勘かん弁べんしてよ……」と泣き言を漏らしてしまう。

　なぜならそれは、魔法使いや魔物ならずとも……誰だれの目にも明らかな、世界を破は滅めつさせる程の魔力の集積体だったからだ。

　鍛たん造ぞう中を思わせる真っ赤な刀身に、禍まが々まがしい黒い炎がまとわりつく巨剣。

　その柄つかをしっかりと握にぎった巨人は……それを一度、試ためすように。

　極きわめて軽く、ぶん、と、振り払はらった。

　ただそれだけのことで──剣の辿たどった軌き跡せきをなぞるように放たれた黒い炎が、その直線上にある全ての木々を焼き払い、それどころか──。

『────』

　──遥はるか遠くに見えた山をも、その黒炎で削そぎ斬きった。

　冗じよう談だんみたいな光景が目の前に広がる。おにぎりを一口齧かじるが如ごとく、簡単に削けずられた山。

　……巨人へと向けて駆けていたはずのぼくの足も、思わず止まる。

「…………」

　絶望したわけでも、怖おじ気けづいたわけでもない。ただ、途と方ほうに暮れてしまった。一瞬とはいえ、見失ってしまったのだ。自分がアレに対して取るべき最善の対処を。

　そしてこの状じよう況きよう下かでは……そんな「一瞬」こそが、命取りだった。

『トオル！』

「っ！」

　通信機から響いた師し匠しようの声でハッと自分を取り戻もどした時には、既すでに巨人が──ぼくを狙い澄すまして、巨剣を振りかぶってしまっていた。

　しかし、ぼくの身体能力ならギリギリそれを避さけるのは可能──と考えたのも束つかの間。

　自分と巨人の位置取りを改めて確かく認にんし……ぼくは、自分のあまりの愚おろかさに気付かされ愕がく然ぜんとした。

「（直線上に──聖都ノルンがある！）」

　つい先程まであの巨剣の存在や能力を知らなかったという言い訳は出来る。けれど……やはりこれはぼくのミスだった。初撃を見て能力を把は握あくした時点で、自分の位置取りを確認しておくべきだったのだ。

　が、今いま更さらそんな後こう悔かいをしても遅おそい。ぼくはミョルニルロッドを構えると、それを正面から迎むかえ撃うつ覚悟を決めた。が……。

『……っ！　避よけろっ、トオル！　唯ゆい一いつの希望を……《勇者》をここで失うわけには、いかない！』

　正義感に溢あふれ、今や教皇であり、聖都ノルンを誰より大事に思っているであろう師匠が、悲ひ壮そうな決意と共にぼくへ退避を促うながす。

　が、悲しいかな……既にぼくに選せん択たく肢しはなかった。

　このタイミングからでは、最も早はや完全回かい避ひも無理。やるしかない。

　そうして、いよいよ暴ぼう虐ぎやくの巨剣がぼくと聖都へと向けて振り下ろされようとした──まさにその瞬間。

　突如森の中から放たれた極大の眩い光線が、剣を持つ巨人の右みぎ肩かたへと直撃した！

『!?』

　巨人の身体が僅わずかにぐらつき、巨剣の軌き道どうが逸それる。

　邪じや悪あくな黒炎は軽くぼくの頰ほおを掠かすめ、森を焼き、聖都ノルンを──大きく外れ、その脇わきの湖を干上がらせる。

　巨人が怪け訝げんそうに、自らの右肩をジロリと見る。ぼくも何事かと確認すると、そこには……凄まじい力で皮ひ膚ふ表面を削られた跡あとがしっかりと刻まれていた。

「（師匠やヨルが力を使い果たしている現状、ぼく以外に、ここまでのダメージを巨人に入れられる存在なんて……）」

　と、そう疑問に思っていた矢先、突とつ然ぜんこれまでずっと途と絶だえていた人物からの通信が耳に飛び込んできた。

『……ったく、いやんなりますね。わたくしとしては、正義の魔ま法ほう少女一世一代の、全身全ぜん霊れいを賭かけた必殺の一撃のつもりで放ちましたのに……結局軽い火傷やけど程度のダメージしか与あたえられないなんて……』

「レイアおねーさん!?」

『ああ、トオル君。久しぶりね。ごめんなさいな、なかなか挨あい拶さつ出来なくて』

「ああ、うん、久しぶり……って、いや、そんなことより！」

　巨きよ人じんがギョロギョロと光を放った存在を探し始める中、ぼくは慌あわてておねーさんに確認を取る。

「あれ、おねーさんがやったの!?」

『ええ……。巨人が解放された時に、スキーズブラズニル内に溜たまっていた魔力も一帯に漏もれ出していましてね。それに気付いた私は、折せつ角かくですから、こっそり森に潜ひそんで魔力を集め、思う存分詠えい唱しように詠唱を重ねて、必殺の牙きばを研といでいたわけですが……この有り様ですよ』

　実際凄すさまじい戦果を残したというのに、レイアおねーさんはそれでも納なつ得とくいっていないようだった。

　……酷く申し訳ない気持ちになる。きっと、おねーさんはまだ万ばん全ぜんじゃなかったのに……ぼくと聖都ノルンを救済するためにこそ、このタイミングで撃ってくれたんだ。

　ただでさえ魔法が消えた世の中の、まるで万全じゃない状態の発射で……巨人をぐらつかせる程の威い力りよくを持つ大魔法を放ち、一つの都市を救ってみせる。

　……あまりに偉い大だいすぎる功績。

　そんなぼくらの畏い敬けいを言葉にしてくれたのは……誰あろう、ファルディオだった。

『レイア、お前は間ま違ちがいなく世界最高の魔法使いだよ。この俺様が言うんだ。誇ほこりに思え』

『……ふふっ、何様なのよ、アンタは……』

　そこでようやく、レイアおねーさんが安心したように息を吐はく。

　ぼくらがそのやりとりをどこか微笑ほほえましく思っていると、ファルディオが続けてきた。

『っつーわけで、待たせたなお前ら！　俺様が戻ってきたぜ！　今まで留守にしてて悪かったな！』

「え、っていうか、どっか行ってたのファルディオ？」

『気付いてさえいなかったの!?』

　言われてみれば、師匠達と合流して以降、これまで全く通信が無かった気がする。……全然気がつかなかった。

　ファルディオがどこか拗すねたような声で語る。

『俺様はすげー大事なお使いに行ってたんだからな！　泣いて感謝しろや！』

「お使い？　一体なにを……」

『それはすぐ分かるぜ！　さっきありったけの気力を振ふり絞しぼったディメンション・ムーブで、トオル、お前の傍そばまで送ったからな！』

「？　送ったって何を……」

　疑問に思うぼくの背後から、この戦場に似つかわしくない、とてとてという軽い足音。驚おどろいて振り返ってみると、そこには……。

「トオルさーん！」

「って……さ、サクヤ!?」

　綺き麗れいな緑みどり髪がみの少女が「ちょっとそこまでおつかいに来ました」的テンションで、胸になにやら白い包みを抱かかえて駆けて来た。

　ギョッとしながらも彼女に駆け寄ると、サクヤは少し息を切らせながら、ぼくに微笑みかけてくる。

「お届け物があったので、ファルディオさんとスキーズブラズニルの中を通って、ここまで来ちゃいました」

「き、来ちゃいましたって……！　さ、サクヤ、ここが今どういう状じよう況きようか分かっているの!?　すぐ村に戻って──」

「めそめそと世界の滅ほろびを待つのが、私らしいですか？」

「っ！」

　その切り返しに、ぼくは思わず押し黙だまる。そうして……サクヤから白い包みを受け取りながら……仕方なく、苦笑いを返した。

「いいや。そういえば最初からキミって、そういう人だったよね」

「そうですよ。無茶なことをさせたら、トオルさんに負けませんよ、私」

「まったく……」

　呆あきれながらも、手早く白い包みを解いて、中を確認する。

　と、そこから現れたのは……。

「これは……」

『な、いい働きしてただろ、俺』

　通信機越ごしにもファルディオがドヤ顔しているのが分かる。しかし……今回ばかりはそれも、仕方ないかなと思えた。

　なぜなら……彼がスキーズブラズニルを利用してまで持ち込んでくれた、それは。

「……ミョルニル、ハンマー……」

　かつてヴェリール村を救った際にぼくが使った、ミョルニルロッドを遥かに超こえる超ちよう威い力りよくの武器だったからだ。

　後ろ手に手を組んだサクヤが、ニコニコとぼくに微笑みかけてくる。

「ただのミョルニルハンマーじゃないですよ。エイリさんがあれから更さらに改良に改良を重ねたミョルニルハンマーです。衝しよう撃げきを雷らい撃げきに変える基本性能は勿もち論ろんですが、今回はそれをやたらに拡散するんじゃなくて武器に纏まとわせる性質を加えた上……更には、この禁きん忌き魔法全盛の世の中に対応させて、使用者の魔力を限界まで吸い上げる機能もあります」

「……なんかそれ、大分呪のろいの武器っぽい不ふ吉きつな説明なんだけど……」

　柄つかに伸のばしかけた手をぴたりと止める。サクヤはそれに苦く笑しようして応じてきた。

「否定はしません。けれど、トオルさんに今必要なのは、こういう武器でしょう？」

「……まあね」

　そう答えながら、ぼくは決意してハンマーの柄を握にぎる。途と端たん、眩暈めまいがする程ほどに盛せい大だいに力を吸われ始める。本当に呪いと紙かみ一ひと重えの性能だ。けれど……同時に、ハンマーはバチバチと凄まじい耐たい電でんを始め、黄金に光輝かがやき始める。

　それこそ……巨人の持つ剣けんの纏う黒い炎ほのおに、見み劣おとりしない程に。

　先程まで右肩を抉えぐった魔法の撃ち手を探していた巨人が、ギロリとぼくに視線を向ける。どうやら、こちらの力の高まりに気付いたらしい。

　巨人はゆっくりと巨剣を振りかぶると……そこで一度止まり、その剣へ更に力を注ぎ始めた。

　ぼくはミョルニルハンマーを構えながら、サクヤに告げる。

「サクヤ、ぼくから少し離はなれて──」

「勿論、いやですね」

「は──？」

　彼女は警告を完全に無視し、あろうことかぼくの肩かたに手を置いてきた。途端、ハンマーの魔力吸収作用が彼女にも及および、「うっ」と苦しそうに呻うめくサクヤ。

　慌てるぼくに、彼女はニコリと笑いかけてくる。

「微び々びたる力ですけど、ないよりはマシだと思いますよ」

「けど……」

「それに……こういう馬ば鹿かをしたいのは、どうやら私だけでも、ないようです」

「え？」

　何を言っているのか分からずぼくが首を傾かしげていると……突とつ如じよ、森の木々が道を開けるように割れ、そこから……風に運ばれたヨル、師し匠しよう、ファルディオ、レイアおねーさんが続々と姿を現す。

　彼らは、啞あ然ぜんとするぼくに構わず……次々と、サクヤに続いてぼくの背中に手を添そえてきた。当然、魔力吸収が始まる。

『……！』

「だ、駄だ目めだよ！　皆みなもうとっくに限界なのに……！」

　ぼくの焦あせりに、ヨルが苦笑いで応じてきた。

「今いま更さら、無茶も何もないだろう。ここでキミが負けたら、世界が終わるんだ」

「け、けど……」

　ぼくの不安に、今度は師匠が応じてくる。

「トオル、気にするな。これは私達のただのワガママだ。何もしないでぼんやり最終決戦を遠くから眺ながめる方が、よっぽど辛つらい」

「師匠……」

　更には、ファルディオが気になることを言う。

「っつうかお前の蘇そ生せいに使っている《取引》対価がそもそも……アレだからな。遠えん慮りよとか今更にも程があんだよ」

「だ、だから、それすっごい気になるんだけど！　なんでそんな思わせぶりなの!?」

　と、レイアおねーさんが唐とう突とつに違う話を始める。

「敵のあの剣は、見れば分かりますが彼の全身全霊の《力》の塊かたまりです。要はあれさえ砕くだければ、初代審しん判ぱん者しやを無力化出来るとみていいでしょう。正念場ですよ、トオル君！」

「そうだね……って、今話逸そらしたよねおねーさん！　ぼくの蘇生対価って、ホントなんなの!?」

　ぼくの疑問に、皆が苦笑いで応じる。どうやら教えてくれるつもりはまだないらしい。

　ぼくは……ぼくは、そこで、流石さすがに少し俯うつむいてしまった。

「その……ごめん。正直なところ言うと……今のぼくの力でアレに勝てる自信が……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　ファルディオが、なにやら確信に満ちた表情で頷うなずく。

「お前は、勝てるさ。少なくとも俺はそう思っている。そう思わなきゃ、この俺様がこんな危険な場所に駆かけつけるわけねぇだろ？」

「ファルディオ……」

　それでも不安に潤うるんだ目で見上げるぼくに。

　ファルディオは……ファルディオは、この世界にぼくが来てから一番「保護者」らしい顔つきで、ぼくの頭をくしゃくしゃと撫なでた。




「信じろよ、トオル。俺達を。仲間を。大人を。お前が旅した──この世界を」




「────うん」

　あれだけ胸を覆おおっていた不安が、ファルディオの言葉で噓うそのように消えていく。

　ぼくはファルディオに頭を撫でられながら、ぼんやりと考えていた。

「（…………まるでお父さんに撫でられているみたいだ……）」

　……ファルディオの手は、悔くやしい程に温かくて、逞たくましくて。

　そうしてその手が離れた時……ぼくの中に迷いはもう、無かった。

　巨きよ人じんがいよいよその剣に気力を充じゆう塡てんし終える。

　ぼくはそれを見み据すえると、ミョルニルハンマーを構えて、号令を掛かけた！

「みんな、やるよ！」

『おう！』

　力強く応じる仲間達。

　ふと気付けば、上空に浮うかんだモニターの中に写る世界の人々もまた……祈いのり、または声を張り上げ、僕達を応おう援えんしてくれていた。

　瞬しゆん間かん、ミョルニルハンマーが今まで以上に一ひと際きわ輝かがやく。

　どこか優やさしく、清らかな光を湛たたえる雷かみなりの鎚つち。

　荒あら々あらしく力強いのは、明らかに敵巨人の炎の剣だ。

　きっと、ぼくらのミョルニルハンマーに、世界を滅ぼすような力はない。

　だけど、なぜだろう。

　────今や、まるで負ける気が、しないのは。




〈ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！〉




　巨人が凶きよう悪あくな……しかしどこか寂さびしい雄お叫たけびを上げながら、巨剣を振ふり下ろしてくる。

　対するぼくらはといえば……

『いっ────っけぇええええええええええええええええええええええええええええ！』

　村むら娘むすめ、騎き士し、大魔ま導どう師、魔女、魔王、女神教会、魔人、魔法学校の生徒、医者、海の荒あらくれ者もの、武芸者、田舎者の靴くつ職人、そして──勇者。

　ごっちゃごちゃでイマイチカッコ良く決まらず──だけど賑にぎやかな声が、重なる。

　そうしてぼくが全力で振り上げたミョルニルハンマーは、巨きよ大だいな雷らい光こうを纏まとい──黒炎の剣と衝しよう突とつした。




　禍まが々まがしい黒炎と聖なる雷光が弾はじけ合い、激しく明めい滅めつする光と闇やみ。




「ああああああああああああああああああああああああああああ！」

〈ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！〉

　景色のネガとポジが繰くり返し繰り返し反転する。

　状況は完全に五分と五分だった。

　力は全く負けていない。だけど……あと少し。あと、ほんの少しの決め手が、足りない。

　ぼくらの力は既すでに限界まで出で尽つくしている。

　ぼくは勿論のこと、ぼくを支えてくれている仲間達の気力も限界までハンマーに注ぎ込まれている。それでも……届かない。

「（あと少し……あと少しなんだ！　あと一歩で、押し切れる！）」

　なのに、残されている力がない。このまま相そう殺さいするだけでは、実質ぼくらの負けだ。ここで力の源を砕ききれなければ、すぐに回復されてしまうだけ。

　決めるなら、ここしかない。ここしかないんだ！

「（あと少し……あと少しの力で…………。…………こうなったら……）」

　ぼくの命の火を使って──と、そんな考えが過よぎった、その刹せつ那なだった。




「────────ご主人────────」




「え」

　耳元でどこか懐なつかしい声が聞こえたかと思うと──小さな小さな手が、そっと、ぼくの背中を押す。

　それは──あまりに些さ細さいで、幻まぼろしのように儚はかない、微かすかな力。

　だけどそれでいて──




　──五分と五分の状じよう況きようを打破するには、充じゆう分ぶんすぎる程に力強い、一押しで。




　次の瞬間──眩まばゆく温かな光が、世界を、覆った。

















最終章









「完全に消しよう滅めつしてくれていても、ボクとしては別に構わないのだけれどね」

　ヨルがドライな言葉を呟つぶやきながら、それでいて誰だれよりも先頭切って森の中を歩く。

　それに続くぼく、師匠、ファルディオ、レイアおねーさん、サクヤの五人は、思わず苦笑いを交かわし合った。

　世界の命運を賭かけた最終決戦の決着から数分。

　巨きよ剣けんを砕かれた途と端たん、白目を向いて意識を失いぐらりと仰あお向むけに倒たおれた巨人は、途端にぼくらの目の前でみるみる身体のサイズを収縮させていった。

「わたくし達が砕いたのはあくまで『力』だけですからね。まだ本体にかろうじて命があっても不思議じゃありません。確かく認にんしに行きましょう」

　そう推理したレイアおねーさんの言葉に従い、ぼくらは元々巨人の胸部があったあたりを目指して、木々の押し倒された森の中を歩いていた。

　上空の中ちゆう継けいモニターを見やる。世界の人々は既に最大の危機を脱だつしたとばかりにお祭まつり騒さわぎで、ぼくらの様子なんかもう誰も見ていなかった。というか、こちらの中継映像がまだ配信されているのかも怪あやしい。

　だけど、ぼくからすればそれは好都合でもあった。これから邂かい逅こうするであろう人物とぼくらの関係性は、わざわざ拡散して皆みなを不安がらせることでもないと思うから。

　なんだかんだと喋しやべって互たがいの情報共有を行いつつ、しばらく真まっ直すぐに進んだところで、ぼくとヨルは微かな「彼」の気配を感じる。

　ヨルはその生存確認に複雑そうな顔を見せていたけれど、ぼくは内心ホッとしていた。

　……世界を救うのが最優先だったのは事実だ、けれど、ぼく個人としては、やっぱり彼にも……消えてほしくは、なかったから。

　そうして、気配のする方向へと歩を進めること数十秒。

「あれか……」

　荒あれ地の上に仰ぎよう臥がする青年を見つけたファルディオが、緊きん張ちようを孕はらんだ声を漏もらす。

　皆もまた、その表情は硬かたかった。当然だ。力を失っているとはいえ、二度もこの世界を滅ほろぼしかけた人物なのだから。

　全員で、ゆっくりと彼を取り囲むようにして、その姿を見下ろす。

　……色白でしなやかな体つきの青年。審判者の能力が故ゆえか、その身体に大きな傷は見られないものの、殆ほとんど生気も感じられない。あまりにも希き薄はくな存在。……とても、あの巨人の元とは思えない程、華きや奢しやで穏おだやかな印象を受ける男性だった。

　……当然のことだけれど、やはり、どことなく、ヒロキ兄さんとも似ている。

「…………それで」

　今にも消えてしまいそうな彼を冷たく見つめながら、ヨルがぼくの方を向いてくる。

　つられて他の皆もぼくに視線を送る中、彼は溜ため息いき混じりに訊たずねてきた。

「ボクとしては今すぐにでもこの手でトドメをさしてやりたいところだけれど。確かキミ、なにか気になること言ってたよね？　コイツの……初代審しん判ぱん者しやクロノフブキの抱かかえている闇、秘密に関して一つ、推測があるとかなんとか」

「言ったね」

「それを聞いたところでボクの中に同情が湧わくとも思えないけれど……とはいえまあ殺してから聞いても仕方ないし、ここで説明してよ。一体、ボクやアウルでさえ気付けなかった彼の秘密って、なんなのさ」

「ああ、それなんだけどね……」

　ぼくはそう言いながら、初代審判者の頭の脇わきにしゃがみこみ、ジッとその顔を見つめると……とある確信を抱いだいて立ち上がり、皆を振り返った。

「結論から言うと……」

　荒れた森の中に、濃こい草の香かおりを含ふくんだ風が吹ふき、初代審判者の髪かみを揺ゆらす。

　ぼくは、そんな彼の綺き麗れいな顔をもう一度窺うかがいながら……皆に、ハッキリと告げた。




「彼、クロノフブキさんじゃ、ないと思います」




『────は!?』

　あんぐりと口を開き、とんでもなく間ま抜ぬけな顔をした仲間達が、そこには居た。




　　　　＊




「だ……だ……大前提を覆くつがえしやがったぁあああああああああああああああああああ!?」

　もはやリアクション担当のファルディオが、鼻水垂らしながら叫さけぶ。

　そんな中、師し匠しようが「待て待て待て待て」と自らの額に手をやりながら訊ねてきた。

「そもそもトオルは、クロノフブキの関係者という話を、していたよな？」

「あ、うん、そうだね。クロノフブキさんという人は、確かにいるよ？」

「で、では……その人物と、そこにいる彼の顔が、まるで違ちがったということか？」

「ううん、瓜うり二ふたつだと思う」

『はぁああああああああああ!?』

　何を言っているんだこのお子様は、だったらクロノフブキで決定じゃん、という思いをありありと含んだ声を上げる皆。

　ぼくは頰ほおをぽりぽりと搔かくと、順を追って説明することにした。

「そもそも《審判者》って、容姿を理想のカタチに変えられるんだよね？　だったら、顔がクロノフブキさんと瓜二つだろうと、そこはあんまり関係ないでしょ」

「いやいやいやいや、関係あるわよ！」

　ぼくの説明に、レイアおねーさんがツッコミを入れてくる。

「だって、偶ぐう然ぜん理想の容姿がそのクロノフブキさんにそっくりになった上、当人もクロノフブキという名を名乗るなんて、そんな偶然ってないでしょう！」

「ないと思うよ」

「そうよね！…………って、はい？」

「いや、だから。そんな偶然はないと思うよ。彼がクロノフブキに近い容姿を取り、クロノフブキを名乗った時点でそれは……偶然じゃ、ないよ」

「な、何を言っているの？　だったら余計クロノフブキ当人なんじゃないの？」

「違うんだ。ぼくがリョウおじさんやヒロキ兄さんの話を聞いた限りだと、クロノフブキさんが何よりも『力』を求めたりするタイプだとは、とても思えないっていうか……」

　そう前置きして、ぼくは以前リョウおじさんから聞いた昔話……クロノフブキさんとの出で逢あいから、結けつ婚こんや入院のくだりをざっと語る。

　全すべての話を聞いた後、レイアおねーさんが「ふむ」と考え込む。

「それはどちらかというと、うちのお母みたいに、弱くて然しかるべきタイプの人ひと柄がらに思えますね。だけど、ヨルの話だと最初から彼は一定の膂りよ力りよくを持っていたといいますし……」

「あと、初代審判者が他人の言うことにかなり従順だったという話も気になるんだ。確かにクロノフブキさんはいい人だったみたいだけれど……ある意味で凄すごく我が強いタイプだったはずなんだよ」

「自分の身体のことなど一いつ切さい構わず息子むすこ達と遊ぶ人ですものね」

「そう、そうなんだ。だからむしろ逆なんだよ。彼は自分がやりたいことをやるタイプなんだ。人の意見に左右されて、やりたくないことをまで……って人じゃない気がする」

　そこまで話したところで、ファルディオがボリボリと頭を搔く。

「っつってもよぉ。じゃあなにか、クロノフブキ当人じゃないにもかかわらず、クロノフブキに似た姿を取り、クロノフブキの名を騙かたり、それでいて本物とは違って妙みように他人に従順で、そのくせ心の奥底ではやたらと『力』を求めていたっつう人物がいるってことか？　おいおい、そいつは一体、どういう立ち位置の人間なんだよ……」

　と、彼がそこまで言ったところで、ヨルが何かに気付いたようにハッとした表情を見せる。

「……そういうことか……。ヒロキから聞いた話も合わせると……それで、全部説明がつく。初代審判者がボクらに黙だまって、どんな秘密を抱えていたのか。極きわめて頭は良いのに無知で純じゆん粋すいだったのはなぜか。それでいて……誰よりも力を欲ほつしていたのは、なぜか。なぜ……なぜ、クロノフブキにそっくりな青年の姿を、とったのか……。そして……そうなると、実は使い魔まのファウルこそが……」

　そう、ヨルがぶつぶつと呟く中。突とつ然ぜん、それまで穏やかだった初代審判者は苦しそうに呻うめき始める。

「う……ぐ、あ、あぁ！」

　胸を搔きむしり暴れる初代。ぼくらが一歩後退しつつもなす術すべなくその様子を見守っていると、彼は突然、悪夢にうなされた子供のように意味不明な言葉を喚わめき散らす。

「あ、がが、が、ああ、ちから、ちから、いきる、こわす、ちから、アウルをころせ、アウルがじゃまだ、はめつしろ、ちがう、ぼくは、ちがう、そんなこと、とうさん、とうさん、とうさん──」

「な、なんだかとても苦しそうです……」

　サクヤが恐きよう怖ふよりも憐れん憫びんの視線で彼を見つめる。遂ついには口から泡あわを吹いて痙けい攣れんを始めた彼に対し、ヨルが苦々しい表情で呟いた。

「力を吹き飛ばしたところで、彼の洗脳や、それによって壊こわれた心は回復しきらなかったんだ……」

「そんな……」

　そういう事態も覚かく悟ごはしていたつもりだけど……それでもぼくはショックだった。

　彼の罪は重い。だけど……だとしてもぼくは……やっぱり……。

　どうにかならないものか。なんとかして彼を助けてやれないものか。

　そう必死に考えるも、何もいい手など浮うかばない。

　そうして、ぼくらがとうとう何も出来ないまま、彼の痙攣がいよいよピークに達したところで……。

〈ガサ……〉

『!?』

　突然、茂しげみの中から一いつ匹ぴきの蒼そう狼ろう……使い魔ファウルが姿を現した。

　咄とつ嗟さに臨戦態勢をとる仲間達。しかしぼくは彼らに「待って！」と叫ぶと……ファウルの動向を見守った。

　彼は一度ぼくらに視線を寄よ越こすも……特に襲おそい掛かかってくる様子もなく、どこか穏やかな瞳ひとみで、よたよたと初代審判者に近付いてゆく。

「……ああ、俺を無視して森の中に消えた一体か。こいつが本体だったのか……」

　ファルディオが何か納なつ得とくしたように呟つぶやく。

「初代が力を失った今……こっちは正気に戻もどりでもしたってのか？　けど……」

　ファルディオがそこで言葉を止める。……その先は、わざわざ彼が言わなくても分かった。

　この使い魔は、誰だれの目にも、もう限界だ。足取りが覚おぼ束つかず……それどころか、既すでに身体が透とう過かし始めている。……ルウの消しよう滅めつ時を思い出す痛ましい光景。

　分身体を全すべて撃げき破はされ、過か剰じような力の供給源をも潰つぶされたのでは、身体にガタがきても無理はないだろう。むしろ、まだ存在している方が奇き跡せきだ。

　しかし、それでも彼は、よろよろと初代の傍そばまで歩を進める。

「う、が、あ、あ……」

　そうして、初代の顔をどこか愛いとおしげに見つめると。

　苦しむ彼の頰を……とても優やさしい眼まな差ざしで、ぺろりと、一ひと舐なめした。

　刹せつ那な、使い魔がスゥッと搔き消えていくと同時に……初代の容よう体だいが穏やかなものになっていく。

　ぼくらがその光景に、なんとも言えない寂せき寥りよう感と温かさを感じていると……。

　初代は穏やかな顔つきで……ゆっくりと……その目を、開いた。

「……？……あ、れ……？　ここは……」

　地面に手をつき、身を起こしながらキョロキョロと周囲を見み渡わたす彼。

　彼はぼくらに気付くと、少し動どう揺ようしながらも、ファウルが舐めた頰を手でさする。

　そんな彼に。

　ぼくは微笑ほほえみながら手を差し出すと、改めて、挨あい拶さつをした。




「はじめまして、初代審判者クロノ────クロノ、フウト君」








断章　ぼくのゆうしゃ









　ぼく、クロノフウトにとってのゆうしゃは、いつだって、おとうさんだった。

　もちろん、ヒロキにいさんのことも「そんけー」はしている。

　けれど、どちらかというと、にいさんはライバルだ。いつか、ぜったいにこえてやるぞって、そうおもえるひと。

　でも、とうさん……クロノフブキは、ちょっとちがう。

　ぼくにとってとうさんは……もうどこにもいないとうさんは、ゆうしゃだった。

　だれよりもつよくて、やさしくて、あたまがよくて、そして……びょーきともいっしょうけんめいたたかっていた、とうさん。

　ほんとのこというと、とうさんとのおもいではぜんぜんおおくない。

　だけど……だからこそ、ぼくにとってとうさんは、こえるとかそういうのじゃない、りそーのヒーローで。

　おなじびょーきとしょうめんからたたかうのがこわくて、さいごにはさとったふりしていた、すごくよわむしなぼくの……ゆうしゃだった。




　だからなのかな。びょういんのベッドでいしきがもーろーとしていたときに、よびだされた「いせかい」……ノルンガルドで、ぼくが、むいしきに、おとなのすがたになっていたのは。

　おかげで、なまえをきかれたとき、とっさにとうさんのなまえをいってしまった。ほんとはすぐに「てーせー」したかったのだけれど、なんだかおとなたちが、これはとってもだいじなやくわりだと、なんどもぼくにいいきかせるので、こわくなって、ほんとはからだのよわいただのこどもなんだって、いいだせなくなった。

　でも……でも、ノルンガルドでのたびは、すごくたのしかった。

　からだがじゆうにうごかせるのがうれしくて、だれかのやくにたてるのがうれしくて。

　そして、だからこそ。

　……しぬのが、たまらなく、こわくなってしまった。いちどあきらめたゆめを、みせつけられてしまった。いきることのたのしさを、むりやりたたきこまれたきがした。

　きがついたら……ぼくは、なにもわからなくなっていた。

　いきたい、いきたい、いきたい。それしかかんがえられなくて。

　……ゆめをみたきがする。

　とてもこわいゆめを。とてもながいゆめを。とても……ゆめとはおもえない、ゆめを。

　いやだった。つらかった。もう、きえてしまいたい。そうおもっていた。

　だけど……あるとき、おおきなひかりがみえた。

　だれかが、ぼくを、こわしてくれるおとがした。

　たすかったとおもった。これで、もう、おわるとおもった。

　だけど……だれかが、ゆるして、くれなかった。

　ほっぺたを、だれかが、やさしく、なでてくれたきがして。

　もうすこしだけ、がんばれ。そう、だれかが……。……ううん。




　ぼくの、ゆうしゃが、いってくれた、きがしたんだ。








旅立ち









　決戦後の日々は、意外とまったり経過していった。

　一時は世界が滅ほろびかねない事態に陥おちいったとはいえ、結果だけ見てみれば、今回の初代暴走による人類の死傷者数はゼロ。聖域近きん隣りんの湖や森は相当にダメージを受けてしまったものの、元々自然が歪ゆがみ、動物や魔物の生息数も少ない土と地ち柄がらだ。思った程ほどにはぼくらが事後処理に追われるような事態にもならなかった。

　ただ一つ気になる点があるとすれば、気絶させたまま放置していたスーリムが、まあ案の定と言えば案の定、姿を消したことだ。半ば予想していた事態とはいえ、彼にトドメをさせなかったことは非常に悔くやまれる。が、彼に関してはヨルが責任を持ってなんとかすると約束してくれたので、今はそれを信じようと思う。

　で、ぼくら一行は一度聖都ノルンに戻ると、それからしばし休息を貰もらったのだけれど、その三日目の朝にアウルからのお達しがあった。

　曰いわく、

「審しん判ぱん者しやミカミトオルの送そう還かんを十日後に行うけど、魂たましいの扱あつかいに関してはとても繊せん細さいだから、きっちり元の召しよう喚かん地点まで戻っておくように」

　とのこと。特に文句もなかったぼくは、その日のうちに聖都ノルンを発たった。

　……なぜか四名の同どう伴はん者しやを伴ともなって。

　いや、そのうちの一名……もともとヴェリール村に帰らなきゃいけなかったサクヤに関しては納なつ得とくできる。目的地が一いつ緒しよなのだから。

　問題は残りの三人だ。

　まず、サクヤと二人で帰ると言った途と端たん、「騎き士しとしては勇者様を護衛せねばいかんな！　うむ！」とまさかの教皇職務放ほう棄きしてついてきた師し匠しよう。

　更さらにはそれを聞いたファルディオが手をさすりながら「ふぇっふぇっふぇ、トオルの傍にはあっしがおりやせんとねぇ、ふぇーっふぇっふぇ」と、下手すると魔人スーリムより邪じや悪あくな表情ですり寄ってくる始末。ぼくが帰るまでにその勇者人気にあやかって甘い汁しるを吸えるだけ吸ったろうという魂こん胆たんが見え見えで、正直断わりたかったものの、「そういや、まだお前を蘇よみがえらせた《取引》対価、教えてなかったよなぁ」と痛いところを突つかれ、同行を許すこととなった。

　で、更にもう一人、ここにレイアおねーさんも同行するわけだけれど……これはもう、理由を語るだけ野や暮ぼだろう。とりあえず本人は、

「べ、別にファルディオがいるから同行するんじゃないんですからね！」

　と言っていた。ぼくと師匠とサクヤは「ソウデスヨネー」と聞き流したけど。

　そんなわけでぼくらはある意味いつものメンバーで最後の旅をすることになった。

　ただ、魔ま王おうヨルだけは「ああ、見送りにはいくけど、ボクはボクで野暮用もあるから、しばらく別行動でよろしく」と言って勝手に去っていってしまった。教会の一部は「魔王を逃にがすなんて！」と大層怒おこったものの、そこまではぼくらの知ったこっちゃない。捕つかまえたいなら自分達で頑がん張ばってよと伝え、ぼくらは早々にノルンを後にした。

　旅と言っても、今回は交通機関をフルに利用して良い旅だ。ぼくらは陸、海、空、それぞれの、今や禁きん忌き魔法がその動力となった新しい移動手段を用いてみたり、途と中ちゆうではニョルズ号にも乗らせて貰ったりして、最後の旅を堪たん能のうした。

　……いや、まあ道中実はちょいちょいトラブルもあったのだけれど、それはそれでまたぼくららしい旅とも言える。

　とにもかくにも、ノルンを出て九日目にして、ぼくらはヴェリール村へと辿たどり着いた。

　ヴェリール村の皆みなは……それはもう、ぼくらを温かく歓かん迎げいしてくれた。

　モルジさんは相変わらず素っ気ない……ように見せつつもぼくをギュッと抱だきしめてくれたし、ビルマおばさんはこれ以上ない程に美味おいしい料理でもてなしてくれた。エイリさんは新しい武器を試ためさせてくれると言ってきたけど、それはキッパリ断わった。

　……幸せな夜だった。大好きな人達と、騒さわいで、歌って、踊おどって。本当はそこに、ルウが居てくれればもっと最高だったのになと思いながらも……ぼくは彼の分まで、心の底からヴェリール村での宴うたげを楽しんだ。

　そうして、大いに盛り上がった一夜は、驚おどろく程に早く時間が過ぎ。そうして……。




　……ぼくにとって、ノルンガルド最後の日が、やってきた。




　　　　＊




「本当にここでいいのかい？」

　ヴェリール村の入り口へと全住民が詰つめかける中、それを代表するようにビルマおばさんが寂さびしそうにぼくへと訊たずねかけてきた。

　ぼくはそれに笑顔で「うん」と応じ、以前にもこんなことあったなと懐なつかしく思いつつも、皆に告げる。

「流石さすがに森の奥の召喚地点にまで、皆でぞろぞろ見送りに来て貰うわけにもいかないしね。だったら、ここでお別れするのがいいよ」

「そうかい？　トオル君がそう言うなら、まあおばさん達は納得だけど。ただ……」

　言いながら、ちらりと脇わきを見るビルマおばさん。そこには……どうにもムスッと不ふ機き嫌げんそうな女性が二名。サクヤと師匠だ。

　どうやらぼくが帰るのが寂しい……というだけではなさそうな彼女達の不満を、苦笑い混じりでレイアおねーさんが代弁してくれる。

「あ、はは……あの、トオル君？　ここでお別れなのはいいのだけれど……その……どうして、ファルディオだけが、森の召喚地点まで随ずい伴はんするのかな……？」

　レイアおねーさんの問い掛かけに「そーだそーだ」とでも言いたげなふくれっ面つらを見せるサクヤと師匠。

　ファルディオが無む駄だにドヤ顔する中、ぼくはそれを軽く叩たたくと、困った風に笑いながら、二人に「ご、ごめんね？」と謝罪する。

「その……ファルディオとは、二人で話しておきたいこと、あってさ……」

「……《取引》対価の件だろう？　それなら私でも説明出来るが……」

　師匠が珍めずらしく食い下がる。しかし、ぼくは首を横に振ふった。

「ううん。……師匠も分かっているんでしょう？　これは、ちゃんと、その《取引》を成立させた当人の口から聞くべき話なんだって」

「それはそうだが……」

　師匠が詰つまると、今度はサクヤが口を出してきた。

「じゃあそれは、今聞けばいいじゃないですか。それで、最後までご一緒にするのは、私ということで……」

「ううん。とてもじゃないけど、サクヤや師匠とは、最後まで一緒にはいられないよ」

『ど、どうして!?』

　声を合わせてぐいっと詰め寄ってくる二人。ぼくはそんな二人に対し……思わず、しょんぼりと寂さみしげに俯うつむく。

「だって……二人を見てたら、ぼく、帰りたくなくなっちゃうもの……」

『あぁっ！』

　サクヤと師匠が、なぜか、よよよと腰こし砕くだけになる。レイアおねーさんやヴェリール村の皆も「そうだよね」という雰ふん囲い気きで見守る中、ただ一人、ぼくの隣となりに居たファルディオだけが超ちよう不満そうに、

「おい、それ微び妙みように俺をディスってね？　なぁ？　暗に、俺相手なら一いつ切さい後うしろ髪がみ引かれずに帰れると宣言してやがらね？　なぁ、おい、ガキンチョよ」

　などとぶつぶつ言っていたが、ぼくはサクヤと師匠の二人を抱きしめて肩かたをぽんぽんと叩くのに忙いそがしく、それどころじゃなかった。

　そうして「しゅーたんば」が一段落したところで、仲間達が改めて、スッキリとした顔でぼくらに向き合ってくれる。

　まず、レイアおねーさんが笑顔でぼくに握あく手しゆを求めてきた。

「まったく、キミにはどこかの自じ称しよう大魔導師以上にやきもきさせられたわ」

「えー？　やきもきさせられた度合いで言ったら、とんとんだと思うけど、ぼく。だってレイアおねーさんときたら、全然ファルディオと進展──」

「はいっ、じゃあ元気で！　さようなら！」

「なにその打ち切り方！　ちょっとショックなんですけど！」

　レイアおねーさんは握にぎった手をぶんぶんと振ると、さっさと他の人に挨あい拶さつを譲ゆずるように後ろへ引っ込んでしまう。……一見酷ひどく素っ気ない対応。だけど……これこそがまさにレイアおねーさんなりの気の遣つかい方なのだと、ぼくは知っていた。

　彼女の背に心の中で礼を告げていると、次に、サクヤが目の前にやってきた。彼女はしばらくニコニコとぼくを見つめてくれていたものの……次し第だいに俯き加か減げんになったと思ったら、突とつ然ぜん、ぎゅうっとぼくの身体に抱だきついてきた。

「……トオルさん…………。………………」

　何か言いかけて、でも、それを堪こらえた様子でやめるサクヤ。そうして彼女はもう一度、力強くぼくを抱きしめた後……ぐっと身体を離はなす。

　そこには、笑え顔がおのサクヤがいた。

「ありがとう、トオルさん」

「サクヤ……。……お礼を言うのはこっちだよ。ありがとう、サクヤ。いつも……いつも、ぼくの味方でいてくれて」

「なに言っているんですか。これからだって変わりませんよ。……遠く離れたって、私は、いつまでもトオルさんの味方です」

「……うん。ぼくも。ぼくも……ずっと、サクヤの味方でいるよ。たとえキミが、間ま違ちがったとしてもね」

　ぼくのその言葉に、サクヤは一いつ瞬しゆんきょとんとした後……瞳ひとみに涙なみだを滲にじませながら、くすくすと笑って返してくれる。

「あはは、そうですね。私とトオルさんの間でだけは、誰だれに後ろ指を差されようと、お互たがいを甘やかしまくっちゃいましょうか」

「そうだね。あ、もし世界征せい服ふくとかしたくなったら、呼んでよ。喜んで協力するからさ」

「ホントですか？　それは楽しみです。今からプラン練っちゃいますね」

　傍そばでギョッとする大人達を尻しり目めに、笑い合うぼくら。サクヤは……最後に目め尻じりの涙を拭ぬぐって綺き麗れいな笑顔をぼくに見せてくれると、そのまま顔を隠かくすように後ろに下がった。

　そうして、最後に……師匠が、前に進み出てくる。

「…………」

　彼女はぼくをジッと見つめる。ぼくも、彼女をジッと見返す。

　彼女はおもむろにナルスでぼくが「もう一人の師匠」に買ってあげた髪かみ飾かざりを取り出すと、自らの髪かみに挿さす。そうしてゆっくりと膝ひざ立だちになると、ぼくと視線の高さを合わせてきた。そのとても優やさしい鳶とび色いろの眼まな差ざしに、ぼくが、「ああ、サクヤのようにギュッと抱きしめてくれるのかな」と期待したその刹せつ那な──




　──彼女は、唐とう突とつに、そっと、その唇くちびるを重ねてきた。




「ひゃっ!?」

　ぼくが驚いて目を白黒させた時には、既すでに師匠はすっくと立ち上がり、何事もなかったかのように笑顔でぼくを見つめていた。……って、あ、なんか、サクヤが背後で物もの凄すごくわなわなしている！　なんか台無しだ！　笑顔の別れが、台無しだよ、サクヤ！

　他のヴェリール村の大人達もガヤガヤと「……犯罪じゃね？」「犯罪じゃね？」「いや言っても六歳差だし、ありだろ」「とはいえ犯罪じゃね？」「いやむしろ逆に許されるんじゃね？」などと勝手な会話を繰くり広げる中、師し匠しようは「ごほん！」と大きく咳せき払ばらいし、そして……キッパリと告げてくる。

「トオル。言っておくが、今の私はお前が思っているより、遥はるかに大人げないぞ」

「う、うん？　えっと……」

「つまりだ。私は……基本無む欲よくな人間だが、しかし、一度欲ほしいと思ったものは、是ぜが非ひでも諦あきらめない。しかも今や教皇だ。この私に出来ることは極きわめて多い」

「は、はぁ。それはつまり、どういう……」

　師匠が何を言わんとしているのかイマイチわからずぼくが戸と惑まどっていると。

　彼女は……覚かく悟ごを秘ひめた勇ゆう壮そうな笑みと共に、こちらに拳こぶしを突つき出しつつ宣言してきた。




「私はまた、お前に必ず会いに行く。約束する。必ずだ」
















「……！…………うん！　必ず！　絶対だよ！」

　ぼくは、師匠とこつんと、拳を合わせる。師匠の背後ではサクヤが「まったく……」と呆あきれながらも……どこか優しい表情で、ぼくらを見守ってくれていた。

　そうして──いよいよ、皆みなとお別れの時がやってきた。

　ぼくとファルディオは顔を見合わせると、名残なごり惜おしさを振り切るように、村から歩き出す。背後からは、ヴェリール村の皆と……仲間達の、元気な見送りの声。

　……隣を歩くファルディオが、ぼくの方を見ないで告げる。

「……泣くなよ、クソガキ」

「……泣いてないよ、自称大魔ま導どう師し」

　そう強がるぼくの頭を、ファルディオがくしゃくしゃとかき混ぜる。

　そうして。

　ぼくらは二人……始まりの場所を目指し、歩き出した。




　　　　＊




「……お前と会ったのは、この辺だったか」

　しばらく土道を歩いたところで、ファルディオが切り出してくる。ぼくは「そうだね」と応じながら、懐かしい景色を見み渡わたした。

「……情けなく魔ま物ものに追いかけられていたっけ、ファルディオ」

「いや、あれは、あえてだよ、あえて。今なら分かるだろう？　今や魔人さえ軽々と退ける勢いの大魔導師たる俺様が本気を出せば、あの程度の魔物……」

「いや今でも割と負けるよね、ファルディオ。当時から弱いままだよね」

「…………。……ま、まあ、大魔導師の本分は戦せん闘とうにはねぇからな～」

　ひゅーと中ちゆう途と半はん端ぱな口笛を吹ふいて明後日あさつての方を見やるファルディオ。……まったく。ホントにこの人はずっと変わらないな……。……尊敬するよ。心から。

　ぼくとファルディオはしばらく無言で歩く。……と、前方から、何か見覚えのある人ひと影かげが近付いてきた。

　彼……銀ぎん髪ぱつの華きや奢しやな少年は、ぼくらの姿を見つけると嬉うれしそうに駆かけ寄ってきて「おひさしぶり」と笑顔で声をかけてくる。

　相変わらず魔王らしくないぬるっとした登場をする彼に……ぼくは苦笑いで応じた。

「ヨル。どうしたのさ、こんなところで」

「いや、見送りには駆けつけるって言っておいただろう？」

「確かに言ってたけど……まさかホントに来るとは……」

　魔王に見送られる勇者ってなんなんだ。ぼくのなかのファンタジーＲＰＧのイメ─ジと、エンディングイベントがあまりにかけ離れている。……いやぼくの冒ぼう険けん、常にイレギュラーだったけどさ。

　彼は軽い調子でぼくを労ねぎらうと、それから「ところでここからが本題なんだけどさ」と切り出してきた。

　ぼくが首を傾かしげると、彼はどこか悪戯いたずらっぽい顔で告げる。

「まずは、彼を見てほしい」

　ヨルはそう言うと同時に、ひょいと脇わきに一歩移動する。と……彼の背後から、おずおずと……。

　……ルウが、顔を出した。

『ルウ!?』

　思わず声を上げてしまう、ぼくとファルディオ。しかし……よく見ればそれは、ルウとは、良く似て非なる魔物だった。

「……色が、違ちがう？」

　ルウは蜜み柑かん色だったのに対して、彼は、青っぽい。どこか……あのファウルの毛並みを思わせる質感。

　そこでぼくがハッとしたと同時に……ヨルが、改めて彼を紹しよう介かいしてきた。

「紹介するよ。ボクの新たなパートナー、クロノフウト君だ」

「…………ど、どうもです」

　ぱたぱたと飛びながら、ぺっこりと頭を下げるルウ──によく似た毛玉。

　ファルディオが、大きく息を吐はきながらヨルに語りかける。

「呆れたぜ。初代の処しよ遇ぐうは自分に任せておけと言ってどこかに連れてったと思ったら……まさか、魔物に改造しやがっているとは」

「ひ、人聞き悪いなぁファルディオ君。言っておくけど、彼、あのままだと結局消しよう滅めつを待つばかりだったんだからね？　そこをぼくが拾って、そして……」

　ヨルは毛玉……フウト君をちらりと見て、そして、語った。

「ボクの《取引》権限を使って、彼を転生させたんだ」

　その言葉に、ぼくらは驚おどろき……ファルディオが、思わず訊たずねる。

「おいおい、蘇そ生せいほどじゃないとはいえ、死にかけ審しん判ぱん者しやの転生を成すなんて、どんだけの《取引》対価使ったんだよお前……」

「対価？　ああ、そんなの簡単さ」

　ヨルは笑え顔がおでそう応じると、あっけらかんと続けた。

「ボクの力の大半を、対価に捧ささげた。おかげで今じゃボク、魔人達よりも弱いんじゃないかなぁ」

『な……』

　まさかの対価に、驚くぼくら。……フウト君が、申し訳無さそうに俯うつむく。

　そんな彼の頭にヨルはぽんと手を置くと、ぼくらへと微笑ほほえみかけてきた。

「ぼくとフウト君は、生きて、この世界に償つぐなう責任があるからね」

「責任って……そんな……」

　ぼくは納なつ得とくがいかず、フウト君を見やる。……ぼくの悪いクセかもしれないけれど……それでもやっぱり、ぼくがあちらの世界に戻もどるくらいなら、今からでも彼が……ミユキお母さんの本当の息子むすこで、ヒロキ兄さんの本当の弟である彼が帰った方が、よっぽどいいんじゃないかと考えてしまった。

　すると、フウト君は……ぼくのその考えを察した様子で、ニコリと柔やわらかく微笑む。

「トオルさんは、おやさしいかたですね」

「え？　そんなこと……」

「でも、ぼくは、これでいいんです。……いえ、これが、いいんです。いまさら、こんなこといってもしんじてもらえないかもだけど……」

　そう前置きして……フウト君はパタパタとぼくの前に飛んでくると、ルウのようにぽんと胸を叩たたいて、どこか照れ臭くさそうに告げる。

「ぼく、このせかいが、だいすきだから」

「フウトくん……」

「それに、とうさんにもいわれちゃったからさ。もうちょっと、がんばれって。だから……ぼくは、ここで、じぶんにできるつぐないをして、いきていくよ」

「……そっか。フウト君がそう言うなら……うん、ぼくはもう、何も言わないよ」

「ありがとう、トオルさん。……ほんとうに、なにから、なにまで。あ、そうそう、にいさんにも、よろしくいっておいてください。かあさん……は、えーと、やっぱり、いいかな。なんかおこりそうだもんね」

「あはは、了りよう解かい。弟が毛玉になってノルンガルドで生きているなんて知ったら、びっくりするだろうね、ヒロキ兄さん」

「ふふっ、ほんとにね」

　ぼくとフウト君は、まるで長年の友達のように……兄弟のように、くすくすと笑い合う。

　そうこうしていると、ヨルが「さて」と切り出してきた。

「ボクらはそろそろ行くよ。邪じや魔ましたね」

「ううん。ありがとうね、ヨル。色々と」

「……魔王に礼を言って帰る勇者がいるかなぁ、まったく……」

　ヨルはそう言いながらも、最後に手を差し出してきてくれる。ぼくはそれとしっかり握あく手しゆすると……二人と別れ、再びファルディオと召しよう喚かん地点を目指した。

　しばらく道なりに行ったところで、アウルから貰もらっていた情報を元に、森の茂しげみへと足を踏ふみ入れる。

　長い草を搔かき分けてぼくの後をついてきながら、ファルディオは辟へき易えきとした声を上げた。

「わっぷ。お、お前と毛玉、こんなところ通ってきたのかよ」

「うん。そうそう、ルウが言うには、歴代勇者の七割が、冒険で一番大変だった箇か所しよとして『最初の酷ひどい遭そう難なん状態』を上げるらしいからね」

「……つくづく、勇者召喚周りの機構はダメダメだな」

「まったくだ」

　悪態をつきながらも、どうにかこうにか、茂みを抜ぬけていくぼくら。

　そうして二十分ほど歩いたところで……ぼくらは、森の中の少し開けた場所に出た。

　木こ漏もれ日の差すその空間は、以前ぼくとルウが小休きゆう憩けいをとった場所だ。

　岩にどかっと腰こしを下ろしたファルディオが、ぱたぱたと手うちわで自らを仰あおぎながらうめく。

「あー、しんどー。やっぱ、ガキの見送りとか来るんじゃなかったなぁ」

「ファルディオが《取引》対価の件、無む駄だに引っ張るのが悪いんだろう？」

　ぼくも近場の岩に腰を下ろしながら頰ほおを膨ふくらませる。ファルディオはそんなぼくをちらりと見て……一つ大きな溜ため息いきをつくと、よっと背筋を伸のばし、珍めずらしく真しん剣けんな眼まな差ざしで訊ねてきた。

「……実際問題、お前はどう考えてんだよ。俺が何を対価に、お前を蘇生させたと思う？」

「それは……」

　ぼくは、思わず厳しい表情で考え込む。……ファルディオが死んでいない以上、他の何かの命が使われているのは明白。だけど、事情を知る師し匠しようやレイアおねーさんなんかも、特にその命に対して何も言わないということは……。

　ぼくは……神しん妙みような表情で、それに答えた。

「死し刑けいが決まっている人間の命……とか」

　そんなぼくの回答に対し。ファルディオは……意外にも、それを鼻で笑う。

「はんっ！　んなもんより、もっともっと重おめぇんだよ、この対価は。なめてんじゃねえぞ、クソガキ！」

「な……もっと、重い対価なんて……」

　一体、何を犠ぎ牲せいにしたって言うんだ。

　ぼくが冷ひや汗あせを搔かき始める中……ファルディオはそんなぼくを、どこか、呆あきれた様子で見つめ。

　そうして、溜息と共に、切り出してきた。

「お前は相変わらずだな。犠牲、犠牲、犠牲。それしか頭にないから、すぐ馬ば鹿かげた過激な発想になる」

「だ、だって……」

　ぼくは……ぼくという人間は、そもそも、父さんや母さんの犠牲の上に成り立っている人間だから。

　だからこそ、強く、清く、正しく……誰だれかのためになるよう、生きるべきで。

　誰かの命を……大事な人の命を救えるなら、ぼくなんかの命は喜んで差し出すべきで。

　……様々な冒険を経た今でも、この根本の発想は、どうしたって変えられない。だって、それこそが、ぼくという人間の本質そのものなのだから。

　強くファルディオを睨にらみ返す。しかし……ファルディオもまた、ぼくの視線に負けじと応じてきた。

　……そこにあったのは、いつものちゃらんぽらんなファルディオの目じゃない。

　ぼくがこの世界でホントは誰よりも尊敬する「大人」……ファルディオ・メルクリウスとしての、眼差しだった。

　彼はしばしぼくと無言で睨み合った後、厳おごそかに切り出してくる。

「……トオル。お前の命を蘇生するにあたって俺が用いた《取引》対価だけどな」

「…………」

　ぼくは、ごくりと唾つばを飲む。……ぼくにとって、きっと、恐おそろしい答えが返ってくる。そんな予感がしていた。

　ファルディオはそんなぼくをしっかりと見つめながら。

　いよいよその対価を……驚きよう嘆たんすべき対価を、口にした。




「ノルンガルドに住む、人類・魔ま物もの、合わせて二十五億の生命の寿じゆ命みようを、一秒ずつだ」




「────」

　あまりに予想外の答えに、大きく目を見開くぼく。ファルディオが続ける。

「教会を通じた人類に対する呼びかけと、ヨルを通じた魔物達に対する呼びかけを、この半年世界を旅する中で徹てつ底ていして行い、俺を代表として集めた《取引》対価だ。二十五億秒……まあつまり、約八十年分の寿命だな」

「そんな……一体、どうして……」

　ばくばくと心臓が高鳴る。冷や汗が滲にじんでくる。……ファルディオの言っていた、「もっと重い」の意味がようやくぼくにのしかかってくる。

「どうしてもクソもあるかよ。そもそもこの世界の人類は、お前に大きな借りがある。直接的に助けられた人間は勿もち論ろん、親族や友人が助けられたって人間。魔法や禁きん忌き魔法に関する真実を知れて良かったという人間。お前みたいなガキに世界の命運を託たくしたっきりだったことを悔くいた人間。禁忌魔法の世の中で得した人間。んなのが沢たく山さんいる。……とはいえまあ、当然全員じゃあ、ない。人類から集まった秒数は十億程度だ。そりゃお前になんの感謝もない人間だって、沢山いるからな」

「じゃあ……残りは……」

「ああ、お察しの通り、魔物から集まっている。魔物は大半がお前に感謝しているからな。当然だろ？　お前のおかげで、魔力の吸い上げが終わったんだぜ。まあこの半年はスーリムにそれを多少掠かすめ取られるっつうトラブルこそあったものの、とはいえそれでも寿命の一秒ぐらいなら、喜んで差し出すってなもんだ」

「…………」

　眩暈めまいがしてくる。……なんだ、これは。二十五億の生命から、一秒ずつ……だって？

　どうやって返せばいい「借り」なのか、まるで分からない。両親二人の命に対する償い方だって分からないっていうのに……ぼくは……ぼくは……。

　額に脂あぶら汗あせが滲む。追い詰つめられていくぼく。

　ファルディオはそんなぼくの身体を、正面から岩に座したまま、指差してきた。

「復活したお前が妙みように強かった理由も、そこにあるわけだ。寿命を一秒徴ちよう収しゆうするには、僅わずかながらでも魔力にのせるカタチで徴収しなきゃならなかった。つまり……お前は一時的に、初代審しん判ぱん者しやの《魔力集積体質》と似た状じよう況きようになっていたわけだ」

「…………」

　じゃあ、ぼくが最終決戦で勝てたのも……結局は、皆みなの力のおかげであり。ぼくの努力などでは、一いつ切さいないんじゃないか。

「……そんな……じゃあ……ぼくは……どうやって、この恩を返したら……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくぼく。しかしファルディオは……それに一切答えてくれることなく「さて」と岩から下りた。

「さっさと召喚地点まで行くぜ、トオル。残りもう少しなんだろう？」

「…………」

「……おい。一つ言っておくが、今のお前にはもうワガママを言う権利もないぜ？　ことお前の処しよ遇ぐうに関してはノルンガルド代表たる俺の指示には絶対従え。いいな？」

「…………」

　ぼくはファルディオに無言でこくりと頷うなずいて返すと、彼の道を開くように先を行く。

　……そうだ。こんなぼくには、もう、なんの権利だってありはしない。

　ぼくは、この世界……ノルンガルドに生かされているんだ。

　ある意味、フウト君と同じ。この世界の……ファルディオの言葉は、全すべて絶対だ。それがどんなものであるにせよ、ぼくに拒きよ否ひ権はもはやない。

　ぼくらはそのまま、無言で召喚地点までの道のりを歩く。

　……このまま、ファルディオは、ぼくを元の世界に返すのだろうか。……分からない。

　今や、誰よりも知っているつもりだった一番の仲間の真意が、ぼくには、まるで分からなかった。

　仄ほのかな緊きん張ちようを孕はらんだまま、黙もく々もくと森の中を往ゆくぼくら。

　そうして……二十分が経過した時。

　ぼくは……酷く懐なつかしい風景の中に、出た。




　奇き怪かいな植物の鬱うつ蒼そうと茂ったジャングルの一画。……ルウと初めて出で逢あった……ぼくの、召喚地点。全ての始まった場所。




　ぼくが立ち止まると、ファルディオもまた「ここか……」とだけ呟き、立ち止まった。

　……沈ちん黙もくするぼくら。と、アウルのシステマチックなアナウンス音声が響ひびき渡わたる。

〈審判者の召喚地点到とう達たつを確かく認にん致いたしました。これより送そう還かん作業を開始致します〉

　キィィィという耳鳴りのような音と共に、ぼくの身体が淡あわい光に包まれる。

　が、その刹せつ那な、ファルディオが「待て」とアウルに号令をかけた。

《審判委任者》権限で、送還作業が止まる。

　ファルディオは……冷たい表情でただそんなぼくを見つめていた。

　ぼくは、彼の表情を見て……いよいよ、覚かく悟ごを決める。

「（そうだよね……こんなしょうもないぼくが、英えい雄ゆう気取りで元の世界に返して貰う道理なんか、ないんだ）」

　自分の罪を思えば当然のことだ。……皆が優やさしいから、ぼくは浮うかれてしまっていたのかもしれない。本当は、そんな甘えた結論で、いいはずないのに。

　ファルディオの目を見る。彼は……厳しい顔つきのまま半歩前に進み出ると、ぼくの肩かたに手を置いてきた。

「お前にはこの世界の根幹を大きく改変した責任と、スーリムに一時的とはいえ荷か担たんしてしまった罪。なにより二十五億の生命から命を分け与あたえられた恩がある」

「うん……そうだね」

　俯うつむくことなく……しっかり彼の目を見つめ返して応じるぼく。

　自分のしたことから、逃にげてはいけない。……ファルディオが、逃がしてくれない。

「つまり、今やお前は様々な意味において、真にこの世界の『勇者』になったわけだ。その命の全てを賭として俺達ノルンガルドの住民へと奉ほう仕しすべき存在『勇者』にな。そこに拒否権は一切ない」

「うん、分かってる……。ぼくはぼくのワガママを通した結果、この世界を危機に晒さらしながら、兄さんを救った。これ以上ぼくが求めることなんてあるものか。……いいよ。ぼくは『勇者』としての力を、命を、時間を、全てこの世界に捧ささげる。汚よごれ仕事だろうと、なんでもやるよ。それぐらいの覚悟は出来ている」

　そうじゃなければ、とてもじゃないが、この世界に報むくいることが出来ない。

　そうして、誰よりも聡そう明めいなファルディオは……人の良い仲間達の手前、ぼくを送還したように見せかけて……たった一人でこの汚れ仕事を引き受けるべく、ここについてきてくれたのだろう。

　彼はぼくの答えに満足そうに頷くと、真しん摯しにぼくを見つめる。

「そうか。殊しゆ勝しようなことだな。そこまで分かっているなら話が早い。ではお前にこれから、俺達の──《ノルンガルドの総意》を伝える。お前にとってはかなり厳しい罰ばつになるが、心して聞けよ」

「うん」

　彼はそうして、ぼくの肩から手を放すと……ローブの裾すそを払はらい、これまでで一番威い厳げんに満ちた姿を見せる。

「では、《惑わく星せいノルンガルド》が命じる。トオル・ミカミ。お前はこれから──」

　目を瞑つぶるぼく。……どんな汚れた残ざん酷こくな使命だろうと、それに従事する覚悟は出来ている。これが……これこそがぼくの、勇者としての、結末だ。

　そう、腹を括くくった、次の瞬しゆん間かん。

　ファルディオの残酷な指示が……森の中に、響き渡った。




「──お前はこれから、元の世界で、幸福に生きろ」




「うん、分かったよ。…………。……………………。……って、へ？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げつつ、目を開く。

　と、そこには……すっかりいつもの小悪党な顔に戻もどっている自じ称しよう大魔ま導どう師しがいた。

　彼はアウルに「送還再開」と指示を出す。途と端たん、光に包まれるぼく。

　ぼくは慌あわてて彼に取りすがった。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　そんなのって……！」

「おいおい、お前に拒否権はないって言ったろ？　お前の覚悟は噓うそなのか？」

「そ、そんなことは……。で、でも……」

「でもも何もねぇよ、トオル。これこそが《ノルンガルドの総意》だ。だからお前は……俺達に報いようと思ったら、全力で幸せにならなきゃいけない。全力で……今度こそ、自分の幸せを、追求しなきゃいけねぇんだ」

「な……」

　ニヤリと小こ賢ざかしい笑えみを浮かべるファルディオを見てぼくは──ようやく悟さとる。




　……やられた。彼に、完全に一本取られたんだ、ぼくは。




　そもそもぼくは……ぼく自身をないがしろにして人を助けようとしてしまうこのミカミトオルという人間の本質は、そうそう矯きよう正せい出来るものじゃあ、ない。

　誰だれかにこの命を助けて貰もらったっていうなら、尚なお更さらだ。その相手のためなら、ぼくは、喜んで命を捨てられる。

　だけど……だけどもし、ぼくが恩を返さなければいけない相手が……ノルンガルドの……直接恩を返すことが極めて困難な、異世界の生命達だったとしたら。

　元の世界に戻ったぼくが出来ることは、精せい々ぜい、彼らの意志を尊重することのみだ。

　つまり。




　ぼくは、ぼくという人間を、彼らの指示通り、全力で、幸せにしなきゃ、いけない。




　……なんて厳しく、いやらしく、そして……優しい罰なんだ。こんな馬ば鹿かげたアイデアを考えつく人間なんて……ぼくは……ぼくは、一人しか、知らない。

　身体が、徐じよ々じよに透とう過かしていく。光が更さらに大きくなる。

　もう、時間的猶ゆう予よがない。沢山の伝えたい言葉が溢あふれているのに、送還は待ってくれなくて。

　だからぼくは……ぼくは、ファルディオの胸に、とん、とおでこを預けると。

　俯いたままで、抗こう議ぎするように呟いた。

「ずるいよ……ファルディオは……最初から最後まで、ホント、ずるいんだ……」

　遠くなっていく景色、音。視界が歪ゆがみ、霞かすみ、うすれゆく。

　そうして、全てが淡い光へと溶とけてゆく中……ぼくが、この世界で最後に目に焼き付けたものは。




　馬鹿みたいにくっしゃくしゃでブサイクな……ひどい小悪党の、泣き笑い顔だった。




「おうよ！　俺様は……稀き代だいの大魔導師、ファルディオ・メルクリウス様だからなぁ！」

















エピローグ









「心から力を抜ぬくんだ」

　小学校からの帰り、夕焼けに染まった土手道の上で。

　どこかの毛玉魔物によく似たランドセルのキーホルダーをかちゃりと鳴らして振ふり返った兄さんが、まるでとっておきの秘密を明かすように教えてくれた。

　ぼくは早さつ速そくそれを実じつ践せんしようと、胸のあたりをさわさわともみほぐす。そうして目をつぶり、更にはほけーっと口も開いてみるも……別に楽でもなんでもない。むしろ他の通行人から「あの子大だい丈じよう夫ぶかしら」的視線で見つめられて気まずいことこの上なく、思わず頰ほおが赤らむ始末だった。

　兄さんが可笑おかしそうに笑う。

「別に身体から力を抜く必要はないんだよ。むしろ、ごちゃごちゃ考えないで済むという意味では、身体を激しく動かしているぐらいの方が心の力は抜き易やすいかもしれない」

　ぼくはすっかり口から垂れかけていたよだれをゴシゴシと照れ混じりに拭ぬぐうと、恥はずかしさを紛まぎらわすようにぷくっと頰を膨ふくらませる。

「わかんないよ。力を抜くのに、身体を動かせだなんて、変だ。ムジュンしてるよ」

「確かに変なこと言っているかもしれないね、僕」

「すごく変だよ。いつものことだけどさ」

　兄の言うことは相変わらず意味深すぎて困る。こんなことなら、訊きくんじゃなかった。

　すっかり難しい顔のぼくの機き嫌げんを窺うかがうように、兄さんが苦く笑しようしながら身を屈かがめる。まるで海のように静かで澄すんだ瞳ひとみがぼくを映した。

「強い自分を、捨てちゃうんだ」

「強い自分を？」

　ぼくの頭に二度ほど「ぽん、ぽん」と手を置いて、再び先を歩き始める兄さん。ぼくは慌ててその背を追う。

「そう、強い自分。理想の自分って言ってもいいのかな。あ、理想は分かるよね？」

「馬鹿にしないでよ。ぼく、もう四年生だよ？」

　ダッシュで兄さんの前に周り込んで、むんと胸を張るぼく。兄さんは苦笑いを浮かべてそれに応じてきた。

「そういうところが、まだ子供っぽいんだけどな……」

　そう言って再びぼくの頭に二度手を置く兄さん。ぼくはそれに、ぶすっとした表情で応える。

　……なんだよ。兄さんだってまだ六年生のくせに。大人ぶっちゃってさ。

　まあ、そりゃあ、兄さんは相変わらず凄すごく頭がいいけど。この前なんか、退院前の検査も兼かねた知能テストでとんでもない点数出して、雑誌取材まで来ちゃってたけど。

　でもでもっ、ぼくだって勉強──は、未いまだ不得意だけど。

　それでもっ、ぼくだって体育──も、正直うまくこなせていないけれど。

　けどけどっ、ぼくは凄く強いもんね！…………いやホント、無む駄だに。引くぐらい。

　ひっそりと、肩かたを落として溜ため息いきを漏もらす。

　ふと気付くと、兄さんは夕焼け空をなんだか凄く大人びた顔で眺ながめていた。それは……でも、以前とは少し違ちがう顔だ。今日という一日を懸けん命めいに生き、明日あしたという一日に思いを馳はせる、そんな満ち足りた人の顔だ。

　ぼくがじっと見ているのに気がついたのか、兄さんが表情を元に戻して続けてきた。

「心から力を抜くことによってさ。トオルは、ファルディオの指示通り、ちゃんとトオルらしい幸福な人生を生きられると思うんだ」

「つまり好きにしろってこと？　だったらぼく、やっぱりこの力でバンバン人助けをしたいけどなぁ」

　言いながら、道の小石をひょいと蹴ける。石は誰にも見られず高速で飛ぶと、土手下の河か川せん敷しきに流れ着いていた、トゲばって危険そうな流木を見事に粉ふん砕さいした。

　……そう、なぜだか分からないけれど、ぼくにはまだ異世界で得た馬ば鹿か力ぢからが残っていた。流石さすがにフウト君とやりあった時みたいな超ちようパワーは出ないけれど、元々の勇者の身体能力程度の性能は出る。どういう理り屈くつなんだか全然分からない。……ただ、根こん拠きよはないけど、悪戯いたずらな女め神がみのせいな気はしている。まったくもう……。

　と、ぼくが粉砕した流木の傍そばに、遠くから前も見ずに小学校低学年の子達が駆かけてくる。そんな光景を見つめながら、兄が微笑ほほえんだ。

「別にその人助けを絶対やめろとは、ファルディオも言ってないと思うよ」

　そこで兄さんは、表情を困った風に歪める。

「でも、心は簡単に折れたり、壊こわれたり、歪んだりしちゃうからさ。そうならないためにも、力を抜いて柔じゆう軟なんにしておくことが、重要なんだ」

「？　なーんか、以前全く逆のことを言われたような気が……」

　首を傾かしげるぼく。ふーむ、異世界の旅の記き憶おくがでかすぎてちょっと霞んでしまっている感があるけれど、それにしたって、こう、今、兄さんに軽々しくぼくの考え方の大前提を揺ゆるがされた気がしてならない。

　兄さんは宙を見つめ、少しだけ考えてから続けてきた。

「あー……ほら、りんご飴あめってあるだろ？」

「へ？　あ、それそれ、今ぼくなんか思い出しそうに……」

「あれを、舐なめて溶かすイメージでいいと思うんだ、僕は」

「あれぇ!?」

　なんか分からないけど物もの凄すごく納得がいかない！　途と中ちゆうまで「ああそれそれ！」って感じだったのに、なんだか結論が急激に逆方向行った気がする！

　なんとも言えない気持ちで口元をむにゃむにゃさせるぼくに、兄さんが「そうそう、そういう感じの素すのトオルでいいんだよ」と笑う。

　しかし全く納得いかないぼくは、ムキになってそれに反発した。

「よくないよ！　ぼくは、ノルンガルドに恥じない生き方をするんだ！　兄さんの相変わらずな意味深な言い回しに振り回されてなんか、いられないんだ！」

　ぼくの言葉に、しかし兄さんは苦笑いで返す。

「そうそう、ぼくのアドバイスを意識しすぎないのも、トオルにとってはいいことだね」

「えー！　じゃあなんで教えてくれたのさ！」

「それは……」

　兄さんは一いつ瞬しゆん深刻な表情で何かを言いかけて……でもすぐにその顔は、悪戯な笑いで崩くずれてしまった。

　ことここに至って「また遊ばれてる！」と気付いたぼくは、再び頰を膨らませる。

　兄さんの事は大好きだけど……こういう時だけは、心底憎にくたらしくなる。まるで、兄さんに「まだまだ僕には追いつかせないよ」と言われているみたいで。でも、きっといつか見返してやるんだから。見てろよ。

　ぼくと兄さんが並んで歩く道の先に、赤い赤い夕陽が沈しずんでいく。振り返るととてもながーい影かげ法ぼう師しが伸のびていて、ぼくは少し楽しい気分になったけれど、やっぱりそれさえ未だに兄さんの方が長くて。

　ぼくは少し歩くペースを落とした。兄さんが振り返る。

「どうした？」

　ぼくは、自分の影が兄さんの影の頭を追い越こしたのをしっかりと確かく認にんしてから、「いつか」と呟つぶやいた。

「いつか、ちゃんと兄さんのこと、追い抜くからさ。ちゃんと、見ていてよね」

　そんなぼくの言葉に、兄さんは……最近よく見せるようになった悪戯な顔で笑う。

「それはどうかなぁ。僕がこんなに元気を貰ってしまった以上、トオルが僕を追い抜ける保証は出来なくなっちゃったなぁ」

「なんだよそれ」

　ぼくはその回答が面おも白しろくなくて、やっぱりむくれてしまう。……だけど、次の瞬間には兄さんがすぐ隣となりに来て、ぼくと手を繫つないでくれた。ぼくは思わずにやけてしまいかけたけれど、なんだかそれも悔くやしくて、誤ご魔ま化かすように口をつーんと尖とがらせてもう一度言う。

「なんだよそれ」

「ははっ」

　兄さんが元気に笑う。……悔しいけれど、こういう時の兄さんの笑え顔がおは大好きだ。なんだかおへそのあたりが、ぽかぽかしてくる。

　すっかり立ち止まってしまっていたぼくの手を、兄さんが優やさしく引いてくれた。

「ほら、早く帰ってごはん食べよう、トオル」

「うん！」

　そうして、ぼくらは二人、しっかりと手を繫いで、溶けるような夕ゆう陽ひに向かって歩く。

　それは。




　あの異世界の大冒ぼう険けんから戻もどってきて、約二週間後の出来事。




　　　　＊




　──とまあ、兄さんと楽しく帰宅したまでは、良かったのだけれど。

『…………』

　圧あつ倒とう的静せい寂じやくと妙みような緊きん張ちよう感に満ち満ちた家族四人の食しよく卓たくを前に、ぼくと兄さんは顔にだくだく汗あせをかいていた。

　異世界から戻って既すでに二週間が経過したものの、こうして家で四人揃そろって落ち着いてご飯を食べるのは、実は今日が初めてだったりする。

　というのも、ぼくら兄弟ときたら……いくらなんでも現代医学的にありえない奇き跡せき的てき回復をした上、それぞれ、後の知能テストやら身体能力テストでちょっとばかしやらかしてしまったわけで。

　結果簡単に退院許可も出ず、なんだかんだと検査されながらも……晴れて今日、ようやく「日常生活」と呼べるものに戻れたのだけれど。

　ただ、朝はこれまでの疲つかれが祟たたったのか、全員が揃って見事に寝ね坊ぼう。バタバタと身み支じ度たくを済ませてそれぞれに順次家を出るハメになり、四人揃った食卓というのは実現できず。

　で、この夕飯時にて遂ついに──リョウお父さん、ミユキお母さん、ヒロキ兄さん、そしてぼくという家族四人で初めて食卓を囲む段となったわけ……なのだけれど。

『…………』

　沈ちん黙もくが重い。非常に気まずい。思えば、そもそもこうして四人揃って食卓を囲む機会がこれまでほぼなかった気がする。

　ミユキお母さんは小さく白米を口に運びながらも時折ぼくの方を見て、目が合いそうになるとスッと逸そらす。

　リョウお父さんさんは、「がっ……」「しご……」等と時折奇き音おんを発するものの、ぼくらに見つめられると結局言葉が尻しりすぼみで消えてゆく。

　ぼくと兄さんは二人で会話を盛り上げようと試みるも、結局は子供二人の間で学校の話が繰くり広げられるだけであり。ミユキお母さんは時折「そう」等と相あい槌づちを打ってくれるものの、それ以上の会話には発展しない。

　兄さんとリョウお父さんが、どこかじれったそうにぼくとミユキおかあさんの様子を探さぐる。だけど……気を遣つかってくれている二人には、ちょっと悪いのだけれど。

　実をいえばぼくは、今、こうして、四人で食卓を囲めているというそれだけで、本当は満足だったりもして。

　……目が合いそうになる度たび、ミユキ母さんが視線を逸らしてしまうのは、やっぱり寂さびしいけれど。だけど……ぼくは知っている。ミユキお母さんは少しだけ照れ屋だけど、本当は凄く優しくて温かい人なんだって。だって……。

「あ」

　と、ぼくが感かん慨がいにふけっていると、小こ鉢ばちに盛られた不格好な肉じゃがを一口頰ほお張ばった兄さんが、ぽろりと一言感想を漏らす。




「これ、すっごくおいしいですぞ」




『？』

　途と端たん、その普ふ段だん真ま面じ目めな兄から漏れたとは思えない不思議な語ご尾びに、家族みんなからギョッとした視線が集まる。

　ぼくもまた、両親達とは違う驚おどろきで目をみはる中……ようやく自分の発言に気付いた兄さんは、みるみる顔を赤くして縮こまってしまった。

　直後……両親二人から、くすくすと耐たえきれないような笑いが漏れてくる。リョウお父さんがご飯を噴ふき出しかけ、ミユキお母さんは……。

「……っ……っ……」

　自分のキャラじゃないとでも思っているのか、笑顔をぼくらに必死に見せまいと顔だけ後ろに向けるも……その肩かたは小刻みに揺れていた。

　ぼくもまた、大いに笑いながらも……じわりと瞳ひとみに滲にじんできた涙なみだを、慌あわてて袖そででぐしぐしと拭ぬぐう。

　あれ、おかしいな。どうしてぼくは泣いているんだ。勇者という名の大罪人のくせに。これじゃまるで……まるで、ただの、幸せな、子供じゃないか。……本当に心の底から幸せな、子供じゃないか。

　ぼくは震ふるえる手で手前の小皿へと箸はしを伸ばすと、小さな白菜の芯しんをつまみ、ゆっくりと口に運んで咀そ嚼しやくする。母さんが、ちらりとぼくの様子を窺うかがっている。

　と、その刹せつ那な、再びぽろりと涙が零こぼれてしまったことで、ぼくは確信した。

　ああ、これだ。

　ぼくが泣いちゃったのは、決して、ぼくが幸せだから、なんかじゃ、なくて。




　そう、それは、きっと。



















　母さんの初めて漬つけたお漬け物が、少しだけ、しょっぱすぎたせいだ。








あとがき









　どうも、未だにあとがき文章の書き出し挨あい拶さつがしっくりこない、葵あおいせきなです。

「初めましての方は初めまして～」あたりが定番だろうとは思うのですが、毎回それも芸がないかなと思いつつも、しかしじゃあ他にバリエーションがあるのかというとそうでもなく。もう、なんかオリジナル挨拶とか作っちゃいましょうか。それがいいかもですね。

　よぅし……。

「あと☆がっきー！　葵せきなだよ！」

　…………。

　初めましての方は初めまして、それ以外の方はいつもありがとうございます。

　著者の葵せきなです。

　さて、気を取り直して、今回は最終巻なので真ま面じ目めにあとがきをば（今いま更さら？）。

　私としては現在夏の暑さにあえぎながらこのあとがきを執筆しているのですが、読者の皆様におかれましては如何いかがでしょう？

　発売月たる二〇一五年の九月、残暑に辟へき易えきしながらなのか、冬休みに炬こ燵たつの中で蜜み柑かんを食べながらなのか、はたまた春の陽気に眠ねむ気けをおぼえながらなのか。

　本という媒ばい体たいは昔から書く側と読む側に大きくタイムラグが発生するものですが、ネットが発達に発達したこのご時世だと、余計にその不思議を感じる次し第だいです。

　さて、そんな小こ賢ざかしい前置きを致しつつ「ぼくのゆうしゃ」語りに入ろうと思うのですが、当然ここからは作品全体に関する統とう括かつを語るので、大きなネタバレは全くしないつもりですが、最終巻本編を未読の方は少しお気をつけ下さい。




　さて、確認出来る限りだと最初にこのシリーズの概がい要ようをテキストに起こしたのは二〇一二年の秋口（大体今から丁度三年前）だったようです。

　まだまだトオル達の大冒ぼう険けんに関する詳くわしい内容など影も形もなかったのですが、実際最初からこの「大おお枠わく」自体は決まっておりまして。

　兄を助けたいと願う男の子、家庭環境の歪いびつさ、女め神がみや魔ま法ほうの真実、三みつ巴どもえ（四よつ巴）の終しゆう盤ばん戦……あたりの、主に「柱」みたいな部分は大体最初に決まっていたものです。

　その割に一巻では全然その辺の片へん鱗りんないじゃねーかという感じなのですが、実際導入はあくまで「オーソドックスな異世界冒険譚たん」にしておきたかったんですよね。ただ、ここで最終巻終わった今だからこそ言うと、あの一巻、大まかにはシリーズ全体を通したテーマとほぼ同じことをやっていたりします。ほんのりとですけどね。

　そんなわけで始まった「ぼくのゆうしゃ」なのですが、正直なところ「この想定したラストまでちゃんと至れるのだろうか」という不安がずっとありました。シビアな話すると売り上げ的なことは勿もち論ろんですが、単純に「こんな私がちゃんと彼らの物語を描えがききってあげられるだろうか」という気持ちがありまして。

　でも、お世辞でもなんでもなく応おう援えんしてくれた皆みな様さまのおかげさまで、こうしてキッチリとラストまで描き切ることが出来ました。本当にありがとうございました！

　他人に感謝とか滅めつ多たにしない性根の腐くさった引きこもり作家ですが、特にこのシリーズに関しては「読者様に感謝」という非常に噓うそ臭くさい綺き麗れい事な台詞せりふが、ちゃんと本ほん音ねでございます。い、いや、他のシリーズでは全く感謝してないとかじゃないのですけど！　やっぱり「ぼくのゆうしゃ」は非常にそれが大きかったもので……。




　そういう意味では、まあ最終巻がとんでもない分厚さになるというアレはありましたけれど、この八巻構成というカタチは非常にいい塩あん梅ばいだったなと思っております。

　いや、基本的には異世界を冒険する物語なので、長くしようとすればいくらでも出来てしまう話ではあるのです。それこそ、個人的にはトオル・ルウ・ファルディオ・セシリアの和わ気き藹あい々あい感が出れば出るほどいいな（終盤盛り上がるな）と思っていたので、冒険パートはいくらあってもいいなとも思っていて。

　けれどそうなると、今度は当初からのテーマであった締しめのパートに入る決心がつかなくなってしまいかねず。その結果読者様に物語の終わりを見せられなくては本末転倒もいいところですので、今回こうしてキッチリ全て描いた上で終われて、実に感無量です。

　本の感想や評価は読者様側が決めることだと重々承知しているのですが、それでも、やはり著者本人的には今回「書ききったなぁ」という感慨に耽ふけらせて頂いております。

　正直これまで書いた小説の中で最も疲ひ弊へいし、だからこそ最も達成感と満足感のあるシリーズでした。なんでしょう、こんなナヨナヨしたヘナチョコ野郎の私ですが、それでも某ぼう世紀末漫画の某ラ○ウさんの台詞せりふ「我が生しよう涯がいに一片の悔くい無し！」の境地がほんの少しだけ垣かい間ま見えた程度には、出し尽つくしました。……いや、絞しぼり出さされました、か？




　さて、ここからは主要キャラ話でも。

　この「ぼくのゆうしゃ」に関して、読者さんは勿もち論ろん、担当さんからさえちょいちょい以前から言われていたことなのですが……。

「これ、もはやファルディオが主人公じゃね？」

　という疑問に関して。まあ最終巻とかほぼ語り部べ務めてますしね。その感想もすっごく理解出来るんですよ？

　で、でも、違ちがうんですって。あの小悪党、どうにもいいとこばかり持ってくからそう見えるだけであって！　実際ガチ主人公に据すえたら「お前ホント駄だ目め野や郎ろうだな！」ってなる描びよう写しやも多くなるはずなんですよ！　多分！　そういう意味では、トオル君の評価が一番的を射ています。ファルディオはずるいのです。色々な意味で。

　サクヤに関しては、再三言っておりますが、当初あそこまで色々食い込こむ予定じゃありませんでした。作者的にこのシリーズで誰が一番敵に回したくないかと言えば、今やあの村むら娘むすめさんです。なんなんですかあの子。負けるところが一切想像出来ない。

　ルウに関してはもう、最初から色々な意味でこのシリーズの象しよう徴ちようさんです。タイトルの横っちょにもシルエットありますしね。「ですぞ！」というあの台詞が書けなくなるのは、ことのほか寂さびしかったです。ルウのぬいぐるみがガチで欲しい。

　ちなみにこのシリーズで実は一番割を食っているのがセシリアです。どんだけ死し闘とう演じたのでしょう、あの人は。別にそういう担当として設定してあったわけではないのに、気付けば全戦ガチ死闘みたいなお方に。そういう意味では、誰がヒロインなのかイマイチ分からないと評判（？）のこのシリーズですが、正ヒロインの称しよう号ごうぐらいは上げてもいいんじゃないでしょうか。そうじゃなきゃ報われなさ過ぎる……。そんなわけで作者は個人的に超ちようプッシュしますが、作者が応援したからってそれが正解じゃないのが、ライトノベルな気もします。色々ごめんね、セシリア。




　他キャラ話もしておきます。

　魔王やトオルの母親の背景やその顚てん末まつに関しては、実は企画序盤から設定されておりました。一巻でこの世界に魔王はいないと言ったな。アレは噓だ。という感じです。ただまあ、魔王とはいえ悪の化身的なアレでもないので、一般的な意味合いでの魔王はいないっちゃいないのですが。

　義母とトオルの関係性は、主人公たるトオルの考え方の根本部分の象徴ですね。シリーズ企画時に「実は壮大なツンデレ話です」と担当さんに説明したのですが、イマイチ伝わりませんでした。な、なぜだ。

　魔人達に関しては割と企画の後半に出てきたキャラ達です。が、意外と全員ガッツリ最後まで絡からみましたね。全員ちょいとネジ外れてますが、個人的には行動動機が極めて分かりやすく好きでした。

　可哀想かわいそう度合いで言うと、ヒロキも中々のものです。あんなに頭良いのにね。どうして全然上手うまくいかないんでしょうね。周囲がイロモノすぎたせいでしょうね。

　魔法少女のレイア周りはまだまだ掘り下げられる部分が多量にありますね。最たるものは母親の冒険譚でしょうか。腹黒女子高生がヘタレ騎き士しを尻しりに敷しきつつ世界を蹂じゆう躙りんする物語……うん、「ぼくのゆうしゃ」外伝とは思えない概要だ。誰か書いて下さい。

　まだまだキャラおりますが、まあ全部言げん及きゆうしているとキリがないのでこの辺で。




　他の余談的裏話としては、ファルディオの実家関連話やトオルの事故の加害者関連、更にはトオルの両親が遭そう遇ぐうした船せん舶ぱく事故の真実等もほんのり……「裏設定」とまで言うには気き恥はずかしい程度にあるのですが、とはいえやはりそこは基本「寄り道」みたいな部分ですので、暇ひまだったら空想とかして補完して貰もらえたら幸いです。それらの要素に本編後のトオル君達の物語を絡めて空想すると、かなりそれっぽい「続編」が皆さんの頭の中で出来上がる不思議！　なんかお得な気がしませんか!?　し、しませんか、そうですか。




　まあ、それはさておき。

　そんなこんなでやってきました「ぼくのゆうしゃ」ですが、このシリーズがこうして幸せな結末を迎えられたのは、やはり偏ひとえに様々な方のご助力の賜たま物ものです。

　特にＮｉｎｏさんの素晴らしいイラストには、精神的な意味でもどれほど支えられたことでしょうか。今巻の表紙イラストなどその最たるものでしょうけど、毎回本当に「本文以上に一発で全部表現」してくれており、作者的にはそれだけでもう何もかも全部報われた気分にさせて頂いておりました。

　これまで本当にありがとうございました！　社交辞令一いつ切さい抜きで、またいつか、何かでお仕事ご一いつ緒しよ出来たなら幸いです！

　担当さん方にも多大なご苦労をおかけ致いたしましたが、お陰かげ様さまでこうしてシリーズをキチンと着地させることが出来ました。ありがとうございます。

　そして、当然ながら、このシリーズを最後まで追いかけて下さいました読者様方。

　正直なところ人を選びまくる設定な上、決して最初から大盛り上がりな話でもなく、当然超大ヒット作品とかでもないこの物語。それをこうして最後までしっかり見守って頂いた皆さんには、どれほど感謝していることか。面白いと言ってくれる感想一つ一つがしっかりと胸に染しみ、だからこそ、最後までそれを裏切ることがないようにと、常に自分に活を入れて取り組むことが出来ました。

　本当にありがとうございました。こんなに「恵まれているなぁ」と心から感じた作品はございません。

　基本的に作風が毎回違う作家なので、今後もガンガンついて来い！　とまではとてもじゃないけど言えませんが、それでもこのシリーズで学んだこと、受け取ったものを最大限に生かして今後の作家活動に励はげんでいきますので、もしよろしければ、時折様子を見て下さると幸いです。……あ、でもその際、葵せきながちょっと見ない間にヒップホップに目覚め、しょっぱいラップを恍こう惚こつの表情で歌っていたりしたら、それは見なかったことにして下さい。「ぼくのゆうしゃ」を書いていた頃ころの葵せきなを、貴方あなたの中でそっと生かしておいてあげて。ＹＯ！（最終巻のあとがきラスト付近のテンションじゃない）。




　そんなわけで「ぼくのゆうしゃ」シリーズ、最後のあとがきでございました。




　それでは、トオル君達の幸せに溢あふれた未来を祈いのりつつ。
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